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木材の需要は，現在，建築用材を主とした用材と紙・パルプ等の繊維原料としての用途に大別され，将

来においてもこの 2 つの用途はかなり永続するものとみなされる。したがってJ 林業における生産の目標

も当然この 2 つの用途を目標としたものになってくるが，これらの用途では生産材の品質にたいする要求

がかなり異なっている。たとえば，建築材としては木材の吸湿性，伸縮性などの物理的性質を主とした表

面材料としての性質，構造部材としての材料の強度や弾性が要求されるが，繊維原料としては生産費が安

く，製品の収率がよく，できるだけ均質な材料を多量に収穫することが必要である。

これにたいして，供給面をみると，国内の森林資源は戦時中の乱伐放任によって極度に疲へいし句木材

の需要にたいして生産量は著しく不足し，その供給量を飛躍的に増大させるために，拡大造林や育種事業

による成長量の増大が期待されている。

しかし，木材の需要の実態にはすでに著しい変化が現われており，従来，木材の独占場であった用途に

たいしでも木材以外の競争材が現われており，こうした需要の変化がたんに量産を目標とした従来の生産

手段では解決できないことは明らかである。

木材の材質は，林木の生育環境によって複雑に変動するものであるが，同一環境においても個体聞の材

質の変動が大きく，遺伝的な支配も強くうけるものと考えられる。

これを裏づけるように，近年，欧米諸国において林木の品種改良によって，生産材の材質の向上を期待

するための一連の研究が進み，材質的にすぐれた個体を見いだしてその増殖を計るための計画が実行にう

つされている。

この研究は，わが国における林木育種を進めるうえでの技術的な基礎資料を提供するために行なったも

ので，建築用材，パノレフ。用材として利用されるアカマツを対象とし，材質的な選抜方法を検討した。

また， この研究で調査したアカマツ母樹については，その子供集団がすでに造成されており.近い将

来，これらの検定林について，母樹ぺつ子供集団の材質を調査し，その遺伝性を確認する計画である。

この研究の実施にあたっては，前林業試験場長斉藤美鴬，林業試験場長坂口勝美，元林業試験場調査室

長徳本孝彦，前林業試験場調査室長橋本与良，林業試験場調査室長竹原秀雄，前林業試験場木材部長小倉

武夫，林業試験場造林部長加藤善忠，林産化学部長米沢保正，木材部長上村武氏らのご指導とご助言を

いただいた。また，現地調査と試験地の設定には青森営林局，岩手営林署，東北林木育種場，林業試験場

東北支場の関係者の方々に多大のご協力をいただいた。ここに，これらの方々に深甚の謝意を表する。

1.研究計画

1-1. 研究内容の概要

この研究は，アカマツ (Pi抑制 d印siflora) の材質育種をすすめる上で技術的な基礎資料を提供するた

めに行なった。

アカマツについて，建築用材やノ勺レフ。用材として必要な材質の指標 96 (材質形質と称する)，幹・校・

針葉・種子などの形態的な指標 157 (形態形質と称する)，成長に関する指標 2 (成長形質と称する)，合

計 255 の形質をとり上げ，これらの形質の個体間変動や個体内変動を明らかにするとともに，各形質の相

互聞の相関を求めた。この結果，材質育種の立場から材質形質の選定，材質形質に相関する形態・成長形
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質の選定をおこない，これらの形質による選抜方法を検討したc

研究にあたっては，まず，わが国のアカマツ天然分布区域のうち，次の 2地方に試験林を設定した。

東北地方:岩手県岩手郡松尾村大字松尾字前森山

青森営林局岩手営林署前森山国有林 459 林班は小斑

関西地方:広島県芦品郡協和村大字阿字字清六山

大阪営林局福山営林署清六山国有林 27 林班い小班

これらの母樹林から， 33 本(東北地方)， 31 本(関西地方)の母樹を選定し，伐倒して形態，成長.材

質を調査した。また，これらの母樹から種子およびツギ穂を採取し，母樹ぺつに子供苗を養成して，実生

系統とクローンの植栽試験地を設定した。

この研究結果は，前記 2地方の母樹林と植栽試験地の調査結果を総合して検討さるべきものであるが.

このためには，なおかなり長期間を要するので.とりあえず第 1 報として，東北産アカマツ母樹について

の調査結果をとりまとめた。とりまとめにあたって，植栽試験地の調査後，将来，ふたたび必要になると

J恩われる資料は，散逸を防ぐため，本報に付録する調査資料として印刷することにした。

1-2，研究組織

この研究は林業試験場の総合研究として実施したもので.このため昭和36年度から場内に材質育種研究

班をつくって実行にあたった。研究の性格から長期間を要し，その間，担当者の転勤等による交替はあっ

たが，現在までの研究分担および本報告の作成における分担内容は次のとおりである。

担当事項 担当者 所 属 この報告の分担事項

研究計画全般 岩川盈夫 四国支場長(前造林部遺伝育種科長)

力日 納 孟 木材部材料科長 1 研究結果の総括および
岡田幸郎 造林部遺伝育種遺科伝育種第二研究室長 その取りまとめ

蕪木自輔 東京農工大学教部授材
(前木材 料科物理研究室長)

須藤彰司 木材部材料科材質研究室長 1 研究結果の総括および
上 進 造林部遺伝育種遺科伝育種第四研究室長 その取りまとめ

母樹林分の調 力日 納 孟

査と試料採取 岡田幸郎

上 進

中川伸策 木材部材料科材質研究室員

斉藤久夫 // // // 

佐 藤 享 造(林前部東遺北伝支育場育種林科遺部伝育育林種第一第研一研究室究室長長) 

貴 回 忍 東北支場育林部育林第一研究室員

材質調査

繊維長 須藤彰司 繊維特性の取りまとめ

石原重春 調査室前資木料科材部資材料室料員科
( 材質研究室員〕

@ 



材質育種に関する研究第 l報(材質育種研究班)

年輪構成およ斉藤久夫
び容積密度数

収縮特性 蕪木自輔

中野達夫 木材部材料科材質研究室員

- 5 ー

年輪構成および容積密
度数の取りまとめ

収縮特性の取りまとめ

強度特性 山井良三郎 グ グ強度研究室長 強度特性の取りまとめ

近藤孝ー グ F 強度研究室員

パルフ.特性 香 山 彊 林産化学部林産化学第三科 ノ勺レフ。特性の取りまと
パルプ研究室長 め

菊池文彦 r パルプ研究室主任研究官

高野勲

化学組成 宮崎鑑吾

寺谷文之

生松脂宮崎信
抽出成分

安江保民

形態調査 岡田幸郎

一上進

成長調査 岡田幸郎

一上進

植栽試験地設定岡田幸郎

一上進

// パルプ研究室員

グ 林産化学第一科長 化学組成の取りまとめ

グ 林産化学第一科
へミセルロース研究室長

グ 林産化学第二科
リグニン研究室長

11 F 生松脂および抽出成分
抽出成分研究室員 の取りまとめ

形態の取りまとめ

成長の取りまとめ

菊池秀夫 造林部遺伝育種科遺伝育種第二研究室員

古 川 忠 東北支場育林部育林第一研究室長

渡 辺 操 東北林木育種場原種課長

1-3. 母樹林分と植栽試験地の概要

1-3-1. 母樹林分

母樹林分は，研究計画にもとづいて守青森営林局管内の岩手営林署前森山国有林 459 林班は小班 (2種

林，面積 24.74ha) の中の 0.7ha を選んで設定し守昭和 36 年 9 月に予備調査を行なったうえ， 37 年 9 月

に本調査と試料採取を行なった。母樹林分は林齢 50-60年生のアカマツ天然生林で，樹種混交歩合はア

カマツが 95% である。

毎木調査したアカマツの立木本数は 414 本で‘この中から被圧木や欠点木を除き， 293 本の母樹候補木

を選んだ。候補木の選出率は 70% になっている。除外した 121 本の立木は樹形不良のもの 43 本(10%) ，

外傷または菌害のあるもの 48本 (12~の‘被圧木 30 本 (7 %)であった。

毎木調査は，胸高直径，樹高，枝下高，樹冠幅，枝角，幹の特徴.枝節痕，樹皮の型，球果量を測定

し，また候補木についてその胸高部位から成長錐コアーを採取しラ材の容積重を測定した。

候補木からの供試母樹選定は.直径階と容積重階をそれぞれ 3 階級に区分した合計 9 つの階級をつく

り，全候補木からランダムに 25 本の供試母樹を選定して各階級に配置し， 1 階級に 3本以下の母樹数に

なった場合はさらに候補木のなかから 1 階級 3 本になるように補充し，合計 33本の母樹を選定した。候

補木および供試母樹の直径階・容積重階の配分を Table 1 に示した。
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Table 1. 候補木と供試母樹の直径階，容積重階別本数分布
Frequency distribution of D.B.H. and density in the mother tree stand and sample trees 

\当時 g/cm3*1 0.338 I 0 ・ 400 I 0.450 I 0 ・ 5∞ I 0 ・ 550 I 計
直径階 cm*や _______1 -0.399 1 -0.ω 1 -0.499 1 -0.ω 1. -0.ω1 Total 

21 - 30 I ミー「(-5
I 57 (3) 

31 -ω| 
(3) 

計 15 

26 

(3) 

79 

* Density class (g/cm 3 ) , ** D.B.H. class. 

( ):供試母樹本数( ): Sample trees. 

1-3-2. 植栽試験地

98 

(9) 

10 

(3) 

8 

(3) 

16 2 1 
'--一一一一一一ーー一一一\戸一一一一一一一一一一一一/

19 (3) 

128 56 15 

38 

(9) 

205 

(15) 

50 

(9) 

293 

(33) 

東北地方と関西地方の母樹べつ種子を昭和 40年の春に林業試験場構内の苗畑に同時に播種した。養苗

法は通常の方法に従った。床替えは浅川苗畑で昭和 41 年と昭和 42 年の春に 2 回行なった。

Fig. 1 植栽試験地の位置図

Location of test plantation. 

、
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同時に，岩手営、J昭和 42 年秋に，これらの苗木を浅川苗畑から東北林木育種場の首畑に移し仮植した。

林署管内上坊山国有林 526 林班な・つ小班に植栽試験地を選定してブロックとプロットの配置を行なっ

た。植栽試験地は Fig. 1 に示したように岩手山麓に位置し，面積は 2.91ha である。

昭和 43 年 5 月に母樹ぺつ苗木の植栽を行なった。植栽した系統数は，予定の種子が得られなかったも

これらの母樹の系統の植栽合計 58 系統であれのを除いて，東北地方が 30 系統，関西地方が 28 系統，

試験地における番号および植栽プロックにおけるプロット数は， Table 2 のとおりである。

植栽密度は ha あたり 2.500 本 (2mX 2m) とし，プロ y トあたりの植栽本数は 36 本 (6 X 6 本)で

ある。植栽試験地におけるブロックおよびプロットの配置は， Fig. 2 に示したとおりである。

なお，各母樹からツギ穏を採取してツギキ・クローンを養成し，植栽試験地に植栽することにしてい

る。ツギキは，東北地方の母樹と関西地方の母樹のものをそれぞれ林業試験場東北支場と関西林木育種場

さきの植栽試験必要本数が確保される昭和 45 年に，で分担して実行しており，これらのクローン苗は，

地に植栽する予定である。

至
田
頭
大
一
史

困z 系

ア力マツ杯

(約10空軍生)

林道

タト

統

定岨
明
白

差
記
陀立
上
函
回

Fig. 2 岩手植栽試験地におけるブロックおよび、プロット配置図

Disposition of blocks and plots in Iwate test plantation. 



00 

Table 2. 東北地方植栽試験地における母樹番号，系統番号対照およびブロック別プロット数

Tree number and family number in each plot and block in T�oku test plantation 

#
骨
川
椋
刊
丹
醐
蹄
計
部
当
閣
何
冊
問
時

潮
時
N
姻
・

母樹番号 系統番号
ブロック Block フ。ロット

母樹番号 系統番号
ブロック Block フ。ロット

Plot Plot 
Tree No. Family No. 

I E E I耳 計 Tree No. Family No. 
I E E IV 計

東北 Tôhoku 3 T - 1 6 l 9 関西 Kansai 17 K - 32 l 2 
// 4 2 2 ，グ 21 33 l l 6 9 
// 24 3 2 // 23 34 l 2 
// 35 4 l l 4 // 31 35 l 2 
// 55 6 l // 44 36 I 2 

// 94 T - 7 4 // 45 K - 37 l 
// 102 8 1 4 // 66 39 1 4 
// 116 9 l 4 // 67 40 4 
// 119 10 3 dグ 115 41 2 
// 129 11 l // 120 42 l 

// 173 T - 12 l dグ 166 K - 43 i l 
// 189 13 l 4 // 179 44 l 1 4 
// 199 14 1 6 l 9 // 185 45 l 4 
// 213 15 l // 207 46 l l l 4 
// 214 16 // 217 47 l l 1 6 9 

// 215 T - 17 l l 4 // 233 K - 49 l l 
// 224 18 // 242 50 6 1 9 
// 256 19 // 255 51 l 1 3 
// 269 20 l 4 // 259 52 l 6 9 
// 273 21 l 1 4 // 267 53 l I l 3 

// 276 T - 22 l 2 // 281 K - 54 l l 1 1 4 
// 277 23 l 6 9 // 289 55 l l l l 4 
// 291 24 2 // 305 56 1 l 3 
// 318 25 l 4 // 315 57 1 
// 359 26 4 // 343 58 

H 384 T - 27 4 
// 3531K-591 3 

グ 390 28 4 
// 409 I 61 2 

// 398 29 3 
グ 405 30 6 9 Kitagamiyama 

関西 Kansai 13 K - 31 2 合計 Total I 202 

ブロック別系統数 No. of families. 

1 : 58 , 11: 44 , DI: 33, IV: 27 
Area of plot 12m X 12m = 144m 2 

No. of trees/Plot 6 本X6本=36本

プロット îltî積
プロット本数
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2. 調査方法と母樹特性

母樹を伐倒し，地上高 O.2m ， 102m , 3.2m……と以下 2mおきに厚さ 10cmの円板を梢端まで採取し，

これらの円板とその中間の丸太を， Fig. 3 に示す区分にしたがって材質調査のための供試材とした。

2-1.材質調査

材質調査のための供試材から，各形質の試験片の採取は，次のように行なった。

1) 繊維特性

各母樹の胸高円板の山側部分から髄を含んだ幅 2mm，高さ 2cm の試験片を採取し，その各年輪から

晩材部のみを取り出して，ジェプレー氏液に浸漬し，解離を行なった。

2) 年輪構成と容積密度数

各母樹の各地上高 (O.2m ， 102m，以下 2mおきに梢頭まで)から採取された厚さ 10cm の円板の中央

部分で， Fjg. 4 に示すように幹の山一谷側およびこれに直交する 4 方位から厚さ 1cm，幅 5cm の試験

片を 2枚採取した。その 1 つを年輪構成の測定用とし，他の 1 つから Fig. 4 に示すように円板の樹皮側

から 5年輪おきに幅約 5cm の扇形木口板試験片を採取し，容積密度数の誤IJ定に用いた。

3) 収縮特性

各母樹の胸高円板を，生材の状態に保持させたまま， Fig. 5 に示すように試験片を木取った。すなわ

o 

Fig. 3 供試材の採材

Position of sample disks 

within trunk 

ち，円板の山 谷側直径にそってラできるだけ迄続的に採取

し，しかも，心材と辺材が区別できるようにした。各試験片

の寸法は接線方向 30mmX半径方向 30mmX繊維方向 5mm

の木口試験片と，繊維方向 60mmX半径方向 30mmX接線方

向 5mm の柾目試験片の 2種類で，これらを，各採材位置で

Fig. 4 供試片の木取りかた

Sampling of density test specimens. 

W 
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末口説片

Cross sec.tion 

, ih 
宿高4

Fig.5 試験片の木取りかた

Sampling of shrinkage test specimens. 

局本:1 2 3 

3 1292 1533 1593 
22 1373 1493 1586 
24 1200 1448 2218 
28 1033 1388 1652 
35 1059 1330 1794 
39 1088 1677 1918 
55 1155 1812 1962 
94 1278 1560 1870 
102 1362 1656 2188 
114 1326 1862 1992 
116 1420 2074 2138 
119 1204 1721 1830 
129 1423 1600 2280 
173 1337 1288 1119 
189 1351 1661 1885 
199 1227 1449 1736 
213 1576 1583 2447 
214 1414 1815 1876 
215 1354 1736 2191 
224 1410 1920 2075 
256 1015 1405 1919 
269 1281 1446 2051 
273 1170 1312 1751 
276 1414 1695 2222 
277 1398 1767 2123 
291 1272 1629 1840 
318 1154 1348 1238 
359 1111 1284 1530 
384 1393 1649 1699 
390 1216 1444 1808 
396 1302 1748 2052 
398 1110 1535 1649 
405 1574 1979 2201 

4 

1658 
1815 
2066 
1796 
2250 
2075 
2095 
2104 
2384 
2250 
2340 
1932 
2481 
1142 
2254 
1751 
2574 
2147 
2344 
2521 
2111 
2069 
1991 
2220 
2274 
2235 
1425 
1629 
2102 
2088 
2089 
1680 
2174 

*1 Ring No. from pith, *2 Tree No. 

幹軸方向に相接続させて採取した。

4) 強度特性

各母樹の地上高1.2-3.2m の聞の樹幹から，山

一谷側を結ぶ直径をはさんで 6cm厚の板を採取し，

心材部および辺材部ごとに 5X5X180cmの曲げ試

験片を木取り，欠点を有する状態での曲げ試験に用

いた。この非破壊部から J 1 S の規定による無欠点

材の静的曲げ試験片，縦引張試験片とを木取り，静

的曲げ試験後の試験片の非破壊部分から，さらに縦

圧縮，せん断，部分圧縮試験片を採取した。なお，

かたさ試験のためには， J 1 S による試験片をとく

に採取せず，木口面かたさはせん断試験片の木口

面，側面かたさは部分圧縮試験片の側面を用いて測

定した。

5) パノレフ。特性

5 

2008 
1877 
2454 
1828 
2039 
2254 
2345 
2401 
2539 
2340 
2476 
2546 
2443 
1518 
2251 
1961 
2703 
2427 
2376 
2312 
2466 
2258 
2220 
2481 
2294 
2090 
1632 
2101 
2332 
2219 
2439 
2150 
2137 

Table 3. 各母樹の樹齢

Average fiber length of 

6 7 B 9 

2217 2426 2756 2896 
2328 2420 2953 2680 
2547 2683 2869 3024 
2202 2341 2251 2467 
2325 2511 2084 2375 
2402 2314 2720 2826 
2706 2804 2656 2782 
2476 2634 2654 2684 
2531 2593 2878 3148 
2563 2501 2975 3044 
2350 2545 2530 2742 
2762 2506 2761 2572 
2463 2559 2707 2792 
1533 2112 2133 2204 
2214 2384 2272 2400 
2207 2330 2436 2569 
2628 2850 2858 3097 
2652 2763 2755 3056 
2661 2724 2731 2746 
2776 2684 3074 3324 
2567 2710 2883 3215 
2470 2568 2505 2828 
2932 2648 3090 3251 
2637 2856 2922 3029 
2271 2394 2455 2676 
2221 2630 2749 2656 
1812 1804 2218 2609 
2412 2408 2532 2502 
2383 2730 2736 2773 
2382 2393 2651 2878 
2492 2772 2887 2729 
2134 2207 2816 2758 
2348 2487 2560 2834 

‘ 
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各母樹について，胸高部位から順次 2mごとに厚さ約 25mmの円

板を梢端まで採取した。試料の合計重量が 1 母樹につき 10 kg (全

乾重量)以上になるようにし，各地上高 1 枚あての採材で不十分な

場合には，円板枚数を均等に倍加して採取することにより，母樹を

代表できるようにしながら試料の量を増加した。これらの試料につ

いて ， 25x 1O~15X 2 -3 mm の手割チッフ。を作製し守パルフ。化試

験に用いた。

6) 化学組成

パルプ化試験用チ y プ。を用いた。チップ。をよく混ぜてから，ウイ

3 
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試
匂

獄料
Sample 

Fig. 6 試料の採取位置

Sampling for extractives 

within billet. 

ーリー・ミノレで粉砕し， 60-80メッシュ部分をとり，木材分析用試料とした。

7) 生松脂浸出量および抽出成分

生松脂浸出量は， 1961年 9 月に，各母樹ごとに樹幹の粗皮を剥離した後.一般に行なわれている鋸によ

る斜溝法で，樹幹の 1/3 切付を行なった。抽出物量は.胸高下部から採取した円柱を Fig. 6 のように扇

形に木取りした後，斜線部分の 4 個の試験片を辺・心材に分けて鋸屑をつくり試料とした。

2-1-1. 繊維特性

思j 平均繊維長 (μ)

each ring in sample trees 

10 I 11 I 12 I 13 14 15 16 18 19 17 

2812 3285 3406 3459 3136 3156 3258 3622 3366 3768 
2834 3179 3416 2832 3587 3604 4007 4131 4364 4456 
3046 3611 3290 3805 3938 3747 3708 3767 4098 4257 
2740 2843 3010 2970 3207 3000 3038 3050 3065 3140 
2467 2714 2822 2960 3114 3279 3625 3322 3350 3305 
2662 

2386363 3 
2936 3173 3189 3222 3329 3039 2882 3124 

3040 3559 3334 3852 3213 3730 3154 3604 3875 
2998 3182 3197 3242 3136 3128 3318 3432 3322 3291 
3251 3324 3386 3549 3529 3454 3567 3706 3432 3286 
2735 3131 2988 3319 3195 3363 3604 3437 3432 3477 
3149 3140 3354 3292 2996 3311 3171 3423 3472 3602 
3038 3384 3426 3696 3759 3810 3725 3700 3657 3542 
2925 3042 3230 3171 3558 3308 3515 3428 3443 3378 
2477 2616 2631 2867 2912 3008 2755 3090 2863 2854 
2739 2837 3326 3339 3375 3154 3214 3350 3462 3284 
2678 2763 3222 3194 3330 3316 3542 3498 3933 3630 
3182 3277 3367 3492 3530 3618 3463 3548 3562 3550 
3115 3055 3466 3323 3124 3532 3481 3462 3240 3167 
2843 3128 3090 3336 3332 3460 3647 3702 3373 3661 
3143 3630 3459 3339 3347 3578 3528 3509 3800 3347 
2949 3221 3861 3527 3772 3766 3767 3739 4100 3844 
3052 3110 3348 3323 3237 3008 3262 3441 3384 3234 
3284 3494 3531 3683 3443 3608 3512 3709 3469 3014 
3321 3457 3142 3331 3761 3337 3804 3488 3520 3551 
2745 3060 3108 3400 3288 3384 3105 3020 3213 3049 
2898 3332 3837 3537 3557 3593 3633 3664 3588 3531 
2623 2398 2514 2650 2810 2758 2876 3126 3337 3295 
3536 2563 2888 2637 2808 2893 3180 2782 2810 2980 
3260 3079 3693 3755 3822 3833 3843 3457 3666 3806 
2638 2876 3298 3232 3409 3221 3164 3176 3366 3135 
2780 2687 3165 3106 3224 3149 3260 3230 3225 3282 
2754 2956 2662 2719 2935 3124 3076 2910 2706 2518 
2783 2600 3187 3146 3273 3439 3655 3274 3181 3526 
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Table 3. (つづき) (Continued) 

主謀ぞ| 20 21 22 23 24 25 26 27 28 

3644 3560 3363 3632 3657 3673 3810 3977 3657 
4106 4054 4262 4079 3499 3787 3769 4036 3898 
3722 3667 3483 3622 3591 4212 3994 4074 3661 

28 3032 2915 2959 2928 3074 2992 3309 3247 3400 
35 3184 2855 3160 3087 3131 3499 3315 3723 3617 
39 2933 3030 330日 3526 3285 3542 3640 3313 3477 
55 3982 3281 3889 3337 3808 3501 3532 3342 3748 
94 3118 2990 3274 3498 3214 3542 3605 3926 3782 
102 3743 3672 3515 3394 3698 3554 3625 3648 3831 
114 3316 3568 3377 3334 3558 3248 3566 3672 
116 3338 3466 3447 3720 3708 3774 3643 3538 3779 
119 3668 2721 3779 3806 3951 3906 3812 3914 3653 
129 3554 3485 3378 3257 3464 3667 3464 3455 3561 
173 2879 2784 3046 3108 3048 3201 3401 3305 3160 
189 3130 3157 3204 3338 3297 3354 3292 3399 3435 
199 3961 3721 3811 3926 3931 3874 3673 3701 3806 
213 3144 3317 3223 3600 3723 3710 3526 3674 3952 
214 3404 3386 3238 3124 3248 3630 3593 3552 3470 
215 3753 3828 4007 3708 3846 3686 3732 3497 3786 
224 3870 3919 3777 3764 3954 4037 4117 4036 4074 
256 3774 4096 4053 3813 3746 3863 3735 4001 4316 
269 3133 3234 3432 3152 3377 3704 3299 3175 2806 
273 3458 3495 3558 3342 3584 3424 3647 3866 3752 
276 3718 3691 3596 3415 3464 3439 3377 3507 3298 
277 3424 3520 3338 3532 3493 3606 3575 3522 3692 
291 3572 3576 3726 3918 3755 3665 3788 3968 3896 
318 3463 3315 3419 3594 3562 3520 3133 2972 3884 
359 3074 2964 2941 2884 3115 2760 3142 2962 3039 
384 3683 3438 3570 3662 3721 3852 3687 3595 3900 
390 2979 3530 3420 3464 3390 3352 3133 3262 3457 
396 3329 3002 3274 3445 3447 3418 3494 3360 3690 
398 2842 3072 2896 3125 2877 2841 2686 3026 2963 
405 3324 3441 3846 3580 3607 3425 3173 3550 3863 

与語ぐ| 39 40 41 42 43 44 45 46 47 

3 3957 4315 3965 3552 3329 3970 3802 3772 4110 
22 3819 3919 4107 4236 3885 3727 3968 3910 4475 
24 4335 4158 4167 4439 4072 4770 4369 4297 3780 
28 3195 2941 2910 3178 3233 3232 3459 3054 3254 
35 3784 3920 3828 3806 3713 3812 3533 3897 3;'99 
39 3258 3149 3207 3691 3547 3502 3688 3379 3475 
55 4044 4246 3614 3592 3503 3769 3704 3838 3882 
94 3807 3792 3685 3886 3528 3669 3637 3788 3589 
102 3544 3555 3333 3642 3656 3736 3173 3398 3218 
114 4147 3708 3787 3773 3920 3905 3688 3805 3557 
116 3788 3556 3746 3766 3803 3698 3772 3456 3735 
119 3899 3874 3969 4141 4072 4194 4292 4113 3621 
129 3746 4003 3759 3642 3759 3820 3956 3821 3980 " 
173 3621 3939 3845 3523 3296 3694 3395 3688 3654 
189 3398 3534 3528 3757 3834 3700 3890 3523 3779 
199 3725 3848 3866 3892 4053 3772 4016 4059 3951 
213 4029 3852 3892 4000 3802 3833 3609 3826 3747 
214 3241 3971 4060 3892 3513 3522 3948 3871 4077 
215 3970 3905 3919 4126 3907 4286 3628 4208 4293 I 
224 4094 4174 4325 4424 4502 4580 4039 4423 4651 
256 4014 4010 4203 4025 4101 4358 4363 4375 4252 
269 3060 2953 3191 2926 3508 3447 3679 3573 3506 
273 3450 3821 3730 3885 3922 3701 3804 3665 3700 
276 3930 3787 3659 3888 4072 3928 3814 3799 3525 
277 4227 4066 3879 4001 3852 4423 3881 3883 3535 
291 3670 3680 3289 3397 3637 3971 4135 3429 3268 
318 3297 3300 2918 3690 3278 3498 3698 3577 3856 
359 3190 3075 3156 3240 3112 3176 3516 3500 3441 
384 4223 4281 4179 4237 4008 4196 4389 4287 4299 
390 3632 3656 3520 3508 3454 3574 3424 3639 3575 
396 3448 3526 3548 3512 3556 3486 3365 2956 3286 
398 3483 2908 3406 3266 3441 3175 3414 3655 3569 
405 3905 4076 3822 4064 3893 4217 3738 3792 3888 
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29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 

3466 4004 4038 4048 4163 4146 3727 4140 4008 3929 
3703 3918 3939 4097 4073 3934 3979 3798 3972 3834 
4119 3843 4076 4185 3958 4322 3884 4398 3965 3869 
3629 3253 3080 3080 2856 2832 2804 3075 3071 2938 
3438 3594 3678 3848 3684 3647 3699 3682 3705 3902 
3644 3480 3517 3553 3127 3119 3193 3277 3803 3940 
3624 3374 3710 3582 3796 4080 3902 3864 3839 3745 
3791 3822 3610 3710 3540 3456 3614 4080 3496 3620 
3668 3789 3643 3749 3828 3583 3375 3611 3698 3619 
3654 3556 3542 3162 3538 3826 3504 3691 3815 3514 
3622 3798 3684 3550 3656 3646 3634 3634 3918 3872 
3771 3820 3750 3483 3621 3817 3883 3792 3848 3840 
3396 3500 3848 3504 3514 3657 3843 3237 3690 3654 
3156 3670 3210 3294 3506 3797 3812 3657 3458 3421 
3529 3617 3587 3934 3437 3605 3684 3487 3678 3539 
3901 3919 3735 3819 3541 3901 3928 4148 4326 4293 
3952 3522 3559 3678 3872 3608 3778 3824 3752 3811 
3771 3636 3593 3627 3876 3645 3721 3754 3758 4002 
4023 3634 3816 4177 3888 3779 3767 3778 4078 3922 
3926 3861 3815 3689 3900 3825 4268 3901 4104 4241 
4325 4022 4313 4295 3960 3901 4015 3917 4222 3975 
3441 2903 3001 2863 3068 3038 3071 3018 2893 2847 
3770 3896 3384 3457 3516 3614 3192 3684 3560 3783 
3593 3450 3804 3476 3616 3412 3816 3753 3520 3730 
3907 3997 4029 3780 3541 3706 3466 3488 3681 3952 
3712 3949 4007 3850 3939 3488 3313 3449 3660 3698 
3253 3465 3229 3960 3311 3839 3230 3470 3177 3246 
2744 2953 3040 3272 3123 3160 3017 3180 3229 3060 
3819 4017 4292 3837 4079 4085 4195 3930 4426 4085 
2927 3633 3392 3563 3479 3268 3292 3238 3193 3258 
3280 3455 3334 3108 3402 3234 3338 3147 3312 3386 
3256 3374 2938 3094 2811 2844 3148 3130 3128 2947 
3766 3674 3505 3715 3898 4137 3781 4182 4111 3701 

48 49 50 51 52 53 54 55 56 57 

3719 4022 3514 4128 4303 3671 
4435 4078 3641 4066 4246 4237 4319 4243 3627 3740 
3846 4043 4012 3802 3614 3726 
3282 3438 3190 3389 3294 3358 
3746 3886 3880 3755 4024 4008 
3916 4179 4280 4160 3928 
4027 3636 4066 3925 3808 3368 
3487 3701 3932 3854 3836 3724 3733 
3391 3487 3502 
3741 3767 3934 3795 3728 
3800 3901 3779 3786 3299 
3740 4062 4079 3922 3620 3888 
3268 3865 3725 3833 3809 3677 3271 
3543 3643 
3770 3903 3902 3846 3449 
4085 4301 4093 3875 3840 3952 4089 4020 4045 4230 
4048 4217 4107 4299 
3974 3967 4015 3984 3844 4183 
4058 3753 3886 4114 4396 4328 4017 
4540 4575 4307 4148 
4042 4209 4351 4570 4535 4582 4698 
3991 4044 4033 3848 3994 
3898 3947 3694 3992 
3668 3730 3759 4046 
3610 4171 3913 3923 3871 
3665 3871 3999 3937 3811 3671 
3786 3950 

4167 4640 4365 4418 4495 4624 3901 
3568 3704 3603 3728 3874 3992 
3534 3548 3424 3501 3142 
3566 3703 3678 3665 
382 ヲ 4034 3874 3999 4112 4116 3987 
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Table 4. 各母樹の成熟材部および未成熟材部の平均繊維長

Average fiber length of sample trees 

母番号樹 繊維(長μ 母樹 繊維(長μ 
Fiber length (f1) 

番号
Fiber length (f1) 

Tre巴 成熟材部門尽き;?? Tree 
No. M~ì~"~;;dl J 、vvOOG, e No. M~ì~ '~;;dl J町nje

woo 

3 3893 1617 119 3876 1846 
22 3982 1629 129 3664 2046 
24 4668 1877 173 3516 1281 
28 3171 1539 189 3621 1881 
35 3739 1734 199 3948 1624 
39 3583 1802 213 3832 2176 
55 3768 1874 214 3782 1936 
94 3708 1843 3945 2000 
102 3571 2026 224 4169 2047 
114 3681 1954 256 4187 1783 
116 3701 2090 269 3317 1821 

Table 5. 母樹の繊維特性

Fiber characteristics of trees 

母樹番号 繊維幅 膜壁厚 ノレーメン幅

Tree No. D (μ〕 W (μ〕

3 36.23 7.85 
22 41.24 8.56 
24 36.90 
28 34.60 8.19 
35 35.13 8.81 
39 35.36 8.64 
55 35.13 8.53 
94 34.93 10.61 
102 33.20 9.27 
114 32.40 8.21 
116 33.87 10.13 

119 37.90 10.76 
129 39.00 8.70 
173 34.23 8.62 
189 35.66 9.23 
199 39.37 9.47 
213 34.86 9.15 
214 31.23 8.26 
215 34.20 9.32 
224 34.73 9.30 
256 34.23 9.58 
269 31.60 8.93 

273 33.93 9.31 
276 34.87 9.57 
277 36.16 8.58 
291 36.93 8.82 
318 34.47 8.58 
359 36.13 9.90 
384 35.76 8.83 
390 33.16 8.85 
396 37.30 9.07 
398 32.67 8.63 
405 34.93 9.80 

W : Thickness of cell wall: 2 W = D -[ , 

D : Diameter of fiber. 

[ : Diameter of cell lumen. 

(μ〕

20.53 
24.12 

16.67 
17.88 
18.06 
18.07 
13.70 
15.67 
15.96 
13.60 

16.41 
21.60 
17.00 
17.20 
20.43 
16.56 
14.70 
15.56 
16.13 
16.75 
13.73 

15.30 
15.73 
19.00 
19.30 
17.30 
16.33 
18.10 
15.46 
19.17 
15.40 
15.33 

繊/維Fi繊長be維r 幅
length/ D 

107.48 
97.19 
110.27 
91.65 
106.49 
101.15 
106.67 
106.17 
104.44 
113.64 
109.30 

101.45 
94.04 
102.72 
101.65 
100.36 
110.00 
119.63 
115.37 
119.00 
122.35 
104.99 

108.90 
104.52 
105.87 
100.68 
100.43 
86.76 
116.07 
104.93 
90.77 
98.47 
110.54 

母番号樹 F繊iber 1維ength (長μ〉
Tree 
No. Adult wood JuVvVOeOnG 4e 

273 3694 1689 
276 3681 2006 
277 3828 1971 
291 3718 1813 
318 3461 1359 
359 3134 1531 
384 4143 1835 

3479 1755 
3385 1926 

398 3217 1625 
405 3861 2013 

膜厚/繊維幅 ルー/メ繊ン幅維幅

W/D !/D 

0.217 0.567 
0.208 0.585 

0.237 0.482 
0.251 0.509 
0.244 0.511 
0.243 0.514 
0.304 0.392 
0.271 0.458 
0.253 0.473 
0.299 0.402 

0.284 0.433 
0.223 0.554 
0.252 0.500 
0.259 0.482 
0.241 0.519 
0.262 0.475 
0.264 0.471 
0.273 0.455 
0.268 0.464 
0.280 0.489 
0.283 0.434 

0.274 0.451 
0.274 0.451 
0.237 0.525 
0.239 0.523 
0.249 0.502 
0.274 0.452 
0.247 0.506 
0.267 0.466 
0.243 0.514 
0.264 0.471 
0.281 0.439 

哩
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繊維長 各年輪ごとに 50 本の繊維を万能投影器により投影して， その長さを測定し， 平均値をもと

めた。各母樹の各年輸の平均値を Table 3 に，各母樹の成熟材部および未成熟材部の平均繊維長を Table

4 に示した。

繊維幅・膜厚・細胞腔の幅 各母樹の繊維長を測定した試料のうちから，第 25 ， 35 および 45 年輪の

試料を選び，それらの中から 10本ずつの繊維について， 幅および細胞腔の幅を測定した。測定には万能

投影器を用いた。これらの値を用いて，次式により繊維の膜厚を計算した。

2 W=D-l 

W: 細胞膜厚， D: 繊維の幅， 1: 細胞腔の幅

これらの値の測定にあたって，はじめに測定試料の写真撮影(倍率 100) を行ない，ついで， その写真

を 10 倍に拡大した。上述のように 3 年輪から 10 本ずつ，

それぞれの代表値とし， Table 5 に示した。

計 30本の繊維についての平均値をもとめて，

2-1-2. 年輪構成および容積密度数

年輪幅および晩材幅の測定は， 山および谷側の 2方位について， メジャーリング・マグニファイアー

(8 倍)を用いて行なった。また，早・晩材の境界をあきらかにするためにマラカイトグリーン液で染色

した。年輪幅と晩材幅のiJllJ定値から次式により晩材率をもとめた。

晩材幅
晩材率 (%)-15語幅一

容積密度数 (R) は，試験片を水中に浸演し，飽水後の重量と水中浮力から飽水時における容積 (v)

をもとめ，その後，予備乾燥を経て， 1oo-105 0 C で乾燥させて，全乾重量 (g) をもとめ， これらの値

から次式によってもとめた。

R Ckg/m3) =g/V X1 ，α泊

また，試験片中に含まれる樹脂の影響を除くため，抽出蒸留装置で 80 0 C ，約 30時間ベンゾール抽出を

行ない，抽出後の全乾重量 Cg，)をもとめ，樹脂抽出後の容積密度数 (R ，) を次式によってもとめた。

R , Ckg/m3) =g，/VX1 ，∞o 

ここで，各母樹の代表値として取り上げた値は，すべてこの樹脂抽出後の容積密度数である。

各母樹の年輪幅，晩材率，容積密度数についての値は Table 6-8 に示した。なお，年輪構成および容

積密度数の測定の際， 「あて」の出現している年輪は除外し，正常なもののみを対象とした。

2-1-3. 収縮特性

すでに述べたように，採取した試験片について生材時，気乾時および全乾時における寸度の変化と容積

密度数とを測定した。長さの誤IJ定には精度 l/loomm のダイアルゲージを用い，重量の誤.IJ 定には精度

1/1000g の化学天秤を用いた。試験片の含水率条件の規整は，気乾状態については，生材時のiJllJ定後平衡

含水率が約 15% になるように恒温恒湿室(温度 20 0 C ，相対湿度 75%) 内に放置し，平衡に達した時点

を用い，また，全乾状態、については 1∞-1050 C で加熱乾燥し.恒量に達した時点を用いた。

寸度は接線，半径および繊維の 3 方向について測定したが，木口試験片および柾目試験片それぞれの値

は，両者の対応する測定値の照合に用い，測定値の整理にあたっては今接線，半径の両方向の収縮率およ

び容積密度数は木口試験片の値を， また，繊維方向収縮率は柾目試験片の値を採用して代表値をもとめ

た。
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母樹番号 全

Tree No. 

平 均

Average 

3 3.18 
22 2.23 
24 2.19 
28 1.39 
35 2.71 
39 2.31 
55 2.09 
94 2.47 
102 2.26 
114 1.82 
116 2.62 

119 2.23 
129 1.81 
173 2.84 
189 2.77 
199 3.40 
213 1.67 
214 1. 72 
215 1.83 
224 2.11 
256 1. 70 
269 2.14 

273 2.20 
276 2.20 
277 2.66 
291 1.83 
318 3.17 
359 2.66 
384 3.00 
390 2.16 
396 1.34 
398 1.81 
405 2.42 
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Table 6. 母樹の年輪帳

Ring breadth of sample trees 

年
Ring 輪breadth 

樹 幹 材
Average 

枝下材 樹冠材 平 均Stem-formed Crown-formed 
wood wood Average 

2.70 3.91 2.80 
1. 74 2.74 2.11 
1.70 2.86 2.25 
0.97 2.37 1.37 
2.59 2.84 2.72 
2.07 2.67 2.14 
1.42 2.85 2.04 
2.29 2.64 2.16 
1.92 2.55 2.20 
1.42 2.48 1.63 
2.27 3.14 2.39 

1.92 2.60 2.19 
1.45 2.47 1.74 
2.36 3.62 2.74 
2.24 3.54 2.46 
2.94 3.94 3.22 
1.35 2.34 1.45 
1.39 2.55 1.49 
1.46 2.34 1.56 
1.66 2.71 1.93 
1.22 2.43 1.57 
1.87 2.46 1.86 

1.95 2.56 2.14 
1.90 2.79 2.01 
2.43 2.85 2.57 
1.46 2.45 1.60 
2.72 3.95 2.89 
2.29 3.25 2.30 
2.65 3.37 3.01 
1.88 2.64 1.97 
1.00 2.09 1.21 
1.50 2.42 1.66 
1.96 3.00 2.40 

収縮率の計算は次式によった。

幅

胸 高 部 位
Breast-height 

枝下材 樹冠材
Stem-formed Crown-formed 

wood wood 

2.66 3.63 
1.58 4.80 
1.63 5.38 
1.01 2.97 
2.70 3.02 
2.11 2.64 
1.32 5.27 
2.06 2.60 
1.92 3.32 
1.42 2.60 
2.28 3.42 

1.92 3.37 
1.43 3.14 
2.29 4.51 
2.18 4.95 
2.98 4.44 
1.28 2.93 
1.25 2.57 
1.44 2.12 
1. 74 3.06 
1.18 3.29 
1. 74 2.95 

2.07 2.72 
1.79 4.00 
2.43 3.40 
1.42 3.24 
2.53 4.79 
2.13 3.68 
2.55 5.75 
1. 78 3.60 
0.95 3.47 
1.45 3.43 
2.04 4.00 

会収縮率問=ムfL× 1∞ (1) 

含水率 1%に対する平均収縮率(%) ==__!_ι~XI00 ・・H ・ H ・....・H ・....・H・....…・く 2)
抗l

気乾までの収縮率問=寺!__X100 ......................................................( 3 ) 

t" t2 , t3==生材時，気乾時，全乾時のìJ!lj定基準線の長さ o

n ==12 を測定した時の含水率。

t==含水率 15% 時の測定基準線の長さで次式によって算出したもの。

15 (/2-/3) I=fs+ n ・・H ・ H ・-…....・H・-……・...・ H ・....… H ・ H ・-…...・ H ・...・ H ・...・ H ・.....( 4) 

容積密度数は， 2-1-2 に示したR のもとめ方にしたがってもとめた。

雪，
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母樹番号

Tree No. 
平 均

Average 

3 11 
22 13 
24 14 
28 20 
35 12 
39 14 
55 17 
94 15 
102 14 
1¥4 ¥6 
116 15 

¥¥9 16 
129 17 
173 11 
189 14 
199 10 
213 16 
214 17 
215 19 
224 17 
256 18 
269 14 

273 13 
276 14 
277 15 
291 19 
318 14 
359 13 
384 12 
390 14 
396 18 
398 15 
405 14 

材質育種に関する研究第 1 報(材質育種研究班)

全

Table 7. 母樹の晩材率

Late wood percentage of sample trees 

晩 材
Late wood percentage 

樹 幹 材 胸
Average 

枝下材 樹冠材
Stem-formed Crown-formed 

平 均

wood wood Average 

13 8 13 
16 9 17 
17 9 19 
26 8 24 
15 9 14 
16 10 16 
23 11 23 
19 11 18 
18 11 16 
20 10 19 
20 9 19 

20 8 21 
21 10 21 
14 7 14 
18 8 19 
12 7 11 
20 9 20 
20 10 21 
24 11 24 
22 11 21 
24 10 23 
17 10 18 

16 9 15 
16 9 19 
19 11 18 
23 11 23 
17 9 18 
17 8 16 
15 8 15 
17 9 19 
21 10 22 
19 9 21 
18 9 17 

率

高 部
Breast-height 

校下材
Stem-formed 

wood 

14 
19 
21 
28 
15 
17 
27 
21 
18 
21 
20 

23 
23 
16 
21 
12 
22 
23 
27 
23 
26 
19 

16 
20 
20 
25 
20 
18 
17 
20 
24 
22 
20 
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イ立

樹冠材
Crown-formed 

wood 

6 
5 
6 
7 
8 
7 
7 
9 
11 
8 
8 

10 
8 
7 
6 
5 
8 
11 
12 
7 
8 
8 

8 
8 
8 
8 
11 
8 
7 
9 
8 
6 
8 

なお，本報においては，上記の各種収縮率のうち平均収縮率および気乾までの収縮率などについては，

とくに詳しく触れず，主として全収縮率に関する結果のみを収縮特性の指標として取り上げた。

したがって，収縮特性の指標として取り上げた形質は，接線，半径および繊維の 3 方向における辺・心

材ぺつの全収縮率，および全収縮についての辺・心材べつの横断面収縮異方度(接線方向と半径方向の収

縮率の比で示す)の 8 種類である。

各試験片の測定値から，各形質ごとに平均値をもとめて母樹の代表値とし， Table 9 に示した。

2-1-4. 強度特性

各強度形質についての試験方法は，すべて J 1 S (1963 年〕にしたがった。

各母樹の辺材部および心材部の試験結果を Table 10-11 に示した。心材部では，節その他の欠点のた

め，必要な試験片が得られない母樹がかなりあった。なお， Table の中の平均年輪幅と容積重は，静的曲

げ.縦圧縮および部分圧縮試験の試験片でもとめたものの平均値である。また，含水率は縦圧縮試験片に
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?凬. 

番母樹号 全樹幹材
Average 

Tree 
枝下材 樹冠材

No. 平均 Stem- Crown-

Average formed formed 
wood wood 

3 353 366 332 
22 371 393 349 
24 360 379 334 
28 410 435 354 
35 335 356 310 
39 359 385 323 
55 384 417 347 
94 401 431 371 
102 408 446 376 
114 392 420 347 
116 401 428 363 

119 412 441 378 
129 430 460 373 
173 337 352 312 
189 369 392 337 
199 316 329 302 
213 400 428 355 
214 417 441 356 
215 414 454 360 
224 365 399 320 
256 419 457 360 
269 398 441 349 

273 369 395 331 
276 379 399 340 
277 394 416 375 
291 434 461 388 
318 383 394 363 
359 359 384 319 
384 373 397 347 
390 403 425 364 
396 415 444 352 
398 412 438 363 
405 377 402 346 

林業試験場研究報告第 222 号

Tab!e 8. 母樹の容積密度数

Basic density of samp!e trees 

積 密 度 数
Basic density 

胸 局 部 位
Breast height 

枝下材 樹冠材 未材成熟部平均 Stem-Crown-成熟材部

Average formed formed Adult Juvenile 
wood wood wood wood 

364 369 332 363 331 
387 396 341 406 342 
394 403 355 407 356 
461 478 386 491 386 
362 365 343 361 342 
401 404 349 409 349 
417 433 346 442 346 
440 450 398 450 398 
457 471 399 474 391 
430 441 384 451 384 
449 454 401 457 401 

455 466 406 473 406 
471 488 396 494 396 
362 370 331 362 331 
405 413 339 419 339 
322 326 302 323 302 
430 438 362 451 362 
461 476 391 484 391 
469 484 401 493 401 
406 415 324 432 324 
460 479 380 488 381 
447 457 361 465 361 

416 425 345 434 345 
419 425 373 432 373 
429 433 402 428 402 
465 470 418 492 418 
411 415 391 410 386 
404 411 352 415 352 
408 418 363 422 363 
438 445 372 452 372 
458 467 371 483 371 
455 463 382 474 382 
410 423 353 431 353 

ついてもとめた試験時含水率である。

2-1-5. パルフ.特性

Stan標da準rd容b積as密ic度d数ensity 
全樹幹材

Average 

枝下材 樹冠材
平均 Stem- Crown-

Average 
formed formed 
wood wood 

355 362 337 
377 391 353 
365 382 335 
407 427 351 
342 358 311 
359 372 327 
385 411 355 
411 429 375 
411 436 379 
394 410 348 
405 423 362 

416 436 375 
436 454 373 
342 350 319 
372 387 343 
316 322 305 
409 426 361 
419 435 357 
423 447 365 
372 397 326 
421 450 364 
405 435 353 

380 396 331 
378 390 337 
399 415 381 
440 458 398 
389 395 367 
368 384 329 
376 387 350 
411 426 367 
410 437 352 
417 435 363 
383 401 350 

この試験では，今後ともパルフ。の用途の主流を占めると考えられる製紙用バルブ.を対象とし，パルプの

蒸解は，製紙用パノレフ。製造に現在最も広く採用されており，将来ますます発展の予想されるクラフト法を

採用した3

パルプ化試験 蒸解は 41 容電熱式オートクレーブで行ない，得られたパルプ。は洗浄後， 8 カ y トス

クリーンにより選別した。パlレフ。の蒸解条件は次のとおりである。

全活性アルカリ (Na20 として) 17% (対全乾チップ)

硫化度

液比

蒸解スケタューノレ最高温度

25% (対活性アルカリ)

51/kg 

1700C 

咽砂
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母番号樹

Tree 
No. 

3 
22 
24 
28 
35 
39 
55 
94 
102 
114 
116 

119 
129 
173 
189 
199 
213 
214 
215 
224 
256 
269 

273 
276 
277 
291 
318 
359 
384 
390 
396 
398 
405 
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Tab!e 9. 母樹の収縮特性値

Shrinkage va!ues of samp!e trees 

金収縮率 (%)α 横断面収縮異方度
Shrinkage from green to oven dry Transverse shrinkage anisotropy 

気乾 tlS/rlS 全乾 t/γ 平均 ts/dγrs 
接線方向 t 半径方向 γ 繊維方向 J From .r gdrerey n From green From air dry 

to al to oven dry to oven dry 

辺材 l 心材辺材|心材
S 1 H 1 S 1 H S 1 H 

辺材|じ材辺材|心材辺材|心材
SIHISIHISIH  

8.482 8.351 4.111 2.346 3.113 2.088 2.761 1.890 2.476 
8.174 8.149 4.443 3.5051 0.208, 0.329 2.016 2.684 1.844 2.325 1.742 2.078 
8.864 7.170 4.570 3.2361 0.2211 0.199 2.178 2.617 1.939 2.202 1.779 1.927 
9.608 9.111 6.094 4.069 0.199 0.281 1.670 2.552 1.576 2.240 1.507 1.948 
7.661 6.931 3.292 2.753 0.162 0.216 2.755 2.843 2.305 2.527 2.065 2.364 
8.224 7.414 4.426 3.367 0.175 0.466 1.972 2.467 1.869 2.229 1.772 2.040 
7.763 6.993 4.572 3.056 0.191 0.190 1.824 2.510 1.698 2.298 1.634 2.153 
8.307 7.909 4.702 4.559 0.360 0.249 1.945 1.903 1.829 1.724 1.693 1.642 
8.717 7.915 4.420 3.088 0.217 0.210 2.189 3.170 1.974 2.575 1.838 2.208 
8.812 8.268 4.719 3.392 0.150 0.120 2.036 2.859 1.867 2.438 1.780 2.223 
8.718 9.000 4.643 4.487 0.116 0.100 2.112 2.240 1.882 2.009 1.720 1.825 

9.349 8.814 4.734 3.541 0.161 0.165 2.132 2.825 1.981 2.512 1.858 2.252 
8.831 8.162 4.597 3.504 0.142 0.160 2.182 2.978 1.928 2.328 1.774 2.076 
7.935 6.966 2.983 1.913 0.269 0.552 3.110 4.384 2.666 3.686 2.464 3.277 
8.962 7.920 3.471 2.888 0.141 0.339 3.127 3.151 2.705 2.789 2.325 2.475 
8.236 7.336 3.031 2.638 0.169 0.257 3.233 3.424 2.721 2.784 2.441 2.471 
10.263 9.742 5.187 3.565 0.184 0.234 2.209 3.438 1.967 2.752 1.786 2.375 
8.899 7.119 5.063 3.603 0.174 0.247 1.938 2.081 1.725 1.975 1.617 1.969 
9.836 9.786 4.871 4.033 0.134 0.133 2.304 3.099 2.009 2.414 1.905 2.061 
7.690 8.170 3.411 2.633 0.284 0.493 2.330 4.339 2.222 3.133 1.975 2.669 
9.645 9.215 5.680 3.781 0.193 0.184 1.865 3.018 1.699 2.441 1.609 2.093 
8.491 8.326 4.696 4.042 0.157 0.170 2.044 2.513 1.808 2.060 1.689 1.861 

9.507 8.441 4.276 3.003 0.182 0.308 2.500 3.849 2.223 2.866 2.072 2.365 
8.679 7.481 4.244 3.141 0.203 0.348 2.253 3.130 2.057 2.381 1.951 2.148 
7.985 7.914 4.110 3.557 0.187 0.224 2.227 2.696 1.943 2.228 1.762 1.628 
8.997 8.663 5.439 3.711 0.191 0.217 1.697 2.680 1.653 2.335 1.643 2.141 
9.082 8.842 4.089 3.375 0.162 0.274 2.478 3.117 2.227 2.620 2.064 2.296 
8.946 7.758 3.770 3.081 0.304 0.415 2.587 2.778 2.303 2.518 1.972 2.339 
8.900 8.424 4.015 3.475 0.240 0.210 2.547 3.003 2.225 2.438 2.031 2.100 
8.551 7.905 4.322 3.451 0.166 0.390 2.259 2.651 1.985 2.318 1.84030 0 2.130 
8.656 7.741 6.086 3.604 0.190 0.215 1.472 2.386 1.422 2.148 1. 1.950 
8.229 6.988 5.022 3.297 0.192 0.200 1.731 2.478 1.584 2.119 1.495 1.916 
8.603 8.079 4.847 3.366 0.162 0.158 1.917 2.788 1.782 2.399 1.691 2.141 

Note) t: Tangential direction , r: Radial direction , l: Axial direction , 

S : Sapwood , H: Heartwood , Air dry=15% moisture content. 

最高温度到達時間 1.5 hr. 

グ 保持時間1.5 hr. 
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容積密度数

R 

Ckg/m3) 

S 1 H 

414 362 
422 377 
433 378 
494 403 
381 364 
428 419 
454 391 
457 460 
474 422 
499 432 
456 467 

476 431 
495 449 
393 335 
412 382 
343 334 
4841 400 

4961 451 
4661 391 
5211 434 
5061 440 

4741 397 
4531 379 
4361 410 
5131 458 
424 396 
424 387 
418 385 
456 426 
542 386 
518 409 
433 376 

得られたバルブ.については，収量，塩素吸収量(ローエ価)，繊維長および幅， 白色度などの測定を行

なった。これらの測定は，以下のような方法で行なった。

塩素吸収量(ローエ価) : T APPI Standard T. 202 

繊維長および幅:パルフ。繊維 150本について，万能投影器を用いて測定した。

白色度: J 1 S P. 8123 

パルプの強度試験 メノレフ。の叩解は Lampen mill で行ない (CSF. 220ml 基準〉‘試験紙葉の調製

および試験は J 1 S によって行なった。試験項目は次のとおりである。

フリーネス(ロ水度〕 J 1 S P. 8121 
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Table 10. 辺材部の強度特性

Mechanical properties of sapwood of sample trees 

試年験輪体幅の 試容積験重時 合71<率
静的曲げ 縦圧縮 縦引張 せん断 かたさ Partia部1 co分mpre圧ssio縮nj_toG. 

番母様号I 
Shear. 接線方向 半径方向

Mois~ Static bending Compression 11 to G. Tension 11 to G. mg 
Hardness Tangential I Radial 

bRreiandg th Density 
ture direction I direction 

Tree content ヤング 比例限度強さ ヤング比例限度強さ ヤング比例強さ 比例 5%  比例 5%  
強さ 木口面側面

No. 
B Ru 係数 係数 係数限度 限度強さ限度強さ

u 
Eôσ/pEm σb Ec σ/cpm σe Et σpσt T Hl I H. σpσ5%'σpσ5% 

ロ1m g jcm3 うも 103kgjcm21 kgjcm2 Ikgjc皿2 103kgjcm21 kgjcm2 Ikgjcm2 1 03kgjcm21kgj cm 21kgj cm 2 kgjc皿2 kgjmm2lkgjm_m2 kgjcm2 1kgjcm2 1kgjc田 2 1 kgjcm 2 

3 2.4 0.50 15.0 97.6 415 739 114 197 363 123 781 1276 92 4.6 1.1 48.6 109 45.2 86.9 

22 1.6 0.51 15.0 94.8 440 764 123 239 371 113 726 1080 98 4.8 1.1 50.2 113 52.0 95.1 

24 1.2 0.53 15.0 116 456 806 138 254 400 130 837 1355 99 5.3 0.9 45.2 101 48.7 90.6 

28 0.9 0.60 15.0 119 473 897 154 233 396 126 1084 1609 97 6.2 1.2 57.7 121 48.4 104 

35 2.3 0.47 14.0 82.2 396 684 103 198 339 89.0 520 877 94 4.5 0.9 64.2 117 38.3 79.4 

39 2.1 0.52 13.5 84.2 412 719 90.6 208 362 90.3 570 1041 99 5.0 1.1 54.0 118 41.6 84.8 

55 1.2 0.56 16.0 118 479 884 135 272 426 123 930 1456 112 6.0 1.3 60.7 135 59.1 94.4 

94 2.1 0.55 14.0 93.5 387 773 103 200 357 100 854 1186 102 5.6 1.4 59.5 134 49.8 91.0 

102 1.8 0.56 15.0 110 457 850 105 220 384 115 893 1367 111 4.9 1.4 62.7 140 54.8 108 

114 1.4 0.53 15.0 91.7 415 日07 115 237 381 93.1 764 1307 94 5.6 1.0 60.8 119 41.7 84.4 

116 2.4 0.56 15.0 108 492 843 122 253 431 124 750 1531 118 5.7 1.2 66.8 141 46.5 105 

119 1.6 0.60 15.5 135 517 921 166 304 474 156 945 1507 115 6.1 1.3 55.1 137 69.0 118 

129 1.4 0.62 15.0 133 512 951 175 279 459 155 1001 1505 110 6.5 1.5 66.7 148 58.1 108 

173 2.1 0.49 13.5 79.5 333 659 91.2 188 326 89.0 705 956 98 5.1 1.0 46.3 112 34.4 74.5 

189 2.1 0.50 14.5 96.3 395 724 111 206 354 128 734 1396 103 5.5 1.1 51.5 108 45.5 85.0 

199 2.3 0.42 14.5 85.6 361 606 96.3 212 296 88.8 608 1011 87 4.1 0.6 42.5 87.7 41.4 78.6 

213 1.0 0.59 15.0 125 492 884 163 225 377 167 1292 1923 96 6.4 1.5 61.0 148 58.1 105 

215 1.4 0.59 14.5 110 434 875 111 235 388 133 910 1452 107 5.4 1.4 64.8 136 48.5 112 

224 1.7 0.55 15.0 97.2 417 808 135 220 391 115 922 1247 96 5.3 1.1 56.4 113 40.1 81.4 

256 1.0 0.63 15.5 129 554 986 191 268 495 157 1156 1765 122 6.7 1.4 77.0 152 54.6 104 

269 1.9 0.58 14.5 119 435 834 143 287 453 104 803 1231 120 6.2 1.3 66.8 149 39.7 98.1 

273 2.0 0.53 14.0 87.3 423 750 116 218 367 65.3 474 1115 103 5.1 1.2 58.0 111 61.4 111 

276 2.4 0.52 14.0 108 426 758 138 247 391 132 859 1502 110 5.9 1.0 58.5 123 51.5 92.1 

277 2.1 0.55 14.5 106 442 806 125 230 393 108 699 1048 113 5.2 1.5 74.2 142 67.6 121 

291 1.2 0.62 15.0 126 503 922 182 244 427 143 1228 1837 120 6.4 1.5 77 .4 161 64.2 116 

318 2.6 0.52 14.0 98.3 402 723 114 229 355 108 926 1424 103 5.1 1.1 46.3 117 53.5 95.8 

359 2.2 0.51 15.0 95.2 444 775 109 181 334 99.2 698 1114 98 4.8 1.2 51.3 111 39.5 87.1 

384 3.1 0.49 14.5 102 416 697 119 211 314 125 913 1330 100 4.8 1.1 49.9 103 39.3 83.9 

390 1.9 0.56 14.5 103 432 813 121 248 386 112 718 1175 115 5.4 1.4 53.6 116 43.7 102 

396 1.0 0.61 15.0 124 506 922 170 266 396 156 997 1708 97 7.0 1.3 67.4 146 35.2 84.2 

398 1.4 0.60 16.0 519 969 168 296 455 160 1052 1526 109 6.4 1.4 66.5 132 46.6 93.7 

405 1.5 0.53 14.5 102 445 784 122 225 394 113 791 1263 104 5.0 1.3 53.1 115 41.2 86.2 

No data for No. 214 tree. 

自険

214 の母樹は実験結果なし。注〉
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Eb : YOUNG's modulus in static bending.σp : Stress at proportional limit. 内: Modulus of rupture in static bending. 

ι: YOUNG's modulus in compression parallel to grain.σc : Maximum crushing strength in compression parallel to grain. 

E, : YOUNG's modulus in tension paral1el to grain. 的: Maximum strength in tension parallel to grain.τ: Shearing strength. 

Ht : End hardness. H. : Side hardness. 句界: Compressive strength when compressed to 5 % of side length. 
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Table 11. 心材の強度特性

Mechanical properties of heartwood of sample trees 

母番 号樹 試年験輪体lの|直 試容積験重時 含水率 静的曲げ 縦 圧 縮 縦 ヨ| 張 せん断 かfこさ
Static bending Compression 11 to G. Tension 11 to G. Shearing Hardness 

Ring 
Density 

Moisture 
ヤング係数比例限度 強 さ ヤング係数 比例限度 強 さ ヤング係数比例限度 強さ 強さ 末日面

Tree hreadth content 
No. B Ru u Eb kgσ /c p m2 

σb Ec 
kg/σcp rI12 

σc E, σ/c Pσ， I T 
[ft 

mm  g /cm3 % 103kg/cm' kg/cm2 103kg/cm2 kg/cm2 103kg/cm2 kg/cm21 kg/cm21 kg/cm2 kg/mm2 

3 4.1 0.46 13.5 77.3 335 625 80.1 160 250 107 662 1058 93 
22 1.9 0.48 15.0 92.2 433 719 109 226 330 76.7 595 749 92 4.3 
24 4.2 0.45 14.5 83.0 356 634 84.3 186 302 86.7 566 928 92 4.9 
28 3.0 0.48 14.5 82.2 352 692 84.5 176 297 98 4.4 
35 3.0 0.42 14.5 74.6 328 601 91.7 177 277 80.9 685 887 79 4.0 
39 4.3 0.44 13.0 59.5 313 557 59.5 139 278 83.2 559 759 84 3.9 
55 4.5 0.45 13.0 59.8 291 571 70.2 148 270 109 794 1117 94 4.8 
94 1.9 0.53 15.5 107 434 823 120 259 394 103 4.9 
102 3.8 0.49 14.5 78.3 372 693 91.1 184 324 102 5.0 

116 84.7 764 1123 
119 3.2 0.52 13.0 103 422 810 116 231 394 103 4.9 
173 5.1 0.37 13.0 51.6 250 480 46.8 117 212 79.3 576 881 71 3.5 
189 4.5 0.45 14.0 73.7 333 632 80.5 160 257 96.3 615 1075 89 4.0 
199 4.9 0.39 13.5 67.7 287 539 75.9 166 228 81.4 579 861 79 3.6 
213 2.2 0.49 14.0 90.8 345 693 103 203 313 91 4.2 
224 2.9 0.45 15.0 84.4 374 677 82.5 175 321 75.1 450 680 80 3.9 
256 2.7 0.54 15.5 97.0 445 818 110 234 390 107 5.1 
269 3.0 0.46 14.0 71.5 370 616 92.5 184 302 92 3.9 

273 2.7 0.50 13.5 73.0 375 683 93 3.9 
276 2.7 0.45 16.0 91.9 406 692 106 204 305 81.3 528 1023 88 4.1 
277 110 816 1282 
318 4.5 0.48 14.5 79.6 368 668 92.7 176 291 99.7 628 1041 97 5.3 
359 2.8 0.47 15.0 85.8 420 696 101 221 287 117 878 1234 93 4.9 
384 3.6 0.47 15.0 87.7 408 699 101 180 271 119 822 1283 92 4.0 
390 2.7 0.53 16.0 106 421 815 146 202 287 122 923 1202 112 5.2 
398 2.1 0.49 13.5 86.3 416 677 115 245 370 96.0 750 1334 107 4.7 
405 4.3 0.47 15.0 82.7 377 693 84.1 173 291 78.4 737 967 103 4.2 
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Tab!e 12. 硫酸塩ノ勺レフ。の収率および性質

Yields and properties of sulphate pulp 

収 率
Yield ローエ価番母樹号

Tree 精選| 粕 |全体 Roe 
number 

No. Screened IScreeningsl Total 

3 49. !o 0.20 
22 46.84 0.22 
24 49.20 0.22 
28 47.50 0.65 
35 46.24 0.63 
39 48.40 0.37 
55 48.60 0.14 
94 48.60 0.12 
102 48.22 0.10 
114 48.90 0.14 
116 47.40 0.45 

119 48.60 0.13 
129 49.10 0.40 
173 46.78 0.16 
189 48.64 0.27 
199 47.28 0.21 
213 48.04 1.03 
214 49.20 0.28 
215 49.90 0.66 
224 46.75 1.10 
256 48.89 0.27 
269 46.57 0.65 

273 47.30 1.40 
276 47.69 0.11 
277 49.30 0.40 
291 46.33 1.16 
318 47.50 0.16 
359 47.33 0.74 
384 49.07 0.23 
390 48.20 0.68 
396 48.00 0.75 
398 48.44 0.41 
405 48.50 0.21 

試験紙業の作製

引張強さ(裂断長)

破裂強さ(比破裂強さ)

49.30 5.28 
47.06 5.76 
49.42 5.21 
48.15 5.79 
46.87 5.62 
48.77 4.83 
48.74 5.33 
48.72 5.08 
48.31 5.80 
49.04 5.52 
47.85 5.48 

48.73 5.28 
49.59 6.40 
46.94 5.81 
48.91 6.31 
47.49 5.35 
49.07 6.22 
49.48 6.53 
50.60 5.63 
47.85 6.07 
49.16 6.20 
47.22 5.67 

47.70 6.10 
47.78 5.65 
49.70 6.08 
47.49 5.92 
47.66 5.06 
48.07 6.08 
49.30 5.79 
48.88 6.19 
48.75 5.78 
48.85 6.10 
48.71 6.08 

J 1 S P. 8209 

J 1 S P. 8113 

J 1 S P. 8112 

引き裂き強さ(比引裂強さ) J 1 S P. 8116 

耐折強さ J 1 S P. 8115 

白色度

Bright-
ness 

17.40 
17.30 
17.55 
18.00 
16.75 
18.75 
17.20 
19.35 
17.62 
17.55 
17.49 

18.70 
17.85 
15.50 
17.42 
16.81 
17.60 
18.09 
17.65 
16.08 
18.10 
15.00 

15.65 
17.02 
18.12 
17.70 
17.80 
15.25 
17.35 
17.70 
18.28 
17.35 
17.92 

各母樹についての以上の測定値は， Table 12 に示したっ

2ート6. 化学組成

密度

Density 

(g /cm3) 

0.765 
0.774 
0.786 
0.797 
0.778 
0.780 
0.794 
0.769 
0.744 
0.726 
0.783 

0.774 
0.760 
0.763 
0.789 
0.799 
0.770 
0.772 
0.768 
0.804 
0.783 
0.779 

0.773 
0.786 
0.769 
0.781 
0.781 
0.802 
0.774 
0.760 
0.774 
0.780 
0.776 

木材分折は， J 1 S にしたがって，次のとおりに行なった。

パルフ.材分折用試料の水分試験方法 J 1 S P. 8002-1959 

裂断長

Blreenagk(kith nmg >

11.4 
11.6 
11.4 
12.5 
11.4 
11.5 
12.5 
11.6 
10.4 
12.0 
10.7 

10.9 
12.4 
10.8 
13.6 
12.5 
11.3 
11.9 
11.5 
12.4 
12.0 
11.9 

11.6 
12.4 
10.8 
11.5 
10.7 
12.4 
12.7 
10.7 
11.7 
12.4 
10.5 

パノレフ。材のアルコール・ベンゼン可溶分試験方法 J 1 S P. 8010-1961 

パルプ。材のセルロース試験方法 J 1 S P. 8007-1961 

溶解ノ勺レフ。の試験方法 (5.5) aーセルロース J 1 S P. 8101-1961 

パルフ。材のリグニン試験方法 J 1 S P. 8008-1961 

強比破裂さ 強比引裂さ 耐折強さ
Burst Tear Folding 
factor factor endurance 

9.1 109.6 2700 
8.8 119.8 2100 
9.4 114.7 1900 
10.1 115.6 1900 
8.7 107.9 2000 
8.7 127.2 1900 
9.7 115.8 2500 
8.8 126.6 2200 
8.3 112.7 1600 
8.5 115.9 1500 
8.5 112.7 1700 

8.2 120.0 2000 
10.2 119.3 1600 
8.6 110.9 1900 
10.3 114.4 2900 
10.0 99.2 2600 
8.7 129.1 1700 
8.8 121.8 1800 
9.0 112.8 2800 
9.3 114.9 1800 
9.2 135.5 1400 
9.3 129.9 2000 

9.3 101. 7 2000 
9.3 110.3 l ヲ00

8.9 89.2 1400 
9.0 112.3 1400 
8.1 117.1 1800 
9.3 133.7 1500 
10.0 105.4 1900 
8.2 119.4 1300 
10.4 113.3 2900 
9.8 110.3 1900 

1700 
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母樹番号 熱水可溶分

Tree No. Hot-water 
solubility 

C%) 
3 3.5 

22 3.4 
24 2.7 
28 3.6 
35 3.3 
39 3.8 
55 2.8 
94 4.1 
102 2.5 
114 1.7 
116 3.6 

119 2.4 
129 4.2 
173 3.4 
189 2.8 
199 3.8 
213 5.3 
214 4.8 
215 4.7 
224 3.2 
256 3.6 
269 3.7 

273 3.2 
276 4.3 
277 3.6 
291 5.4 
318 3.2 
359 3.8 
384 3.1 
390 2.7 
396 3.6 
398 4.5 
405 4.2 

Table 13. 化学的組成

Chemical wood-components 

アノレコー
ノレ・ベンゼ セJレロース a-セルロース

ン可溶分
Alcohol- Cellulose α-Cellulose 
benzene 
solubility 

C~の C%) C%) 
3.9 53.4 21:.2 
4.2 54.4 31.3 
3.8 54.1 21.7 
3.9 53.9 26.2 
3.3 55.7 29.6 
3.1 54.3 24.3 
4.3 54.0 29.6 
4.1 54.1 21.3 
3.6 56.7 29.3 
4.6 53.9 31.8 
3.4 53.2 26.2 

2.7 54.3 31.3 
3.9 53.5 27.8 
3.2 51.0 26.3 
4.2 54.3 28.7 
4.7 55.4 30.4 
3.5 55.1 28.6 
4.2 54.0 25.7 
3.5 56.1 28.7 
4.0 51.9 30.2 
4.0 54.8 32.4 
3.5 53.8 30.6 

4.8 52.3 25.6 
4.8 52.9 29.0 
4.1 52.1 29.9 
3.7 52.8 29.4 
3.2 51.8 22.1 
3.6 52.9 28.1 
3.8 56.2 31.5 
4.6 54.5 25.2 
4.1 53.9 30.0 
3.7 53.6 31.1 
4.1 55.2 28.1 

パルプ'材のぺントサン試験方法 J 1 S P. 8011-1962 

各母樹についての以上の測定値は. Table 13 に示した。

2-1-7. 生松脂浸出量および抽出成分

リグニン ペントサン

Lignin Pentosan 

C%) C%) 
26.2 9.5 
26.8 8.7 
26.5 8.9 
26. ヲ 10.4 
26.7 9.2 
26.7 9.5 
27.1 9.1 
26.2 9.1 
26.0 8.9 
26.7 9.3 
26.9 8.1 

30.3 9.4 
27.6 9.9 
27.9 9.0 
26.6 9.3 
26.2 9.4 
25.9 9.0 
28.4 9.5 
26.4 8.8 
28.8 10.3 
26.4 9.7 
27.3 8.5 

27.5 9.5 
26.8 9.0 
28.2 8.6 
27.1 9.1 
26.4 9.0 
27.5 10.5 
25.8 8.6 
26.8 8.6 
27.1 10.2 
28.1 9.7 
26.6 8.8 

生松脂浸出量 すでに述べたような切付けを行ない，浸出樹脂をカップに受け.秤量した。立木の浸

出能を判定するためには. 1 年間の採取量を測定することが望ましいが，最初数回の浸出量と年間浸出量

に高い相関があることが認められているので久隔日 5 回切付けによりその平均浸出量をもとめて，各母

樹の代表値として Table 14 に示した。なお，胸高直径によって切付けの斜溝の長さが異なるので，単位

長あたりの浸出量をもとめ，同様に Table 14 に示した。

抽出物 すでに述ぺたようにして得た木粉試料について，風乾後の含水率を 1 g の試料でもとめた。

ついで. 3 g の木粉を精秤し，ソックスレー抽出器を用いてトヘキサン， アセトンで，逐次 6 時間ずつ

抽出し，乾燥後抽出物を秤量した。含水率を考慮の上，抽出率をもとめ，その結果を Table 15 に示した。



- 24 ー

Table 14. 生松脂浸出量

Oleoresin yields 

生01松eo脂re浸sin出y量ie (g) ld (g) 

浸出量 I浸出iel量d//ccmm 
Yield IY 

3 18.2 0.52 
22 16.6 0.59 
24 21.2 0.82 
28 4.0 0.24 
35 15.8 0.51 
39 24.4 0.90 
55 11.2 0.44 
94 19.0 0.66 
102 9.2 0.34 
114 4.0 0.20 
116 21.2 0.73 

119 32.4 1.25 
129 15.0 0.71 
173 22.8 0.71 
189 19.8 0.64 
199 52.2 1.21 
213 3.2 0.17 
214 4.0 0.22 
215 6.4 0.32 
224 12.0 0.52 
256 6.4 0.32 
269 7.6 0.30 

273 5.6 0.22 
276 7.2 0.29 
277 21.2 0.68 
291 7.8 0.39 
318 18.2 0.52 
359 21.2 0.79 
384 22.8 0.65 
390 9.8 0.39 
3ヲ6 2.4 0.15 
398 14.0 0.70 
405 20.6 0.66 

2-2. 形態調査

2-2-1.幹

林業試験場研究報告第 222号

母樹番号

Tree No. 

3 
22 
24 
28 
35 
39 
55 
94 
102 
114 
116 

119 
129 
173 
189 
199 
213 
214 
215 
224 
256 
269 

273 
276 
277 
291 
318 
359 
384 
390 
396 
398 
405 

Table 15. 心辺材の抽出物含量

Extractives contents of the sapwood 

and the heartwood 

トヘキサン抽出物 e(s?(の% 
n-hexane extractives(%) アセトンex抽tr出ac物tive(s%()?らAcetone extractives (%) 

Sapwood I Heartwood Sapwood I Heartwood 

0.80 3.38 1.93 
2.58 3.71 1.37 2.43 
1.13 2.76 1.13 1.70 
0.93 1.56 1.15 1.84 
1.34 4.90 2.24 2.16 
1.95 3.51 1.42 3.40 
3.06 2.72 1.47 2.90 
3.70 1.89 1.40 2.26 
2.15 3.43 1.36 2.42 
0.83 13.43 1.25 1.94 
1.72 3.81 1.20 2.33 

0.92 3.69 0.92 3.21 
0.46 4.16 1.29 1.81 
1.17 6.62 1.66 3.81 
2.11 4.96 1.36 2.10 
1.34 6.86 1.52 2.18 
1.09 3.51 1.01 1.45 
0.79 5.79 1.22 2.30 
0.89 4.37 1.14 1.52 
3.74 13.26 1.09 2.60 
0.94 3.15 1.25 2.89 
1.51 8.79 1.10 1.72 

1.08 5.22 1.35 1.46 
1.14 2.58 1.28 2.77 
1.16 2.54 1.53 2.74 
0.96 3.54 1.38 3.49 
1.45 9.43 1.55 2.31 
1.10 5.92 1.08 3.01 
1.72 15.26 1.11 1.70 
1.03 9.35 1.36 3.33 
1.03 7.24 0.54 2.29 
0.97 9.43 1.16 2.37 
1.53 2.72 1. 11 2.08 

幹の形状をあらわす形質として，校下高と幹の細りを取り上げた。校下高は，伐伊jされた母樹について

カ校高，最下生校高，最下枯枝高，最下校痕高を cm 単位で実測した。幹の細りは，樹高 (H) ， 胸高直

径 (D.B.H.)，胸高位から上の部分の 1/2 の位置における直径 {D(H-B.H.)/2}，地上高 6.2m の位

置における直径 (D 6.2) の実測値ならびに推定値から， H/D. B .H. , D(H-B .H.)/2/D.B .H. , 

D6 ・ ';D. B .H. としてもとめた。

各母樹の枝下高および幹の細りは Table 16 のとおりである。

2-2-2. 枝

校の形質として，生校数，枯枝残存数(枯枝数)，力校階以上の校階数，第 1 次枝の長さ(校の長さ〕・

太さ(枝の太さ〕・樹幹からの岐出角度(枝の角度)，当年枝の長さを取り上げた。

-. 

ー-
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Table 16. 各母樹の枝下高，枝痕高および幹の締り

Height to branches and knot traces and taper of stem of each tree 

i枝ght下t 高および枝痕高 (m) 幹 σ〉 細 り

母樹番号
Heie:ht to the branches and knot traces Taper of stem 

カ 校 最下校痕

|…!山Tree Lowest Lowest Lowest 
No. 

Largest 
live dead knot H/D.B.H. I ，~I;! .?!2 I r:�.ﾋ".H 

branch 
branch branch trace 

/D.B.H. 

3 12.85 11.30 3.15 0.5964 0.7801 0.8494 
22 10.80 10.80 7.35 1.60 0.6797 0.7695 0.835ヲ

24 11.40 10.85 10.85 1.60 0.7149 0.7470 0.8112 
28 13.75 10.41 8.87 0.95 1.0818 0.7547 0.7987 
35 9.95 9.47 8.10 2.20 0.5829 0.7406 0.8089 
39 10.35 7.50 5.60 1.90 0.6821 0.7490 0.8048 
55 9.60 9.60 8.30 0.87 0.8079 0.7424 0.8210 
94 10.30 9.50 6.55 2.35 0.6850 0.7729 0.8278 
102 8.45 6.30 6.30 2.40 0.6868 0.6732 0.7510 
114 12.75 12.10 9.80 1.90 0.9840 0.7553 0.8245 
116 12.00 10.25 9.35 1.90 0.7318 0.7080 0.7737 

119 11.65 11.25 9.20 2.35 0.7821 0.7393 0.8249 
129 14.40 12.95 9.25 1.60 0.9725 0.6860 0.7681 
173 13.15 12.40 8.80 1.85 0.6023 0.745ヲ 0.8020 
189 12.20 10.25 8.35 2.25 0.6598 0.7867 0.8636 
199 11.30 10.50 9.25 1.37 0.5251 0.7318 0.8496 
213 12.40 10.60 8.55 1.57 0.9919 0.7907 0.8430 
214 13.50 11.10 7.77 1.20 1.0088 0.7953 0.8480 
215 12.65 12.65 7.85 1.00 1.0239 0.7660 0.8298 
224 11.65 11.65 7.00 1.67 0.8651 0.7798 0.8257 
256 11.20 6.00 6.00 2.07 1.0070 0.7351 0.8108 
269 10.35 9.63 7.80 2.10 0.7643 0.7797 0.8194 

273 12.55 11.00 8.70 3.15 0.7787 0.7319 0.8043 
276 12.60 11.70 7.65 2.25 0.7325 0.7284 0.7860 
277 8.40 8.40 7.75 3.00 0.6241 0.7724 0.8276 
291 11.35 10.80 8.00 1.18 0.9661 0.7742 0.8280 
318 13.70 12.10 7.00 1.80 0.6045 0.7364 0.8030 
359 11.10 9.95 6.35 1.93 0.6968 0.7720 0.8360 
384 12.25 12.25 9.90 2.90 0.6035 0.7289 0.8280 
390 11.80 9.90 8.15 1.85 0.7337 0.7613 0.8230 
396 11.35 11.25 8.60 1.20 0.6474 0.7417 0.7815 
398 11.54 10.05 7.72 1.55 0.9295 0.7565 0.8394 
405 12.00 12.00 9.60 1.88 0.6451 0.7483 0.8392 

生校数は，枝階ぺつおよび方位ベつ (E ， W , S. N) に，枯枝数は校階べつに測定した。生校数につ

いては，樹幹 1mあたりの生校数(生枝総数/樹冠長)ももとめた。

校の長さ・太さ・角度は，枝階ぺつおよび 4 方位ぺつに，カ枝階以上のすべての枝を測定した。長さは

1 cm単位で，太さは幹から 5cm離れた部分を 1 mm 単位で，角度は分度円を加工した簡易測定器を用い

て 1 。単位で，それぞれ実測した。

当年枝の長さは，樹冠を上，中，下に区分し.さらに各位置の 2 方位 (S. N) から，第 1 枝頂部に着

生する 3 本の当年枝を採取し (1 母樹について， 3 樹冠位置X2 方位X3 本= 18 本). 1 ffim 単位で測定

した。

各母樹の校の形質に関する平均値は Table 17 のとおりである。

2-2-3. 針案

針葉の外部形態的形質として，着葉数，長さ，幅，厚さを取り上げ，解剖学的形質として樹脂道の数お

よび型の出現頻度，表皮細胞列数.中心柱の大きさ?気孔線数，気孔数を取り上げ，下記の要領で測定し

た。
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Table 17. 各母樹の

Branch characteristics 

生 校 数 枝の長さ e(Imlg)th 
母樹番号

Number of live branches 
枯校数 Branch 1 

Tree 
東側 西側 南側 北側 総数 校階別

樹あ幹た1mり Number カ枝 総平均East West South North No. 
side of side of side of side of Per 

Per 1m of dead 
Largest 

Total length branches Average crown crown crown crown whorl 
of stem 

branch 

3 20 21 20 22 83 3.3 11.9 12 5.50 1.94 
22 18 23 27 33 101 3.5 15.3 27 2.68 1.41 
24 32 22 17 23 94 3.6 14.7 25 2.33 1.57 
28 7 12 5 7 31 2.4 9.0 3 1. 78 1.23 
35 25 19 6 27 77 2.7 10.8 9 3.61 1.59 
39 30 22 23 29 104 4.3 15.4 13 3.17 1.56 
55 26 14 24 34 98 3.3 11.0 32 2.30 1.43 
94 28 25 28 30 111 3.8 13.2 28 4.30 1. 72 
102 27 11 26 29 93 3.0 10.1 22 3.30 1.81 
114 10 13 21 23 67 3.0 11.7 9 2.60 1.15 
116 20 28 17 27 92 4.0 11.4 6 3.63 1.74 

119 27 20 22 19 88 3.4 10.4 16 3.75 1.63 
129 13 19 24 16 72 3.3 12.6 4 2.16 1.04 
173 17 9 16 17 59 2.7 11.6 7 3.33 1.73 
189 17 29 25 14 85 3.3 12.7 22 3.70 2.06 
199 21 21 28 27 97 2.9 10.1 34 2.87 1.84 
213 18 13 13 14 58 3.4 12.4 17 1.37 1.30 
214 11 15 21 13 60 4.0 16.0 2 2.20 1.07 
215 23 18 19 35 95 4.0 14.4 18 2.55 1.28 
224 17 15 22 10 64 2.4 8.9 29 4.00 1.74 
256 21 13 21 29 84 3.7 11.3 18 1.90 1.20 
269 16 9 26 22 73 2.9 10.4 21 5.45 1.90 

273 13 17 15 26 71 3.1 12.3 14 2.49 1.36 
276 18 15 18 22 73 3.7 14.0 11 3.02 1.39 
277 27 38 14 18 97 2.9 10.0 40 4.65 2.29 
291 19 17 30 21 87 3.8 13.1 19 2.58 1.86 
318 24 21 15 23 83 3.5 13.3 8 2.68 1.53 
359 22 18 19 18 77 3.9 12.2 23 3.42 2.12 
384 26 21 22 20 89 3.0 10.5 21 3.65 2.08 
390 20 17 17 14 68 3.4 11.3 21 4.10 1.79 
396 9 12 21 10 52 2.7 10.6 15 2.35 1.39 
398 18 18 22 20 78 3.1 12.2 18 2.05 1.41 
405 20 26 23 21 90 3.2 14.0 20 3.00 1.47 

1) 着葉数

当年枝の長さを測定した材料について，樹冠の上・中・下および各位置の方位ぺつ (5. N) に.当年

枝に着生する針葉束数(針葉数)を測定した。さらに，当年枝 1 cmあたりの針葉数をもとめた。

2) 針葉の長さ・幅・厚さ

前記当年枝の基部から頂部までの針葉を含む10針葉について，長さは 1mm 単位で，幅および厚さは針

葉の中央部分を 1/10mm 単位で測定した。さらに，針葉の厚さ/幅をもとめた。

3) 樹脂道

樹冠の上・中・下および各位置の方位べつ (5 ， N) に 5本の針葉 (1 母樹について 3 樹冠位置X2

方位X5本=30本)をとり，中央横断面にあらわれる樹脂道を顕微鏡で観察して 1 型(アカマツ型).

E型(中間型)， ]I型(クロマツ型)に区分し，それぞれの出現数および総数をもとめた。

4) 表皮細胞列数

3) と同じ試料について，針案横断面における周縁の表皮細胞列数を測定した。

?お
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校の特性

of each tree 

枝の太さ (cm) 校の角度 (0) 当 年 枝 σコ 長 さ (cm)
Branch diameter Branch angle Shoot length 

力校 総平均 力校 総平均 樹冠上部 樹冠中部 樹冠下部 北側 南側 総平均North South 

Lbraarngceh st Average 
Largest 

Average 
Upper 恥1iddle Lower side of side of 

Averag巴
branch crown crown crown crown crown 

9.00 3.30 71 68 13.9 11.9 5.6 10.4 10.6 10.5 
4.20 2.20 72 60 10.3 5.3 4.4 8.4 4.9 6.7 
3.10 2.20 76 68 10.4 7.4 1.9 11.0 9.4 7.5 
3.40 2.18 63 63 5.6 3.6 4.9 2.8 6.4 4.7 
4.70 2.40 67 64 10.0 10.1 4.9 8.7 7.7 8.3 
4.60 2.30 65 63 12.7 14.7 2.1 9.5 11.3 10.3 
3.80 2.40 80 69 12.5 3.7 2.1 5.2 7.9 6.6 
5.90 2.50 69 66 13.5 7.3 4.0 7.2 8.2 7.7 
4.80 2.70 78 71 17.4 5.9 2.4 10.7 6.4 8.5 
3.30 2.10 50 己0 9.4 11.0 2.6 8.0 7.9 7.9 
5.50 2.60 66 73 7.5 8.2 2.4 7.2 11.4 5.8 

5.50 2.10 65 59 13.3 8.0 11.6 10.6 11.2 10.9 
3.40 1.90 68 61 16.4 7.6 2.1 6.7 10.7 8.7 
6.10 2.90 67 78 18.8 10.5 5.0 12.1 11.7 11.9 
4.60 2.70 83 74 11.6 14.2 7.7 11.1 9.6 10.2 
6.40 3.40 74 65 14.2 3.9 4.3 8.8 8.5 7.6 
2.80 1.80 67 66 14.7 6.5 4.5 8.4 8.6 8.5 
2.90 1.50 68 ιB 12.9 16.1 11.5 15.8 11.1 13.6 
3.30 1.80 78 72 13.9 4.9 3.4 7.2 7.5 7.4 
4.40 2.40 79 67 11.2 7.5 11.6 16.9 8.2 10.4 
2.80 2.11 80 65 13.7 7.1 4.0 11.1 6.4 10.0 
5.50 2.52 69 66 12.5 8.6 6.6 8.6 10.2 9.4 

3.80 2.23 75 74 8.5 14.2 9.7 12.9 8.6 10.8 
4.40 2.17 61 64 7.0 11.9 5.0 7.4 8.6 8.0 
6.00 2.76 80 66 11.4 3.5 3.0 6.6 5.5 6.1 
2.70 2.03 65 66 13.5 5.2 6.8 12.7 6.7 8.9 
4.50 2.54 63 64 5.2 4.7 13.1 4.8 7.2 6.8 
3.90 2.60 86 74 11.2 12.0 12.9 15.1 7.0 11.8 
6.10 3.10 58 65 8.8 17.6 4.1 11. 1 9.6 10.2 
4.90 2.40 78 66 15.2 10.1 3.6 11.9 7.2 9.6 
3.30 1.88 67 69 15.7 12.9 12.1 17.1 11.7 10.5 
4.30 1.87 64 68 10.8 4.2 2.0 5.6 5.6 5.6 
4.80 2.30 64 64 9.9 4.4 2.5 6.1 5.2 5.7 

5) 中心柱の大きさ

3) と同じ試料について，中心柱の長径と短径を 10μ 単位で測定した。さらに，短径/長径をもとめた。

6) 気孔線数

3) と同じ針葉の中央部における気孔線数を，背面と腹箇別に測定した。

7) 気孔数

6)の試料について，表皮部分を剥離し，背面と腹面ぺつにそれぞれ 3 本の気孔線数を観察し.気孔線 1

mm の長さに含まれる気孔数を測定した。

以上の測定値を樹冠位置ぺつ平均と総平均にまとめ， Table 18-21 に示した。ただし，表皮細胞列数

については，全試料が 271Jであり，母樹問変動ならび、に母樹内変動が認められなかったので除外した。

2-2-4. 球果および種子

母樹の選定にあたっては，子供集団を養成する必要から， 15個以上の球果が着生していることを条件と

したが，林分全体の球果生産量が少なく，結果として No.102 ・ No.396 の 2 母樹は球果が全く得られず，
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また 5本の母樹については 10 個未満の球果しか得られなかった。

球果および種子の形質としては，球果の大きさと形状，鱗片の大きさと形状，趨の大きさと形状，種子

の重さヲ種子1，000粒の重さ・容積・充実種子率， 1 球果あたりの種子の重さ・充実種子数を取り上げ，

下記の要領で測定した。

1) 球果

1 母樹についてランダムに 30個の球果 (30 個未満の母樹については全球果)をとり，長さと直径を測

定するとともに，形状比(直径/長さ〉をもとめた。

2) 鱗片

1)の球果についてそれぞれの中央部から 2枚の鱗片をとり，合計 60枚(球果数が 30 個未満のものにつ

いては球果数x 2) について，長さと幅を測定するとともに，形状比(幅/長さ)をもとめた。

3) 麹

試料のとり方は， 2) に準じたが，球果が 30 個未満のものについては全体から不足分の種子っき麹を補

充し， 60枚について長さと幅を測定し，形状比(幅/長さ〉をもとめた。ただし，母樹 No. 28 , No. 55 , 

No. 256 のごとく全種子数が 100 個未満のものについては，球果中央部の平均的な麹を 60 枚得ることが

困難であったので，それぞれ 31 枚， 41枚， 42 枚にとどめた。

4) 種子

3) と対の種子について，長さと幅を測定し，形状比(幅/長さ)をもとめた。種子 1 ， 000粒の重さ・容

積・充実種子率については，全種子数が 1 ，∞0粒未満のものについても換算値でもとめた。さらに， 1球

果あたりの種子の重さ・充実種子数をもとめた。

各母樹の球果および種子の形質に関する以上の狽.IJ定結果は， Table 22 のとおりである。

2-3. 成長調査

母樹の成長週程をしらべるために，樹幹解析を行ない，胸高直径，胸高断面積，樹高，材積について齢

階べつ (5年ごと)に総成長量，総平均成長量，定期成長量，定期平均成長量，成長率をもとめた。

直径成長および断面積成長は採取された胸高円板の 4 方位半径を測定して得られた平均直径，樹高成長

針葉の長さ (cm)

母樹番号
Neeclle length 

Tree No. 樹冠上部 樹冠中部 樹冠下部 平均
Upper 乱t1iclclle Lower 

Average crown cro，"，ほ1 cro可'ln

3 7.1 9.3 8.8 8.4 
22 8.3 8.0 6.7 7.7 
24 7.7 6.8 6.6 7.0 
28 9.0 9.2 7.8 8.8 
35 9.3 9.4 8.6 9.6 
39 7.3 7.9 5.6 7.0 
55 9.1 7.2 6.6 7.7 
94 7.1 7.7 5.2 6.6 
102 8.2 7.8 7.6 7.8 
114 8.3 7.7 6.4 7.5 
116 6.1 6.4 5.7 6.1 

Table 19. 各母樹の針葉の

Morphological 

針葉の厚さ (mm)
N eeclle thickness 

樹冠上部 平 均
Upper Miclclle I Lower Average 
crown crown I crown 

0.5 0.5 0.5 0.5 
0.6 0.6 0.5 0.6 
0.5 0.5 0.5 0.5 
0.6 0.6 0.5 0.6 
0.6 0.5 0.5 0.5 
0.6 0.5 0.5 0.5 
0.6 0.5 0.5 0.5 

0.5 0.4 0.5 
0.5 0.5 0.5 

0.6 0.5 0.5 0.6 
0.5 0.5 0.5 0.6 



母番 号樹
上クロー部ネ

Tree 
No. Upper 

crown 

3 110.3 
22 69.2 
24 114.3 
28 34.5 
35 59.4 
39 70.3 
55 76.7 
94 74.3 
102 137.3 
114 75.2 
116 97.8 

119 99.5 
129 111.0 
173 129.0 
189 77 .3 
199 83.8 
213 81.5 
214 93.7 
215 86.8 
224 74.3 
256 79.8 
269 80.6 

273 67.5 
276 46.0 
277 8].9 
291 80.3 
318 41.8 
359 67.2 
384 70.4 
390 74.1 
396 79.8 
398 86.0 
405 73.0 

外部形態的特性

材質育種に関する研究第 l 報(材質育種研究班)

Table 18. 各母樹の当年枝の着葉数

Needle number on a shoot of each tree 

当年枝あた り着葉数
Needle number on a shoot 

中クロー部ネ 下クロー部ネ ~t 倶.IJ 南 倶)J

Middle Lower North side South side 
cro，>，汀1 crown of crown 。f crown 

46.3 79.1 82.4 
39.0 37.5 59.2 37.9 
62.3 19.0 80.6 69.1 
26.3 41.8 25.0 41.5 
66.5 31.5 48.4 56.1 
71.5 27.0 56.2 60.0 
24.7 15.3 37.8 53.4 
53.5 30.7 53.0 52.0 
47.3 12.0 79.0 54.3 
90.5 29.2 68.1 66.0 
50.7 18.4 52.0 64.4 

80.0 60.8 75.8 86.1 
52.3 17.2 49.6 71.0 
108.0 35.2 91.9 90.0 
78.7 48.6 63.3 74.8 
34.5 29.8 61.3 60.0 
48.5 36.5 54.0 57.0 
104.0 87.3 108.4 80.6 
46.2 30.2 51.1 57.7 
59.0 81.7 95.3 65.7 
47.5 25.5 72.8 53.0 
77 .8 72.3 76.1 78.3 

101.2 77.6 79.3 85.9 
69.8 40.7 52.3 52.8 
23.8 27.0 51.0 38.7 
30.8 27.0 70.0 37.6 
39.4 95.3 42.8 53.0 
84.8 86.7 98.4 47.7 
136.5 25.5 82.5 73.8 
41.0 20.5 47.7 42.8 
108.2 80.0 110.8 77.8 
42.3 13.7 46.2 48.3 
45.2 23.2 51.0 43.0 

- 29 

当年枝
着1cm葉あた数り

Needle 
平 均 number 

Average lpeensrgh1toh oct m of 

80.8 7.7 
48.6 7.3 
74.5 9.9 
33.3 7.1 
52.0 6.3 
58.0 5.6 
45.6 6.9 
50.3 6.5 
66.7 7.8 
67.0 8.5 
57.8 10.0 

81.2 7.4 
60.2 6.9 
91.0 7.6 
69.4 6.1 
53.5 7.0 
55.5 6.5 
95.4 7.0 
54.6 7.4 
78.9 7.6 
61.9 6.2 
77.2 8.2 

82.4 7.6 
52.5 6.6 
45.2 7.4 
51.5 5.8 
52.4 7.7 
78.1 6.6 
77.9 7.6 
45.2 4.7 
92.4 8.8 
47.3 8.5 
47.2 8.3 

characteristics of needle 

針 葉 σ〉 幅 Cmm) 針Th葉ic断kn面esのs/形B状re比ad (厚さ/幅)
Needle breadth th of needle 

樹冠上部 樹冠中部 樹冠下部 平 均 樹冠上部 平 均
Upper Middle 'Lower 

Average 
Upper Lower 

crown crown crown cro可vn crown I crown Average 

1.2 1.2 1.1 1.2 0.42 0.42 0.45 0.42 
1.0 1.1 1.0 1.0 0.60 0.55 0.50 0.60 
1.0 0.9 0.7 0.9 0.50 0.56 0.71 0.56 
1.1 1.1 1.0 1.1 0.55 0.55 0.50 0.55 
1.1 1.2 1.0 1.1 0.55 0.42 0.50 0.45 
1.1 1.1 0.8 1.0 0.55 0.45 0.63 0.50 
1.1 1.1 1.0 1.1 0.55 0.45 0.38 0.45 
1.0 1.0 0.9 1.0 0.50 0.50 0.44 0.50 
1.1 1.0 0.9 1.0 0.55 0.50 0.56 0.50 
1.1 1.1 1.0 1.1 0.55 0.45 0.50 0.55 
1.0 1.0 0.9 0.9 0.50 0.50 0.63 0.50 
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Table 19. (つづき) (Continued) 

母樹番号

Tree No. 

119 
129 
173 
189 
199 
213 
214 
215 
224 
256 
269 

273 
276 
277 
291 
318 
359 
384 
390 
396 
398 
405 

母樹番号

Tree No. 

3 
22 
24 
28 
35 
39 
55 
94 
102 
114 
116 

119 
129 
173 
189 
199 
213 
214 
215 
224 
256 
269 

針葉の長さ (cm)
Needle length 

樹冠上部 樹冠中部 樹冠下部 平均
Upper Middle Lower 

Average crown crown crown 

6.9 7.9 6.3 7.0 
7.1 6.9 6.9 7.1 
7.7 6.5 7.8 7.3 
8.3 8.3 7.8 8.1 
6.7 6.3 6.1 6.4 
9.4 8.9 7.9 8.7 
8.0 7.3 7.3 7.5 
9.0 8.1 8.5 8.5 
7.9 7.5 5.5 7.0 
7.7 6.6 4.7 6.3 
8.9 8.9 7.1 8.4 

6.3 7.9 8.3 7.5 
8.4 8.4 7.8 8.2 
6.5 6.2 6.9 6.5 
7.2 6.5 9.1 7.6 
7.8 7.2 8.3 7.8 
6.6 7.2 8.4 7.4 
7.9 8.8 5.8 7.4 
7.3 8.0 6.5 7.4 
8.4 7.7 5.0 7.0 
7.2 6.5 7.0 6.9 
6.2 5.9 6.3 6.1 

中

針案の厚さ (mm)
Needle thickness 

樹冠上部 樹冠中部 樹冠下部 平 均
Upper Middle Lower 

Average 
crown crown crown 

0.5 0.5 0.4 0.5 
0.5 0.5 0.5 0.5 
0.6 0.5 0.5 0.5 
0.5 0.5 0.5 0.5 
0.5 0.5 0.5 0.5 
0.5 0.5 0.5 0.5 
0.5 0.5 0.5 0.5 
0.6 0.4 0.5 0.5 
0.6 0.5 0.5 0.6 
0.5 0.5 0.3 0.4 
0.6 0.6 0.5 0.6 

0.6 0.5 0.5 0.5 
0.5 0.5 0.5 0.5 
0.5 0.5 0.5 0.5 
0.6 0.5 0.6 0.6 
0.5 0.5 0.5 0.5 
0.5 0.5 0.5 0.5 
0.4 0.5 0.4 0.4 
0.5 0.5 0.5 0.5 
0.5 0.5 0.5 0.5 
0.5 0.4 0.5 0.5 
0.5 0.5 0.5 0.5 

Table 20. 各母樹の針葉の解剖学的特性

Anatomical characteristics of needle 

JL" 柱 σ〉 大

Minor axis I Major axis 

樹冠上部樹冠中部樹冠下部平 均樹冠上部樹M冠id中dl部e 樹冠下部 平 均
Upper Middle Lower Avera e Upper LOWEr Avera e 
cr.own I crown I crown I 1"1. verage I crown I crown I crown 

324 I 363 I 346 I 344 I 531 I 616 I 566 I 571 
324 333 290 316 514 560 466 513 
347 311 283 314 544 480 430 485 
356 346 321 341 596 607 529 577 
337 330 303 323 594 580 519 539 
340 344 280 321 601 650 457 569 
359 314 274 316 649 514 433 532 
299 309 280 296 509 519 477 502 
341 306 313 320 576 519 510 535 
363 343 297 334 603 610' 507 573 
309 317 300 209 544 506 487 516 

331 341 284 319 559 531 437 509 
306 314 301 307 546 590 519 552 
319 294 310 308 540 500 489 510 
333 339 309 327 554 563 488 535 
339 292 299 310 586 490 491 513 
356 336 306 333 621 503 50ヲ 544 
343 361 330 345 577 654 530 587 
350 329 317 332 680 606 577 621 
360 349 291 333 604 583 477 655 
340 311 260 304 617 537 406 520 
356 341 304 300 706 639 540 628 
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童十 葉 σ〉 幅 (mm) 針Th葉ic断kn面esのs/形B状re比ad (厚さ /ne幅ed) Needle breadth th of needle 

樹冠上部 樹冠中部 樹冠下部 平 均 樹冠上部 樹冠中部 樹冠下部 平 均
Upper Middle Lower 

Average 
Upper Middle Lower Average 

crown crown crown crown crown crown 

1.0 1.1 0.9 1.0 0.50 0.45 0.44 0.50 
1.0 1.0 1.0 1.0 0.50 0.50 0.50 0.50 
1.0 0.9 1.0 1.0 0.60 0.56 0.50 0.50 
1.0 1.0 1.0 1.0 0.50 0.50 0.50 0.50 
1.0 0.9 0.9 0.9 0.50 0.56 0.56 0.56 
1.0 1.0 0.9 1.0 0.50 0.50 0.56 0.50 
1.1 1.0 1.1 1.1 0.45 0.50 0.45 0.45 
1.2 1.0 1.2 1.1 0.50 0.40 0.42 0.45 
1.1 1.0 0.9 1.0 0.55 0.50 0.56 0.50 
1.1 1.0 0.8 1.0 0.45 0.50 0.38 0.40 
1.1 1.1 1.0 1.1 0.55 0.55 0.50 0.55 

0.9 1.0 1.0 1.0 0.64 0.50 0.50 0.50 
1.0 1.1 1.1 1.1 0.50 0.45 0.45 0.45 
1.0 1.0 0.9 1.0 0.50 0.50 0.56 0.50 
1.1 1.0 1.2 1.1 0.55 0.50 0.50 0.55 
0.9 0.9 1.0 0.9 0.56 0.56 0.50 0.56 
1.0 1.0 1.0 1.0 0.50 0.50 0.50 0.50 
0.9 0.9 0.8 0.9 0.50 0.56 0.50 0.44 
1.1 1.1 1.0 1.1 0.45 0.45 0.50 0.44 
1.0 1.0 0.8 0.9 0.50 0.50 0.63 0.56 
1.0 0.9 0.9 1.0 0.50 0.44 0.56 0.50 
1.0 1.0 1.0 1.0 0.71 0.50 0.56 0.50 

1. 中心柱および樹脂道

1. Central cylinder and resin canal 

き さ 樹 脂 道
section of needle Resin canal 

短Minor径axis//ELfa長jor ax径is タイフ。別出現率(%)
総 数

樹冠上部 樹M冠id中dl部e 
樹冠下部 平 均 Frequency in types 

Total 
Upper Lower 

Average *3 number 
crown crown crown E 

0.61 0.59 0.61 0.60 92.3 1.0 6.7 10.4 
0.63 0.59 0.62 0.61 76.1 3.8 20.1 8.6 
0.64 0.65 0.66 0.65 99.0 0.0 1.0 6.9 
0.60 0.57 0.61 0.59 85.8 1.4 12.8 9.4 
0.57 0.57 0.58 0.57 81.5 4.7 13.8 8.7 
0.57 0.53 0.61 0.56 92.7 1.1 6.2 9.1 
0.55 0.61 0.63 0.59 90.2 1.5 8.3 8.8 
0.59 0.60 0.59 0.59 94.5 2.7 2.7 7.3 
0.59 0.59 0.61 0.60 97.1 1.0 1.9 6.9 
0.60 0.56 0.59 0.58 93.5 3.1 3.4 8.7 
0.57 0.63 0.62 0.40 94.7 2.9 2.4 7.3 

0.59 0.64 0.65 0.63 97.8 1.1 1.1 5.9 
0.56 0.53 0.58 0.56 92.5 2.1 5.4 9.3 
0.59 0.59 0.63 0.60 94.1 2.3 3.6 6.6 
0.60 0.60 0.63 0.61 89.9 0.1 9.1 9.2 
0.58 0.60 0.61 0.59 96.7 1.1 2.2 1.0 
0.57 0.67 0.60 0.61 97.0 5.5 2.5 6.6 
0.59 0.55 0.62 0.59 98.3 0.3 1.4 9.8 
0.51 0.54 0.55 0.53 96.1 0.7 3.2 9.5 
0.60 0.60 0.61 0.60 90.7 4.4 4.9 10.2 
0.55 0.58 0.64 0.58 98.9 0.6 0.6 6.1 
0.50 0.53 0.56 0.48 99.1 0.4 0.4 7.2 
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Table 20. (つづき) CContinued) 

中 'し、 柱 σ〉 大
Size of central cylinder in the cross 

母樹番号 短 千歪 長 千歪
Minor axis Major axis 

Tree No. 
樹冠上部 樹冠中部 樹冠下部 平均 樹冠上部 樹冠中部 樹冠下部 平 均
Upper Middle Lower 

Average 
Upper Middle Lower 

Average 
crown crown crown crown crown crown 

273 310 339 334 328 500 601 563 555 
276 320 341 343 336 550 596 573 573 
277 304 284 271 286 533 519 464 505 
291 341 314 354 336 584 531 691 602 
318 311 300 309 307 521 491 526 513 
359 304 314 331 316 497 573 526 532 
384 314 326 271 304 511 551 400 487 
390 317 333 303 318 570 613 563 582 
396 317 303 245 288 553 494 420 489 
398 330 293 300 308 571 499 489 512 
405 309 296 304 303 537 509 527 524 

*1 アカマツ型， *2 中間型， *3 クロマツ型。

Table 21. 各母樹の針葉の解剖学的特性

Anatomical characteristics of needle 

気 干し 線 数
No. of stomata lines 

母樹番号 樹冠上部 樹冠中部 樹冠下部 平均
Upper crowll Middle crown Lower crown Average 

Tree No. 背Outer面 腹国 背Outer面 腹面 背Outer面 腹面 背面 腹 面
Inner Inner Inner Outer Inner 

surface surface surface surface surface surface surface surface 

3 10 7 12 8 9 8 10 7 
22 9 7 12 8 10 7 10 7 
24 10 7 9 6 8 5 9 6 
28 11 7 10 7 B 6 10 7 
35 9 7 9 7 7 6 9 6 
39 10 6 11 6 7 5 9 6 
55 11 7 8 6 7 5 9 6 
94 9 6 9 6 9 7 9 6 
102 10 7 9 6 9 5 9 6 
114 10 8 9 6 7 5 9 6 唱。

116 9 7 9 6 9 6 9 6 

119 9 B 10 7 7 5 9 7 
129 10 7 10 7 9 6 10 7 
173 8 6 8 6 B 6 8 6 
189 9 6 10 7 7 6 9 5 
199 9 7 7 5 7 5 8 6 
213 9 6 B 6 6 5 7 5 
214 10 7 10 7 9 5 10 6 
215 12 8 11 7 10 7 11 8 
224 10 7 10 7 7 4 7 6 
256 10 8 9 7 6 4 B 6 
269 10 7 9 7 7 5 9 6 

273 B 5 8 5 7 7 8 6 
276 9 6 10 7 10 7 10 7 
277 9 6 10 7 B 5 9 6 
291 9 6 8 5 10 7 9 7 
318 8 5 9 5 7 6 B 6 
359 B 6 8 6 8 6 8 6 
384 9 5 9 6 7 5 日 5 
390 11 7 12 8 11 8 11 B 
396 10 7 8 6 6 5 B 6 
398 10 7 8 6 9 6 9 6 
405 10 6 8 6 9 7 9 6 
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き さ 樹 脂 道
section of needle Resin canal 

短Minor径axis//Ma長jor ax径is タイプJ.lIJ出現率(%)
総 数

樹冠上部 樹冠中部 樹冠下部 平 均 Frequency in types 
Total 

Upper Middle Lower Average *3 number crown crown crown E 

0.62 0.56 0.59 0.59 I 77.7 ! 7.8 14.5 . 8.5 

0.58 0.57 0.60 0.59 91.2 0.4 8.4 8.7 
0.57 0.55 0.58 0.57 94.1 1.7 4.2 8.0 
0.58 0.59 0.51 0.56 99.6 0.0 0.4 10.0 
0.60 0.61 0.59 0.60 93.8 3.7 2.5 6.4 
0.61 0.55 0.63 0.59 86.6 4.7 8.7 6.8 
0.61 0.59 0.68 0.62 93.6 3.4 2.0 7.8 
0.56 0.54 0.54 0.55 89.4 1.0 9.6 9.4 
0.57 0.50 0.69 0.59 89.6 1.1 9.3 7.7 
0.58 0.61 0.58 0.59 96.4 0.4 3.2 7.4 
0.58 0.59 0.61 0.58 87.0 4.2 8.8 8.7 

2. 気孔線数と気孔数

2. Number of stomata lines and stomatas 

気 干し 事長
No. of stomatas 

樹冠上部 樹冠中部 樹冠下部 平均
Upper crown Middle crown Lower crown Average 

背Outer面 腹 面 背Outer面 腹 面 背 面 腹 面 背Outer面 腹 面
Inner Inner Outer Inner Inner 

surface surface surface surface surface surface surface surface 

19 17 19 17 18 16 19 17 
16 15 16 16 17 15 16 15 
17 16 18 16 16 15 17 16 
17 15 17 16 16 15 17 15 
17 15 17 16 16 16 17 16 
18 17 18 16 17 17 18 17 
17 16 17 15 16 15 17 15 
18 16 18 16 18 16 18 16 
17 16 16 16 17 16 17 16 
16 16 16 16 16 16 16 16 
16 15 15 15 15 14 15 15 

18 15 17 15 17 15 17 15 
16 15 17 15 16 15 16 15 
19 18 19 18 19 18 19 18 
16 15 16 15 15 14 16 15 
18 18 18 17 18 17 18 17 
17 16 17 15 17 16 17 16 
17 17 17 17 18 17 17 17 
17 15 17 15 17 15 17 15 
17 16 17 15 16 15 17 15 
16 15 16 15 14 14 15 15 
18 16 18 16 17 16 18 16 

18 18 18 17 18 17 18 17 
16 14 16 15 16 14 16 14 
17 16 17 16 16 16 17 16 
16 17 16 17 17 16 16 17 
17 15 16 16 16 15 16 15 
18 17 17 15 16 16 17 16 
18 16 17 16 17 15 18 16 
18 16 17 16 17 16 17 16 
17 16 17 16 17 16 17 16 
19 18 18 17 18 17 18 19 
18 16 16 16 17 16 17 16 
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番母 樹号
数

Tree 
Number 

No. 

3 85 
22 26 
24 28 
28 3 
35 56 
39 5 
55 12 
94 36 
102 43 
114 
116 16 

119 48 
129 9 
173 10 
189 102 
199 143 
213 11 
214 18 
215 30 
224 3 
256 2 
269 29 

273 20 
276 34 
277 145 
291 15 
318 506 
359 56 
384 154 
390 53 
396 
398 26 
405 114 

母樹番号

Tree No. 

3 
22 
24 
28 
35 
39 
55 
94 
102 
114 
116 
119 
129 
173 
189 
199 
213 

林業試験場研究報告第 222 号

Table 22. 各母樹の球果守鱗片，

Characteristics of cones 守 scales.

球 果 鱗 片 麹
Cone 

長さ 直 千歪

Length Diameter 

(cm) (cm) 

4.6 2.6 
3.8 2.1 
3.8 2.1 
3.0 1.9 
4.3 2.3 
4.0 2.2 
4.3 2.3 
4.0 2.1 
4.8 2.6 

4.6 2.4 

4.0 2.3 
4.5 2.4 
3.3 2.2 
4.1 2.3 
4.3 2.5 
3.4 1.5 
4.7 2.4 
4.4 2.3 
5.1 2.3 
5.4 2.6 
3.9 2.3 

4.3 2.3 
4.0 2.0 
3.7 2.0 
4.9 2.4 
3.7 2.1 
4.8 2.3 
4.1 2.0 
4.8 2.5 

3.9 2.2 
4.6 2.3 

樹 齢

A(gYe ears>

58 
60 
59 
58 
59 
58 
59 
59 
58 
58 
58 
60 
60 
57 
58 
62 
57 

直径/長さ 長さ

Diameter 
Length 

/Length 
(cm) 

0.56 2.0 
0.55 1.7 
0.55 1.9 
0.63 1.6 
0.53 2.4 
0.56 1.9 
0.53 1.7 
0.52 1.8 
0.55 2.3 

0.53 2.1 

0.59 1.8 
0.53 2.1 
0.67 1.6 
0.55 2.0 
0.57 2.1 
0.44 1.7 
0.51 2.2 
0.52 2.0 
0.45 2.1 
0.49 2.2 
0.58 2.1 

0.53 2.1 
0.51 1.8 
0.55 1.9 
0.49 2.1 
0.56 1.8 
0.49 2.1 
0.49 1.9 
0.52 2.1 

0.57 1.9 
0.49 2.0 

Scale Seed wing 

幅 幅/長さ 長さ 中高 幅/長さ

Breadth 
Breaclth 

Length Breadth 
Breaclth 

/Length /Length 
(cm) (cm) (cm) 

1.1 0.57 1.9 0.6 0.32 
1.0 0.53 1.7 0.6 0.33 
1.0 0.51 1.8 0.6 0.32 
0.9 0.55 1.6 0.5 0.35 
1.0 0.43 2.1 0.6 0.27 
1.1 0.56 1.7 0.6 0.35 
0.9 0.53 1.6 0.6 0.36 
1.1 0.58 1.6 0.5 0.35 
1.1 0.49 2.0 0.6 0.30 

1.2 0.56 1.9 0.5 0.32 

1.1 0.63 1.7 0.5 0.34 
1.1 0.52 1.9 0.6 0.30 
1.1 0.70 1.4 0.6 0.41 
1.1 0.55 1.7 0.6 0.34 
1.0 0.50 1.8 0.6 0.31 
0.8 0.48 2.0 0.5 0.28 
1.2 0.54 2.0 0.6 0.33 
1.1 0.53 1.9 0.6 0.31 
1.3 0.60 1.8 0.6 0.33 
1.1 0.42 1.8 0.6 0.32 
1.2 0.56 1.9 0.7 0.34 

1.1 0.53 1.8 0.6 0.32 
0.9 0.54 1.6 0.5 0.34 
1.0 0.57 1.5 0.5 0.36 
1.0 0.54 1.8 0.6 0.35 
1.1 0.58 1.6 0.6 0.34 
0.9 0.41 1.9 0.6 0.33 
1.0 0.50 1.8 0.6 0.31 
1.1 0.51 1.8 0.6 0.33 

1.0 0.55 0.5 0.35 
1.0 0.52 1.8 0.5 0.32 

Table 23. 各母樹の樹高，

Tree height. cliameter at breast height 

Diameter 
キ才 積

Tree height I at breast height Stem volume 
(m) ! (cm) (m3) 

19.80 33.20 1.1751 
17.40 25.60 0.6310 
17.80 24.90 0.5747 
17.20 15.90 0.2354 
17.08 29.30 0.7455 
17.12 25.10 0.5376 
18.50 22.90 0.4940 
18.70 27.30 0.7156 
17.65 25.70 0.4958 
18.50 18.80 0.3315 
20.05 27.40 0.6995 
20.10 25.70 0.6499 
20.13 20.70 0.3934 
18.25 30.30 0.8449 
18.87 28.60 0.8395 
20.95 39.90 1.6703 
17.06 17.20 0.2773 

, 
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麹および種子の特性
seecl wings ancl seecls of mother trees 

種 子
Seecl 

長さ 幅 幅/長さ 重さ 1000 粒 1000-Seecl
l 球果あた

充l 球実果あたりりの種子重
Breadth 重さ|容積|鳴I Seecl wgt. 種子数

Length Breadth jLength Weight 
Weight I Volume per cone 

Sound seed 

(mm) (mm) (g) i(ggh ] (cc] seed(% ] (g) No. per cone 

5.3 2.9 0.54 37.75 10.30 19.9 97.3 0.44 42.0 
4.8 2.6 0.54 3.45 8.06 16.3 90.7 0.13 14.9 
5.2 2.6 0.49 5.20 8.79 20.3 89.8 0.19 19.0 
4.8 2.5 0.52 0.25 7.35 8.8 82.4 0.08 9.3 
5.3 2.9 0.55 16.55 10.70 21.0 97.9 0.29 27.0 
4.9 2.8 0.57 1.55 8.85 18.3 97.1 0.31 34.0 
5.1 2.8 0.55 0.90 11. 11 24.7 93.8 0.08 6.3 
4.8 2.6 0.53 6.75 7.19 13.6 95.1 0.19 24.8 
5.4 2.7 0.51 23.50 10.65 22.0 36.3 0.55 49.4 

5.4 2.6 0.47 7.30 9.08 17.9 89.7 0.46 45.1 

5.0 2.5 0.50 15.50 8.25 16.4 96.2 0.32 37.6 
5.2 2.6 0.49 3.35 9.05 17.3 92.2 0.37 37.9 
4.2 2.5 0.60 3.05 7.06 13.4 97.2 0.31 42.0 
4.4 2.7 0.61 29.80 8.30 15.4 99.3 0.29 35.0 
4.6 2.6 0.56 48.90 8.80 16.4 98.8 0.34 38.4 
4.9 2.3 0.48 1.05 6.56 15.0 83.1 0.09 14.5 
5.6 3.0 0.53 4.20 12.17 22.6 99.4 0.23 19.1 
5.0 2.5 0.50 12.45 9.05 17.2 96.7 0.42 44.3 
5.4 2.8 0.51 1.25 9.46 22.7 87.1 0.42 38.3 
5.6 2.9 0.51 0.70 12.28 29.8 94.7 0.35 26.0 
5.1 2.7 0.53 11.45 10.70 21.0 98.0 0.39 36.2 

4.9 2.6 0.53 7.20 9.14 17.5 95.5 0.36 37.7 
5.4 2.8 0.52 4.55 10.46 21.4 91.9 0.13 11.8 
4.2 2.4 0.56 35.95 6.40 12.7 98.1 0.25 38.0 
5.8 3.1 0.54 3.35 13.56 26.7 95.9 0.22 15.8 
4.7 2.5 0.54 125.40 7.25 14.8 95.7 0.25 32.7 
4.7 2.6 0.55 12.45 8.35 16.2 95.6 0.22 25.4 
4.6 2.5 0.55 34.80 7.15 13.7 97.5 0.23 30.8 
4.9 2.7 0.54 24.50 9.35 18.2 97.5 0.46 48.2 

4.5 2.4 0.53 6.35 7.28 14.2 91.9 0.24 30.8 
5.0 2.6 0.53 48.75 8.35 17.8 95.4 0.43 48.9 

胸高直径および材積
ancl stem volume of mother trees 

樹 齢 樹 高 胸骨直径
キオ 手責母樹番号 Diameter 

Tree No. A(Yge ears]
Tree height at breast height Stem volume 

(m) (cm) (m3) 

214 60 17.25 17.10 0.2885 
215 60 19.25 18.80 0.3553 
224 57 18.86 21.80 0.4816 
256 60 18.63 18.50 0.3193 
269 58 17.35 22.70 0.4880 
273 59 18.30 23.50 0.5010 
276 59 17.80 24.30 0.5169 
277 59 18.10 29.00 0.7973 

291 59 17.97 18.60 0.3259 
318 55 19.95 33.00 1.0606 
359 53 17.42 25.00 0.5785 
384 59 20.70 34.30 1.1913 
390 60 17.83 24.30 0.5587 
396 59 16.25 25.10 0.1917 
398 59 17.94 19.30 0.3508 
405 59 18.45 28.60 0.7895 
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Table 24. 形質一覧表

List of characters 

汗主 質 Characters 

1 I 樹高(日) • Tree height (H) 
2 I 胸高直径 (D.B.H.) Stem diameter at breast height (D.B.H.) 
3 I カ枝直上直径 Stem diameter above the whorl having the largest branch 
4 I 最下枯枝高 Height to the lowest dead branches 
5 I 最下生枝高 H自由t to the lowest live branches 
6 I カ校高 Height to the largest branch 
7 I 幹の細り (H/D.B.H.) _ Stem taperness (H;D.B.H.) 
8 I グ (D(H-B .H.)/2/D.B.H.) グ (D(H-B .H.)/2/D. B .H.) 
9 I グ (D6.2/D.B.H.) グ (D6.2/D.B.H.)
10 I 生校数 (樹冠東側) Number of live branches (East side of crown) 
11 I グ (樹冠西側) // (West side of crown) 
12 I グ (樹冠南側) // (South side of crown) 
13 I グ (樹冠北側) グ (North side of crown) 
14 I グ (全体) グ (Total) 
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グ
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グ
グ
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グ
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Needle breadth (North side of lower crown) 
グ (South side of グ〉
グ (Av. of グ〉
グ (North s�e of whole crown) 
// (South side of グ〕
グ (Av. of //)  

Thickness/Breadth of needle (Upper crown) 
グ (Mi瓦dle crown) 
グ (Lower crown) 
グ (North side of whole crown) 
グ (South side of whole crown) 
グ (Av. of whole crown) 

Minor axis of central cylinder (Upper crown) 
グ (Middle crown) 
グ (Lower crown) 
// (Av. of whole crown) 

Maior axis of central cvlinder (Upper crown) 
グ (Middle crown) 
グ (Lower crown) 
グ (Av. of whole crown) 

Minor axis/Major axis of central cylinder (Upper crown) 
(Middle crown) 

// (Lower crown) 
グ (Av. of whole crown) 

Frequency of resin canal (Pinus densiflora type) 
グ ÇI~~ter m.edi~te t?:pe) 、
グ (Pinus thunbergii type) 

Number of resin canal 

Number of stomata lines (On the outer surface of needle (0) , 
North side (N) , Upper crown) 

(On the inner surface of needle (1), 
North side (N) , Upper crown) 

(0 , South side (S)，グ〕
(1，グ，グ〉
(O , Av. , /1 ) 

(1，グ，グ〉
(0 , N , Middle crown) 
(1，グラ グ ) 
(0 , Sヲグ)
(1，グ，グ)
(0 , Av. グ)
(1，グ，グ)
(0 , N , Lower crown) 
(1, //ぅグ)
(0 , S，グ〕
(1，グ，グ〕
(0 , Av. グ〕
( 1 , //，グ)
(0 , N , Whole crown) 
(1，グ，グ)
(0 , S，グ')
(1，グ，グ)
(0 , Av. グ)
(1，グ，グ〉

(0 , N , Upper crown) 
(1，グ，グ
(0 , S，グ〉
(1，グ，グ)
(0 , Av. グ)
(1，グ，グ)
(0 , N , Middle crown) 
(1，グ，グ)
(0 , S，グ)
(1，グ，グ〕
(0 , Av. グ〕
(1，グ，グ〕
(0ヲ N ラ Lower crown) 
( 1 , //，グ)

Characters 

5
6
7
8
9
0
1
2
3
4
5
6
7
4
8
9
0
 

6
6
6
6
6
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
8
 1
2
3
4
5
6
7
4
8
9
0
1
2
3
 

8
8
8
8
8
8
8
8
8
9
9
9
9
 

質形
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ノ
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(

一
層
事
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の
の
出
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数

州
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F
M
M
F
H
H刷
F
F
F
F
M
M

柱
H
U
F
M
M

柱
M
M
F
F

柱
H
U
F
F

道
F
F

道
線

葉
葉
心
心
心
脂
脂
孔

針
針
中
中
中
樹
樹
気

// 

// 

// 

// 

// 

// 

// 

// 

// 

// 
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// 
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// 

M 

// 

// 

// 
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// 
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// 
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// 

// 

// 

// 
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耐
酌
酪
酌
酌
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酌
酌
酪
酌
酌
酌
酪
酌
酌
酌
島
酌
齢
齢
酌
酌
酪
酪
酪
酌
酌
酌
酌
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腹
背
腹
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腹
背
腹
背
腹
背
腹
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Table 24. (つづき) (Contin田d)
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ノ
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E

ノ
、
，
，
、
ノ

面
面
面
面
率

背
腹
背
腹
子

形
一
・
・
・
・
)
)
)
)
)
)
種
材

側
グ
均
グ
面
面
面
面
面
面
実
材
材
材
熟
材
材
材
材
材

南
〆
平
d

背
腹
背
腹
背
腹
充
数
材
材
材
材
下
冠
幹
材
成
辺
心
辺
心
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材
材
材
下
冠
材
材
材
材
下
冠
材
材
枝
樹
樹
熟
材

部
側
側
均
積
た
重
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材
材
下
冠
幹
枝
樹
高
下
冠
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枝
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高
全
全
全
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成
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幅
向
向
向
向
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グ
南
グ
ド
グ
さ
重
容
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材
材
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冠
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樹
樹
高
高
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樹
樹
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官
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成
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熟
成
維
方
方
方
方
方

冠
J
o
d
d

冠
，
冠

d

司
，
o

長
さ
さ
粒
粒
粒
種
充
下
冠
幹
枝
樹
高
全
全
全
胸
胸
全
全
全
全
胸
胸
成
未
全
数
材
熟
材
材
成
幅
織
線
線
径
径
維

樹
樹
樹
総
/
長
さ
長
∞
∞
∞
り
り
枝
樹
樹
高
高
胸
)
度
熟
成
熟
熟
維
幅
/
接
接
半
半
織

径
さ
径
さ
/
長
さ

/
3
1
J

た
た
全
全
全
胸
胸
全
区
戸
数
密
成
未
成
成
幅
繊
維
幅

数
直
長
直
長
幅
幅
さ
幅
/
長
幅
幅
量
1
1
1

あ
あ
(
度
積
グ
グ
ン
/
織
ン
率

L

グ
グ
グ
グ
グ
グ
グ
グ
グ
長
の
の
の
の
の
の
長
り
幅
の
の
の
子
の
の
の
果
果
幅
率
密
グ
グ
グ
グ
グ
グ
グ
容
長
幅
厚
メ
長
/
メ
縮

同
河
呆
果
果
片
片
片
の
。
の
子
子
子
種
子
子
子
球
球
輪
グ
グ
グ
グ
グ
材F
M
M
M
M
M
M
H
H
積
準
維

M
M維
毘
一
維
厚
一
収
グ
グ
グ
グ

球
球
球
球
鱗
鱗
鱗
麹
麹
麹
種
種
種
全
種
種
種
1
1

年
晩
容
標
繊
繊
膜
ル
繊
膜
ル
全

質 Characters 

(0 , S , Lower crown) 
(1，グ 11 ) 

(0 , Av. 11 ) 

( I , 11 ， グ)
(0 ラ N ， Whole crown) 
(1, 11 , 11 ) 

(0 , S , 11 ) 

(1 ， 1/ ， グ)
(0 , Av. 11 ) 

( 1 , 11 ， グ)

Number of stomatas 
11 

Jク'

11 

Jグ

11 

11 

11 

11 

11 

Cone number 
Cone diameter 
Cone length 
Diameter/Length of cone 
Scale length 
Scale breaclth 
Breaclth/Length of scale 
Length of seecl wing 
Breaclth .of seecl wing 
Brea司th/Length of seecl wing 
Seecl length 
Seecl wiclth 
Breaclth/Length of seecl 
Total-seecl weight 

I ,OOO-seed weight 
I ,OOO-seecl volume 
Sound seecl percent per 1,000 seeds 
Seed weight per cone 
Souncl seecl number oer cone 
Ring breaclth (Av. , -S.W.) 

グ (Av. ， C.W.) 
11 (Av.) 
11 (S. W. , �.h.) 
グ (C.羽T. ， b.h.) 
グ (Av. ， b.h.) 

Late wooc¥ percentage (Av. , S. W.) 
グ (Av. ， C.W.) 
グ (Av.)
グ (S.W. ， b.h.) 
11 (C.W.. b.h.) 
11 (Av. , b.h.) 

Density (Av. , S.W.) 
11 (Av. 弓 C.W.)
グ (Av.)
グ (S.W .， b.h.) 
グ (C.W. ， b.h.) 
グ (A.W.)
グ CJ.W.)
グ (Av. ， b.h.) 

Standarcl basic density (Av. , S.W.) 
11 (Av. , C.W.) 
11 (Av.) 

Fiber len日th (A.W.) 
グ (].W.)

Fiber cliameter (A.羽人)
Cell wall thickness (A. W.) 
Cell lumen cliameter (A.W.) 
No. 183/No. 185 (A.W.) 
No. 186/No. 185 (A.W.) 
No. 1871No. 185 (A.W.) 

Shrinkage , green to oven clry , Tangential (%), Sapwood (S) 
グ， ，グ， Heartwood(H) 
グ， Raclial , (S) 
グ ，グヲ (H)
グ， Axial , (S) 

1
2
3
4
5
6
7

氾

9
0
1
2
3
4
5
6
7
8
9
0
1
2
3
4
5
6
7
8
9
0
1
2
3
4
5
6
7
8
9
0
1
2
3
4
5
6
7
8
9
0
1
2
3
4
5
6
7
8
9
0
1
2
3
4
5

3
3
3
3
3
3
3
3
3
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
7
7
7
7
-
7
7
7
7
7
4
7
8
8
8
8
8
8
8
8
8
8
9
9
9
9
9
9
 

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
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1. 

形

全収縮率繊維方向，心材
平均収縮率接線方向，辺材

グ 接線方向，心材
グ 半径方向，辺材
グ 半径方向，心材
グ 繊維方向，辺材
F 繊維方向，辺材

気乾収縮率接線方向，辺材
F 接線方向，心材
r 半径方向，辺材
r 半径方向，心材
グ 繊維方向，辺材
店 繊維方向，心材

収縮異方度気乾辺材
グ 気乾心材
r 全乾辺材
グ 全乾心材

静的曲げ，ヤング係数辺材
グ 比例限度 辺材
グ 強さ 辺材

縦圧縮今ヤング係数辺材
グ 比例限度 辺材
グ強さ 辺材

縦引張ヤング係数辺材
グ 比例限度 辺材
F 強さ 辺材

せん断強さ 辺材
硬さ，木口面辺材
硬さ，側面辺材

部分圧縮，接線方向，比例限度辺材
5~ふ部分圧縮接線方向辺材
圧縮強さ
部分圧縮，半径方向，比例限度辺材
5%，部分圧縮半径方向辺材
圧縮強さ
松脂採取量(平均浸出量)
松脂採取量(斜溝lcmあたり浸出量)

抽出後の材中の樹脂量(重量比)
抽出前の材中の樹脂量(重量比)
抽出成分(ヘキサン抽出物)辺材

グ 心材
抽出成分(アセトン抽出物)辺材

グ 心材

木材成分(熱水可溶部)
木材成分(アルペン抽出物)
木材成分(セルロース)
木材成分 (α セルロース)
木材成分(リグニン)
木材成分(ぺントサン)

パルフ。収率(精選%)
パ1レフ。収率〔粕%)
パルフ。収率(全%)
パルプ。のローエ価
バノレフoの未叩解フリーネス
パルフ。の白色度
バノレフ。の坪量
パyレフ。の厚さ
パルフ。の密度
パルフ。の裂断長
パノレフ。の比破裂強さ
パルフ。の引裂強さ
バノレフ。の耐折強さ

質 Characters 

Shrinkage. green to oven dry , Axial (%), (H) 
Average-shrinkage , Tangent僘l (%) (S) 
ググ ‘(H) 
グ， Radial , ( S ) 
グ// (H) 
グ， Axial , ( S) 
グ，グ， (H) 

Shrinkage. green to air dry , Tangential (%), (S) 
グ，グ， (H) 
グ， Radial , ( S ) 
グ，グ， (H) 
グ， Axial , (S) 
グ ，グ守 (H)

Shrinkage anisotropy , green to air dry , ( S) 
// , (H) 

Shrinkage anisotropy 守 green to oven dry , ( S ) 
グ， (H) 

Static bending , YOUNG's modulus 
グ stress at proportional limit 
// modulus of rupture 

Compression //, YOUNG's modulus 
グ//， stress at proportional limit 
// //, maximum crushing strength 

Tension /人 YOUNG's modulus 
グ//， stress at proportional limit 
// / /, maximum strength 

Shear. maximum strength 
Hardness , end 
グ. side 

Local bearing. ..L, Tang" at proportional limit 
// , Tang" at 5 % side length 

グ， Rad，司 at proportional limit 
// , Rad. , at 5 9も side length 

Average oleoresin yield 
Oleoresin yield 1 cm 

Resin content after extraction (%) 
Resin content before extraction (%) 
Hexan extractives (%) 

H 

Aceton extractives (%) 
// 

Hot water solubility (%) 
Alcohol-benzene solubility (%) 
Cellulose (%) 
O!-Cellulose (%) 
Lignin (%) 
Pentosan (%) 

Pulp yield , screened (%) 
グ screenings (%) 

Pulp yield. total (%) 
Roe number 
Freeness (Unbeaten) 
Brightness 
Basis weight 
Thickness 
Density of pulp g/cm3 

Breaking length 
Burst factor 
Tear factor 
Folding endurance 

6
7
8
Q
J
0
1
4
2
3
4
5
6
7
6
9
0
1
2
3
4
5
6
7
8
9
0
1
2
3
4
5
6
 

9
9
9
9
X
0
0
0
0
0
0
0
3
0
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
2
2
2
2
2
2
2
 

1
1
1
1
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
 
227 
228 

229 
230 

231 
232 
233 
234 
235 
236 

237 
238 
239 
240 
241 
242 

243 
244 
245 
246 
247 
248 
249 
250 
251 
252 
253 
254 
255 



第 222 号

は樹幹解析図から推定した樹高，材積成長は SMALIAN 式によって算出した材積を用いて，上記各成長

量をもとめ，成長率は PRESSLER 式を用いて求めた。

林業試験場研究報告- 40 ー

各母樹の最終樹齢における胸高直径，樹高および材積の総成長量は Table 23 のとお P である。齢階べ

r13. 材質と成長型J の項で，必要なものをかかげる。つの各成長量ならびに成長率は，

形質問相関2-4, 
各母樹についてえられた材質形質問，型態形質 157，成長形質 2，合計 255 形質の一覧表を Table 24 に

示した。これらの形質については，個体問の変動をもとめるとともに各形質問における相関をもとめた。

これの計算はヲ林業試験場電子計算室において， NEAC 1240 型電子計算機を用いて行なった。

計算の結果は膨大なものとなったが，その中から正の相関関係にあるものと負の相関関係にあるものと

それぞれ 10% ， 5 %, 1 %水準で相関係数に有意性の認められる形質をひろいだして，付表を区別し，

uこ示した。

長維織3. 

各母樹の胸高円板から，その山側の各年輪の晩材部を取り出し，すでに述べた方法によって解離，測定

を行なった。このような試料にもとづいて測定した結果を，それぞれの母樹の代表値としてよいかどうか

判断するために，次のような検討を行なった。各母樹について，地際から 2m おきに 2.5cm 厚の円板を

とり，クラフト法によりパノレフ。を製造し，その中から無作為に 150 本の繊維を取り出し，その長さを測定

し平均値をもとめて，それを各母樹の代表値とみなした。この値と，各母樹の第 1 年輪から最終年輪まで

の繊維長の平均値との関連をもとめた。この両者の間には Fig. 7 に示すようにかなり高い正の相関関係

があることがわかった。また，このような関係は各母樹の第 25年輪以上の繊維長の平均値(すなわち成熟

材の平均値)についても同じようにいえることがわかったか=0.5210料〕。したがって，繊維長に関して

腕高部位試料を用いて，その母樹を代表させようとする方法は，かなり根拠のある妥当なものと考えらるコ

繊維長の樹齢的

各母樹の各樹齢における平

均繊維長はすでに Table 3 に

変動

3-1. . . 
••. • • 

(p) 

3200 

~ 

示してあるが，それにもとづ

. . 
いて，この林分における繊維

長の樹齢的変動を平均値と標

y-1713+0.35X 

r=O.5504 

準備差 (2σ) によって示し

. . 

3100 
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たのがFig.8 である。

この図でも明らかなよう
2500 

に，髄から外側へむかうにし

たがい，はじめ急激に繊維長

は，第 20 年輪付近で急激に

が増加するが，その増加率

3凹o 3100 3200 3300 3400 3500 3曲。

胸高円板由雄維長総平均

Avera色e fiber length of b. h. disks 

Fig. 7 胸高円板の繊維長総平均とクラフトパルフ.の平均繊維長の関係

Relation between average fiber length of b.h. disks 

and averag巴 fiber length of kraft pulp. 
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るやかに減少していくが，第

55 年輪においても完全には

減少するようになり，以後ゆ
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0 にならない。したがって，

この林分では，繊維の長さが

完全な意味で一定値を示すよ
日25 :ﾐ 

樹齢

R .ns number f問m pith 

Fig.8 繊維長と年輪幅の樹齢による変動

Variation of fiber length and ring breadth 
with ring number from pith. 

45 40 35 20 15 10 5 うなことはなかった。また，

Fig. 9 には各樹齢の平均値

ごとに，次の年輸の平均値と
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山
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識
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の差を%で示したものの変動

の経過を示しであるが，

これによっても増加率は

第 15~20 年輪を過ぎる

じ一定した非常に小さ

い値を示すようになり，

0 に漸近するが，完全に

は 0 とならないことがわ

{毎)50晶40 却 25

樹厨

RinS number fr四百 pith

Fig. 9 繊維長増加率の樹齢による変動

Variation of increasing ratio of fiber 
length with ring number from pith. 

垣30 15 10 
かる。また，これを各母

樹について比較するた

め，上述した林分での増

繊維長の増加率が 0.5% 以下でほぼ一定になる樹齢

Maturing age shown by fiber length 

加率がほぼ一定になる点

を第 20年輪とし，そこでの
Table 25. 

母樹番号 樹齢 母樹番号 樹齢 母樹番号 樹齢
Ring No. Ring No. Ring No. 

Tree No. from pith Tree No. from pith Tree No. from pith 

3 25 119 21 273 15 
22 19 129 16 276 16 
24 20 173 30 277 31 
28 18 189 18 291 19 
35 27 199 23 318 23 
39 21 213 17 359 20 
55 16 214 21 384 16 
94 26 215 21 390 16 
102 14 224 22 396 21 
114 21 256 21 398 14 
116 22 269 16 405 20 

増加率をみると 0.5% である

ので，各母樹において 0.5%

最も遅いものは No.173 で第

た。

になる樹齢を取り出して示し

れによると最も早く安定する

ものは No.398 で第 14 年輪，

たのが Table 25 である。こ

30年輪であることがわかっ

また，この林分の各樹齢ご

との繊維長の変動Jの幅について見ると， Fig.8 で示すように，標準偏差の幅は，髄に近い部分では狭く，

平均値の増加率が急激に減少しはじめる付近まで，その幅は広がっていき，それ以後はほとんどそのまま

の幅を保つようになる。さらに各樹齢ごとの繊維長の変動を変動係数で示したのが Fig. 10 である。これ

によっても，髄に近い年輪で変動係数が高く，外側へむかうにしたがって低くなり，しかも各年輪の変動

とくにこのことは第 30 年輪以後において特徴的である係数の問の変動の幅が小さくなることがわかる。
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数

といえる。

3-2. 繊維長の母樹

間変動

各母樹の各平均値，標

準偏差および変動係数を

Table 26，成熟材繊維

長の各母樹ぺつ順位を

Table 27 にそれぞれ示

した。この林分において

は平均値は 3 ， 343μ で，

最高値は No.256の3 ， 740

d5 (即日 μ，最低値は No. 359 の

引
1
0
9
8

O

E

-

-

、。 15 20 25 JO 35 

樹齢
Ring number from pith 

40 

Fig. 10. 各樹齢における繊維長平均値の変動係数の変動

Variation of C.V. for average fiber length 
with ring number from pith. 

2.822μ であり，最高値

と最低値の聞には約 25

%の差があることがわか

Table 26. 各母樹の繊維長の平均値・標準偏差・変動係数

Average fiber length of sample trees 

母樹番号
未 成 熟 材 成 熟 材 全 平 均 fl 

Juvenile wood Aclult woocl Average 
Tree 

A平ver均age値(μ)1標σ準(偏μ〕差1変動係C%数> A平ver均age値(μ)1標σ準(偏μ)差1変動係C%数> 平均値 1標σ準(偏μ)差I変動係C9の数No. Average(μ〕

3 1617 258 16.0 3893 250 6.4 3442 744 21.6 
22 1629 213 13.0 3982 218 5.4 3620 784 21.7 
24 1877 530 28.2 4068 261 6.4 3657 736 20.1 
28 1539 331 21.5 3171 205 6.4 2904 532 18.3 
35 1734 433 24.9 3739 162 4.3 3260 693 21.3 
39 1802 451 25.0 3583 327 9.1 3187 625 19.6 
55 1874 447 23.8 3768 225 5.9 3441 637 18.5 
94 1843 441 23.9 3708 150 4.0 3319 603 18.2 
102 2026 498 24.6 3571 173 4.8 3333 533 16.0 
114 1954 400 20.4 3681 202 5.5 3342 575 17.2 
116 2090 407 19.4 3701 136 3.7 3362 557 16.6 

119 1846 481 26.0 3876 188 4.8 3526 673 19.1 
129 2046 497 24.2 3664 209 5.7 3348 555 16.6 
173 1281 161 12.6 3516 227 6.4 2963 760 25.7 
189 1881 388 20.6 3621 186 5.1 3236 607 18.8 
199 1624 287 17.6 3948 187 4.7 3516 768 21.9 
213 2176 552 25.3 3832 199 5.2 3478 569 16.4 
214 1936 379 19.6 3782 222 5.8 3395 603 17.7 
215 2000 442 22.1 3945 227 5.7 3554 662 18.6 
224 2047 424 20.7 4169 266 6.3 3699 715 19.3 
256 1783 575 32.2 4187 235 5.6 3740 787 21.1 
269 1821 429 23.5 3317 408 12.3 3098 567 18.3 

273 1689 443 26.2 3694 195 5.2 3378 634 18.8 
276 2006 437 21.7 3681 206 5.5 3401 558 16.4 
277 1971 383 19.4 3828 240 6.2 3375 660 19.6 
291 1813 381 21.0 3718 237 6.3 3412 648 19.0 
318 1359 183 13.5 3461 304 8.7 3010 751 25.0 
359 1531 378 24.6 3134 192 6.1 2822 532 18.9 
384 1835 376 20.5 4143 250 6.0 3678 767 20.9 
390 1755 423 24.1 3479 227 6.5 3175 578 18.2 
396 1926 425 22.7 3385 162 3133 483 15.4 
398 1625 371 22.8 3217 303 9.4 2909 552 19.0 
405 2013 260 12.9 3861 239 6.1 3444 649 18.9 
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Table 27. 母樹べつの繊維長(成熟材部)の順位
Order of fiber length Cadult wood) for sample tr田S

順位卜母樹番号|繊維長 11 順位|母樹番号|繊維長 11 順位|母樹番号| 繊維長
Order 1 Tree No.IFiber lengthll Order 1 Tree No.IFiber lengthll Order 1 Tree No.1 Fiber length 

l 256 4187 12 277 3828 23 189 3621 
2 224 4169 13 214 3782 24 39 3583 
3 384 4143 14 55 3768 25 102 3571 
4 24 4068 15 35 3739 26 173 3516 
5 22 3982 16 291 3718 27 390 3479 
6 199 3948 17 94 3708 28 318 3461 
7 215 3945 18 116 3701 29 396 3385 
8 3 3893 19 273 3694 30 269 3317 
9 119 3876 20 114 3682 31 398 3217 
10 405 3861 21 276 3681 32 28 3171 
11 213 3833 22 129 3664 33 359 3134 

る。また弓各母樹の第 25 年輪以上(成熟材)の平均値についてみると，全林分の平均は 3 ， 707μ で町最高

値は No.256 の 4 ， 187μ で，最低値は No.359 のみ 134μ である。さらに，未成熟材部および成熟材部にお

ける繊維長の各母樹聞における変動を示したのが Table 28 である。なお.前者は 1-5 年輪今後者は 25

~最終年輪の繊維長の平均値で示しており，前者については守後の項で説明する。

各母樹について，樹齢と繊維長との聞の関係を示したのが Fig. 11-18 である。これらの図でみると，

この林分の母樹の樹齢的な変

動の型式がいくつかのグルー

プにわけられることがわか

る。すなわち，

Type 1 :繊維長は髄から

外側へむかつて，はじめ急激

に増加し，後，ほとんど一定

の値を示すようになる。した

がって x軸に平行な部分をも

っ (Fig. 11)0 

Type II :繊維長の増加率

は，一定の樹齢以後急激に減

少するが， 0 とはならない。

そのうち傾斜が比較的ゆるや

Table 28. 未成熟材および成熟材における繊維長の母樹問の変動

Variation of fiber length in juvenile and adult 
wood between sample trees 

材 部 母樹数 平均値 標準偏差 変動係数
Number 

Part of trees 
Average σ C.V. 

(μ〉 (μ) (~の

未成熟材 33 1817 207 11.40 
成Juvenile wood 
熟材

33 3707 273 7.37 Adult wood 

(゚ ) 

A∞o 
由樹N0'22 

L
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3500 
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川
抽

4 
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T3脚

-15) とやや急なもの (Type

かなもの CType II a • Fig.12 雑 2曲。
長

I.L 2~羽
織

II b , Fig. 16-17) とがあ

る。

Type ][ :繊維長の変動の

経過は，他の Type の安定部

分に相当する部分でも，かな

り不規則である (Fig. 18) 。
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Fig. 11 繊維長の樹齢による変動 (Type 1) 

Variation of fiber length with ring number 
from pith (Type 1 ). 
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Fig. 13 繊維長の樹齢によ 維
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Fig. 12 繊維長の樹齢によ

る変動 (Type 1I a) 

Variation of fiber length 
with ring number from 
pith. 
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Fig. 15 繊維長の樹齢によ
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Type 1 に属する母樹では，

一定の樹齢以後増加率が 0 に

なっている。この Type の場

合には SANI018) の報告に述

べられている結果と一致す

る。 Type 1 の母樹には 4 個

体， Type II a には 18 個体，

Type II b には 8 個体， Type 

Eには 3 個体がそれぞれ属し

ており，これを比率でみると

10 15 20 25 30 担 岨 必何回 Type II に属するものが最も
樹齢

R;ng number from pith 多く，約 80% を占め，次い

Fig. 18 繊維長の樹齢による変動 (Type m) で Type 1 の 12% ， Type m 
Variation of fiber length with ring number from pith. の 8%の)1頂であり，この点か

らも，この林分における繊維長の樹齢による変動の傾向が理解できるのしたがって，繊維長の樹齢的な変

動に対しての差異を論ずる場合には，その変動の Type が異なるという点と， 同じ Type のものでも繊

維長が安定する時期に差異がある (Table 25) ことを考えねばならない。

繊維長の増加率の樹齢的な変化はすでに Fig.9 に示したが，この増加率が急激に減少するのは，第 20

年輪以後で， この付近での値は 0.5% を下まわるようになり， さらに第 30年輪付近になるとほぼ O に近

くなり，きわめてわずかな変動を示すのみになる。このような安定した第 21 年輪以後を成熟材部と考え，

この材部の繊維長Y を樹齢Xに対する回帰直線式でもとめると ， Y =10.5X+3307 (X=年輪番号: 21日・

…)となる。

すでに述べたように，繊維長の樹齢にたいする変動の経過は， 3 つの Type にわけたが，それらのグル

ーフ。ごとに，第 21 年輸を基準としてガイド直線を描いてみると， Type 1 はほとんど一定なので除いた

が， Type II a では Y=10.5X+3307 ， Type II b では Y =18.9X+3029 (X=年輪番号: 21......) で表

わすことができ，各母樹の描く変動の経過も， かなりこの直線の傾向に適合している。 Type m の場合

は，これを l つの Type と考えるべきではなく，むしろ，他のいずれかの Type に属するものが，なん

らかの因子の影響で Fig. 18 に示すような不規則な部分をもつようになったと考えるべきであろう。

以上のような点からみて， この林分においては，すでに述べたように，第 21 年輪を成熟材部の始まる

時期と考え， さらにより確実に 1 つの直線に適合する部分を求めるならば，第 25 年輪以後としなければ

ならない。この報告で，成熟材部として第 25 年輪以後の平均値を取り上げているのはこのためである。

3-3. 未成熟材と成熟材の繊維長および繊維長全平均値の相関

成熟材部の繊維長の代表値としては第 25年輪以上の平均値をもとめた。これとともに，全年輸の平均

値をもとめですでに Table 25 に示している。これらの値と，第 1 年輪から第 40 年輸に至る各年輪の繊維

長の平均値との聞の相関係、数を示したのが Fig. 19 で，第 1 年輪から n年輪までの値の平均値を第 40 年

輪までもとめ，その値と上述の 2 つの値との相関係数を示したのが Fig. 20 である。

個々の年輸の繊維長と上述の 2 つの平均値との相関係数をみると，いずれの場合も樹齢の増加とともに

.‘ 



急激に相関係数が増加し，一

定の樹齢以後に安定する傾向

をもっているつ第 25 年輪以

後の平均値との問では，第 6

年輪以後になると相関係数は

5%，第 12年輪以後で 1%

の有意水準に達する。

また，第 1 年輪から n 年輪

まで、の平均値についてみる

とラ相関係数は急激に増加を

つづけており，上述の各年輪

ごとの値の場合のように安定

した部分は明らかではない。

しかし，第 20年輪付近で増

加の傾向がやや鈍り，変曲点

が存在している (Fig. 20) 。

第 25 年輪以後の平均値では，

第 2年輪までの平均値で 5

?ム第 9年輪までの平均値で

1%の有意水準に達する。ま

た，全年輪の平均値について

は，すでに述べたように第 1

年輪ですでに 5%，第 3年輪

までの平均値で 1 ~もの有意水

準にそれぞれ達している。

ここでは未成熟材部の値と

して，第 5 年輪までの平均値

を取り上げ，第 25 年輪以後

の成熟材の平均値との関係を

示したのが Fig. 21 である。
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Fig. 20 1 ~ n 年輪までの繊維長の平均値と 25 年輪以上および

全年輪の繊維長平均値との聞の相関係数の変動

Variation of correlation coefficient between average fiber 
length for adult wood and whole ring and that for 1 ~ 

nth rings with ring number from pith. 両者の聞には Y=0.499X+

2801 (Y =成熟材の繊維長， X=未成熟材の繊維長)のような関係があり.相関係数は 0.3784 であった。

したがって，未成熟時にその繊維長の長いものを選抜すれば，成熟時においても繊維長が長くなることが

期待できることになり，繊維長に関して材質選抜の意味をもつことは明らかである。

3-4. 繊維長と樹高および胸高直径との相関

繊維長の平均値と母樹の樹高および胸高直径の関係をもとめたが，樹高に関しては成熟材の繊維長と，

胸高直径に関しては未成熟材の繊維長との問に，それぞれ有意な相関があり， これらの聞の回帰直線式
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Fig. 21 未成熟材と成熟材の繊維長との関係

Rela!ion ~e~ween. average fiber length 
for adult and juvenile wood. 
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24 
4仁田
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は，前者では Y=98.9X+1887 (Y =成熟材の繊維

長， X=母樹の樹高)，後者では Y=2133-12.9X(Y 

=未成熟材の繊維長 ， X=母樹の胸高直径)としても

とめられ，相関係数は前者では 0.4236町後者では

-0.3533 であった。

母樹群の樹齢は， 55-57年生のものが全体の約 80

%を占め，ほぼ同齢林とみなしうるものであるから，

樹高や胸高直径の関係は，上長成長や肥大成長量と近

似的におき替えられるものと考えられる。したがっ

て，この結果から上長成長の大きいものほど成熟材の

繊維長が大きく，肥大成長の大きいものほど未成熟材

の繊維長が小さくなる傾向があるものといえる。

また，未成熟材と成熟材の繊維長との関係をしめし

た Fig. 21 と，樹高と成熟材の繊

維長との関係を示した Fig. 22 に

ついて，回帰直線式からの標準偏

差:t Svx をもとめ，それぞれの図

で，この上限と下限をこえて分散

する個体のうちラ成熟材の繊維長

(Y) の変動が未成熟材の繊維長

または母樹の樹高 CX) の変化に

対して著しく大きくあらわれるも

のとしては，下限については No.

359 , 28 , 398 , 269 の 4 個体であ3旧日16.00 16S0 lZ皿 η50 16.田 )8.50 叩o 19.50 2000 2Q50 

高 Tree height 

Fig. 22 樹高と成熟材の繊維長平均値との関係

Relation between tree height and Av. fi ber 
length for adult wood. 

21田町0
(m) 

り，上限については No. 256 , 

224守 24 ， 22 などの 4個体があ

る。この成熟材の繊維長が大きい

4個体はィパノレフ。用材に対する繊維長の指標について，特にすぐれているものと考えられ，この個体は後

述するように (14 の項参照)，各母樹の成熟材部の繊維長をその算術平均値からの偏りとして区分したと

き，繊維長に関してはAクラスの母樹と完全に一致した。

4. 年輪構成

4-1.年輪幅

林木の材質は母樹聞における変動や樹幹内の変動が大きく，その材質指標は幹の材部によって異なるこ

とがこれまでの報告に述べられているωωωω。この研究では，胸高部位における変動と樹幹内の変動と

の関連をもとめるために，次の 6種類の幹の部位における年輪幅のあらわれ方を検討した。

全樹幹材:樹幹全体の材部で，枝下材と樹冠材の材部を合計したもの。
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全校下材:樹幹における枝下材の材部だけを対象としたもの。

全樹冠材:樹幹における樹冠材の材部だけを対象としたもの。

49 ー

全胸高材:胸高部位における全体の材部で，この断面にあらわれる校下材と樹冠材の材部を合計した

もの。

胸高校下材:胸高部イ立における校下材の材部だけを対象としたもの。

胸高樹冠材:胸高部位における樹冠材の材部だけを対象としたもの。

4-1-1. 年輪幅の母樹間変動

幹の 6 つの部位について，母樹の年輪幅の平均値をもとめ，これを各母樹の特性値として Table 6 に示

したが，これらの部位ごとの年輪幅の平均値とその標準偏差および変動係数をもとめ， Table 29 に示した。

これによると，各部位の平均年輪幅は，樹冠材が 2.83-3.61mm で，枝下材の1.90- 1. 86mm にくら

べ，約1. 5"'"' 1. 9 倍の値を示し，とくに胸高部位の樹冠材と枝下材の較差が大きい。また，全樹幹材と胸

高部位の値をくらべると，校下材ではその差は僅少であるが，樹冠材では胸高部位のものが全樹幹材の約

1. 3 倍の値を示している。

これらの変動の程度を変動係数で示すと，

校下材では約 27-28 ~ふ樹冠材では約 18-

25%であり，校下材の方が樹冠材よりも母樹

による変動が大きいことを示している。さら

に，胸高部位と全樹幹における変動係数を比

較すると，枝下材では両者に差は認められな

いがラ樹冠材では全樹幹にくらべ胸高部位の

値が大きく，母樹間変動の大きいことが認め

られる Q

4-1-2. 年輪幅の母樹内変動

Table 29. 年輪幅形質の変動

Variation of ring breadth between sample trees 

形 質 平均値 偏標 差準 係変 数動
Av(mermag]e σ C.V. Character 

(mm) (%) 

年輪幅(全校下材)
33 1.90 0.52 27.2 

R.B. CS.W.材.A)v.>
年輪幅(全樹冠

33 2.83 0.50 17.5 
R.B. (C.W. 材，A)v. >
年輪幅(全樹幹

33 2.27 0.51 22.6 

年R輪B箇 (〈〈S胸A胸-vW高高〉校樹，下L冠材材h〉>> 33 1.86 0.52 28.0 
R 品(
年輪

33 3.61 0.91 25.3 
R.B.((S全.V\胸1.高，b材.)h.>
年輪幅

33 2.11 0.51 23.9 R. B. (Av. , b . h .) 

Table 30. 年輪幅の母樹内の変動

Variation of ring breadth within sample trees 

骨id品 平均値 騨同変師数母樹番号 測定数 平均値 標準偏差変動係数
Tree 

Number of 

No. 1 spe~:~ens Av(mermag) e No. 
speClmens Av(mermag]e σ C.V. 

0・ (N) (~の (N) Cmm) (%) 
3 148 3.18 1.05 214 127 1.72 0.74 43.3 

22 154 2.23 1.19 215 134 1.83 0.72 39.2 
24 138 2.19 1.02 46.4 224 137 2.11 0.89 42.4 
28 139 1.39 0.92 66.0 256 140 1. 70 0.88 51.5 
35 133 2.71 0.92 269 130 2.14 0.66 31.0 
39 121 2.31 0.75 32.2 273 123 2.20 0.74 33.6 
55 143 2.09 1.20 57.6 276 130 2.20 0.80 36.5 
94 138 2.47 1 0.67 27.2 277 144 2.66 0.71 26.7 

102 129 2.26 I 0.74 32.7 291 124 1.83 0.81 44.1 
114 137 1.82 0.74 40.5 318 126 3.17 1.02 32.1 
116 129 2.62 0.70 26.6 359 112 2.66 0.98 37.0 
119 158 2.23 0.79 35.3 384 163 3.00 0.87 28.9 
129 150 1.81 0.73 40.6 390 127 2.16 0.71 32.9 
l�3 137 2.84 1.09 38.5 396 123 1.34 0.87 64.6 
189 142 2.77 0.96 34.7 398 129 1.81 0.75 41.2 
199 171 3.41 1.33 39.0 405 154 2.42 1.06 43.9 
213 1.67 0.71 45.7 
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各母樹における年輪幅の測定値から，幹の枝下材，樹冠材を総括した母樹ごとの年輪幅の平均値，標準

偏差および変動係数をもとめ， Table 30 に示した。

年輪幅の母樹内における変動の程度は，標準偏差が 0.66mm (平均年輪幅2.14mm)- 1. 20mm (平均年

樹幹内における変動の大きさまたラ変動係数が 27-66% の範囲にあり，輪幅 2.09mm) の範囲を示し，

が，母樹によって明らかに異なっていることが認められる。

径級 15-19cm のものは 38-66%，径級 20-27これら各母樹の変動係数をその直径級ぺつにみると，

cmのものは 26-58% ，千五級 28-40cmのものでは 26-36% を示しており，径;級の小さい母樹ほど，樹幹

内における年輪幅の変動の程度が大きい傾向が認められる。

年輪幅における各部位間の相関4-1-3. 

母樹の各部位について年輪幅をもとめたがラ材質選抜のための指標としては，胸高部位の年輪幅を基準

にすることが便利である。このため，胸高部位，とくにその枝下材の示す値が，各母樹の代表伎となるか

どうかを検討する必要がある。そのため，年輪幅における各部位聞の棺関係数および回帰直線式をもとめ
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Fig. 24 年輪幅の胸高校下材と全樹幹材との関係

Relation between Av. ring breadth for 
stem-formed wood at b.h. and sample tree. 
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るとともに，これらの関係を Fig. 23 

-27 に示した。

Fig. 23 に示されるように，全胸高

材と全樹幹材の年輪幅の相関は高く

(γ=0.9756) ，また，全樹幹材と胸高

枝下材の年輪幅の関係も， Fig. 24 に

示されるように，年輪幅の広い部分に

変動がやや大きいが，その相隠はきわ

時
(mm) 

3D 35 4.0 4.5 

年給帽 {風高樹冠材}

RinS b時adth ( C.w. , b.h.l 

Fig.27 年輪幅の胸高樹冠材と全胸高材との関係

Relation between Av. ring breadth for crownｭ
formed wood at b.h~ and b.h. disk. 

1.0 
2.0 めて高い (γ=0.9591)。このことは，

Fig. 26 の全胸高材と胸高校下材の年

輪幅の相関の高さ (r =0.9504) を示

唆している。

胸高樹冠材の年輪幅も全樹幹材や全胸高材の年輪幅と有意な相闘を示したが (Fig. 25, Fig. 27) ，その

相関係数は胸高校下材の年輪幅を規準にしたとき (Fig. 24 , Fig. 26) にくらべて著しく小さい。

これらの結果から，胸高校下材の年輪幅を各母樹の代表値とすることが最も好つごうのように恩われ

るつ

また，胸高樹冠材の年輪幅と胸高校下材の年輪幅とのあいだには有意な相関が認められないが.胸高樹

冠材の年輪幅と全樹幹材における枝下材の年輪幅とのあいだには，有意な相関が認められており.幼齢時

の幹の胸高部位における年輪幅を指標として，成熟時における幹の枝下材部の年輪幅を推定するための根

年輪幅と成長との相関

胸高直径と胸高校下材の年輪幅との関係は， Fig.28 に示すように，きわめて高い相関を示す。

拠が与えられることになる。

4-1-4. 

また，樹高と胸高校下材の年輪幅との関係をみると， Fig. 29 に示すように，有意な相関関係を示す。
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4-2. 晩材率

4-2-1. 晩材率の母樹閑変動

すでに述ぺたとおり，幹の部位を 6 種類に区分し，これらの部位ぺつ晩材率の平均値を各母樹ごとにも

とめ， Table 7 に示したが，この 6 種類の部位ぺつ平均晩材率，標準偏差および変動係数をもとめ， Table 

31 に示した。

これらの晩材率の平均値をみると，枝下材の晩材率は 19-21% で最も大きく，樹冠材の 8-9% に比

し，約 2.1-2.6 倍の値を示し，幹の部位によって明らかな差異がみられる。全樹幹材と胸高校下材の挽

材率を比較すると，後者がやや大きく，胸高樹冠材の晩材率と比較するとほぼ同程度であった。

また，晩材率の変動の程度をみると，全樹幹材ではその枝下材が樹冠材よりも母樹間変動の程度が大き

し胸高部位では枝下材より樹冠材の変動の程度がやや大きい。

つぎに，全樹幹材と胸高部位の

比較では，枝下材においては著し

い差がみられないが今樹冠材にお

いてはこれに比ぺて胸高部位にお

ける晩材率の変動が大きい。

4-2-2. 晩材率の母樹内変動

幹の各部位における晩材率の測

定値から，これを全樹幹について

総括し，母樹ごとの晩材率の平均

値と，標準偏差および変動係数を

もとめて Table 32 に示した。

Note) S. W. : Stem-formed wood これから明らかなように，各母
C. W. : Crown-formed wood 
b.h. : Breast height 樹の晩材率の平均値は， 10-20% 

Table 31. 娩材率の形質の変動

Variation of late wood characters between sample trees 

形 質 母樹数 平ザ偏差変動係数
Number 

Averagσ C.V. Character 。f trees 
øの(%) (%) 

晩材率
33 19 3.3 17.8 

晩材率
33 9 1.2 12.7 

Late wood 
晩材率

33 15 2.4 16.4 
Late wood 
晩材率

33 21 3.8 18.5 
Late wood 
晩材率

33 8 1.7 21.1 
L晩ate wood 
材率

33 19 3.3 17.6 Late wood 

Table 32. 晩材率の母樹内の変動

Variation of late wood percentage within sample tc.~es " 

母樹番号 測定数 平均値 標準偏差変動係数 母樹番号 N測um定ber数of 平均値 標準偏差変動係数
Tree Number of Average 

σ C.V. 
Tree 

Av(e%ra) ge σ C.V. No. speclmens く 9も〕 (9の (%) 
No. speclmens øの (9の

3 148 II 3.7 33.6 214 127 17 7.1 41.5 
22 154 13 5.4 42.9 215 134 19 8.5 45.4 
24 138 14 6.2 44.3 224 137 17 7.6 44.2 
28 139 20 10.6 52.1 256 140 18 8.9 48.5 
35 133 12 4.8 40.5 269 130 14 5.8 41.9 
39 121 14 5.2 37.8 273 123 13 4.9 37.6 
55 143 17 8.4 49.5 276 130 14 5.3 38.8 
94 138 15 5.9 39.2 277 144 15 5.8 39.6 

102 129 14 5.4 38.7 291 124 19 8.6 45.9 
114 137 16 6.8 41.6 318 126 14 5.0 35.3 
116 129 15 6.3 40.9 359 112 13 5.1 38.5 
119 158 16 6.4 40.8 384 163 12 4.7 39.4 
129 150 17 6.9 3ヲ .8 390 127 14 5.2 36.9 
173 137 11 4.5 39.5 396 123 18 8.7 48.g 
189 142 14 6.4 44.9 398 129 15 8.4 55.2 
199 171 10 3.7 38.9 405 154 14 6.0 43.0 
213 123 16 6.4 39.3 

‘ 
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の範囲内にあ!:J ，その変動は，標準偏差では 3.7% (平均晩材率 10~の -10.6% (平均晩材率 20%) を示

晩材率の樹幹内変動の程度はヲ個体にこのことカミら，し，変動係数では 34-55% の範囲を示している。

よって異なることが知られる。

この樹幹内の変動の大きさは，母樹の胸高直径の大きさと関係、がみられる。すなわち，変動係数は，径

径級 20-27cm のものでは 36-50% (平級 15-19cm のものでは 38-56% (平均 46%) の範囲を示し，

均 41%)，径級 28-40cmのものでは 34-46% (平均 39%) の範囲で変動しており，径級の小さい母樹ほ

ど，樹幹内の変動の程度が大きい傾向を示し， Table 6 に示した年輪幅の傾向と類似している。

晩材率における各部位間の相関4-2-3. 

Table 7 に幹の各部位ごとの晩材率の平均値を示したが，これらの測定値の聞の関係をもとめると，つ
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Fig. 31 晩材率の胸高校下材と全樹幹

材との関係

Relation between Av. late wood 
percentage of stem-formed wood at 
b.h. and average for sample tree. 
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Fig. 30 晩材率の全胸高材と全樹幹材

との関係

Relation between Av. late wood 
percentage of b.h. disk and 

av巴rage for sample tree. 
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Fig. 33 晩材率の胸高校下材と全胸高

材との関係

Relation between Av. late wood 
percentag巴 for crown-formed 
wood at b.h. and b.h. disk. 
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Fig. 32 晩材率の胸高樹冠材と全樹幹

材との関係

Relation between Av. late wood 
percentage at b .h. and average 

for sample tree. 
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全樹幹材と胸高校下材についての晩材率の関係は，

林業試験場研究報告

Fig. 31 に示すように，ほぼ直線的な関係を示し‘きわ

めて高い相関関係が認められる。

つぎに，全胸高材と胸高校下材についての晩材率の関

係を Fig. 33 に示したが，両者の間には直線的な関係が

あり，その相関係数は r=0.9835 で，著しく高い相関が

認められる。これにたいして，胸高樹冠材と全樹幹材や

全胸高材における晩材率の関係は.それぞれ Fig. 32, 

20 
(%) 

Fig. 34 に示したとおり，その相関係数はいずれも有意

であるが，胸高校下材の場合にくらべて著しく小さくな

っている。

このことから，晩材率については，胸高校下材の値を

全樹幹の代表値とみなすことが最も妥当のように思われる。また，胸高部位における両材部の晩材率の間

- 54 ー
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Fig. 34 晩材率の胸高樹冠材と全胸高

材との関係

Relation between Av. late wood 
percentage of crown-formed wood at 
breast height <tnd that of b .h. clisk. 

の相関係数はかなり小さく，有意な相関関係があるとはいえない。しかし時胸高樹冠材の晩材率と全樹幹

材のそれとの間には Fig. 32 に示したように，高くはないけれども有意な相関関係が認められる。

娩材率と成長との相関

胸高直径と全樹幹材の娩材率との関係

4-2-4. 

は， Fig. 35 に示すように，負の相関関係

があり，その相関係数は γ=-0.8303 でき

わめて高い相関が認められる。

また，胸高直径と胸高校下材の晩材率と

の関係は， Fig. 36 に示したとおり，変動

の程度は全樹幹材よりやや大きいが，かな

り高い負の相関が認められる。

15 20 25 30 35 

胸高直径 D. B. H 

Fig. 35 胸高直径と晩材率(全樹幹材)との関係

Relation between D.B.H. and late wood 
percentage (Av.). 
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樹高と晩材率との関係は Fig. 37 に示す

ようにラ全樹幹材の晩材率は樹高の増加に

‘ たいし，わずかながら減少する負の関係を

示しラ両者の相関は γ=-0.2314 で有意性

が認められない。また，胸高部位の各材部

Fig. 37 の傾向

と類似した関係を示し，これらの間には有

意な相関が認められないの

したがって，晩材率と成長との関係は，

胸高直径とはかなり高い負の相関が認めら

。。

30 

の晩材率と樹高の間では.
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Fig. 36 胸高直径と晩材率(胸高校下材)との関係

Relation between D.B.H. and late woocl 
percentage (S.. W. , b.h.). 
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られない。このことは，繊維長の場合と同

様に，胸高直径を肥大成長に，樹高を上長
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成長に近似的におき替えてみると，晩材率は

肥大成長の大きいものほど小さくなる傾向が

あるが，上長成長との聞には一定の傾向が認

められないc

4-3. 年輪幅と晩材率

4-3-1. 年輪幅と晩材率の樹齢的変動

各母樹の胸高部位における幹の外側lから 5

年輪ごとの平均値を，樹心からの齢階(母樹

のこの部位の年輪数が 47-57年の範囲にあ

るためラ各齢階とも母樹によって 2年輪のず

れがある)におきかえて，各齢階における年

輪幅および挽材率の経年変化をみると，かな

り異なった変化が認められ，これによって母

樹を 2 つのグループに区分した。

年輪幅の樹心からの齢階にたいする変動は

Fig. 38 に示すように全母樹の平均値では，

樹心部近くでは約4mm の年輪幅が 20 年ま

で急速に減少し約 1.9mm となり， それ以降

はほぼ安定する傾向がみられる。この樹齢的

変動にはヲ母樹のグループ。により著しく異な

った傾向がみられ，グノレーブ。 I に属するもの

(母樹 No. -22 , 24 , 28 ヲ 39 ， 55 , 94 , 102 ラ

114 , 116, 119 , 129句 189 ， 213 , 214 , 215 ウ

224 , 256 , 269 , 273, 276 , 291 今 359 ， 384, 

390, 396 , 398 鋼 405) は，全母樹の平均値と

ほぼ同じ変化の傾向をたどるがヲグルーフ。互

のもの(母樹 No.-3 ， 35, 199 , 173 , 277 , 

318) は，樹心付近ではグループ。 I の年輪幅

とほとんど同ーの値を示すが，その後徐々に

減少する傾向を示し，グループ I のような安

定した領域があらわれないc

16 17 18 19 20 21 (m) 

樹高 Tree heisht 

Fig. 37 樹高と晩材率(全樹幹材)の関係

Relation between tree height and late wood 
percentage (Av.). 
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Fig. 38 樹齢による年輪幅の変動

Variation of ring breadth with ring 
number from pith. 
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Fig. 39 樹齢による晩材率の変動

Late wood percentage with ring 
number from pith. 
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これらの各齢階における年輪幅の平均値，標準偏差および変動係数を示すと Table 33 のとおりである。

これから明らかなように，各齢階における年輪幅の変動係数は，グループ'1 では樹心部が小さく，齢階の

増加にともない大きくなり 20 年以降は大体同じ値を示している。これにたいして， グループEのもの

は樹心部における年輪幅の変動係数が大きく今 25 年以降は大体一定した値となり，母樹のグルーフ。によ

って齢階べつの年輪幅の変動が異なった傾向を示す。

つぎに晩材率の樹齢的変動をみると， Fig. 39 に示すように，樹心からの齢階 20 年までは，いずれの
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Table 33. 樹心からの齢階べつの年輪幅の変動

Variation of ring breadth with ring number from pith in two group of trees 

林業試験場研究報告~ 56 ー

Group Group I Group E 
平 均

Average 

樹のnRu年心min輪かbge数らr 
平均値 標準偏差 変動係数 平均値 標準偏差 変動係数 平均値 標準偏差 変動係数

Average σ C.V. Average σ C.V. Average σ C.V. 

from 
pith (mm) (mm) (%) (mm) (mm) (%) (mm) (mm) (%) 

- 5 3.58 0.82 22.83 3.77 1.41 37.46 3.62 0.93 25.61 
-10 3.54 0.95 26.92 4.27 0.97 22.71 3.68 0.98 26.69 
-15 2.32 0.59 25.41 3.57 1.13 31.65 2.55 0.85 33.24 
-20 1.44 0.45 31.20 2.94 0.67 22.68 1.71 0.76 44.51 
-25 1.45 0.51 35.33 2.81 0.42 15.09 1.70 0.73 42.68 
-30 1.62 0.54 33.19 2.62 0.41 15.63 1.80 0.64 35.76 
-35 1.33 0.47 35.07 2.40 0.29 12.20 1.53 0.60 39.50 
-40 1.58 0.65 40.87 2.24 0.37 16.35 1.70 0.65 38.48 
-45 2.06 0.63 30.34 2.36 0.38 16.08 2.11 0.59 28.18 
-50 1.74 0.52 29.79 2.33 0.40 17.18 1.85 0.54 29.39 
-55 1.70 0.57 33.58 2.11 0.33 15.76 1. 75 0.56 31.94 

Tab!e 34. 樹心からの齢階べつの晩材率の変動

Variation of late wood percentage with ring number from pith in two group of trees 

〆

t8 Group Group I Group E 
総

Average 

樹の心年輪か数ら 平均値 標準偏差 変動係数 平均値 標準備差 変動係数 平均値 標準偏差 変動係数

nRuminbg er 
Average σ C.V. Average σ C.V. Average σ C.V. 

from 
pith (9'ら〕 øの (%) (9'ら) (%) (%) (%) (ヲも〕 (%) 

- 5 7 1.30 19.33 7 1.87 28.78 7 1.38 20.66 
-10 9 2.43 26.95 9 3.16 35.14 9 2.52 27.98 
-15 15 2.93 19.52 13 4.18 31.42 15 3.18 21.66 
-20 23 4.33 18.82 17 4.29 25.23 22 4.85 22.16 
-25 24 5.40 22.48 15 2.50 17.03 22 6.17 27.68 
-30 22 5.12 23.83 15 4.84 31.66 20 5.56 27.24 
-35 25 6.11 24.75 17 4.22 25.09 23 6.53 28.03 
-40 23 5.37 23.04 19 3.01 16.10 22 5.30 23.65 
-45 20 4.38 21.59 17 3.50 20.25 20 4.34 21.94 
-50 21 4.49 21.48 18 5.32 30.04 20 4.73 23.32 
-55 23 5.25 23.25 17 4.20 25.47 22 5.49 25.17 

Fig. 40 年輪幅(全樹幹材)と晩

材率(全樹幹材)との関係

Relation between rinll breadth 
(Av.) and late wood pεrcentage 
(Av.). 
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35 1.5 2.0 2.5 

年輪幅 (胸高校下村)

Ring breadth ( S. W. J b.h.J 

Fig. 42 年輪幅(胸高校下材)と晩材率(全

樹幹材)との関係

Relation between ring breadth (S. W. , b .h.) 
and late wood percentage (Av.). 

3.0 1.0 

年輪幅(全胸高材j

R�g breadth (Av・， b.h') 

Fig. 41 年輪幅(全胸高材)と晩材率(全

樹幹材)との関係

Relation between ring breadth (Av. , b .h.) 
and late wood percentage (Av.). 

グループのものも，樹齢の増加に

35 
(mm) 
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ともない挽材率が急激に増加する

傾向を示し， 20 年以降はグルーフ.

I では晩材率 20-25% の領域で，

またグルーフ。Eでは晩材率15-19

%の領域で変化し，いずれの場合

も 20年以降で挽材率はかなり安

6.C 
(nln1) 

年輪幅 (胸高檎冠材)

Ring breadth ( C.W. , b.h.l 

Fig. 43 年輪幅(胸高樹冠材)と晩材率(全樹幹材)との関係

Relation between ring breadth (C. W. , b.h.) 
and late wood percentage (Av.). 

定した値を示している。

この晩材率における樹齢的変動

には，年輪幅の樹齢的変動 (Fig.

38) にみられたようなグルーフ。べ

(%) 
羽

つの差異は認められず，全母樹と
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もほぼ同様な樹齢的変動を示していることが特徴的であ

る。

また，これらの各齢階における変動の大きさは， Table 

クソレープ I のもの不規則に変動し，34 に示すとおり，

は変動係数が 18-27 ~ムグルーフ。Eのものは 16-35 % 

の範聞にあり，グルーフ。Eのものが一般に各齢階とも変

動が大きい。

¥5 2.0 25 10 

年輪幅[主掴晶材)

Ring breadth CAv. , b.h.) 

Fig. 44 胸高部位における年輪幅と

晩材率の関係

Relation between ring breadth (Av. , b .h.) 
and late wood p鑽centage (Av. , b.h.). 

年輪幅と晩材率との相関4-3-2. 

5 
1.0 Table 6 , 7 に示した各母樹の幹の材部ごとの年輪幅 15 

(mm) 

と挽材率の平均値から，年輪幅にたいする晩材率の関係

をもとめると Fig. 40-44 のとおりである。

全樹幹における年輪幅と晩材率の関係は， Fig. 40 に

みられるように，年輪幅の増加にしたがい晩材率は直線
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的に減少する反比例的な傾向があり，その相関係数は r= ー0.8254 できわめて高い相関が認められる。ま

た，全胸高材の年輪幅と全樹幹材の晩材率との相関，および胸高校下材の年輪幅と全樹幹材の晩材率との

関係は Fig. 41 , 42 に示すように近似した関係にあり，その相関係数は γ= ー0.8315- ー0.8220 を示し，

いずれも高い相関が認められるが，胸高樹冠材の年輪幅との関係では， Fig. 43 のように，年輪幅にたい

する娩材率は変動が大きく，また，年輪幅の増加にたいする晩材率の低下はかなり小さく，その相関係数

は γ= ー0.4379 で，前者にくらべてその相関は著しく小さい。

つぎに，胸高部位における年輪幅と晩材率の関係、を Fig. 44 に示したが，これから両者の聞には，相関

係数 γ==-0.8062 の高い相関が認められる。

これらの年輪幅と晩材率の関係については，幹の部位によって相関の程度が異なり，校下材では樹冠材

よりきわめて高い相関があることが認められ，全樹幹材の晩材率は胸高校下材の年輪幅と高い相関を示し

ている。しかし，胸高樹冠材の年輪幅と全樹幹材の晩材率との関係は有意な相関を示すが，その相関係数

はかなり小さく，幼齢時の幹の胸高部位の年輪幅から晩材率を推定することは，その材部の晩材率から成

熟時の全樹幹の晩材率を推定する (Fig. 32 参照)ことと同様に，その精度はかなり低いものと考えられ

る。

5. 容積密度数

幹の材部を前述の場合と同様に 6 つに分け，これらの各材部における容積密度数を，胸高部位の材部か

ら推定するための可能性を検討した。

5-1. 容積密度数の母樹間変動

容積密度数の変動については，前述した幹の 6 種類の材部のほか，後述する容積密度数の樹齢的変動か

らもとめた胸高部位における未成熟材部と成熟材部の 2種類の材部を加え，合計8 種類の材部について検

討した。また，各母樹の地上高ベつ，齢階べつにもとめた容積密度数の測定値に，この地上高と齢階ぺつ

に対応する部分の材積を重みとして算出した標準容積密度数を，全樹幹材，全校下材，全樹冠材べつにも

とめ，これらの材部における容積密度数の変動を検討した。

各母樹について，これらの材部べつの容積密度数の平均値をもとめ，これを各母樹の容積密度数の特性

値として Table 8 に示したが， これから，各材部の容積密度数の問に差異が認められ，また同一材部の

容積密度数においても母樹による差異が認められる。

これらの各材部の容積密度数についての平均値と標準偏差および変動係数をもとめると Table 35 のよ

うに，全樹幹および胸高部位における容積密度数の平均値は，枝下材および成熟材部のものが，いずれも

樹冠材および未成熟材部にくらぺ約1.6- 1. 8 倍の大きさを示す。また， その変動の程度を示す変動係数

は，校下材および成熟材部では 8.0-9.7~ム樹冠材および未成熟材部では 6.0-7.5% の範囲を示し，年

輪構成でみられたような大きな変動はなく.幹の材部による差異は明らかでない。

5-2. 容積密度数の母樹内変動

各母樹の容積密度数の測定値(各地上高における 5年輪ごとの平均値)から，母樹ごとの平均値司標準

偏差および変動係数をもとめると， Table 36 のとおりである。

これから認められるように，各母樹の平均値は， 316-434kgjm 3 の範囲にあり，母樹による差がかな

り大きい。またう樹幹内の変動の程度をみると，変動係数が約 7 -14%を示し，母樹によっては約 2倍の
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Table 35. 容積密度数の母樹内の変動

Variation of basic density within sample trees 

平均値 標準偏差変動係数 母樹Tr番ee号 測定数 平均値 標準偏差変動係数
Tree INumber of 

Average σ C.V. 
Number of 

Average σ C.V. No. ! specimens 
(kg 1mり(kg/m3) (%) 

No. speclmens 
(kg 1m3) (kg/m3) ('7ら〉

148 353 27.9 7.9 214 127 417 52.8 12.6 
154 371 30.5 8.2 215 134 414 57.7 13.9 

24 138 360 33.1 9.2 224 137 365 51.0 14.0 
28 139 410 56.6 13.8 256 140 419 60.2 14.4 
35 133 335 32.6 9.7 269 130 398 57.4 14.4 
39 121 359 41.3 11.5 273 123 369 45.5 12.3 
55 143 384 42.3 11.0 276 130 379 40.2 10.6 
94 138 401 42.7 10.6 277 144 394 29.0 7.4 

102 129 408 42.3 10.4 291 124 434 45.9 10.6 
114 137 392 47.8 12.2 318 126 383 26.8 7.0 
116 129 401 44.6 11.1 359 112 359 41.0 11.4 
119 158 412 42.8 10.4 384 163 373 34.0 9.1 
129 150 430 53.0 12.3 390 127 403 40.6 10.1 
173 137 337 31.2 9.3 396 123 415 56.7 13.7 
189 142 369 35.6 9.6 398 129 412 48.4 11.7 
199 171 310 22.8 7.2 405 154 377 36.3 9.6 
213 123 405 46.2 11.4 

Table 36. 容積密度数形質の変動

Variation of basic density characters between sampJe trees 

形 質 母Nu樹mb数er 平均値 標準偏差 変動係数

Character 。f trees 
Average σ C.V. 
(kg/m3) (kg/m3) 

容積密度数(全校下材) R. (S.W. , Av.) 33 412 33.5 

容積密度数(全樹冠材) R. (C.W. , Av.) 33 348 21.4 

容積密度数(全樹幹材) R. (Av.) 33 386 28.6 

容積額度数(胸高校下材) R. (S.W. , b.h.) 33 432 38.9 

容積密度数(胸高樹冠材) R. (C.W. , b.h.) 33 368 28.1 

容積密度数(胸高一成熟材部) R.(A.W. , b.h.) 33 438 43.2 

容積密度数(胸高未成熟材部)R. (J .W. ， b.h.) 33 368 27.8 

容積密度数(全胸高材) R. (Av. , b.h.) 33 423 36.3 

標準容積密度数(全校下材) Rs. (S.W. , Av.) 33 408 32.7 

標準容積密度数(全樹冠材) Rs. (C.W. , Av.) 33 351 21.2 

標準容積密度数(全樹幹材) Rs. (Av.) 33 391 28.8 

Note) R.: Basic density 司 S.W. : Stem-formed wood , C.W. : Crown-formed wood , 
b .h. : Breast height , Rs. : Standard bulk density , A. W. : Adult wood , 
J.W. : Juvenile wood. 

(%) 

8.1 

6.1 

7.4 

9.0 

7.6 

9.9 

7.6 

8.6 

8.0 

6.0 

7.4 

変動をもっている。各母樹の容積密度数の変動係数をその胸高直径の径級でみると.径級 15-19cm に属

するものは 10.6-14.4%，径級 20-27cm では 8.2-14.4%，径級 28-40cmでは 7.0-9.7%の範囲を示

し.径級が小さいものほどその変動係数が大きい傾向を示している。

5-3. 容積密度数における各部位聞の相関

全樹幹材と胸高部{立の容積密度数の関係では， Fig.45 に全樹幹材と全胸高材の容積密度数の関係を示

し， Fig. 46 に枝下材との関係， Fig. 47 に成熟材部との関係を示したが，いずれも相関係数が γ=0.95

以上の値を示し，きわめて高い正の相関が認められる。

また， Fig. 48 , 49 に全樹幹材の容積密度数と胸高樹冠材および未成熟材部の容積密度数との関係を示

したがラこれらはいずれも直線的な関係にあるが，その相関係数は r=0.8543 ， r=0.8609 で. Fig. 45-



第 222 号

(kS/m') 
480 

一
山
側

ω
ω

(
・
〉4)
h
v一山E
ω
h
u
u一回
目
白

容
積
密
度
数
(
全
樹
幹
材
)

林業試験場研究報告- 60 ー

。VrrlJ
480 

320 360 400 440 岨o 520 
(<S/m') 容積密度主主(全胸高材) 〆

Bl'l siιdensity (Av. J b. h') 

Fig.45 容積密度数の全胸高材と全樹幹材

との関係

Relation between basic density of 
Av. b.h. and Av. 

280 
280 

(格納
480 

小
山
訓
制
抑

(
・
〉
ご3
3
c
ω可
U

一
的
。
田

容
積
密
度
数
(
全
樹
幹
材
)

由。一一一-280 320 3曲 AOD .d40 A80 

容積密度数(掴高樹冨枕)(<S/，耐)

B�ic density (c:w..b.h.l 

Fig. 48 容積密度数の胸高樹冠材と

全樹幹材との関係

Relation between basic density of 
C.W. , b.h. and Av. 

:320 360 400 440 A田 520

容積官度数(胸高成熟材) ('S/'m') 

B�ic de門sity (A.w., b.h.) 
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Fig. 49 容積密度数の胸高未成熟材

と全樹幹材との関係

Relation between basic density of 
J.W. , b.h. and Av. 
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47 の関係にくらべて，その相関はやや低い。

Fig. 50, 51 には全胸高材の容積密度数と胸高樹冠

材および未成熟材部の容積密度数との関係を示した

が，いずれも近似した傾向を示すが，校下材や成熟材

部の場合よりも変動が大きく，相関係数は γ=0.8434 ，

r=0.8494 でわずかに小さくなっている 3

また，胸高校下材と成熟材部との関係，樹冠材と未

成熟材部との関係を， Fig. 52, 53 に示したが，その

相関係数は γ=0.9915 ， r=0.9983 で，いずれも著し

く高い相関が認められ，両者の聞に全く差がなしこ

さらに，全樹幹材の容積密度数と標準容積密度数の

れをそのいずれかで代表できるものと考えられる@
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Fig. 55 容積密度数(全胸高材)と標準
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関係をもとめて， Fig. 54 に示すがヲその相関係数は γ=0.9912 を示し，両者の間にはきわめて高い相関

関係が認められる。また，この標準容積密度数と全胸高材の容積密度数との関係は， Fig. 55 に示すよう

に，その相関係数 r=0.9640 で，この場合もきわめて高い相関を示していることになる。

これらの容積密度数に関する各材部間

の関係から，全樹幹材の容積密度数は，

胸高部位の各材部でもとめた容積密度数

作品 1m')
.80 

と，いずれもきわめて高い相関をもって

おり，とくに胸高校下材の容積密度数と

の相関が高い。

また，胸高校下材と成熟材部，樹冠材

と未成熟材部の容積密度数には，ほとん

ど差がみられず，いずれの値でも代表し

5
 

4
同C
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Fig. 56 胸高直径と容積密度数(全樹幹材)との関係

Relation between D.B.H. and basic density (Av.). 
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したがって，これらの結果から，母樹

の胸高校下材から小試片を採取して，そ

の容積密度数を測定し，これによって母

樹の全樹幹材の容積密度数を推定するこ

とは最も精度が高いことは明らかであ

り，また，幼齢時における幹の胸高部位

の容積密度数を指標として，成熟時にお

ける全樹幹材の容積密度数を推定するこ

とは，前述の年輪幅や晩材率の場合にく

らべると著しく容易でありヲこの意味か
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Fig. 57 胸高直径と容積密度数(全胸高材)との関係
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density (Av. , b.h.). 

15 
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10 

ら容積密度数にたいする早期検定は，年

輸構成の早期検定にくらべて著しく確実

性が高いことになる。

容積密度数と成長との相関

容積密度数と成長の関係をみるため，

胸高直径との関係を Fig. 56-58 に示し

5-4. 

たが，全樹幹材，全胸高材および胸高校

下材の容積密度数と胸高直径の関係は，

いずれも近似した傾向を示し，その相関

係数は全樹幹材で γ=-0.7103，全胸高

材でア二一0.7475 ，枝下材で r=-0.7562

であり，かなり高い負の相関があること

が認められる。

樹高と容積密度数の関係、では，いずれ

45 
(cm) 
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胸高直任 D. B. H 

Fig. 58 胸高直径と容積密度数(胸高校下材)との関係
Relation between D.B.H. and basic 

density (S.W. , b.h.). 
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の材部の容積密度数も，樹高との聞には

容積密度数の樹齢的変動

有意な相関は認められなかった。

5-5. 

各母樹の胸高部位における幹の外側カミ

ら 5 年輪ごとの容積密度数の方位ぺつ平

均値を，樹心からの齢階におきかえて，

10 15 20 25 30 35 40 45 50 55 凶
(写}

樹齢 Ring number from pith 

Fig. 59 樹齢による容積密度数の変動

Variation in basic density with ring number from pith. 

認。
。

各齢階における容積密度数の樹齢的変動

をみると，母樹によって異なった変動を

示しており，この変動から，母樹を前述

のような 2 つのク勺レーフ。に類別した。

各母樹の容積密度数の齢階ぺつ平均値をもとめ，その樹齢的変動を示すと， Fig.59 にみられるように，

容積密度数も急速に増大し. 20 年以

降は不規則であるが，ほぼ安定した領域 (440-470kg/mりで変動している。これにたいして今グループ

Eのものは，樹心の付近ではグループ I の容積密度数と大きな差はないが，その後の樹齢的変動は徐々に

グループ I のものは，樹心から 20 年までは樹齢の増加にともない，

容積密度数の最大値は 400kg/m3 グループ I との差が大きく，大きくなり，安定した領域がみられず，

以下にとどまっている 3

これらのクソレーフ。べつに，各齢階における容積密度数の平均値，標準偏差および変動係数は ， Table 37 

に示すごとく，その変動係数はクソレープ I では 6.5-8.2~仏グルーフ。Eでは 8.8-12.6%の範囲で，グ/レ

ープEのものがク勺レーフ。 I にくらべて容積密度数の齢階べつの変動が大きい。

容積密度数の樹齢による変動を， Fig. 38 , 39 の年輪幅，晩材率の樹齢による変動と対応させ Fig. 60 

-62 に示した。

これらから，グループ I のものの容積密度数と晩材率の樹齢的変動は，年輪幅と対称的な関係にある。

年輪幅，晩材率および容積密度数の各齢階における平均値について，その相互間の相関をもとめると，容積

Table 37. 樹心からの齢階ぺつの容積密度数の変動

Variation of basic density with ring number from pith in two group of trees 

母樹の
Group I Group E 

総 括
Group Average 

樹の年心輪か数ら 平均値 標準偏差 変動係数 平均値 標準偏差 変動係数 平均値 標準偏差 変動係数

nuRminbg er 
Average σ C.V. Average σ C.V. Average σ C.V. 

from 
pith ( kg/m3) (kg/mり (?ら) (kg/m3) (kg/mり (%) (kg/m3) (kg/mり (?ら)

- 5 368 24.95 6.79 350 33.07 9.45 365 26.94 7.39 
-10 376 24.90 6.62 348 43.54 12.52 371 30.38 8.19 
-15 391 29.76 7.62 358 42.85 11.98 385 34.24 8.90 
-20 443 36.46 8.23 370 46.74 12.64 430 47.35 11.02 
-25 461 34.27 7.43 374 32.72 8.75 445 47.86 10.76 
-30 439 32.56 7.42 373 29.63 7.95 427 40.86 9.58 
-35 458 29.76 6.50 394 47.11 11.96 446 41.07 9.21 
-40 467 32.43 6.95 398 44.31 11.1.4 454 43.44 9.57 
-45 444 29.67 6.69 388 37.76 9.72 434 37.53 8.65 
-50 448 31.36 6.99 388 41.47 10.70 437 40.43 9.24 
-55 448 30.53 6.82 372 44.62 11.98 438 41.17 9.40 
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密度数と年輪幅ではr=-0.9314 ，

=0.9657，晩材率と年輪幅の関係

容積密度数と晩材率の関係では y

GroupI-R 
(mm) (官) ("SJm3) 

5 25 52C 

A 

では r=-0.9873 を示し，樹齢的

変動における各形質問にきわめて

高い相関のあることが認められ
10 

グループ E について

は，すでに Fig. 39 で検討したよ

た。

しかし，
55 60 

(年〉
5 

360 

うに，その晩材率が他のものと異

その相関係数は容積密度数と年輪

なった樹齢的変動を示しており，

幅の関係では γ= ー0.8819. 容積
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Fig. 61 樹齢による年輪幅，晩材

率および容積密度数の変動

CGroup 1) 

Variation in ring breadth , lat 
wood percentage and basic 
density with ring number 

from pith. 

Fig. 62 樹齢による年輪幅，晩材

率およひ'容積密度数の変動

CGroup II) 

Variation in ring breadth , late 
wood percentage and basic 
density with ring number 

from pith. 
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Fig. 60 樹齢による年輪幅，晩材率および容積密度数の
変動(平均)

Variation in J:"i_ng breadth ,_ late wood percentage and 
basic density with -ring number from pith (All gro~p~). 

4 

55ω 
{まま)

5 A
U
 

旬
ふ
一
E
8
u
一
自
由

2

容
積
密
度
数

。
ω
害
B
L

足
唱
。
主
選
」

晩
杭
車

。
よ

U
F司0
9
L
』
ω
u
c一
江

年
品
開
幅



民
dnhu 

第 1 報(材質育種研究班)材質育種に関する研究

密度数と晩材率の関係では r=0.8858 ， 晩材率と年 (kS布告
Ad() 

輪幅との関係では γ=-0.9031 を示し，いずれもか

なり高い相関が認められた。このことから，容積密

度数と年輪幅の樹齢的変動は，母樹のグループによ

って異なった変動を示すが，晩材率ではいずれのグ

ノレープについても，その樹齢的変動において安定し

た領域を示すことが認められる。

容積密度数と年輪幅との相関5-6. 

3.5 
(mm) 

1.5 2.0 2.5 3.0 

写 輪 幅(全樹幹材)

Ring breBdth (Av.) 

し
各母樹の材部べつに検討して，年輪幅と容積密度

Fig. 63 年輪幅と容積密度数との関係(全
樹幹材)
Relation between ring breadth (Av.) 

and basic denslty (Av.). 

数との関係を Fig; 63-66 に示した。

Fig.63 には，全樹幹材における関係、を示したが，

年輪幅の増加にしたがい，容積密度数が減少する負

の相関を示し，その相関係数は γ=-0.7207 で，か

州
叫
制
却
問

作
、
(
・
〉
司
)
h
V
3
c
ω
h
u
u

一
田
町
田

容
積
密
度
数
(
全
樹
齢
材
)

3.5 
(mm) 

15 2.0 2.5 3.0 

写 輪 幅{胸高校下材)

Ring b問。dth (S.w. , b.h .l 

ハ
U

J
L
 

即

5
 

q4 1
 

m
 

m
 

t
 

1.5 2目。 2.5 3.0 

耳 輪 幅{宝胸高坊)

Ring bretldth (Av.b.hJ 

2拍

L 

1.0 

Fig. 65 年輪幅(胸高校下材)と容積密度数
(全樹幹材)との関係
Relation between ring breadth (S. W. , 

b.h.) and basic density (Av.). 

Fig. 64 年輪幅(全胸高材)と容積密度数
(全樹幹材)との関係
Relation between ring breadth (Av. , 

b.h.) and basic dEmsity (Av.). 

Fig. 66 年輪幅(胸高

樹冠材〕と容積密度数

(全樹幹材)との関係

Relation between ring 
breadth (C.W. , b.h.) 
and basic density 

(Av. , b.h.) . 
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なり高い相関が認められる。

また， Fig. 64-66 に胸高部位の年輪幅と全樹幹

材の容積密度数の関係を示したが，全胸高材および

林業試験場研究報告

胸高校下材の年輪幅と全樹幹材の容積密度数との間

には， Fig. 64 , 65 に示すように，その相関係数は

r= 一0.7428，グ =-0.7081 で，かなり高い相関が

あるが， Fig. 66 に示される胸高樹冠材の年輪幅と

全樹幹材の容積密度数との関係では，年輪幅の増減

にたいし容積密度数の変動は小さく，その相関係数

- 66 
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は γ= 一0.4218 で前者にくらべかなり小さい。

また，全胸高材における年輪幅と容積密度数の関

係は， Fig. 67 に示すように，その相関係数は r=

1.5 2.0 2.5 3.0 

年 輪 幅(全胸高材)

RinS bre司dth (Av.,b.h .l 

Fig.67 年輪幅(全胸高材)と容積密度数
(全胸高材)との関係

Relation between ring breadth (Av. , b. h.) 
and basic density (Av. , b.h.). 

1.0 

-0.7618 で，この場合はかなり高い相関が認めら

以上の年輪幅と容積密度数との関係には，いずれの材

部も有意な相関がみられ，全樹幹材および胸高部位の容

積密度数は，全胸高材および胸高校下材の年輪幅の値か

れる。

ら，かなり高い相関でもとめられる。しかし，これらは

いずれも負の相関であり，年輪幅が大きくなると容積密

度数が低減しており，年輪幅の大きい(肥大成長の良い

しかも容積密度数の大きいものを選抜しようともの)，

する目的には，これらの形質はたとえ高い相関があると

しでも，そのいずれかで代表させることができないこと

は当然である。

容積密度数と晩材率との相関5-7. 

15 20 25 :lO 
(%r' 

暁 材 率{胸高校下材)

Late wood percen匂伊( S.w.， b九)

Fig. 68 晩材率(胸高校下材)と容積密
度数(全樹幹材)との関係

J3.~l (l!ion .btOtv.::een late wood percentage 
(S.W. , b.h.) and basic derﾏsity (Av-:). 

。色川J
480 

一
山
制
却

m

(
・
〉
《
)
ヘ
吉
田

E
目

h
u
υ一
問
自
国

容
積
密
度
数
(
全
樹
幹
材
)

胸高校下材の晩材率と全樹幹材の容積密度数との関係

Fig. 69 晩材率(胸高校下

材〕と容積密度数(胸高校
下材)との関係

Relation between late wood 
percentage (S.W. ‘ b.h.) 
and basic density (S. W. , 
b.h.). 
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Fig. 71 挽材率(全胸高材)と容積密度数(全

胸高材)との関係

Relation between late wood percental!e 
(Av. , b.h.) and basic dênsity. >

280 

10 15 20 
(百}

晩 材 率(胸畠樹冠材)

L自Ite wood percentaseCC.W.,b.h .l 

七

Fig.70 挽材率(胸高樹冠材〉と容積

密度数(全樹幹材)との関係

Relation between late wood percental!e 
(C. W., b.h.) and basic denslty (Avふ

を Fig. 68 に，また，胸高校下材における挽材率と容積密度数の関係を Fig. 69 Iこ示したが，いずれも

その相関は高く，相関係数は r=O.7560-0. 7796 である。

Fig.70 には，胸高樹冠材の晩材率と全樹幹材の容積密度数の関係を示したが，晩材率の範囲がせまし

同じ晩材率における容積密度数の変動が大きしその相関係数は γ=0.5183 で，前者にくらべて，その相

関はかなり低い。また，全胸高材の晩材率と容積密度数の関係を Fig. 71 に示したが，この両者の聞の相

関係数は r=0.7976 でかなり高い。

正の相関関係、が認めら晩材率と容積密度数の関係は，いずれの材部においても，これらの結果から，

れラ全樹幹材または枝下材における値については高い相関が認められるが，樹冠材の値についてはその相

関はかなり低くなっている。したがって，全樹幹材の容積密度数は母樹の胸高校下材の晩材率を指標とし

て，ある程度まで推定しうるものであるが，幼齢時における幹の胸高部位の晩材率からこれを推定するこ

とはかなり精度が低く，容積密度数を晩材率と独立した指標として選抜するほうが好ましいことは当然で

ある。

容積密度数における未成熟材と成熟材との相関5-8. 

未成熟材および成熟材の区分と母樹のグルーフ・については，すでに述べたとおりであり，グループ I の

母樹については，成熟材はその容積密度数の変動が安定した領域として認められるが，ク勺レープEの母樹

では各齢階における容積密度数の変動も小さく，このような安定した領域が認められないので，全樹齢階

にわたる容積密度数の平均値を成熟材の値とした。また，未成熟材はいずれのグルーフ。に属するものも，

これをこれらの両材部の容積密度数の平均値を母樹ごとにもとめ，樹心から約 10 年までの部分とした。

その材部の値として‘両材部の関係について検討した(両材部の値は Table 8 に示している〉。

各母樹の未成熟材から成熟材へ移行する変曲点を，容積密度数の樹齢的変動からもとめると，グルーフ。

I のものでは，樹心からの年輪数の最小は12，最大は 27 の範囲にわたり，約 20 年輪前後で未成熟材から

成熟材に移行することを示しており (Fig. 60-62)，繊維長の樹齢的変動からもとめた成熟樹齢とほぼー

致している。
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320 品。岨o 440 4皿 520

容積由度叡{綱高未踏矧) ('S/m') 

Basic densi ty 1J.w., b.h.! 

Fig.72 容積密度数の未成熟材と成熟材との関係

Relation between basic density of 
juvenile and adult wood. 

各母樹の両材部ごとの容積密度数から，両者の関

係、をもとめると Fig.72 に示すように，未成熟材の

容積密度数にたいする成熟材の容積密度数の変動か

ら.この関係をほぼ 2 つのグルーフ.に区分しうるよ

うである。

すなわち，未成熟材の容積密度数が同じであって

も.成熟材の容積密度数はグループEのものがグル

ープ I のものよりもかなり小さい値を示しており，

グループによる差異が明らかに認められる。これら

の両材部についての相関係数は，全体では r=

0.7809，グループ I では r =0.7660，グループEで

は r=0.9905 を示し，いずれもかなり高い相関が認

められるが，とくにグルーフ。Eにおいて著しく高い

相関を示す。

これらの両材部の平均値，標準偏差および変動係数をグルーフ。べつにもとめ Tab!e 38 に示した。これ

からグ、ループ I のものは母樹聞の変動力士小さく，グルーフ，OII のものは変動が大きいことが認められる。

さらに，同一母樹の未成熟材の容積密度数を 100 とした指数で，成熟材の大きさを示すと，グループ I

では 113-133，グ、ノレーフ。Eでは 106-110 の値が得られ，その増加率はグループ I のものが大きい。

Table 38. 容積密度数の未成熟材と成熟材におけるグループ。べつの変動

Variation 'of basic density of juvenile and adult wood in two groups of trees 

Ju未たve成はni成熟le 材熟t(Jw部材.oW部まo d • ]
母樹数 平均値 範囲 標準偏差 変動係数 相関係数

Group Number Average Rangd Eof σ C.V. Correlation 
or adul of trees basic density coefficient 

(A.W.) (N) (kg/m3) (kg/m3) (kg /m3) 

372 24 6.46 

成熟材 A.W.
27 0.7660 

453 406-494 29 6.49 

|未成熟材 JWl  349 302-402 38 10.79 
E 

成熟材 A
6 0.9905 

375 323-428 38 10.16 

l 糊材 JW| 368 302-418 28 7.55 
Tota! 成熟材 A.W. 33 0.7809 

438 323-494 43 9.85 

6. 収縮特性

6-1. 収縮形質の母樹間変動

母樹聞における辺・心材べつ各方向収縮率の変動は， Table 39 に示したように，いずれもかなりな変動

をもっ。

全母樹の各収縮率の平均値はいずれも接線方向>半径方向>繊維方向の}I頂になる。接線および半径方向

では，これらの値は辺材部においてより大きく，繊維方向では逆に心材部においてより大きい。変動係数
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Table 39. 収縮率(%)の変動

Variation of shrinkage (%) between sample trees 

母Num樹ber of 数 平 均 {直 標準偏差

Averag(e %) σ 
tree (%) 

33 8.71 0.620 

33 8.09 0.774 

33 4.48 0.759 

33 3.40 0.526 

33 0.19 0.051 

33 0.26 0.109 

Note)α: Shrinkage when green to oven dry (%), 

t , r , 1: Tangential , radial , axial direction , 

S : Sapwood , H : Heartwood. 

Table 40. 横断面収縮異方度の変動

- 69 ー

変動係数

C.V. 
(%) 

7.1 

9.6 

16.9 

15.5 

26.5 

41.9 

Variation of transverse shrinkage anisotropy between sample trees 

横断面収~rs縮e 異sh方rin度k 
母 樹 数 平 均 値 標準偏差 変動係数

Transverse shrink. Number of 
Average σ C.V. 

age anisotropy trees (%) (%) 

(t/γ)8 33 1.99 0.312 15.7 

(t /r)lI 33 2.44 0.364 14.9 

Note) t: Tangential direction，グ: Radial direction , t/γ: When green to oven dry , 

S : Sapwood , H: Heartwood. 

は，いずれの場合も繊維方向>半径方向〉接線方向の順になる。これを各方向べつに，辺・心材を比較す

ると，接線および半径方向ではほぼ近似的であるが，織車生方向では心材における方がより大きくあらわれ

る傾向がある。心材部で繊維方向の収縮率がこのように変動の大きいことは，この材部が，まだ十分に成

熟した部分でなく，かつ環境の影響にたいする組織構造上の反応の程度が変動しやすい場合があるためと

考えられる。

つぎに，横断面収縮異方度の母樹間の変動を Table 40 に示す。これによると，心材における呉方度が

辺材のそれより大きくなる傾向が認められるが，それらの変動係数は，辺材と心材とでほとんど差がな

u、。

6-2. 収縮率および収縮異方度と容積密度数との相関

この関係を検討するために，基準とすべき容積密度数の値としては，すでに前項でもとめた各母樹の容

積密度数の代表値 (R1 ) と収縮率の測定試片についてもとめた容積密度数 (R') との 2 つがありラ収縮性

能と容積密度数を対応させるためには，一般に後者の容積密度数 (R') との関係、を検討するほうが的確で

ある。しかし，本報においては，各母樹についてもとめられた形質問の相闘を検討することに主点をおい

ているので，容積密度数としては，母樹の代表値 (R1) をとることとした。

この値はベンゾール抽出を行なった試験片についての測定値であるので，収縮率の測定試験片について

もとめた容積密度数 (R') との聞に差のあることが考えられる。これら両者の関係を示したのが Fig. 73 
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注) R1 はベンゾール抽出後の容積密度数
: Benzol extracted 
R' は未抽出の容積密度数: Non extracted 

Fig. 73 容積密度数の代表値 (R1 ) と収縮率測
定試料の容積密度数 (R') との関係

Relation between basic density of benzol 
extracted samples and non-extracted 

samples. 

である。ここでは，収縮率測定試験片による辺材

R' を R's ， 心材 R' を R'H とし，これに，母樹代

J
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Fig. 74 容積密度数と全収縮率との関係

Relation between basic density 
and shrinkage. 

表値 R1 の成熟材部 R1 を Rs ， 未成熟材部 R1 を RH として対応させたものである。これは，収縮率測

定試験片の辺・心材ベつ採材位置が，繊維長の樹齢的変動で区別した成熟材部・未成熟材部に近似的に対

応させうるとみなしたからである。これによると ， R' は九よりほとんどの母樹で大きく . R'=R1 と R'

==R1 +60 の 2 つの直線の聞に分布している。相関係数は辺材で 0.9207，心材で 0.8194 で，その回帰直線

式は，それぞれ R's=0.9546 Rs+38.8 , R'H = 1.0144 RH +32.0 である。これら 2種の容積密度数と収縮

率の各形質との相関をもとめてみると，対応する相関係数に大きな差は認められなかったので，各母樹の

容積密度数の代表値を用いて，収縮率との関連を検討してさしっかえないと考えた。

4.0 

1.0 

目。 4加

R , 
Fig. 75 容積密度数と横断面収縮異方度との関係

Relation between basic density and 
transverse skrinkage anisotropy. 

500 .... _ 550 
(kM同

収縮率と容積密度数の関係をもとめて. Fig. 

74 に示した。また， これらの関係について辺

.心材べつに回帰直線式ならびに相関係数をも

とめ. Table 41 に示した。

これらによると，容積密度数と収縮率の間で

は，半径方向の収縮率が最も高い相関を示し，

辺材の繊維方向収縮率が最も低い相関を示すこ

となどが認められた。接線方向および半径方向

収縮率は容積密度数の増加にともなって増加

しす繊維方向のそれは減少する c また，接線お
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Table 41. 容積密度数 (R kg/m S ) と収縮率(%)との相関

Correlation of shrinkage (%) to basic density (R, kg/mり

71 ー

回帰係数
因 子 形 質 相関係数 Coefficient of 

Correlation 
regresslOn 

Factor Character 
coefficient 

容積密度数 aA=mR，十 b a,s (灼| 0.4902 7.0 

(R, kg/m3 ) 世出 tγ。3 0.4064 11.3 

Basic density aTs (~の 0.8212 14.4 

aTH (~の 0.6756 12.8 

α !s (~の -0.1388 

a!H (%) -0.5449 - 2.1 

Table 42. 容積密度数 (R kg/m S ) と横断面収縮異方度との相関

Correlation of transverse shrinkage anisotropy to basic density (R kg/mS) 

横断面収縮異方度 相関係数 t/r=mR + b 
Transverse shrinkage Correlation coefficient 

anisotropy m b 

(t/γ)s -0.7223 -5.2X 10-3 4.28 

(t/r)H -0.5685 -7.4X10-S 5.18 

b 

5.63 

3.92 

-1.84 

-1.31 

1.05 

よび半径方向収縮率は辺材と心材とで同一直線関係に近似しうる。繊維方向収縮において，負の相関をも

つことは既往の研究結果と一致するが，辺材において，容積密度数の大きさによってほとんど変化しない

のが特徴的な傾向である。

つぎにラ Fig. 75 および Table 42 に容積密度数と辺・心材べつの横断面収縮呉方度 (t/r) との関係

を示す。容積密度数と接線または半径方向の収縮率との関係を直線関係と仮定すると，両者から計算され

る横断面収縮異方度は，容積密度数との関係でかならずしも直線関係にあるとは限らない。一般には t/γ

が容積密度数の増加にともなって曲線的な経過をたどることが多い。この場合にも辺・心材全体として

は，その傾向がうかがわれるが，ここでは辺・心材べつに直線式をもって近似的にあてはめた。これによ

ると，容積密度数と横断面収縮異方度とは高い負の相関を示し，辺材ではより高い相関関係を示してい

る。この回帰直線の回帰係数と定数は，辺材に比較して心材においてより高い値を示しているので，全体

としては両者の聞の関係の曲線性を暗示している。

したがって，容積密度数と横断面収縮異方度との関係においても，辺材と心材，または成熟材と未成熟

材とを区別して取り扱う必要があることになる。また.比収縮率.比収縮異方度などは，ここではとくに

収縮の変動を解明することに役だっとは考えられないので，それらについての検討は行なわなかった。

6-3. 収縮率および収縮呉方度における未成熟材と成熟材との相関

辺材および心材における各形質についての代表値を成熟材部および未成熟材部のそれにおきカ通えて司全

収縮率 (aA ， αJ) および横断面収縮異方度 ((t/r)A ， (t/γ)J) についての成熟材と未成熟材との相関を検

討した。

収縮率あるいは横断面収縮異方度は，前述のように容積密度数との相関がかなり高く，さらに成熟材と

未成熟材の容積密度数の聞の相関が高いので，収縮率あるいは t/γ における成熟材と未成熟材との相関
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Fig. 76 成熟材部の接線方向全収縮率 ((l!tA) と

未成熟材部のそれ ((l!tJ) との関係

Relation between shrinkage in tangential 
direction when green to oven dry of adult 
wood ((l!tA) and that of juvenile wood 
(αtJ). 

(%) 

0.51 

0.4 

0.3 

α凶

OJ 0.4 05 、
(%) 

αU 

Fig. 78 成熟材部の繊維方向全収縮率 (α!A) と

未成熟材部のそれ (α!J) との関係

d Relation between ぬ巾kageitaxial
irection when green to oven dry of adult 
woo.d ((l!tA) an-d that of juveni冾 wood 
((l!IJ). 

arA 

Fig. 77 成熟材部の半径方向全収縮率 (αrA) と

未成熟材部のそれ (αrJ) との関係

Relation between shrinkage in radial 
direction when green to oven dry of adult 
wood ((l!rA) and that of juvenile wood 
((l!rJ). 

について予測することができょう。

各方向の収縮率における成熟材と未成熟材との関

係を Fig. 76-78 に示し，それぞれの相関係数およ

び回帰直線式を Table 43 に示した。これらによる

と，相関係、数は t>r>l 方向の順になる。またヲ

方向収縮について， (l!t の値が 0.3 以上のものは何

らかの異常な原因によるものと考え，このような値

を示す母樹をのぞいた場合の相関は，全母樹の場合

よりもより高くなり，直線の勾配もまたやや大きく

なる。

全体的には，これらの相関はかなり高いものとみ

なされ， atA ， αrA はこの測定範囲では対応するぬJ ，

αrJ よりもそれぞれより大きくあらわれる。また，

(l!!についてはO!! J が一定の大きさを越えても， (l!tA 

はかならずしもそれに対応する増加の傾向を示さないようであって，この場合はむしろ曲線的関係を想定

するほうが適当なのであるかもしれない。

つぎに，横断面収縮異方度に関する成熟材と未成熟材との相関をみると. Fig. 79 のようである。各点

は ， (t/r)A=(t/のJ と (t/のA=(t/のJ-1 との聞に変動しているが ， (t/γ)A と (t/のJ との相関係数

は 0.7164 でかなり高く，また，巨|帰直線式は (t/のA=0.615(t /r)J+0.49 となり，測定範囲では ， (t/r)A 

は対応する (t/γ)J よりも小さくあらわれる傾向を示す。
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Table 43. 未成熟材部の全収縮率(%)と

成熟材部のそれとの相関

Correlation of shrinkage (green to 

oven dry , %) of adult wood to 

that of juvenile wood (tlr)A 

αA=maJ十 b

sh.k Correlation 
rInKage I coeffi~ient I m b 

a, 0.7595 0.609 3.79 

ar 0.6917 0.997 1.09 

αz 0.4744 0.2218 0.135 

αz (く0.3) 0.5377 0.3342 0.111 

Note) Suffix A : Adult wood 

J : J uvenile wood 

これらの結果から，成熟材の収縮特性は未成熟材

のそれとかなり高い相関関係をもち，未成熟材にお

4.0 

Fig. 79 成熟材部の横断面全収縮異方度 (t/γ)B

と未成熟材部のそれ (t/r)J との関係、

Relation between transverse shrinkage 
anisotropy when green to oven dry of 
adult wood (t /のB and that of juvenile 
wood (t/r)J. 

いてよりのぞましい収縮特性を示す母樹は，成熟材においても同様な傾向を示すであろうことが推定され

る。この場合， αz の値が 0.3 程度より大きい場合は，すでに述ぺたように何らかの異常因子が予想でき

るから ， az の値がこれ以下であることは当然必要なことになる。 t 方向あるいは Y 方向の収縮形質，もし

くは t/γ 値は容積密度数との相関がきわめて高く，これらの形質は容積密度数を指標として予測すること

ができるのにたいし ， 1 方向の収緒形質は容積密度数との相関がかなり低く，これを容積密度数の値から

推定することはむしろ適当でない。また， 1 方向の収縮率はフィブリル傾角の大小，したがって， íあて」

などの異常材にたいする指標になるものとされているから，このような点を考慮して，これを容積密度数

と独立に材質選抜の重要形質のーっとすることが適当であると考えられる。

6-4. 繊維方向収縮率と繊維長との相関

前項と同様に，未成熟材および成熟材の区分と，心材および辺材の区別がそれぞれ対応するものとみな

して，繊維長と繊維方向収縮率との関の関係を Fig. 80 に， また相関係数，回帰直線式などをもとめて

Table 44 に示した。これらからも明らかなように，未成熟材の繊維長と収縮率との問には，かなりな負

の相関関係があり，その相関係数は r=-0.4654 であるが，成熟材における両者の関係は，負の相関係数

が得られているが，その値は小さく，と

くに相関関係があるとはいえない。

これらの結果から，繊維長と繊維方向

収縮率との間の相関は辺材または成熟材

において，ほとんど認められず，心材ま

たは未成熟材においてのみ，低い相関が

認められる。したがって，繊維長をもっ

て繊維方向収縮率に代替することは適当

でなし繊維長とは独立に重要形質とし

て取り上げる必要があることになる。

o ，正処 H Adult wood 
・未慮鳥羽 Juveni陰 wood

。

3.0 3.5 4.0 

繊経 Fiber length 

Fig. 80 繊維長と繊維方向収縮率との関係

Relation between fiber length and 

但ial shrinkage. 

(mm) 
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Table 44. 各収縮形質と繊維長との相関

Correlation of shrinkage characters to fiber length and their regressions 

因 子 形 質 相関係数

Factor 

繊維長 (lL migtmh ) 
Fiber leng 

鍬

収一
由

(:1.) 
ﾖ.b 

緒.玉 0ヱ
<

率

αL0.1 
f 

Character 

的=mL+b α!sC%)

α!H C?の

。280 300 320 34町 3副 主拘
数(胸高未感熱f.t) 

Basi c de円sity (J川 .b九)

Correlation 
coefficient 

-0.0173 

-0.4654 

Fig. 81 容積密度数(胸高未成熟材)と繊維方向

収縮率 (α!J) との関係

Relation between basic density (J. W. , b.h.) 
and axial shrinkage C O!!J)' 

Rcoeegfrfeicsise ion Regression 
nt : constant 

m X 10-3 I b 

-245 0.704 

なお，付言すると未成熟材における容積密

度数と繊維方向の収縮率との関係をもとめ，

Fig. 81 に再掲したが，この関係を示す回帰

直線式からの標準偏差 :!::SY'X をもとめ，こ

の上限を越えて分散した母樹番号を記入する

と図のようになり，それらは No. 173 , 224 , 

39, 359 , 390 , 276 の 6 個体であった。未成

熟材の繊維方向の収縮率について，後述する

ように算術平均と標準偏差をもとめて，繊維

方向の収縮率の大きさをその算術平均からの

偏りによって区分したとき，前記 6 個体の母

樹のうち 2 個体はD クラス， 3 個体がC ク

ラス， 1 個体がB クラスであり，その大部分

は繊維方向の収縮率が大きいために構造用材

として好ましくないものである。

7. 強度特性

7-1. 強度形質の母樹間変動

母樹 33 本のうち，強度試験を行なったのは 32 本で，それらの辺材部の強度形質のみについて母樹間の

変動をもとめ，その平均値，標準偏差および変動係数を Table 45 に示した。

変動係数はさきに述べた容積密度数より大きし約 10% から 23% の範囲で，縦号l張におけるヤング係

数，比例限度，引張強さ，縦圧縮ヤング係数，半径方向の部分圧縮比例限度などの変異はとくに大きく，

20%を越えているものもあるが，静的曲げにおける比例限度，曲げ強さ，縦圧縮強さ，せん断強さなどの

変異は比較的小さく， 10%程度である。

7-2. 強度形質における心材と辺材との棺関

心材と辺材の測定値が対応する母樹のみを対象に，静的曲げ，縦圧縮，縦引張の各試験におけるヤング

係数および強さ，せん断強さ，木口商かたさなどの縦方向の強度形質のみにつき，両者の相関関係、をもと

め，その相関図を Fig. 82-89 に，また，相関係数を Table 46 に示した。なお.この辺材と心材の関

係は，近似的には未成熟材と成熟材の関係におきかえて考えられるものである。

静的曲げ強さ，縦圧縮強さ，せん断強さについては心材と辺材との聞に 1%の水準で有意の相関が認め
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Table 45. 母樹聞の強度形質の変動(辺材)

Variation of mechanical properties between sample trees CSapwood) 

材質育種に関する研究

強 度 汗3 質 母Nu樹mb数er 平均値 標準偏差 変動係数

Mechanical prop<, rties Average σ c.V. 。f trees (%) 

ヤング係数 Eb [03 kg/cm2 32 106 16 14.7 

静的曲げ 比例限度 σ p kg/cm2 32 445 50 11.2 

強 さ σb kg/cm2 32 810 95 11.7 

ヤング係数 Ec [03 kg/cm2 32 128 27 20.9 

縦圧縮 比例限度 σ p kg/cm2 32 235 31 13.3 

強 さ σc kg/cm2 32 389 46 11.9 

ヤング係数 E, 103 kg/cm2 32 120 25 20.7 

縦引張 比例限度 σp kg/cm2 32 848 191 22.6 

強 さ σz kg/cm2 32 1348 258 19.1 
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Fig. 83 曲げ強さにおける心材部と辺材部

との関係

Relation between heart-and sapwood 

in modulus of rupture in static 

bending. 
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Fig. 82 曲げヤング係数における心材部と

辺材部との関係

Relation between heart-and sapwood 

in YOUNG's modulus in static bending. 
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60 

られるが，縦引張りにおけるヤング係数およ

び強さ，木口面かたさなどは 5%の水準で有

意の中目関が認められなかった。なお，静的曲げおよび縦圧縮におけるヤング係数については 5%の水準で

有意性が認められた。

また，心材にたいする辺材の強度比をもとめると， Table 47 に示したように，強度形質の種類によっ

て若干異なるが，概略的には辺材のほうが 20% 程度大きな値を示した。心材の強度形質が低減する原因

の一つは，容積密度数の小さな未成熟材の存在によるものと考えられる。

縦圧縮強さと容積密度数との相関7-3. 



到
長/吋 4田
』ーー一一一 0寸一一。一-一一一ー一一-阻

{下 E S90 
作0396X+3.68 I 

- 77 ー

。

256 

。
抑
制
訓

。

晶'
。

"6 

0 
2問

。

" 

第 1報(材質育種研究班)

(kS/III111) 
7.0 

65 

0

5

0

 

&

E

5

 

.
2
ωヘ
可
0
0
主
宕
ω

ち

E
2
2
R
W工

泡
材
部
の
木
口
面
か
だ
さ

材質育種に関する研究

。'g/，m')
f30 r-

叫

m
m
m
ω
ω
 

司
O
O
E
a富
市
よ
噛C
O
L芯
E
コ

E
-
X
6
2

担
材
留
の
せ
ん
断
強
さ

80 90 100 

心枯却のせん断強古

Maximum strenきth of heartw∞d 

せん断強さにおける心材部と

辺材部との関係

Relation between heart-and sapwood 

in maximum shearing strength. 

。 (ks;J払70 

何/c~.~

4.5 

4.0 4.5 5.0 

心材郡白木口置のかたさ

Hardness of heartwood, end. 

木口面かたさにおける心材部と
辺材部との関係

Relation between heart-and sapwood 
in end hardness. 

旬
。
一

日
叫

4.0_L:-
3.0 
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Table 46. 心材と辺材の強度形質の相関

Correlation between mechanical properties of heartwood and sapwood 

強度形質 |母樹数|
Mechanical properties I Number of tr田s I 

| ヤング係数 | Eb | 25 
強さ内 1 25 

|ヤ刈数 |ι1 24 
強さ |σc 1 24 

縦 引 張 |ヤング係数 1 E, 1 19 1 
Tension 11 to G I 強さ|の I 19 I 

せん断強さ 1 _ 1 ~~ 1 
I !" I 25 I Shear I I ~V I 

木口面 かたさ I H, I 24 I 
End hardness I .., I ~7 I 

5%水準で有意。 Significant at 5 % level. ** 1 %水準で有意。 Significant at 1 % level. 
5%水準で有意でない。 Not significant at 5 % level. 

相関係数
Correlation coefficient 

* 
** 

0.4393 
0.5409 

静的曲げ
Static bending 

* 
** 

** 

n 

n 

0.4163 
0.7743 

0.1864 
0.4150 

0.6229 

0.3150 

縦圧縮
Compression 11 to G 

* 
n 

強度形質と容積密度数あるいは容積重との関係については守すでに多数の研究があり，相関関係が高い

ことが知られている。なかでも，縦圧縮強さは比較的試験が容易であり，かっ，他の強度形質を推定する

基準ともなるので，これと容積密度数との関係を検討した。各母樹についてもとめた胸高校下材と胸高樹

冠材の容積密度数と，それに対応する辺材と心材の縦圧縮強さの平均値の関係を示すと， Fig. 90-92 の

ようになる。その相関係数は辺材で+0.7310 (1 %レベルで、有意ト心材で+0.6688 (1 %レベルで有意〕

で.個々の試験片でもとめた場合と同様となり，両者を総合した場合は+0.8445 (0.1% レベルで有意)

に密接な関係が認められる。

なお，このほか，各母樹の辺材の静的曲げ，縦引張などにおけるヤング係数および強さ，縦圧縮ヤング

係数，せん断強さ，接線方向の部分圧縮比例限度などについても，その平均値土胸高部位における校下材
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Table 47. 辺材 (S) と心材 (H) の強度形質の比較 (S/H)

Comparison between mechanical properties of sapwood (S) and heartwood (H) 

母樹試験時静的曲げ 縦圧縮 縦引張 せん断かたさ
番号容積重 Static bending 1 Compression 11 to G 1 Tension 11to G 1 Shear 1 Hardness 

なe 1 Dens切長ン妥協|強さ長ン長|躍|強さ高ン妥協|強さ強 さ木口面
Ru 1 Eb |σp|σbι|σp|σc I E， |σp|σ， 1 r あ

3 1 1.0911.2611.2411.181 1.4211.2311.4511.1511.1811.211 0.991 -
22 1 1.06 1 1.03 1 1.02 1 1.06 1 1.13 1 1.06 1 1.12 1 1.47 1 1.22 1 1.45 1 1.07 1 1.12 
24 1 1.18 1 1.401 1.28 1 1.27 1 1.641 1.37 1 1.321 1.501 1.48 1 1.461 1.081 1.08 
28 1 1.25 1 1.45 1 1.34 1 1.30 1 1.82 1 1.32 1 1.33 ー 0.991 1.41 
35 1 1.1211.1011.2111.141 1.1211.1211.2211.10 10.7610.991 1.191 1.13 
39 1 1.18 1 1.42 1 1.32 1 1.29 1 1.52 1 1.50 1 1.30 1 1.09 1 1.02 1 1.37 1 1.18 1 1.28 
55 1 1.241 1.97 1 1.651 1.551 1.9211.841 1.581 1.131 1.17 1 1.301 1.191 1.25 
94 1 1.0410.87 10.8910.94 1 0.86 10.77 1 0.91 一一一 0.99 1 1.14 
102 1 1.1411.4111.2311.231 1. 151 1. 201 1. 19 一一一1.091 0.98 

116 一一一一 一一一1.46 1 0.98 1 1. 46 一 一
119 1 1.1511.3111.2311.141 1. 431 1. 3211.20 一一一1.121 1.25 
173 1 1.321 1.541 1.331 1.37 1 1.95 1 1.61 1 1.541 1.121 1.221 1.09 1 1.38 1 1.46 
189 1 1. II 1 1. 31 1 1. 19 1 1. 15 1 1. 38 1 1.29 1 1. 38 1 1. 33 1 1. 19 1 1. 30 1 1. 16 1 1. 38 
199 1 1.081 1.271 1.261 1.121 1.2711.2810.951 1.091 1.051 1.17 1 1.101 1.14 
213 1 1.20 1 1.38 1 1.431 1.28 1 1.58 1 1.11 1 1.20 一一1.06 1 1.52 
224 1 1.221 1.151 1.121 1.191 1.6411.261 1.221 1.5312.051 1.831 1.201 1.36 
256 1 1.17 1 1.33 1 1.25 1 1.21 1 1.741 1.15 1 1. 27 一一一1.14 1 1.31 
269 1 1.26 1 1.66 1 1.18 1 1.52 1 1.55 1 1.56 1 1. 50 一一一1.30 1 1.59 

273 1 1.061 1.201 1.131 1.10 一一一ー一一1.18 1 1.31 
276 1 1.161 1.181 1.051 1.101 1.2311.271 1.281 1.621 1.631 1.471 1.251 1.44 
277 一一一一 一一一 0.9810.8610.82 一 一
318 1 1.08 1 1.24 1 1.09 1 1.08 1 1.231 1.301 1.231 1.081 1.47 1 1.37 1 1.061 0.96 
359 1 1.1911.1111.0611.111 1.0810.8211.1610.8510.7910.901 1.051 0.98 
384 1 1.04 1 1.16 1 1.02 1 1.00 1 1.18 1 1.17 1 1.16 1 1.05 1 1.11 1 1.04 1 1.09 1 1.20 
390 1 1.96 1 0.97 1 1.03 1 1.00 1 0.83 1 1.231 1.35 1 0.92 1 0.78 10.98 1 1.031 1.04 
398 1 1.221 1.441 1.25 1 1.431 1.4611.21 1 1.231 1.671 1.401 1.141 1.021 1.36 
405 1 1.131 1.231 1.18 1 1.131 1.45 1 1.3011.351 1.441 1.07 1 1.31 1 1.01 1 1.19 

zer割1. 1そI 1.30 1 1 ・ 20 1 1 刈 l 叶 l 刈 1. 27 1 1 叶 ~.251 1 ロ 1 1.25 

。2 ノt岬J
500 

250 
30 日 350 400 450 

容精密度数

8asic density 

注 ( ):強度試験片の採取ができなかったため
容積重から計算によってもとめた値を示した。

Note ( ): Estimated value. 

Fig. 90 辺材部における容積密度数と
縦圧縮強さとの関係

Relation between basic density and 
maximum crushing strength in 
compression 11 to G in sapwood. 
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Fig. 91 心材部における容積密度数と

縦圧縮強さとの関係

Relation between basic density and 

maximum crushing strength in 

compression 11 to G in heartwood. 
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450 
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容精曾度数

Basic density 

Fig. 92 辺材部および心材部における

容積密度数と縦早稲強さとの関係

Re¥ation between basic density and 
maximum crushing strength in 
compression 11 to G in sap-and 
heartwood. 
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Fig. 94 辺材部における容積密度数と

静的曲げ強さとの関係

Re¥ation between basic density and 
modu¥us of rupture in static bending 
in sapwood. 

Fig. 96 辺材部における容積密度数と

縦引張ヤング係数との関係

Re¥ation between basic density and 
YOUNG's modu¥us in tension 11 

to G in sapwood. 
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YOUNG's modu¥us in static bending 
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Fig. 99 辺材部における容積密度数と

接線方向部分圧縮比例限度との関係

Relation between basic cIensity ancI 
tangential local bearing stress at 
proportional lim� in sapwood. 

の容積密度数との回帰直線式をもとめると， Fig. 93-99 のように，いずれも正の相関を示している。こ

れらの図中の (214) は推定値を示している。さらに，この試験で行なった辺材 148 個と心材 64 個，総数

212 個の縦圧縮強さと試験時容積重の相関関係を示すと Fig. 100 のようになる。

両者の相関係数を辺材・心材および全体についてそれぞ、れもとめると，辺材では+0.7917，心材では+

なお，容積重を X ， 縦0.8068，全体では十0.8764 となり，きわめて高い相関があることが認められる。

圧縮強さを Y として，それぞれの場合につき回帰直線式をもとめると，次式であらわされる。

Y=878.1X-89.6 辺材 (S)
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心材 (H) Y =826.8X - 85.2 

全個数 (S+H) Y=960.2X-137.4 

これらの結果から，ここで取り上げた母樹の強度形質は守その胸高校下材の容積密度数を指標として，

ある程度まで推定できるものと考えた。

8. パルプ特性

8-1. パルプ形質の母樹間変動

パルフ。の各形質における母樹問変動は， Table 48 のとおりである。

これから明らかなように句パルプ形質の母樹間変動はあまり大きくない。

バノレフ。粕率およびバルフ。の耐折度の変動はかなり高い値を示しているが，粕率については粕量そのもの

のバルブ。収率全体に占める割合は非常に小さく‘パノレフ。収率全体の変動に及ぼす影響はきわめてノj、さいも

のと考えられる。また耐折度については，他の諸形質と比較して同一母樹内における測定値の変動が大き

く，表に示されている耐折度の平均値は各母樹を代表しているか否かは疑わしい。上記の理由から雪これ

ら 2 つの形質についての値は参考として取り扱うことにする 3

その他の形質の値の変動は.変動係数で示すと大体5-8%の範囲にあり.特にパルフ。収率(精選.全

体)とパノレプシートの密度の変動は小さし変動係数は約 2%であった。

8-2. パルプ形質と材質形質との相関

材質に関する形質とバルフ。特性の聞の関連性については守これまで多くの研究が行なわれており，とく

に容積密度数および繊維の形態とパノレフ・特性との聞に密接な関係が存在することが知られている引。'- '-

Table 48. 母樹間における各パルプ特性の変動

Variation of pulp properties between sample trees 

形 質 母樹数 平 均 {直 標準偏差

Character 
Number 

A¥'erage σ 
of trees 

バルプ取率〈〈〈((〈精全s粕m価toe翠r〕r体tae民略l)〉)目nm的R弥99s6 6 >

33 48.0724 0.9702 
パPUルIpプy収ie率ld 

// 0.4439 0.3444 
PノりulレpフY収le率Id 

，グ 48.4896 0.8986 
Pulp yield 
ロ ーー コ二

// 5.7575 0.4216 
Roe number 

白色度(宋漂白)
// 17.3909 0.9796 

Brightness (トuのnb密leEached>
パルフ。シ一 度

// 0.7762 0.0157 
Sheet density 長
裂断 km 

� 11.6849 0.7542 
Breaki裂ng length 
比破強さ

// 9.1121 0.6604 
Burst factor 

比引裂強さ
F 115.5697 9.6062 

Tear factor 
掛f 折 度

// 1945.4546 438.8130 
Foldiプn耳織endurance 
ノミノレ 維長 m m  

� 2.8784 0.1686 
Filwr leng維th幅ﾇpulp) 
パルプ繊 戸

// 45.2424 3.3170 
Fi ber diameter 

(%) 

2.0182 

77 .5845 

1.8532 

7.3226 

5.6329 

2.0205 

6.4545 

7.2472 

8.3120 

22.5558 

5.8578 

7.3315 
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では，パルフ。特性と密接な関連をもっと考えられる材質に関する形質(年輪幅，晩材率，容積密度数，繊

維の形態など)と，パルフ・形質との相関を検討した。

その結果をみると，材質に関する各形質とパルフ.形質との相関はあまり高くない。とくに既往の研究に

おいて.高い相関が認められている繊維の形態的形質とパルフ。強度との相関は，次に述べるように，低い

値しか示していない。これは，既往の報告で高い相関が認められている場合とは，試料の採取方法および

測定結果の比較方法が異なることも大きな影響を与えているものと考えられる。すなわち，高い相関が得

られた場合は，材の形質とパノレフ。の形質の測定試料として，樹幹の一定部位の木材を用い，これらについ

て成熟材，未成熟材を分離して測定値をもとめ，そのおのおのについて比較検討をしているυ山9)。一方，

試料採取を本報での方法とほぼ同様にし，しかも同じような比較法をしている場合には日，上述の場合ほ

ど高い相関は認めてはいないが，この場合よりは高い相関を認めている。しかしながら，周到な試料採取

をして，試験を行なった場合でも，母樹内における材質形質とパノレフ.形質との相関は，母樹によって，か

なり高い場合とかなり低い場合があることが知られている心。 このような関係は，おそらく繊維長の個体

内の変動にもとづくものと考えられる。したがって，繊維長のパルプの強度にたいする影響は明らかであ

るにしても，その変動による影響はなお十分な研究を要するものと忠われる。

8-2-1. パルフ。形質と年輪幅，晩材率との相関

年輪幅と有意な相関を示すものは，ローエ価，比引裂度で，いずれも全樹幹材守胸高校下材および全胸

高材の年輪幅と負の相関を示した。

年輪幅(全胸高材)と比引裂度との関係は， Fig. 101 のとおりで，相関係数は r=一0.4435 で負の相

関が認められた。

晩材率との間では，全胸高材，全樹幹材ともに，パルプ収率(全体)と有意な正の相関を示した。ま

た，胸高樹冠材の晩材率とパルフ.シートの密度，裂断長，比破裂度などとの聞に有意な相関関係が認めら

れた。

これらの挽材率と有意な相関を示す，パルフ。の各形質との回帰直線式を Fig. 102-104 に示した。

晩材率に関しては， Fig.102 に示すように，全胸高材についての晩材率とパルフ。の全収率との聞に.有

意な正の相関が認められ( r =0.4429) ， 胸高樹冠材についての晩材率と裂断長，比破裂強度との間には

Fig. 103 喝 104 に示したように負の有意な相関が認められた。

晩材率とこれらのパノレフ'形質との回帰直線式は，それぞれの関係図に記入されているとおりである。

8-2-2. バルフ・形質と容積密度数との相関

Table 49 に全樹幹材，全校下材，全樹冠材，全胸高材，胸高校下材，胸高樹冠材についてもとめた容

積密度数と各ノ勺レフ。形質との相関係数を示した。また，容積密度数について，地上高と齢階べつの測定値

をその出現する材部の材積を重みづけして，標準容積密度数をそれぞれの材部についてもとめ‘これとパ

ルフ。形質との聞の相関係数を示した。

これから明らかなように，パルフ。収率(全体)は，胸高部位の各材部の容積密度数および標準容積密度

数と，いずれも有意な正の相関が認められ，全枝下材の容積密度数との相関だけが有意性がなかった。こ

れにたいして，バルブ。シートの密度は，各材部の容積密度数と負の相関を示すが，その有意性の認められ

たのは，全樹冠材，胸高樹冠材と未成熟材との関係、においてであった。

パノレフ。収率と容積密度数の間に正の相関があることは，既往の研究結果3) とも一致しており.両者の関
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Table 49. パルプ特性と容積密度数との相関係数

Correlation coefficients between pulp properties and basic density for 

\P\バu\ル、p\プch特a\-性容関、\積-空-\:密o、る\J度形ピt1e数質n ;:にt:t : 

容積密度数 Basic density 

全校下材全樹冠材全樹幹材 胸 高 b. h. 

S.W..Av.IC.W..Av.1 Av 枝下材|樹冠材|平均|成熟材
S.W. 1 C.W. 1 Av. 1 A.W. 

ノパP勺uルlレpプ叩収収le率率ld LI〈k((s全精粕1価e0rrt選e体)a白ml)) ) nlZ e d>

0.2407 0.3346 0.3139 0.3327 0.3033 0.3063 0.2888 

gs) 0.0902 -0.0418 0.1456 0.1654 -0.0090 0.1931 0.2484 

パPPロuuノllレpp フーーy。y収iieel率ニldE d 0.3134 0.3775* 0.4215* 0.4354* 0.3571* 0.4173* 0.4086* 

Roe number 0.2454 0.1555 0.3281 0.3361 0.1083 0.3189 0.3686* 

パノレフ。シートの密度
0.1208 -0.3635* 

Sheet cle副長
-0.2839 -0.2385 -0.3641* -0.2389 -0.1945 

裂断
一0.0463 -0.2936 

Breaki裂ng lenさgth 
-0.0929 -0.0330 -0.3119 一0.0596 0.0243 

比破強
0.0325 一0.2386Burst factor -0.0617 一0.0163 一0.2834 一 0.0437 0.0315 

比引 f裂ac 強さ 0.3400 0.1071 0.3139 I 0.3241 Tear factor 0.2887 0.3314 0.0793 

耐 折 度
-0.3768* ー0.3140 ー0.2786 I -0.2620 一6*j 0.2叶0.2564Folding encluranc巴

5%水準で有意。 Significant at 5 % level. 料 1%水準で有意。 Significant a( 1 % level. 

A.W. : Adult wood , J.W. : Juvenile wood , C.W. : Crown-formed wood. S.W. : Stemー

Table 50. 

Correlation 
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sample trees 

標準容積密度数

Standard besﾏ'c density 

号事~I明?両副全世材
0.3260 0.2707 0.3175 0.2946 

-0.0372 0.2208 -0.0146 0.1930 

0.3730* 0.3956* 0.3743* 0.4113* 

0.0561 0.3504* 0.1716 0.3490* 

一0.3717* -0.2529 -0.3435 0.2957 

-0.3531* -0.1003 -0.2940 -0.1273 

ー0.3382 0.0704 0.2470 一 0.1144

0.0642 0.3375 0.1325 -0.3057 

一0.4181* 0.2800 -0.3200 -0.3125 

formed wood , b.h. : Breast height. 

係の一部を Fig. 105-106 に示した。

また，パルフ。シートの密度との間に高い相関が存在する

ことは，従来からよく知られているが久本報の場合，未

成熟材部(あるいは樹冠材部)の容積密度数のみが有意な

相関を示すことについて，その原因は，ここでは明らかで

ない。また，ローエ価は胸高部位の成熟材の容積密度数，

および全樹幹材の標準容積密度数と有意な正の相関が認め

られた。

さらに，パルフ。の裂断長(引張強度)，比破裂度(破裂

強度)と容積密度数との聞に，高い相関が認められること

はすでに知られているが山ヘここでは，未成熟材の容積密

度数と裂断長が有意な負の相関を示したほかは，その相関

係数はいずれもかなり低い値を示した (Table 49)。成熟

材と未成熟材における容積密度数の間には，高い相関関係

があるにもかかわらず，このような現象がおきる原因につ

いては不明であった。

8-2-3. パルプ形質と繊維形質との相関

ノ勺レフ。特性と繊維ディメンジョンとの相関係数

coefficients between pulp properties and fiber characteristics for sample tress 

繊維長 (L) 成 熟 材 ノ~ 1レフ。

Fiber length Adult wood Pulp 

成熟材 未成熟材
ノレーメン

A.羽1. J .W. 繊維幅 膜壁厚 市高 L/D 民'ID llD 繊維長 繊維幅

2O5年ve以r 上25 1 - 5 年 Fiber Cell wall Lumen Fiber Fiber 

1-5 years 
diameter thickness diameter length diameter 

years (D) (w) (1) 

0.2892 0.3608* 山71 1-0.0702 ー 0.0悩 0.3269 0.0229 0.0508 

-0.1348 0.1150 一0.1070 0.0103 -0.1233 一0.0420 0.0786 -0.1168 

0.2629 0.4593*キ 0.0977 0.0867 一0.0240 0.3189 -0.0244 0.0419 0.0181 -0.0826 

-0.0441 0.2126 一0.1682 -0.0756 -0.0883 0.0969 0.0580 -0.0306 -0.1854 -0.4244* 

一0.0153 -0.2052 0.2136 0.2097 0.0571 -0.1861 0.0300 • 0.0564 0.2419 0.1075 

-0.0329 -0.0345 0.0948 -0.1244 0.1408 0.0975 0.1677 0.1437 0.0115 一0.1322

-0.0071 0.0191 0.3329 -0.1564 0.3585* -0.2523 -0.3520* 0.3111 0.1183 0.1027 

-0.1738 0.0278 一0.1725 0.2219 -0.2398 0.0204 0.3107 -0.2532 0.0797 -0.3585 

0.0624 -0.0979 0.2463 • 0.0052 0.2006 0.1286 -0.1658 0.1353 0.2763 0.3142 

高1. 2m の位置の円板の晩材部について測定したものであるつ

were mesured on late wood of the breast height disks of sample tree. 

Significant at the 5 % level. 材 1%水準で有意コ Significant at the 1 % level. 
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繊維形質とパ/レフ・形質との聞に有意な正の

相関が認められたのは，未成熟材の繊維長と

パノレフ。収率(精選， 全体)， 細胞腔幅と比破

裂度，膜壁厚/繊維幅，比破裂度との関係で

あり，有意な負の相闘が認められたのは，パ

1レフ.の繊維幅とローエ価，パルフ。の繊維幅と

比引裂度との関係であった (Table 50)。ま

た，未成熟材の繊維長とパノレフ。収率との関係

は， Fig. 107 に示したとおり，有意な正の

相関が認められた。

8-3. パルプ形質と材質形質との重回帰

Table 51 パルフ.の性質に対する重回帰 (2)

Multiple regression for pulp properties (2) 

パノレフ。の性質 変 数 回帰係数
R2 R 

誤Y差の標準
F Regression t 

Standard Pulp characters Variables 
coeff i ci en t error of y 
a 35.4759 

晩材率(全胸高材)
bl 0.0964 2.2325* 

1. 収率(全体) 繊LFai維btee長rwloe(on未dg成th%熟(材(LA部Uvr.)->) 
Pulp rld b2 0.0096 1.2498 
(total 

セルロース
ba 0.1752 1.5554 0.3473 0.5893 0.7628 5.14キ*

Cellulose 
α 4.4477 

年輪幅(平均)
bl 一0.2448 -1.8498 

2. ローエ価 Riノnレgコb-reyaレd・th (Av.) 
ア ベンゼン可溶分

b2 0.2026 1.5340 Roe number Alc. -Benzene sol. 
αーセノレロース

ba 0.0384 1.6530 0.2767 0.5260 0.3766 3.70* 
O!-Cellulose 

。 0.7331 
3. ノ勺レプシート 晩材率(胸高樹冠材)

bl 一0.0036 -2.4113* の密度 Late wood %(C.W. , b.h.) 
Sheet density ぺントサン b2 0.0078 1.7824 0.2510 0.5010 0.0140 5.03* Pentosan 

。 5.1414 
晩材率(胸高樹冠材〕

bl 一0.1482 -2.2949* 
Late wo川(c.w ， bv

4. 裂断長 アルコール・ベンゼン可溶 b2 0.3551 1. 7197 Alc. -Benzene sol. 
Breaking length αーセルロース

ba 0.0451 1.2734 αCellulose 
ペントサン

b. 0.550 11 3.0914** 0.4991 0.7065 Pentosan 

|G4 必:~I
娩材率(胸d高%樹(C冠W材) b h ] lb1 0.1451 ー 2.3696*
Late wood %(C. W. , 

5. 比破裂強さ ルーメン幅
b2 0.0285 0.6689 

Diameter of cell ゼluンm可en溶分
Tear factor ア1レコール・ベン

ba 0.2523 1.3583 Alc. -Benzene sol. 
ペントサン

b. 0.4697 2.9211* *[0.471 110.6864 0.5134 6.24** Pentosan 

料 1%水準で有意。 Significant at 1 % level. * 5 %水準で有意。 Significant at 5 % level. 
to ・ 10= 1. 697 (d.f.=30) 
C.W. : Crown-formed wood , S."¥V. : Stem-formed wood , 
J.W. : Juvenile wood , b.h.: Breast height. 
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パノレフ。形質と材質形質との相関については，すでにか2 で述べたが，パルプの特性は単一の形質によっ

て影響されるのではなく，これらの形質が重なり合ってパルプ特性としてあらわれているものと考えられ

る。そのため今ここでは，重回帰分析によって，ノりレフ。の各形質におよぽす材質形質の影響を定量的に解

析し，材質特性によってパルフ。特性を推定する可否を検討した。

パルフ。形質として，収率，ローエ価，パルフ。の密度，裂断長，比破裂度の形質を選び， Table 51 に示

すような材質形質との関係をもとめた。この結果，回帰の寄与率 (R2) は一般に低く，最大の値を示す裂

断長についても，約 50% 程度であれこれは本報におけるサンプリングの結果から‘材質形質とパ/レフ。

形質との相関が比較的小さいことによるものと考えられた。パノレフ・の各形質にたいする重回帰直線式のF

検定の結果，パルフ。収率，裂断長，比破裂度にたいしては 1%水準で，ローエ価.バルプの密度にたいし

ては 5%水準で有意であったο

これらの結果から，パルフ。特性は.年輪構成，繊維長.細胞腔幅， α セルロース，ぺントサン.アルコ

ール・ベンゼン可溶分などの形質から，ある程度まで推定できるので，これを他の材質指標によって代替

しうるものと考えた。

9. 化学組成

9-1. 化学紐成の母樹間変動

化学組成の母樹聞における変動は， Table 52 に示したが，セルロース含量の母樹間変動が非常に小さ

い。このうち， ιセルロースの変動がやや大きくあらわれているのは，定量中における微少な条件差によ

るものと思われる。

熱水可溶分の変動係数が過大な原因は，アルコール・ベンゼン可漆分およびぺントサンの一部も熱水に

可溶性であり，これらが重複されてきたためと考えられる。

細胞膜中のセルロース含量の高い個体を選抜することは，実用的には重要なことと考えられるが，本報

で行なったサンプリングの結果ではこれを期待することはできなかった。

9-2. 化学組成と成長との相関

化学組成のうち.ペントサン含量は母樹の平均年輪幅と有意な負の相関を示した。この結果は Fig. 108 

に示したが，ベントサンの定量値と回帰直線式からの推定値との差は，母樹 No.359 を除き:t 0.9 %以内

Table 52. 母樹聞における各化学的組成の変動

Variation of wood components between sample trees 

形質番号 形 質 母Nu樹mb数er 平均値 標準偏差 変動係数

Character No. Character Average σ C.V. of trees (%) (~の (うも〉

165 熱水可溶分
33 3.59 0.8148 22.69 Hot-water solubility 

166 
アルコール・ベンゼン可溶分

33 3.88 0.5083 13.09 
Alcohol-benzene solubility 

167 
セノレロ ース 33 53.94 1.315 2.43 Cellulose 

168 
出ーセ/レロース

33 28.14 2.931 10.41 a-Cellulose 

169 リ グ 一 J ‘ 33 27.04 0.937 3.46 
Lignin 

170 ベン トサン 33 9.18 0.644 7.01 
Pentosan 

一
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(た)
IQ5 

359 

であるので，平均年輪幅からぺントサンの含量の推

定ができるものと考えられる。普

告4

396 
0 

ペントサンは，へミセノレロースの一種であって，

'll 

加水分解により，おもにキシロース等の五炭糖類を

生ずる多糖類であり，溶解パルプ中のぺントサン

は，ピスコースを混濁させ，ロ過性を悪くし，糸質

を低下させるので，なるべく除くことが望ましい。

しかし，製紙用パルプでは，その適量を残留させる

と収量の増加，叩解の促進，繊維聞の接着力の強化

などの効果が知られている。

10且

'1!,6 69' 

サ 9.0 10. 生松脂浸出量と抽出成分
./ 

116 
0 

10-1. 生松脂浸出量と抽出成分量の母樹閏変

動

生松脂浸出量，切付けの単位長あたりの浸出量お

よび辺・心材べつの n ヘキサン，アセトン抽出物

量の平均値，標準偏差および変動係数を Table 53 

含
量

ωî.O 1.5 2.0 25 3.0 お (mm/O に示した。

平朔握手輪幅 Äv. rin吉 bre白dth 生松脂浸出量は，種々の因子に支配されるがラ同

Fig. 108 平均年輪幅とぺントサン含量との関係 ーの立地条件で生育する樹木に同じ時期に切付けを
Relation between average ring breadth 

and pentosan content. 行なった際は，主として胸高直径の大きさによって

変動する。平均浸出量 15g は，母樹の直径から推定される値よりも幾分低い値であるが，寒冷地のため

と J思われる。

また，生松脂浸出量は単位長あたりの浸出量と正の相関を示しており， Fig. 109 に示すように，その

相関係数はきわめて高い。したがって，ここで調査した母樹群のなかでは，生松脂浸出量の多いものほど

Table 53. 生松脂浸出量と抽出物量の母樹問の変動

Variation of oleoresin yields and extract'ﾎves contents between sample trees 

汗手 質 母樹数 平均値 標準偏差 変動係数

Character Number 
Average σ C.V. 

。f trees 

耳 (%) 

生松脂浸出量 (g) 
33 15.07 10.15 63.31 

Oleoresin 己日yield 
生松 H 浸出量 /cm (g) 

33 0.51 0.25 48.92 
Oleoresin キyield 抽/cm 
辺材 ηーへサン 出物 (%) 

33 1.43 0.83 57.83 
1~-，f-!:exane extractives of sapwood 
心、材 n ヘキサン抽出物 (%) 

33 5.56 3.49 62.72 n-Hexane extractives of heartwood 
辺材アセトン抽出物 (うも)

33 1.30 0.29 22.66 Acetone extractives of sapwood 
心材アセトン抽出物 (%) 

33 2.39 0.62 26.11 Acetone extractives of heartwood 
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一般的には，生松脂浸出量は幹の胸高直径によっ

て影響されるものであるから，その特性は切付け

の単位長あたりの浸出量に換算して比較すること

にした。

アセトン抽出物は，心・辺材とも Table 53 に

示したように，比較的変動が少ない。これにたい

し‘ nーヘキサン抽出物はかなり大きな変動を示し

た。これは，アカマツ立木に物理的または病的な

10 
。
。

刺激が与えられた場合，その部分には樹脂道の形

成が増加し司樹脂含量も増大することによるもの

と思われ，このような刺激が，局部的なために，

樹体内における樹脂含量の分布が.きわめて不均

ーであることによるものと考えられる。

生松脂浸出量と成長との相関10-2. 

切付採取方法(切付11扇.生松脂の浸出量に影響をおよぼす因子は，採取時期(成長期と成長休止期)，

間隔など)，気候的凶子(日照量ラ雨量ゥ気温)，立地条件および母樹の特性などがおもな要因とされてい

る。

Fig. 110-112 

に示したが，これらの間には‘いずれも有意な正の相関があり.胸高直径が大きし生校数の多い成長の

母樹の胸高直径ー平均年il命 11幅，生校総数と生松脂の単位長あたりの浸出量との関係は司

旺盛な母樹ほど，生松脂の浸出能も大きいことは明らかであった。これらの関係から，母樹 No. 1l9. 199 

の 2 母樹は，成長の点からみても，とくに浸出能の高い母樹であると認められるようである。
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また，母樹の標準容積密度数と単位長あたりの浸出量との聞には，有意な負の相関が認められ，その関

係は Fig. 113 に示した。

この関係は，母樹の容積密度数がその胸高直径または平均年輪幅と有意な負の相関を示す結果 CFig.54

--58, 65, 110, 111) から.類推できることである。

10-3. 抽出成分量と成長との相関

Table 53 に示した抽出成分については，つぎにあげる物質の存在が知られている c

心材の nーヘキサンで抽出される物質は大部分テルペン系物質で a-pinene ， かpinene. dipentene , 

P-cymene , longifolene , cadinene などの揮発'性テルペンと abietic ， dehydroabietic 守 isodextropimaric

acids などの樹脂酸から構成されている。このほか，樹脂酸の相応するアノレデヒド， アルコール類および

脂肪酸，脂肪属アルコーノレ， ß-sitosteroí の存在も知られている 17) 。

つぎに，心材のアセトン抽出物は主として，フェノール性物質から構成されているが，この構成成分に

関して， ERDTMAN引の Pinus 属の心材成分についての詳細な研究がある。すなわち， Diploxylon は

pinosylvin , pinosylvin monomethyl ether のスチルベン系物質および pinocembrin ， pinobanksin の

フラボン系物質を含有している。 しかし， Haploxylon はさらに複雑で，上記 4 種の物質のほかに，

dihydropinosylvin , dihydropinosylvin monomethyl ether , chrysin , pinostrobin. tectochrysin. 

strobobanksin , strobopinin , cryptostrobin などが存在する。 Diploxylon であるアカマツには.上記

4種のフェノール性物質の存在が認められている 10) 。

辺材の n-ヘキサン拍出物の大部分は脂肪属化合物からなり， stearic ラ palmitic. oleic. linoleic , 

linolenic acids およびこれら脂肪酸のグリセライド waxes ならびに脂肪属アルコールが知られてい

る。このほか ß-sitosterol，樹脂酸も存在するが，後者は心材にくらぺ少ない。

辺材のアセトン抽出物については，材成分の研究が主として心材を対象として行なわれている関係から

構成成分に関する知見がとぼしい。一般的に，辺材;こはフェノール性物質の配糖体， leucoanthocyanins 
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および遊離糖などの炭水化物が存在し，一次代

謝物質に富んでいる。アカマツの辺材アセトン

抽出物の場合も，このような材の成長に直接利

用されうる一次代謝物質を多く含むものと考え

られる。

上記成分中，心材成分は成長に直接関与しな

い二次代謝物質であり，これらの量と母樹の成

長特性との聞には，一定の関連性を認め難い。

しかし，辺材アセトン抽出物量と母樹の成長の

良否との問にはヲ一定の相関が存在すると思わ

れる。すなわち， Fig. 114-116 にみられるよ

うに，胸高直径および年輪!憶の大きいものほ

ど号また，標準容積密度数の小さいものほど，

抽出物量の多い傾向が認められた。このこと

は，成長旺盛な母樹ほど一次代謝物質の生産が
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多く-あるいは多く貯蔵していることを示しているものと推定された。

なお，生松脂浸出量は，成長と関連のあることを前に述べたが，同様に，辺材アセトン抽出物の多いも

のほど浸出量の多い傾向 (γ=0.3030) が認められ，生松脂の生合成に利用される可能性も推定されたG

辺材のかヘキサン抽出物には脂肪属化合物が多く. これは樹木の成長に利用される物質で， 成長との

聞に関連性のあることが期待されるが，この実験からは一定の傾向を認めることができなかった。

11. 用途べつ材質指標の選択

構造用材としての性能判定のためには，製材品の乾燥による断面寸法の変化，収縮異方性による狂いや
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材面割れの発生などの物理的性能と構造部材としての強度性能とが考えられる。この物理的性能を示す直

接の指標としては，本報では各方向ぺつ収縮性能をその含水率変化の段階ぺつに検討したが，その結果，

接線方向と半径方向の収縮率は，いずれも材の容積密度数と有意な相関があり，これらの直接的な指標は

容積密度数によって代替できるものとみなした。しかし，製材品の反りの原因になる繊維方向の収縮率

は，容積密度数と負の相関があるが，その相関係数は，接線方向収縮率や半径方向収縮率と容積密度数と

の聞の相関係数にくらべてかなり小さしこれを容積密度数によって代替することは不適当であると考え

た。またーこの繊維方向の収縮率は繊維長との関係においても，変動が著しく，辺材部においては両者の

聞にほとんど相関がないので，この値を繊維長で代替することも不適当であった。したがって，木材の収

縮性能に関する指標としては容積密度数のほかに，繊維方向の収縮率を取り上げることが必要であった。

強度性能を示す直接の指標として，本報では，静的曲げ，縦圧縮，縦引張りにおけるヤング係数ラ比例

限度と強さ，せん断強さ，かたさおよび部分圧縮比例限度をもとめた。これらの値はすべて材の容積重と

有意な相関を示しており，これを容積密度数によって代替できるものと考えた。

パノレフ。材としての利用にたいしてはヲパルプとしての収率と造られたパルフ。の品質，とくにその強度性

能が問題になるの本報の結果から，パノレフ。の収率は材の容積密度数や晩材率の大きいものほど収率が良い

ことになり，これにたいして，パルプの強度性能は年輪幅(比引裂度との関係で)や晩材率(裂断長や比

破裂度との関係で)と負の相関を示し，これらの値が大きくなるとその強度性能は低下することを示し

たコこれは晩材率が大きくなると(年輪幅が狭くなる場合も同様)， ピーティングによる繊維の圧縮変形

およびフィブリノレ化が慈し一定の厚さのパノレフ.シートの密度はむしろ低下し，パルフ。中における繊維相

互の結合力は低下してくるものと考えられ，この点からは晩材率の小さいものほどむしろすぐれているこ

とになる。したがって守パルフ'の収率と品質の両面からは，晩材率がノj、さし容積密度数の大きい材がの

ぞましいことになり，このためには早材部の比重の高いものが理想的な材になる。

しかし，晩材率の増加によるバルフ。の強度低下は概して小さく，実用的には収率の大きいことを第 1 目

標にしたほうが得策であり，このためには晩材率や容積密度数の大きいものが選抜の対象となり，そのう

え，さらに強度低下の小さいものが望ましいことになる。

このための指標としては.既往の文献を参考にして，繊維の形態的形質のなかで，バルフ。強度と密接な

関係をもつことが認められている繊維長を取り上げた。繊維長については，本報の結果ではパJレフ。の強度

との聞に有意な相関が認められていないが，これは主として試料の条件(本報では未成熟材と成熟材の材

部を混合して試料とした)によるものと考えた。また，本報においては，ペントサンラアルコール・ベン

ゼン可溶分含有量とパルフ。の引張り，破裂強さとの聞に有意な正の相関が認められたが，これらの化学組

成のパルフ。強度に及ぼす影響についてはラ木材の組織，構造的な特徴とパノレフ。強度との関係ほど明確には

認められておらず3に また，試料採取方法の差異によって，破裂強さに及ぼすへミセルロースの影響が認

められる場合とラ認められない場合のあることが報告されているへ

したがって，同一樹種内の選抜指標としてこれらの化学組成を取り上げることは，さらに検討を要すべ

き問題を含むと考えられ，また定量操作も複雑で，多くの時間と労力を要するので，ここでは指標として

取り上げないことにしたっ

アカマツ材は.針葉樹材のうちで，すぐれた強度性能をもつものでヲ現在，その優良材は建築用材，造

船用材，土木用材などにおける構造部材として高く評価されている。また，しばしば伐採跡地などで，天
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然によく更新し，幼齢時における成長が著しく早く，そのため，パルフ。用材としても代表的な樹種であ

るつ

このような 2 つの用途はーこの樹種の特性からみて今後とも永続的なものと考えられるので.再生産に

おけるこの樹種の材質の目標にたいしては，この 2 つの用途を対象にして考えねばならなぬことは当然で

ある。

構造用材の材質指標としては町すで、に述べたように.年輪幅ー晩材率.容積密度数.繊維方向収縮率な

どが選ばれラパノレフ。にたいする材質指標としては，年輪幅，晩材率.容積密度数.繊維長などが選ばれ

る。

これらの材質指標は，一般に幹のなかで複雑に変動するものであるが.そのうち号林木の成熟過程に関

連したその樹齢的な変動はきわめて特徴的であり 1 個体の材質指標の標準値は.未成熟材部の変化を除

いた成熟材部の値で代表しうる場合が多い。

本報の結果から，これらの材質指標の多くは，その未成熟材部の代表値と成熟材部の代表値との聞に有

意な相関がみとめられており，成熟材部の値をその未成熟材部の値からある程度まで推定できることを明

らかにした。このことは.将来町これらの材質指標について.その遺伝カが確かめられれば，その材質を

早期に検定することは可能であれそのための具体的な方法をつくる根拠を与えていることになる。

12. 材質と形態

前項で決定した材質指標形質と形態との関係をしらぺ.材質の各形質の特性を推定できる形態形質を明

らかにしようと試みた。

これらの材質形質のいずれかと有意な相関を示す幹.枝，針葉，球果.種子の形質を， 2-4 の項でもと

めた形質問相関表から取り上げ，その相関係数を Table 54 に示した。

胸高校下材の年輪幅と有意な相関を示す幹および枝の形質をあげるとー幹の細り (H/D.B.H.) が負，

生枝数・力枝の長さ・校の平均長・カ枝の太さ・枝の平均太さが正の相関を示した。針葉，球果および種

子の形質ではヲ針葉の長さ・気孔線数(樹冠上部一背面)が負，球果数・全種子数・1.000粒当たり充実

種子率・ 1 球果当たり充実種子数が正の高い相関 (1 %以下のレベルで有意)を示したc

胸高樹冠材の年輪幅と有意な相関を示す幹および校の形質をあげると今幹の細り (H/D.B.H.) が負司

校の平均太さ・校の平均角度が正の相関を示した。針葉，球果および種子の形質では，針葉の幅(樹冠上

部と総平均)が負，針葉断面の形状比(樹冠中部)が正今中心柱の長径(樹冠中部と総平均)が負.中心

柱の形状比(樹冠下部)が正.気孔数(樹冠上部一腹面)が負のそれぞれ高い相関を示した

胸高校下材の晩材率と有意な相関を示す幹および校の形質では.幹の細り (H/D.B.H.) が正.力校

の長さ・枝の平均長・力校の太さ・枝の平均太さ・枝の平均角度が負の相関を示したc 針葉.球果および

種子の形質では，気孔線数(樹冠上部 背面)が正，気孔数(樹冠上部一背面，樹冠中部一腹面，樹冠下

部腹面，総平均背面)が負のそれぞれ高い相関を示したっ

胸高樹冠材の晩材率と有意な相関を示す形態形質は.校の平均太さ，枝の平均角度，針葉断面の形状比

(樹冠中部)のみであり，いずれも負の低い相関を示したにすぎない。

胸高校下材の容積密度数と有意な相関を示す幹および校の形質としては.枝の平均長，カ枝の太さき枝

の平均太さがあげられ.いずれも負の相関を示した=針葉，球果および種子の形質では.種子の形状比が
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幹校 細細りり生枝力((HDの校/6校総D2の/平総BD長均.eHB数長さe>HJ  

針葉 議官ら駐車j
針 葉グの 幅 (〈〈樹樹総〈〈冠冠樹樹平置冠下上部部均中上部部>>>
針葉断面グr の形状比 ) ) 

中主デf の露f iiE揮霊tz官zj 

;即 i醐;
F グ(
ググ(

樹脂道出現率(ア ) 

// ((中クロ間マツ型型)) // 

樹気 孔脂グ線道 数数 ((樹冠F上部・・背腹面面)) 

// 

数 〈〈(樹個ム体平却均 背背腹背腹商商)>) >) 気 干し
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// 
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// 

球果 球 果 数

種子

E10ZE義P品的L装(幅車店率さ)
樹胸高高直径

Table 54. 材質の指標形

Correlation between characters of wood quality 

163 164 169 

年輪幅 年 輪 幅 晩 材 率

(胸高校下材〉 (胸高樹冠材〉 (胸高校下材〕

-0.7979紳本 -0.5264料

0.1492 0.1234 -0.0598 
0.3918* 0.2290 一0.2203
0.5875*** -0.0478 -0.4770** 
0.6584**キ 0.3295 -0.4722** 

0.7689*** 0.2209 -0.6607*帥
0.8174*** 0.4714** -0.6862*** 
0.2726 0.3935本 -0.3668* 

一0.4560** -0.1439 0.3420 
-0.2260 -0.3635キ 0.1117 

-0.0055 -0.0444 -0.0987 
-0.2820 一0.4567** 0.2630 
-0.2649 -0.4972料 0.1682 
0.0570 0.0561 -0.1622 
0.0908 0.4827** -0.1723 

-0.4341* -0.1707 0.3519* 
-0.4042* -0.3516* 0.4026本
-0.1253 -0.4859料 -0.0170 
一0.0056 -0.3833* -0.0228 
-0.2792 -0.5685料* 0.2007 

0.2194 0.4006* -0.3001 
0.1588 0.3917* -0.0544 
0.0127 0.4864** -0.0584 

一0.0309 0.3799* -0.0403 
-0.1105 -0.0876 0.2191 

0.3487* -0.0140 -0.3520 
-0.0099 0.0900 一0.1294
-0.3354 -0.2599 0.3462* 
-0.5356** -0.2599 0.5448** 
-0.4229* -0.3247 0.3755* 

-0.1769 -0.1724 0.1965 
0.3877* 0.0215 -0.4598キ*

0.1989 一0.4973料 -0.4212* 
0.2130 0.0509 -0.3692* 
0.2453 0.0274 -0.4532料

0.1736 -0.1124 -0.3976* 
0.1729 -0.2583 -0.4487** 
0.3465* 0.0046 -0.4841** 
0.1717 -0.1136 -0.4068* 
0.4905** 0.3891* -0.2423 

-0.3561* 一0.3228 0.2872 
0.4241* 0.3477* -0.3938* 
0.5425** 0.3483* -0.3147 
0.4910キ* 0.0719 -0.4276* 
0.5517** 0.0855 -0.4150* 

0.4963キ* 0.2925 -0.1840 
0.9408*** 0.5399** -0.7652*** 

*1 : See Table 24. * : ro ・05: 0.3443-0.4427，林 :γ0・ 01: 0.4428-0.5540, ***: rO.001: 0.5541-
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質と形態の相関

and morpholeogical characters 

170 175 176 183 184 195 196 

晩材率 容積密度数 容積密度数 繊維長 繊維長 繊維方向収縮率 繊維方向収縮率

(胸高樹冠材〕 (胸高校下材) (胸高樹冠材) (成熟材) (未成熟材〉 (辺材) (心 材)

0.1821 0.0656 0.1579 0.0357 0.3141 -0.0799 一0.2942
-0.1911 0.3196 -0.3606* 0.2350 0.1549 -0.0570 0.1120 
一0.0711 -0.1806 0.0525 0.3456* 0.0796 -0.0546 一0.2200
一 0.0397 -0.2965 -0.1506 0.0087 -0.0577 -0.0272 0.2087 
0.2113 0.4051* • 0.1948 -0.0288 0.1651 0.0341 0.2751 

0.2374 0.5327** 0.3152 0.0777 -0.2730 -0.3210 0.2151 
-0.3769* 0.6785キ** 0.4834** 0.0987 一0.3683本 0.0545 0.2868 
ー0.4209* 0.2539 一 0.1141 -0.3547* -0.3135 0.1296 0.0078 
0.0984 0.1141 一0.0618 -0.0421 0.1045 -0.2735 -0.0555 
0.0373 0.0023 -0.1071 一0.1608 -0.1168 0.1594 0.0337 

-0.0915 一0.1529 0.0836 0.3674* 0.3329 0.0913 一0.2059
0.1552 0.1722 0.0506 0.0543 0.1651 -0.3898* -0.0236 
0.1354 0.1404 0.0682 0.1311 0.0107 • 0.1223 0.0591 

-0.2006 -0.1590 -0.2047 一0.0691 -0.0132 0.3980* 0.0866 
一0.3930* -0.1728 -0.1778 0.0102 -0.3023 0.1670 0.1373 

-0.0493 0.0956 -0.1315 0.1476 0.1987 -0.2727 -0.1066 
0.1698 0.2790 0.0362 0.0181 0.2884 -0.4071* -0.2570 
0.1467 0.1363 -0.0332 -0.1199 0.0565 0.0292 0.2214 
0.2634 0.0993 0.2028 -0.2850 -0.0602 0.0464 0.0605 
0.29ヲ3 0.2897 0.1435 0.1933 0.1443 一0.1260 0.0306 

-0.2843 -0.3893水 一0.2597 0.1325 0.3055 0.4015* 0.3274 
-0.1756 -0.2127 -0.0884 0.3498キ 0.0314 -0.0274 -0.1169 
-0.2504 0.1804 -0.2942 0.2065 0.0300 0.0541 0.0583 
-0.1831 -0.2657 -0.2771 0.2155 0.2368 0.2553 0.2918 
0.2816 0.3103 0.4012* 0.1266 0.2474 一0.4168* ー0.3052

-0.0226 -0.2931 -0.2687 0.0344 -0.2110 0.6205**キ 0.1712 
-0.3281 0.2653 0.3849* -0.1755 -0.2270 0.2782 0.3096 
0.1183 0.3157 0.1855 一0.0318 0.2384 -0.0068 0.1315 
0.1527 0.4411* 0.1687 0.0636 0.3612* -0.4131 * -0.2927 
0.0892 0.2997 0.1540 0.1518 0.2381 -0.4685料 -0.3708* 

0.2101 0.2812 0.3389 0.1229 0.0685 -0.3481* ー0.1802
0.1056 0.3405 0.3401 0.2316 -0.4717材 0.2844 0.3297 

-0.2677 -0.3250 -0.3579* 0.1705 0.3748水 0.4239キ 0.3219 
-0.2809 -0.3739* -0.4306* 0.0995 -0.4137* 0.3320 0.3791* 
-0.1929 -0.3393 -0.1984 -0.1673 0.5553*キ* 0.2650 0.2436 

0.0016 0.2342 -0.1900 -0.1346 -0.3126 0.3227 0.2600 
-0.0379 -0.2820 -0.2410 -0.3004 一0.3581* 0.3090 0.3095 
-0.1938 0.4094* -0.4344* -0.1368 -0.3736* 0.3427 0.3766* 
-0.2222 -0.2400 一0.1900 0.2440 0.3745* 0.2298 0.1969 
0.2082 -0.2653 -0.0306 一0.0506 0.3499* -0.1401 -0.0436 

0.2789 0.3499* 0.2640 0.2827 0.4332* -0.1303 -0.2857 
一0.3325 -0.5287材 -0.4595特 -0.2145 -0.5417料 0.0772 0.5395** 
0.2086 一0.2986 0.0231 0.0375 -0.3163 0.1826 -0.0676 
0.2185 -0.2206 -0.0562 0.01ヲ2 -0.2043 -0.0351 0.0229 
0.2796 -0.1277 0.0537 0.0877 0.0162 0.0009 0.1013 

-0.0163 -0.1734 -0.0121 0.4213* 0.0413 -0.1056 0.2123 
-0.2570 一0.7562*** -0.4388ホ 0.2349 -0.3613* 0.0070 0.1989 
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負の高い相関を示した。

胸高樹冠材の容積密度数と有意な相関を示す幹および校の形質としては‘幹の細り (D叫/D.B.H.).

枝の太さがあげられ，いずれも負の相関を示したυ 針葉，球果および種子の形質では.気孔数(総平均一

背面)と種子の形状比が負の高い相関を示した。

成熟材部の繊維長と有意な相関を示す幹および校の形質としては，生枝数と枝の平均角度があげられる

が，いずれも負の低い相関を示したにすぎなかった。

未成熟材部の繊維長と有意な相関を示す幹および校の形質としては弓校の平均太さが負の低い相関を示

したのみであった。針葉.球果および種子の形質では，気孔線数(樹冠上部ー背面). 気孔数(樹冠中部

一腹面)，種子の形状比が負の相関を示した。

Table 55. 幹および枝の形質の母樹間変動

Variation b巴tween sample trees in morphological characters 

形 質 母樹数 平均値 標準偏差 変動係数

Character Number 
Av. σ C.V. 

。f trees 
(%) 

幹の細り Stem taperness 
H/D.B.H. 33 0.77 0.1579 20.50 
D6.2/D.B.H. 33 0.82 0.0253 3.10 

生校数 Number of branches I 33 80.8 1
 

4
 

• l
 

q
J
h
 

n
y
 

r
b
 

nu 
q
u
 -

匂Jl
 

枝の長総力平さ Branch lenbgrta h 
枝均 AL avr. z e s t n c h (( mm ]] 33 3.11 31. 77 

33 1.59 19.91 

枝の太力総平さ枝均 Branch diameter 
L叩st bra叫:m 33 4.51 29.97 
Av. (cm 33 2.36 0.4292 18.18 

校の角度 Branch angle 
総平均 Av. ー

ノo
 

f
t‘
、

33 66.85 円
uq

u
 

勺
，s

d
せ4

 
6.69 

Table 56. 幹および枝における形質問相関

Correlation between morphological characters 

% 質 Character X, X2 トXa X. .. YS X6 

X，=幹の細り CH/D.B.H.) I~I * *** *** I *** Stem taperness 

X2=生校数 -0.371~1 。 。 。

Number of living branches 

Xa=力枝の長さ 0.231~1 *** *** Length of the largest branch 

X.=枝の平均長
0.32 0.741~1 *** Average length of branches 

|ー0.69 I 0.30 0.631~1 *キ*

Diameter of the largest branch 

ん=枝の平均太さ I -0.74 I 0.27 0.821~ Average diameter of branches 

o Non significant.キ Significant at 5 % level.材* Significant at 0.1% level. 
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辺材の繊維方向収縮率と有意な相関を示す形質は，幹および枝では認められず，針葉，球果および種子

の形質では，樹脂道出現率 (TII型)が正，気孔線数(樹冠上部一腹面)が負の高い相関を示した。

心材の繊維方向収縮率と有意な相関を示す形質は，幹および枝では認められず，針葉，種子および種子

の形質では，種子の形状比が正の高い相関を示した。

カ枝の太以上の相関において，材質形質と関係の深い幹および枝の形質は，幹の細り (H/D .B.H.) ，

さ，校の平均太さであり，とくに校の太さが多くの材質形質と関係のあることが明らかとなった。

また‘材質形質と高い相関を示す針葉，球果および種子の形質がいくつか認められたが，これらの形質

を材質の推定に用いるためには号なお多くの試料について検討し，その相関関係を確認する必要がある。

したがって，これらの形質については守関西地方の母樹調査結果とあわせて検討することとし，ここでは

単に事例として報告するにとどめた。

ここで取り上げた幹および枝の形質についての母樹間変動を，平均値，標準偏差および変動係数で示す

と， Table 55 のとおりである。

カ枝の長さとカ校の太さの変動係数が大きく，母樹によるちがいが大きいことを示している。一方，

D6.dD.B.H. および校の平均角度の変動係数は，それぞれ 3.10% ， 6.69% と著しく小さく，母樹による

変動がきわめて小さい。その他の形質の変動係数は 20% 前後であった。

カ枝の太さと枝のTable 56 のとおりであり，またヲこれら形質問の相互関係を，相関係数で示すと，

平均太さが多くの形質と高い相関関係をもつことが認められた3

年輪幅と幹および枝の形賓との相関12-1. 

年輪幅と高い相関を示した力枝の太さと校の平均太さについて.それぞれと年輪幅(胸高校下材)との

回帰を求め， Fig. 117, 118 に示した。

これらから明らかなようにう校の細い母樹の年輪幅は小さく，枝の太い母樹はその逆の関係を示してお

。

り.とくに枝の平均太さが年輪幅とより密接な関係、を示している。
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枝の平均太さと年輪幅(胸高校下材)
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Relation between Av. diameter of 
branches and ring breadth. 
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Fig. 118 
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万枚())太芭
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力校の太さと年輪幅(胸高校下材)
との関係

Relation between diameter of the largest 
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Fig. 117 
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Relation between diameter of the largest branch 
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5
 

Fig. 120 Fig. 119 幹の細り (H/D.B.H.) と晩
材率(胸高校下材)との関係
Relation between stem taperness 

and late wood perc!,!ntage. 

したがって，年輪幅の大小について選抜を行

なう場合，枝の平均太さの大小で選抜しても大

きな誤りはない。さらに，測定上からはカ枝の

しかも，力枝の太さ太さがより実用的であり，

と校の平均太さは高い正の相関 (r =0.82) を

示すので，力枝の太さを代用しても.年輪幅の

選抜について十分その効果が期待できるものと

晩材率と幹および被の形質との相関

考える。

12-2. 

(ラ"
30 

自主 ~ 2s 
」コ

材芸
率~ 20 

(v 
に3

( ムー

問&
~市"
4豆 R マ

下主
~% (v 

3 10 

晩材率と高い相関を示した幹の細り (H/D.

カ校の太さおよび枝の平均太さにつB.H.), 

いて，それぞれと晩材率(胸高校下材)との回

帰をもとめると， Fig. 119-121 のとおりであ

:J ::s 3J 

枝の平向太古

Av. diameter of branches 

枝の平均太さと晩材率(胸高校下材)
との関係

Relation between Av. cliameter of branches 
ancl late woocl percentage (S. W. , b.h.). 

IS 510 

Fig. 121 

った。

力校の太さおよび校の平均太さについては， 同じ校の太さについても晩材率にかなりの変動が認めら

れ，平均以下の枝の太さをもっ個体を選抜した場合，その約 1/3 の個体は晩材率が平均以下であり，選抜

すべて幹の細り (H/D.B.H.) は，平均以上の個体を選抜した場合，効果は小さい。これにたいして，

2-3 の個体を除き，平均の選抜個体は平均以上の晩材率を示し，その逆の選抜をした場合についても，

以下の晩材率を示す。

したがって，晩材率についての選抜を幹および枝の形質を対象として行なう場合は.幹の細り (H/D.

B.H.) を対象とするのが最も適当であると考えられる。

容積密度数と幹および枝の形質との相関

容積密度数と高い相関を示したカ枝の太さと枝の平均太さについてヲそれぞれと容積密度数(胸高校下

12-3. 
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123 Fig. 122, 材)との回帰をもとめると，

のとおりである。

この校の両形質を比較すると，枝の平均太

さの方が容積密度数とより密接な関係、を示し

ている。しかし，同じ枝の太さをもっ母樹の

問でも容積密度数にかなりの変動が認められ

この形質を用いて容積密度数についての選抜

50 凶 70

力技の太古

Diameter of 廿18 larsest branch 

カ枝の太さと容積密度数(胸高校下材)
との関係

Relation between diameter of the largest branch 
ancl basic density (S.W. , b.h.). 

320 
を行なった場合は，約 1/3 の個体が目的外の

40 
280~L 

20 
ものとなり，その選抜効果は大きくない。

30 

その他の材質形質と幹および枝の12-4. 

Fig. 122 形質との相関

繊維長および繊維方向収縮率と有意な相関

川てflf 。
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を示す幹および枝の形質は認められず，これ

らの材質形質の選抜を形態形質で行なうこと

480 は困難であると考えられる。

材質と成長型

林木の成長は，母樹べつに解析すると，そ

れぞれ異なった成長をしていることが認めら

13. 

れる。すなわち，母樹により， (1)成長の良

35 (mm) ~J ::s 30 

校の豆肉太古

Av. di'lmeter of br'lnches 

枝の平均太さと容積密度数(胸高校下材)
との関係

Relation between Av. diameter of branches 
and basic density (S. W. 弓 b.h.).

320 

否， (2)成長の均一性(連年成長量の変動)

200 
10 

および(3)成長の早晩性に差異があり，ここ
15 

では，これらの差異を総称して林木の成長型

Fig. 123 と考え.材質と成長型の関係、について検討す

ることとした。ただし，材質と成長の良否の

関係、についてはすでにのペであるので，材質

と成長の均一性および材質と成長の早晩性の関係についてのべることにする。

材質と成長の均一性13-1. 

まず，各母樹の成長の均一性であるが.この研究で、は各母樹の成長調査はラ樹幹解析によって測定した

ものでラ樹齢別の成長は 1 年ごとの逮年成長量ではなく 5 年ごとの定期成長量となっている。このため，

定期平均成長量を連年成長量におきかえて， それの均一性をみることにした。各母樹ごとに胸高直径成

長，樹高成長，胸高断面積成長および材積成長の定期平均成長量の平均値，標準偏差および変動係数をも

とめると， Table 57 のとおりになる。

成長の均一性は各成長によって異なることが認められ，胸高直径成長がもっともTab!e 57 をみると，

均一性が高くヲ樹高成長，胸高断面積成長，材積成長の順に低くなっている。また‘同じ成長でも母樹に

No. 116 の母樹が最も高く

No. 

よる差異が認められる。胸高直径成長における母樹べつの均一性をみると，

(変動係数 13.80~の‘ No. 396 が最も低くなっている(変動係数 78.41%ト樹高成長においては，
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Table 57. 定期平均成長量の個体内変異

Variation of growth within sample trees 

番母 樹号 D胸.B高.H.直(cm径]
樹 高 断 面 積
Height (cm) Basal area (cm') 

Tree 
No. Av. σ σ Av. σ 

3 0.59 0.1655 28.05% 34.5 15.2217 44.12% 15.53 6.0806 39.15% 
22 0.42 0.2733 65.07 28.2 16.0437 56.89 8.67 3.6702 42.33 
24 0.44 0.2981 67.75 30.7 14.6731 47.80 8.53 4.9637 58.19 
28 0.27 0.1805 66.84 29.6 19.3365 65.33 3.25 1.0928 33.63 
35 0.51 0.1648 32.31 29.5 15.9280 53.99 11.33 5.7517 50.76 
39 0.44 0.0801 18.20 30.3 14.1421 46.67 8.31 5.1993 62.57 
55 0.39 0.2650 67.95 32.5 17.4786 53.78 6.63 2.8083 42.36 
94 0.48 0.1257 26.19 32.4 14.1598 43.70 10.01 7.7626 77 .55 
102 0.43 0.1397 32.49 31.3 11.7047 37.40 8.12 5.3866 66.34 
114 0.33 0.1034 31.35 32.7 10.7238 32.79 4.74 2.4873 52.47 
116 0.49 0.0676 13.80 35.5 10.0648 28.35 10.16 6.2667 61.68 

119 0.45 0.1181 26.24 34.5 14.1386 40.98 8.85 4.5174 51.04 
129 0.34 0.1221 35.93 34.5 15.1427 43.89 5.05 2.6768 53.01 
173 0.53 0.1829 34.51 33.4 16.4590 49.28 12.31 5.4597 44.35 
189 0.50 0.2254 45.08 33.2 13.1529 39.62 10.76 4.1977 39.01 
199 0.65 0.2906 44.71 33.8 14.4914 42.87 20.54 7.4219 36.13 
213 0.31 0.0992 32.00 30.6 15.1822 49.62 4.25 2.0105 47.31 
214 0.30 0.1053 35.09 29.3 11.8743 40.53 3.84 1.4180 36.93 I 
215 0.33 0.0722 21.88 32.9 11.0860 33.70 4.58 2.3087 50.41 
224 0.39 0.1537 39.40 33.3 15.7099 47.18 6.44 2.2389 34.77 
256 0.31 0.1625 52.43 31.8 16.8345 52.94 4.22 1.3460 31.90 
269 0.40 0.0877 21.93 30.6 12.0125 39.26 6.94 3.8898 56.05 

273 0.42 0.0832 19.81 32.6 14.1174 43.30 7.65 5.1782 67.69 
276 0.42 0.1560 37.14 30.7 10.9909 35.80 7.56 4.9595 65.60 
277 0.52 0.1410 27.11 31.1 15.2283 48.97 11.75 4.9088 41. 78 
291 0.33 0.1524 46.18 31.4 11.3446 36.13 4.61 3.0503 66.17 
318 0.63 0.1677 26 ,61 37.6 16.2822 43.30 15.49 6.8269 44.07 
359 0.49 0.1235 25.20 34.1 9.0738 26.61 9.49 5.7818 60.92 
384 0.60 0.2167 36.12 35.9 16.3371 45.51 15.67 8.4700 54.05 
390 0.42 0.1195 28.45 31.0 14.8391 47.87 7.55 3.6263 48.03 
396 0.26 0.2039 78.41 27.8 17.4871 62.90 2.95 1.3716 46.49 
398 0.34 0.1449 42.62 31.1 40.94 4.93 2.6554 53.86 
405 0.49 0.1958 39.96 31.0 18.2428 58.85 10.73 3.9567 36.88 

Table 58. 各成長における平均値と標準偏差の相関

Correlation between growth of D.B.H. , height , basal area and volume 

胸高直径成長 樹高成長 胸高断面積成長 材積成長
Growth in D.B.H. Height growth Basal area growth Volume growth 

Av. σ Av. σ Av. σ Av. σ 

胸高直径成長 Av.1 I 
Growth in 

σI 0.2964 1 D.B.H. 

樹高成長 Av.10.5 

Height growth σ1 0.0530 1 0.5∞斗0.1531 1 

胸高断面積成長 Av.lo 鈎0叶 0.3091* 1 0.5382**1 0.1162 1 1 
Basal area 

σ1 0 蹴料1 0 . 1お6 10 四件 0.1265 1 0.8578**1 growth 

材積成長 Av.lo 捌
Volume growth σ1 0 . 95吋 0.2325 1 0.6105ぺ 0.0ω1 0.9518ベ o 叩紳i 0.9452ぺ
料: 1 %水準で有意。*: 5 %水準で有意。
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359 が最も高く(変動係数 26.61%) ， No. 28 が最も低

い(変動係数 65.33 %)。胸高断面積成長においては，

No. 256 が高く(変動係数 31. 905の， No. 94 が低い

(変動係数 77.54 9の。また， 材積成長における均一J性

は， No. 28 が最も高く(変動係数 44.29 %), No. 94 

が最も低く(変動係数 93.26 %)なっている。母樹にお

ける成長の均一性は，以上のように各成長において最高

および最低を示す母樹が異なることが認められるが，

Table 57 をみても， 同一母樹の成長の均_，性が胸高直

径成長，樹高成長，胸高断面積成長および材積成長によ

って異なっている。また，これらの各成長の変動係数を

総括しでも母樹による差異は明らかに認められた。

また，成長の良否と均一性の関係、を検討するため，

Table 57 の各成長量における平均値と標準偏差の相関

係数を計算して， Table 58 に示した。これから，成長

の平均値と標準偏差の相関係数は胸高直径成長と樹高成

長では小さく，胸高断面積成長と材積成長では有意な正

の相関のあることが認められた。また，各成長を通じて平

均値と標準偏差の相関をみると，胸高直径成長の平均値

は胸高断面積成長と材積成長の標準偏差との聞に相関手

高く，樹高成長の平均値も同様に胸高断面積成長と樹高

成長の標準偏差との聞に相関が高くなっている。また，

胸高断面積成長の平均値と材積成長の標準偏差の相関も

高いc 以上の結果から，この調査においては成長の均一性の低い方が成長の良いことが認められた。また，

各成長における平均値聞の相関と標準偏差問の相関とを比べると，前者が後者よりも高くなっている。

また， 材質と成長の均一性の関係を検討するため.前項と同様に， Table 57 にあげた各成長の標準偏

差と 11 の項で決定した材質指標形質との相関を求めた。その結果は， Table 59 に示したとおりであるが，

これによると年輪幅においては校下材が樹冠材よりも相関が高く，胸高校下材では胸高断面積および樹高

成長の標準偏差と高い有意の相関があり，また，胸高樹冠材は胸高直径成長の標準偏差と高い有意の相関

があった。すなわち‘成長の標準偏差の大きい方が年輪幅も大きくなることが認められる。これらの関係

は Fig. 124 -126 に示した。なお，胸高樹冠材では胸高断面積成長および材積成長の標準偏差とも相関

があった。また，晩材率との関係をみると，相関の高い成長の標準偏差は年輪幅と全く同じで，ただ年輪

幅が正の関係、であったのに対し，これは負の関係になっているコすなわち，標準偏差の大きいものが晩材

率の低くなる傾向が認められる。 これらの関係、を Fig. 127 -129 に示した。容積密度数と成長の均一性

との関係は，前2 者と比べて相関がやや少なくなり守胸高部位の枝下材と樹冠材とも相関があるが，高い

有意な相関は，胸高校下材と胸高断面積および材積成長の標準偏差の聞で認められ.負の相関になってい

る。この場合も，標準偏差の大きい，すなわち均一性の低いものが容積密度数の小さくなることが認めら

幹 材 手責
Total of Stem volume Ccm3) 

Av. σ 
C.V. 

22171.5 13830.4403 62.38% 173.305ι w 

10803.3 6190.8188 57.30 221.59 
10374.5 7768.7396 74.88 248.62 
4228.2 1872.7225 44.29 210.09 
13375.0 8892.8123 66.49 203.55 
10257.5 8564.6314 83.50 210.94 
8762.7 5067.3719 57.83 221.92 
12984.0 12108.3991 93.26 240.70 
9451.5 7705.4146 81.53 217.76 
6144.3 4654.4993 75.75 192.36 
13061.8 11058.4253 84.66 188.49 

11231. 7 7731.6687 68.84 187.10 
6686.1 4783.8530 71.55 204.38 
16320.0 10338.7037 63.35 191.49 
15601.5 10472.1267 67.12 190.83 
29188.6 16353.8335 56.03 179.74 
5398.2 3809.6426 70.57 199.50 
4958.5 3125.0815 63.02 175.57 
6128.8 4491.8924 73.29 179.28 
8976.3 4747.4364 52.89 174.24 
5394.3 3049.3421 56.53 193.80 
9052.5 7013.3606 77 .47 194.71 

9120.6 7298.7341 80.02 210.82 
9185.7 7450.9385 81. 11 219.65 
14470.2 9193.3478 63.53 181. 39 
5856.6 5287.1659 90.28 238.76 
19967.9 13015.4907 65.18 179.16 
11804.9 9529.3047 80.72 193.45 
21537.6 15901.5027 73.83 209.51 
9527.9 6603.0761 69.30 193.65 
3342.4 2103.7855 62.94 250.74 
6262.7 4783.5975 76.38 213.80 
13794.3 7634.8405 55.35 191.04 
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Table 59. 材質と成長の標準偏差

Relation between wood quality and age of maximum growth and 
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成 長

Growth 

成長の安定性

Stability of 
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成長の早晩性
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樹 高 成 長
Height growth 
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brReiandg th brReiandg th Late wood 
(S.W..b.h.) (S.羽T. ， b.h.) (C.W. , b.h.) 

うも

0.1155 0.8081*** -0.0950 

0.0487 0.3224 0.1102 

0.8818*** 0.3885キ -0.7473*** 

0.9230*キ* 0.4651** -0.7469*** 

0.2808 0.0832 0.3711* 

0.4454** -0.1503 -0.3674* 
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Fig. 124 年輪幅(胸高校下材)と胸高断面積
成長の標準偏差との関係

Fig. 125 年輸相(胸高校下材)と材積成長の
標準偏差との関係

Relation between standard deviation of 
basal area growth at breast height 
and ring breadth (C.W. , b.h.) 

Relation between ring breaclth (S.W. 守
b.h.) and stanclarcl deviation of volume 
growth. 

れた。胸高校下材と胸高断面積成長および材積成長との関係を Fig. 130‘ 131 に示した。 つぎに， 繊維

長および繊維方向収縮率と成長の均一性の関係であるが，これは Table 59 に示されるように‘相関係数

はきわめて小さく，有意のものがなかった。すなわち，これらの聞には関係がないものと思われる 3

13-2. 材質と成長の早晩性

一般に早晩性は，イネなどのように生殖器官が収穫の対象物である場合.苗の植付から収穫するまでの

期間の長短をさしていうことが多いが崎馬鈴薯や甘藷のように栄養器官が収穫物である場合にも早娩性と

いっている。林木では収穫の対象が幹である木材で.しかも馬鈴薯と異なって.収穫までの期聞が長年月

を要するが，成長の早い遅いを早晩性とよぶこととした。成長の早い遅いは成長の速度ではなく，成長最

大の時期に到達するまでの樹齢の大いさを意味する。



η
J
 

A
U
 

第 1 報(材質育種研究班)

および成長最大樹齢の相関

stanc1arc1 c1eviations of growth (D.B.H. , height basal area and volume) 

材質育種に関する研究

晩材率 容積密度数 容積密度数 繊維長 繊維長 繊収(辺維縮方材率向) 繊収(心維縮方材率向) 
(胸高樹冠材) (胸高校下材) (胸高樹冠材) (成熟材〕 (未成熟材)

Late wooc1 Basic densit.y ] Basic .d,ebn.shit.y ) Fiber leng) th Fiber leng] th Axial Axial 

(C.羽7?.ら,b.h.) くS.W. ， b.h (C.W (A.W. (J .W. shrpinwkoaogde ) shrinkage 
(Sa (Heartwood) 

-0.5914*** -0.4920** -0.4972林 0.2806 0.2650 0.1614 0.0759 

0.2879 0.1785 -0.3048 0.1914 -0.2327 0.0684 0.1153 

0.1052 -0.5855ホ** -0.2128 0.0890 -0.2933 0.2618 0.1464 

-0.2071 -0.6640*** -0.3244 0.1567 -0.3292 0.1429 0.1652 

-0.1991 -0.3024 一0.2635 -0.1965 -0.1875 0.1175 0.3216 

0.1087 -0.2279 0.0801 -0.1043 0.2517 -0.3533* 0.2099 
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Fig. 127 晩材率(胸高校下材)と胸高断面積
成長の標準偏差との関係
Relation between stanc1arc1 c1eviation of 
basal area growth at breast height and 
latewood percent (S. 羽人， b.h.). 
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Fig. 126 年輪幅(胸高樹冠材)と胸高直径成長
の標準偏差との関係
Relation between ring breac1th (C. W.. 

b. h.) anc1 stanc1arc1 c1eviation of c1iameter 
growth at breast height. 
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Fig. 128 晩材率(胸高校下材)と材積成長の
標準偏差の関係
Relation between standarc1 deviation of 
volume growth and late wooc1 percent 
(S.W. , b.h.). Aα氾
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Fig. 130 容積密度数と胸高断面積成長の標準
偏差との関係

Relation between basic density and standard 
deviation of basal area growth at breast 
height. 

8.0 2.0 叩
山

006 008 0.10 QI2 QI<! OJ6 Q旧 020 但2 0.21 026 Q2B 0)0 0)2 

胸高直径成長の機導i扇差

st.ndard deviation of diamel:er growth at br胃st he国批

Fig. 129 晩材率(胸高樹冠材)と胸高直径
成長の標準偏差との関係
Relation between standard deviation of 
diameter growth at breast height and 
late wood percentage (C.W. , b.h.). 
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林木における成長は，その良否がもっとも重

要と思われるが，成長の早晩性も短伐期林業，

長伐期林業の観点から，将来の林業経営を考え

るときわめて重要になってくる。

成長の早晩性を判定する方法には種々のもの

が考えられ，目的によっても異なってくるが，

ここでは総平均成長曲線と定期平均成長曲線の

�' 
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両曲線の関係から，成長の最大となる樹齢をも

とめ，その樹齢の多少によって早晩性を判定し

た。なお，判定は胸高直径成長，樹高成長，胸

高断面積成長および材積成長の各成長ごとに行

なった。その結果は Table 60 に示したとおり

6∞口証JOO 1∞∞ 120∞ 

材積成長の標準備差

standelrd deviation of volume growth 

Fig. 131 容積密度数(胸高校下材)と材積成長の

標準偏差との関係

Relation between standard cleviation 
of volume growth ancl basic clensity. 

IbOOC 凶日JO4加。
田o

2000 

である。この方法によると，胸高直径成長およ

び樹高成長においては，比較的早く成長最大の樹齢に到達するが，胸高断面積成長と材積成長は成長最大

になる時期は非常に遅くなることが認められる。また， Table 60 から各母樹ごとの成長の早晩性を判定す

No. 291 の母樹がもっとも晩生型になっている。全体としNo. 213 の母樹がもっとも早生型で，ると，

No. No. 214, No. 213, No. 129, No. 114, No. 94, No. 55, No. 28, No. 24, ては No. 22ヲ

No. No. 116. No. 39, No. 35, No. 384 および No. 405 の 12 母樹が早生型に属し， No. 3, 256, 

No. 318 および No. 390 の 10 母樹が晩生型に属している。残りNo. 273, No. 215, 

の 11 母樹が中間型になる。

No. 199, 173, 

つぎ、に，材質と成長の早晩性の関係を検討するため，材質と成長の均一性の場合と同じように，材質の

重要形質と胸高直径成長の最大になる樹齢および樹高成長の最大になる樹齢の相関係数を計算した。計算

結果は， Table 59 のとおりである。相関係数はがいして小さく，高い相関は認められなかった。
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14. 用途べつ形質の評価とその選抜
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Table 60. 成長が最大になる樹齢

Age of maximum growth 

母樹番号 直径成長 樹高成長 断面積成長材積成長

Tree Diameter Height Basal area Volume 
No. growth growth growth growth 

(年) (年) (年) (年)

3 15 20 
22 10 15 15 
24 15 15 15 
28 10 15 15 
35 15 23 
39. 10 20 
55 10 15 15 
94 10 15 
102 15 18 
114 10 18 
116 10 23 

119 15 18 
129 10 15 
173 15 20 
189 15 15 
199 15 23 
213 10 10 
214 10 18 
215 10 20 
224 15 15 
256 10 15 15 
269 15 18 

273 15 20 
276 15 20 15 
277 15 18 
291 15 25 15 
318 10 20 
359 15 15 
384 10 15 
390 15 20 
396 15 15 15 
398 15 20 15 
405 10 18 

アカマツ材の材質の三訓匝のうち‘構造用材とし

ての用途にたいしては，校下が長く，幹が完満，

通直で，自然落校による枝の枯れ上がりが早く，

一定寸法の用材の採材にたいして，丸身， 目切

れラ節などの欠点が小さく，また，年輪幅，挽材

率，容積密度数，繊維方向収縮率などがその品質

に影響する重要な指標と考えられる。これにたい

して，パルフ。用材としての用途にたいしては，幹

のかたちは無関係で年輪幅，晩材率，容積密度

数，繊維長などを指標としてその収率や品質を評

価することが適当であろうと考えた。

また，これらの材質指標のおおくは，できるだ

け成熟材としての特性を示すものがのぞましいの

で，林木の成熟樹齢も材質評価の重要な因子と考

えなければならない。

これらの形質指標の限界値は，それぞれの用途

にたいするアカマツ材の性能の商から規制しうる

ものであり，たとえば，構造用材としての性能か

らへ年輪幅6mm 以下，容積密度数を 400kg/

m3 以上(樹脂含有量約 10%，含水率 15% とし

て換算すれば気乾比重は約 0.5 になる〉のものを

良材の限界とすれば，年輪幅については，調査した 33 本の母樹のすべてがこの制限以内のものであり，

容積密度数については，この限界をこえるものはわずか 4 個体に過ぎない。したがって，この程度の品質

制限では適当な材質の選抜をおこなうことは困難であった。

各母樹について，枝下高，完満度，幹の通直性，枝痕の状態，成熟樹齢，成熟材の繊維長，年輪幅，晩

材率守容積密度数，繊維方向収縮率の値を Table 61 に示したが，これから幹の通直なものと素材品等を

低下させるような曲がりのあらわれているものに区分し，自然落校の状態については枝下部位で、枝が完全

に枯れ落ち，その枝痕が幹に平滑に巻き込まれて，外観上は枝痕が消失しているものと校下部の自然落校

が悪し短い釘校を残したり，枝痕による幹の凹凸が著しいものなどに区分した。その他の形質について

は，各母樹の代表値の算術平均 (1\11) と標準偏差 (σ) をもとめヲそれぞれの形質の値が (jVI::!: σ) の範

囲にあるものを B クラス ， M::!: (σ-2σ) の範囲にあるものをその用途に好ましい場合Aクラス，好ま

しくない場合C クラス ， i¥lJ::!: (2σ<) のものを同様に③またはDクラスとして示し，これを用途ペつ形

質指標について総括した。

*1 日本建築学会木構造建築基準 (1961) によれば，アカマツ上級構造材として，平均年輪幅最大値

6mm. 気乾比重 0.5 と規定している。
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Table 61. 幹の形態と

Quality of boles and adult 
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成熟材の繊維長

Fiber length 
(A.W.) 

(1-') 

3217 
3572 
3695 
3682 
4144 
3480 
3768 
3665 
3318 
3838 
3171 

3622 
3983 
3718 
4069 
3135 
3861 
3584 
3682 
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3946 
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3386 
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3707 
273.2 

7. 。

注) * 各性質の級(平均値からのへだたりで示した) Class 

③ >M:t 2 σ 非常に好ましい 1 st , A M土σ~M:t 2 σ 好ましい 2nd , B M土σ
材 S: 通直 Straight B :曲幹 With bend. 

キ** a: 校痕は完全に消失 Without knots. b: 枝痕の凹凸が著しい ¥Vith concave or 

材料ム:幹形，校節性で構造用材に不適 Unsuitable ， because of bent. 

この用途べつの形質の評価において， どの指標についても C ， D クラスのものが含まれているもの

は，その用途に不適当であるとし，また可用途べつの形質指標がすべてB クラスのーものも.この用途にた

いして特に好ましいものではないと考えた。

構造用材としての形質のうち，幹の通直性については.通産のもののみ， また，枝痕の状態について

は.校痕が完全に消失しているもののみをこの用途に適当なものとして取りあつかった。これらの形質指

標を総括すれば，構造用材にたいして好ましい母樹としては， No. 398 , 129 , 189, 291 弓 214 ， 215 , 116 

の 7 個体，パルプ用材にたいして好ましい母樹は No. 273 守 384 ， 55, 129, 22 , 291 , 24. 215 , 224 の 9
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成熟材の年輪幅
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平均的なもの 3 rd. C lI1士σ-M:t 2 σ 好ましくない 4 th. D >.11:t 2σ 非常に好ましくない 5 th. 

convex knot. c: 落枝性不良 With dead branches. 

個体が選ばれ，このうち. No. 129伺 29 1， 215 の 3 本の母樹は.このいずれの用途にたいしても好ましい

材質をもつものとして選抜されることになる。

成熟材の材質指標が未成熟材の材質指標と有意な相関があるので，未成熟材の材質を調査して，その個

体の成熟材の材質をある程度まで推定しうることはすでに述べたが，ここでは.構造用材とパルフ。用材の

用途にたいして好ましいものとして選抜した母樹群 (Table 61 参照)が.それらの母樹の幼齢時における

材質から選抜するための具体的な方法について検討した3

まず， 33本の母樹について， その未成熟材部の年輪幅，晩材率.容積密度数.繊維方向収縮率，繊維
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長の測定値を Table 62 にしめし，それぞれの値をその母樹群の各材質指標の算術平均値からの偏りによ

って，成熟材の材質指標について行なった方法と同様に，③， A , B , C , D クラスの品質に区分した。

この各材質指標の代表値が母樹群の平均値より大きい(繊維方向収縮率では小さい)ものを，それぞれ

の用途に適当な材質とみなして選らばれる個体のうち，成熟材の材質指標を総括した用途べつに選抜され

た個体の割合は， Table 63 に示すとおり，構造用材については，年輪帽の指標で 2/12 (未成熟材におけ

る年輪幅の指標が母樹群の平均値以上の 12 個体のうち， その個体の成熟材部が構造用材に好ましい材質

として選抜されたものは 2 個体であることを示す)，晩材率で 7/21，容積密度数で 6/17，繊維方向収縮率

8/21で，その該当率はいずれの指標についてもあまり大きくないが，この用途ぺつ材質指標のうち，その

母番 樹号
織 忠世 長

Tree 
Fiber length No. 

μ 

398 1625 B 
102 2026 A 
273 1689 B 
276 2006 +B  
384 1835 +B  
390 1755 B 
55 1874 + B  
129 2046 A 
269 1821 +B  
213 2176 A 
28 1539 C 

189 1881 +B  
22 1629 B 

291 1813 B 
24 1877 +B  

359 1531 C 
405 2013 +B  
39 1802 B 
114 1954 +B  
119 1846 + B  
214 1936 十 B
215 2000 +B  

256 1783 B 
396 1926 +B  
116 2090 A 
224 2047 A 
318 1359 D 
199 1624 B 

94 I 1843 I +B  
35 I 1734 I B 
173 I 1281 I D 
277 I 1971 I + B 

Av. 
σ 207. 

C.V. 11. 

Table 62. 未成熟材の材質指標*

Quality of juvenile wood 

未 成 熟 材 部
Juvenile wood 

年 輪 幅 晩 材 率 容積密度数

Ring breadth 
Late wood Basic density 
percentage 

mm  I Cl臨 % kg/msl Class 

3.43 B 6 C 382 +B  
3.32 B 11 A 399 A 
2.72 B 8 +B  345 B 
4.00 +B  8 +B  373 +B  
5.75 ③ 7 B 363 B 
3.60 B 9 +B  372 +B  
5.27 A 7 B 346 B 
3.14 B 8 +B  396 +B  
2.95 B 8 +B  361 B 
2.93 B 8 +B  362 B 
2.97 B 7 B 386 +B  

4.95 A 6 C 339 C 
4.80 A 5 C 341 B 
3.24 B 8 +B  418 A 
5.38 A 6 C 355 B 
3.68 +B  8 +B  352 B 
4.00 +B  8 +B  353 B 
2.64 C 7 B 349 B 
2.60 C 8 十 B 384 +B  
3.37 B 10 A 406 A 
2.57 C 11 A 391 +B  
2.12 C 12 ③ 401 A 

3.29 B B +B  380 +B  
3.47 B B +B  371 十 B
3.42 B 8 +B  401 A 
3.06 B 7 B 324 C 
4.79 A 11 A 391 +B  
4.44 +B  5 C 302 D 
3.63 +B  6 C 332 C 
2.60 C 9 +B  398 A 

B +B  343 B 
4.51 I +B  7 B 331 C 
3.40 I B 8 +B  402 A 

3.61 8 368 
0.91 1.7 28.1 

25.3 21.1 7.6 

繊維方向収縮率

Axial shrinkage 

うも

0.200 +B  
0.210 +B  
0.308 B 
0.348 B 
0.210 +B  
0.390 C 
0.190 +B  
0.160 +B  
0.170 +B  
0.234 +B  
0.281 B 

0.339 B 
0.329 B 
0.217 +B  
0.199 十 B
0.415 C 
0.158 +B  
0.466 C 
0.120 A 
0.165 +B  
0.247 +B  
0.133 A 

0.184 +B  
0.215 +B  
0.100 A 
0.493 D 
0.274 B 
0.257 十 B
0.331 B 
0.249 +B  
0.216 +B  
0.552 D 
0.224 十 B

0.26 
0.109 

41.9 

* A , B , C , D: Table 61 の注参照のこと c A , B , C and D : See footnote of Table 61 • 
+B:Bのうちで，用途を考えた場合に，好ましいとされるもの。

: Of B , + B means suitability for the use. 



母番樹号
Tree 
No. 

398 
102 
273 
276 
384 
390 
55 
129 
269 
213 
28 

189 
22 

291 
24 
359 
405 
39 
114 
119 
214 
215 

256 
396 
116 
224 
318 
199 
3 

94 
35 
173 
277 

本*

*キキ
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Table 63. 未成熟時における材質的な優良木と成熟時における優良木との関連*

Relation between juvenile and adult wood with good quality 

年輪幅 晩材率 容積密度数 繊維方向収縮率 繊維長 構造用材・パ

Late wood Axial ルプへの適性
Ring breadth percentage Basic density shrinkage Fiber length Suitability 

for 

成熟材未成熟材成熟材未成熟材成熟材未成熟材成熟材未成熟材成熟材未成熟材 Stru-
Adult Juvenile Adult Juvenile Adult Juvenile Adult Juvenile Adult Juvenile ctual Puolp d 
wood wood wood wood wood wood wood wood wood wood timber wo 

B B +B C +B +B B +B C B 
+B B B A +B A +B +B B A 。 。
+B B B +B B B B B B B 
+B +B B +B B +B +B B B 十 B
A ③ B B B B C +B A 十 B 。 。

十 B B B +B +B +B B C B B 
B A A B +B B B +B +B 十 B 。 。。B B A +B A +B A 十 B B A 

+B B B +B +B B B +B C +B 
C B +B 十 B 十 B B B +B 十 B A 。
C B ③ B A +B +B B C C 

十 B A B C B C A B B +B 。。 。
+B A B C B B C B A B 

8 0 B B A +B A A B +B +B B 8 B A B C B B +B +B A +B 
+B 十 B B +B B B D C D C 
+B +B B +B B B B +B 十 B +B 
+B C B B B B B C B B 
B C +B +B +B +B B A B +B 

+B B +B A +B A B +B +B +B 。
B C +B A A +B B +B +B +B 。。B C ③ ③ A A A A +B +B 

C B B +B A +B +B +B A B 
C B A +B +B +B B +B C 十 B

+B B +B +B +B A A A B A 。 。
B B A B B C C D A A 。
B A B A B +B B B B D 。
③ +B D C D D B +B +B B 
A +B C C C C B B +B B 

+B C +B +B +B A D +B +B +B 。 。
A B C +B C B B +B +B B 
A +B C B C C C D B D 
A B +B +B B A B +B +B 十 B 。 。

2/12 7/21 6/17 8/21 

4/12 4/21 3/17 6/19 

注) * A , B, C , D の記号については Table 61 と 62 注を参照のこと。

A , B, C and D : See footnote of Tables 61 and 62. 

各材質指標についてはB クラス以上の品質のものを選択し守構造用材とパルプ。材の用途べつ指標

の総合では，それぞれ 4 つの指標のうち，その品質クラスがAクラスのものが 1 以上(ただし， D

クラスのもの O として選択する〕。

0印は未成熟材の指標で選択したもの。

。印は成熟材の優良木と一致したもの。

0: Determined by juvenile wood. 
。: Determined by juvenile and adult wood. 

料構造用材としてすぐれた未成熟材をもっ母樹の中で，成熟材についても同じことのいえるものの

割合。
Raito of mother trees with plus adult wood to those with plus juvenile wood (for 

structual use). 

*料パノレフ。用材として林と同様の割合。 グ グ (for pulp wood). 
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材質指標にD クラスのものがなく，最低 1 つの材質指標がAクラス以上のものであることと，この用途に

適当な材質とみなすと，その該当率は構造用材で 7/15 (未成熟材の材質から構造用材に適当なものとして

選ばれる 15 個体のうち，その個体の成熟材部が同様に構造用材に好ましい材質として選抜されるものは，

幹形や枝節性などによる選抜を行なわない場合， 7 個体であることを示す)になり，それぞれ単独な材質

指標の該当率よりもかなり大きくなる。

また，パノレフ.材としての材質指標については，年輪幅で 4/12，晩材率 4/21，容積密度数 3/17，繊維長

6/19 で，これら単独の材質指標の該当率は同様にあまり大きくないが，これをパノレフ。材の用途に総括した

場合には，その該当率は 8/16 で，単独の材質指標にくらべてかなり大きくなっているつ

このようにラ林木の幼齢時において，その生産材を構造用材やパノレフ。用材にたいして好ましいものとし

て選抜される個体が，その成熟時においてもこれらの用途にたいして好ましいものとみなされるものの比

率は， いずれの用途にたいしても幼齢時に選抜された個体の約 50% 程度にあたるが，成熟材で選抜され

た母樹は構造用材 10 個体(幹のかたち，枝節などによる選抜を行なわない場合トバルフ。用材 9 個体のう

ち，構造用材にたいしては 7 個体，バルフ。用材にたいしては 8 個体が選ばれており，これは構造用材の母

樹では 700/0 ， パルフ。用材の母樹では 89% にあたっている。

したがって，未成熟材の材質指標をこの規準で選抜することは今当初なお，不適当な個体がかなり選ば

れる傾向はあるが今好ましい材質をもつものが母樹として選抜されない危険はむしろかなり少ないので，

この選抜を世代をかさねて繰り返すことで，逐次その効果を期待できるものと考える。

摘要

この研究では，アカマツについて建築用材や紙・バルフ。用材として必要な 96 の材質形質を検討した結

果，そのおおくは繊維長，年輪幅，晩材率.容積密度数，繊維方向収縮率の 5 形質と相関することを確か

めた。したがって，これらの用途にfこいするアカマツの品質は，この 5 形質によってある程度まで評価で

きるものと考えた。

これらの形質については.林木の胸高部位から小試片を採取し，これについて得られる測定値が，幹の

代表値となりうるかどうかを明らかにし司さらにその早期検定の可能性を検討するため.樹幹全体の平均

値と胸高部位の樹冠材や枝下材との相関，形質の樹齢的な変動などを求めた。

これらの結果は，繊維長については Fig. 7-21，年輪幅については Fig. 22-29，晩材率については

Fig. 30-34, 39司容積密度数については Fig. 45-55笥 59 ， 60 , 72，繊維方向収縮率については Fig. 78 

に示したれ

この結果，胸高部位の枝下材または成熟材における測定値が，樹幹全体の平均値にたいする指標として

は最も適当であり，また，との値は胸高部位の樹冠材の測定値とも相関する場合がおおいので，林木の幼

齢特にその胸高部位のサンプルから‘その林木の成熟時における材質をある程度まで推定しうることを明

らかにした。これにもとづき，母樹の未成熟材について得られた材質形質について，これを構造用材やパ

ルプ。用材の用途にたいして，好ましいものとして選抜するための規準を検討し，材質育種の立場から精英

樹の選抜法にたいする指針をえた。

つぎに，これらの材質指標と幹・校・針葉・種子などの形態形質との相関を検討し，年輪幅はカ校の太

さラ校の平均太さ (Fig. 116, 117) と，晩材率は幹の細り (Fig. 118)，力校の太さ，枝の平均太さ (Fig.
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119今 120) と，容積密度数は力枝の太さ，枝の平均太さ (Fig. 121 ‘ 122) とそれぞれ相関し， これらの

材質形質を幹や校の形態形質によってある程度まで推定しうることを認めたが，繊維長や繊維方向収縮率

については形態形質との聞に有意な相関は認められなかった。

また，針葉や種子の形態は.これを材質指標のーっとして取り上げられるかどうかについて，この研究

から結論をうることはできな治、った。

この研究の結果から『材質育種をすすめるにあたっては，成長や幹・枝の形態などによって選らばれて

いる精英樹について，立木からノl、試片を採取して材質を調査し守用途にたいして好ましい材質をもつもの

を選抜し，これを増殖することが必要であると考えられる。
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8tudies un Breeding for Wood Properties in 

Akamatsu (Pinu8 densiflora 8IEB ・ et Zucc.) 

1. Assessment of wood properties of Akamatsu 

from T �oku district 

Working Group on Breeding 

for Wood Properties<ρ 

(R駸um�) 

It is expected that useful data for wood quality improvement of Akamatsu (Piηus densiflora 

SIEB. et ZUCC.) which is one of the most important commercial species in this country will be 

provided by this observation. 

Variation between and within mother trees in 96 wood quality , 157 morphological and 2 

growth characters was observed , and correlation between these characters was discussed. These 

characters were shown in Table 24. 

Fiber length , ring breadth , late wood percentage , basic density and axial shrinkage which 

were selected as the important wood quality indicators for structual uses and pulp wood were 

correlated with the majority of the wood quality characters. 

Therefore , it is reasonable to estimate the quality of trees for these uses by these five 

characters mentioned above. The possibility of estimating wood quality of the sample trees by 

small samples extracted at breast height was discussed on the basis of the observation results 

on the correlation between whole tree average and the average for stem-formed and crownｭ

formed wood at breast height and variation with ring number from pith on the important wood 

characters. These results were shown in Figs. 7-12 (fiber length) , Figs. 22-29 (ring breadth) , 
Figs. 30-34 and 39 (late wood percentage) , Figs. 45-55 , 59, 60 and 72 (basic density) , and 

Fig. 78 (axial shrinkage). 

The result was that stem-formed or adult wood at breast height correlates with whole trunk 

in these wood quality characters. Moreover , the former correlates with juvenile wood in the 

majority of these characters. Therefore , it is highly possible to estimate the quality of adult 

wood from that of juvenile wood. On the basis of the result , specification to select the plus 

trees for structural us白 or pulp wood from the wood quality of juvenile portion was discussed 

叩d a procedure for selecting elite tree was proposed from a standpoint of wood quality. 

Correlation of these wood quality characters with the morphological characters such as stem 

form , branch , needles and seeds was examined and the results were shown in Figs. 116 and 117 
(between ring breadth and diameter of the largest branch , and average diameter of branch). 

Received January 10, 1969. 

(1) Silviculture Division , Wood Technology Division and Forest Products Chemistry Division. 
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Fig. 118 (belween late wood percentage and taper of the stem) , Figs. 11!J ancl 120 (hetween lale 

wood percentage and diameter of the largest branch and average diameter of hranches) , ancl 

Figs. 121 and 122 (between basic density and diameter of the largest branch and average 

tliameter of branches). From these morphological characters , wood quality of the sample trees 
W出 extensively estimated except fiber length and axial shrinkage. 

The possibility of application of morphological characters such as needles and seeds for 

estimating wood quality was not proved in this work. 

As the result of this investigation the authors wish to stre出 the necessity of selection 01 

elite trees with the better wood quality for the stipulated uses together with the better growth 

and morphological characters on the basis of the result obtained from the small sample taken 

from sample trees. 
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本表は林業試験場研究報告 No. 222 の「材質育種に関する研究第 1 報

東北地方アカマツ」において取り扱った形質問の単相関一覧表であり，本文

Table 24 に示した 255 の形質について総あたりの相関係数を計算し，各形質ご

とに正の相関と負の相関を区別し， それぞれ 10 %, 5 %および 1% 水準で有

意性の認められる形質を選びだしてまとめたものである。

本文においては，これらの形質問相関のうちで高い相関関係を示すもののみ

を取り上げるにとどめたが，この研究の性格から，のこりの形質問相関につい

ても，将来他の林分でえられる同種の調査結果や本研究の植栽試験地からえら

れる結果などと照合することが必要であり，その時期まで資料の散いつを防ぐ

意味で印刷，保存することにした。



材質育種形質問相関(東北地方)
個体数 33本 形質数=255 、。

正 (+) 負 (ー)
形 質

r 0.10 rO.05 r 0.01 r 0.10 r 0.05 r 0.01 

樹 高 4 校下最下枯校高 14 生校数(計) 2 胸高直径 36 針葉の長さ(クロー 7 幹の締H/り 135 針葉の長さ(クロー
3 力校直上直径 ネ，上， S) (H/D.B.H) ネ.上， N) 

5 枝下最下生校高 141 球果数
18 カ枝の太さ 70 針葉の幅(総平均) 8 幹の細/り2/(I3D.(H 

B.H/2/D.B.H) 37 針葉の長さ(クロー
6 校下力校高 154 全種子重 19 枝の太さ(総平均) 92 平均樹脂道数 44 針葉の長さ (N) ネ，上，平均)

86 中心(タ柱テの/形ヨ状〉比( 183 成熟材繊(維25長年
159 1 球果当り充実種五 193 全収縮率(辺材方接向線) 49 針案の厚，上さ(クロー

コ中) 以上) 1曲年輪幅幅〈(金全木木枝樹下冠
ネ J 平均)

材) 244 パルプの収率(粕%) 54 針葉の厚ネさ(クロー
158 種子重/球果数 209 収縮異方(度辺 161 年輪 ，下， S) 

164 年輪幅
材気乾) 材) 57 針葉の厚さ (S)

162 年輪幅(全木全体) 91 樹F道
.2m樹冠材) 211 収縮呉方(度辺 163 年輪(幅l 

日 出現率直型)
材全乾) .2m校下材)

199 平均(辺収縮材率半
230 松脂C採皿取当量り浸(斜出溝量)l 

165 年輪l隠(1. 2m全体) 径方向)

229 松脂採(平取量均浸
出量)

2 胸高直径21 枝の角度(総平均) 119 気上孔数， (クローネ， l 樹高 36 針葉の長さ(クロー 37 針葉の長さ(クロー 7 幹の細り

76 針(厚葉さ断/面幅)の(形総状平均比) 

S ，オモテ)
3 力枝直上直径

ネ，上， S) ネラ上，平均) (H/D.B.H) 

121 気上孔数，平均(ク， ローネ， 10 生枝数 (E)
44 針葉の長さ (N) 47 針葉の厚ネさ上(クロー 35 針葉の長ネさ(クロー

, N) ，上， N) 

135 気孔数(N ，オモテ)
オモテ) 11 生枚数 (W) 49 針葉の厚，上さ(クロー 56 針葉の厚さ (N) 93 気孔線数(クローネ，

ネ ，平均) 上、 N，オモテ)
125 気孔中数(クローネ， 14 生校数(計) 112 気孔線数 61 針葉の幅〔クローネ，

97 気孔1:，線5fI数a均(クローネヲ139 気孔数(総平均，オモ , S ，オモテ)
16 力校の長さ N司オモテ)

上，平均)
テ) 63 童|葉の幅(クローネ‘

，オモテ)

153 種子の形状(踊比/ 17 校の長さ(総平均) 191 全収納ネ材桜 i ドー S) 166 11免材・率(全木枝下材〕
185 成熟材(繊維11而) ( 長さ)

18 ブJ校の太さ
(辺 線方 I{IJ)

70 針葉の師(総平均) 167 lI$é材率(全木樹冠材)

212 収縮異方度 19 枚の太さ(総平均) 198 平均収納材抜ネ 77 中心柱(クローネ， 168 lI$é材率(全木全体)

心材全乾)
(心線方I{IJ) 上.タテ) 169 Iぬ材率

141 球果数 222 せん断(辺材強さ) 81 中心柱(クローネ， .2m枝下材)

154 全種子重 上，ヨコ) 171 11免材率(1. 2m全体)

157 1000粒当りの充実子種率 84 中心柱(総平均，ヨ 174 容積密度(数全
コ) 木全体)

... -... .. ._-. 
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159 1 球果当り充実種子l
数

160 年輪11届〈全木枝下材〉

161 年輪幅(全木樹冠材)

162 年輪幅(全木全体)

163 年輪1福
(1. 2m枝下材〕

164 年輪幅
(1. 2m樹冠材)

165 年輪幅(1. 2m全体〕

209 収縮異方度
(辺材気乾)

211 収縮異方度
(辺材全乾)

229 松脂採取量
(平均浸出量)

230 松脂採取量(斜溝 l
c皿当り浸出量)

235 抽出成分(辺材アセ
トン抽出物)
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正 (+) 負 (ー)
形 質

r 0.10 r 0.05 r 0.01 r 0.10 rO.05 r 0.01 
"'" 

2 胸高直径 225 接線方向部分例圧限縮度
(辺材比例限 ) 

226 接(線辺方材向5 部%分部圧強分縮圧さ縮) 

242 木材成分
(ペントサン)

3 カ枝直上直86 中心(タ柱テの/形状〉比( 141 球果数 l 樹 I局 47 針葉の厚さ(クロー 6 枝下力校高 7 幹の細り

径
ヨコ中) 2 胸高直径

ネ，上， N) 
35 針葉の長さ上(クロー

(H/D.B.H) 
154 全種子重

49 針葉の厚，上さ(クロー ネ， J:., N) 93 気孔線数(クローネ，
119 気上孔数， (クローネ， 10 生校数 (E) ネ ，平均) 37 針葉の長さ(クロー 上， N，オモテ)

S ，オモテ) 157 1000粒当りの充実種
子数

11 生校数 (W)
61 針葉の幅立ローネ， ネ，上，平均) 166 晩材率(全木枝下材)

153 穏子の形状(幅比/ 14 生校数(計) 平均) 65 針葉の幅(クローネ， 168 晩材率(全木全体)
長さ) 159 I 球果当り充実種子 15 枯枝高 70 中心柱(クローネ， 中， S) 169 晩材率

183 成熟材繊(2維5年長 235 抽出(辺成材分 16 力校の長さ
下，タテ) 77 中心柱(クローネ， (1.2m枝下材)

上，タテ)
以上) アセトン) 17 校の長さ(総平均)

78 中心柱(クローネ，
82 中心柱(クローネ，

171 晩材率(1.2m全体)
中，タテ) 174 容積密度(全数木全18 力校の太さ 中，ヨコ)

80 中心柱(総平均，タ 84 中心柱(総平均，ヨ 体)
19 枝の太さ(総平均) テ) コ) 175 容積密(1度.2数m枝下材)
160 年輪幅(全木枝下材〕81 中心柱(クローネ， 92 平均樹脂道数

161 年輪幅(全
上，ヨコ)

97 気孔線数(クローネ 177 容積密度(成数熟
木樹冠材) 151 種子の長さ(平均〉 上，平均，オモテ) 材部)

163 年輪幅 176 容積密度数 213 静的曲げ 179 容積密度数

(1. 2m枝下材)
(1.2m樹冠材) (辺材ヤング係数) .2m全体)

164 年輪幅 198 平均収縮材接率線方 216 縦圧縮 180 標準容(全積密度数

.2m樹冠材)
(心向) (辺材ヤング係数) ( 木校下材)

165 年輪幅(1. 2m全体〉
217 縦圧縮 218 縦(辺圧縮材縦圧 182 標準容積(全密度木全数体)

辺材比例限度) 縮強さ)

209 収縮異方度
219 縦(辺引張材

220 縦引張 193 全収縮率
(辺材気乾〕 ヤング係数)

(辺材比例限度) (辺材半径方向)

211 収縮異方(辺度材全乾) 226 接線方向部分圧縮 197 平均収縮率
224 硬さ(辺材側而) (辺材 5%部分圧縮 (辺材接線方向)

229 松脂採(平取量均浸 225 接線方向部分圧縮 強さ) 199 平均収縮率
出量) (辺材比例限度) 244 パルプの収率(事自?の (辺材半径方向)

-・ー -・
. . -. ... 



• . 

4 校下最下枯い 樹 高 16 枝下力校高 ¥5 校下最下生枝高
校高 \39 針葉の長さ(クロ -132 着業数 (S) [34 着業数/1 cm 

ネ，中， S) 

164 年輪幅
(1. 2m樹冠材)
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230 松脂採取量(斜溝 I
cm当り浸出盆)

. .. 

61 針葉の幅(クローネ，120 力校の角度
上，平均) 1167 挽材率

202 平均収縮率 [ (全木樹冠材)
(心材繊維方向) 1196 全収縮率

(心材繊維方向)
208 気乾収縮率

(心材繊維方向)

233 抽出成分(辺材ヘキ
サン抽出物)

236 拍出成分(心材アセ
トン抽出物)
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205 気乾収縮率
(辺材半径方向)

214 静的曲げ
(辺材比例限度)

215 静的曲げ
(辺材曲げ強さ)

221 縦圧縮
(辺材縦引張強さ)

223 硬さ(辺材木口面)

242 木材成分
(ペントサン)

c.n 



正 (+) 負 (一)
形 質 '" r 0.10 r 0.05 r 0.01 r 0.10 r 0.05 r 0.01 

6 枝下力校高 l 樹高 4 校下最下枯校高 5 校下最下生校高 |16162 カ校の長さ 3 力校直上直径 10 生枚数 (E)
26 当年枝の長さ (8) 7 斡の細/り

198 平均収縮材接率線方 針案のI~llî( クローネ，
13 生枝数 (N) 14 生枝数(計)

39 針葉の長ネさ中(クロー (H/D.B.H) 
20 力枝の角度, 8) 32 着葉数 (8) (心向) 中， N) 15 枯校数

45 針葉の長さ (8) 42 針葉の長さ(クロー
225 接線(方辺材向部比例分圧限度縮) 

167 晩材率(全木樹冠材〕 17 枝の長さ(総平均)
司島

78 中心柱(クローネ， ネ，下， 8) 233 抽出成分(辺材出ヘキ
中，タテ) 79 中心柱(クローネ， サン抽物)

191 全収(辺縮材率 下，タテ)

接線方向〕 197 平均(収縮材率接
192 全収縮心率材接 辺 線方向)

( 線方向)

7 幹の細り 36 針案の長さ(クロー 6 校下カ校高 69 針葉の幅 (8) 15 枯枝数 11 生校数 (W) 2 胸高直径
(H/ ネ，上， 8) 

47 針葉の厚さ(クロー 77 中心柱(クローネ， 3 カ枝直上直径
D.B.H) 37 針葉の長さ(クロー ネ，上， N) 上，タテ) 87 中(心柱テ/の形ヨ状比 14 生校数(計)

ネ，上，平均〕 81 中心柱(クローネ， タコ) (下〕 10 生校数 (E)
60 針葉の幅〈クローネ，

上，ヨコ) 121 気上孔，数平均(クローネヲ 16 カ枝の長さ63 針葉の幅(クローネラ 上， N) 119 気上孔数， (クローネ， ，オモテ)
中， 8) 

61 針葉の幅上(ク，ロ平ー均ネ) ラ 84 中心柱総平均 8 ，オモテ) 17 枝の長さ(総平均)
66 針葉の幅(クローネ，

( ;j;% 1JZ:ley ，ヨコ) 135 気孔数 (N ，オモテ〕
18 カ校の太さ

下， 8) 
70 針葉の幅(総平均〉

93 気上孔線数(クローネ. 185 成熟材(繊維幅)
19 枝の太さ(総平均), N，オモテ)

139 気(総孔数平均
78 中心柱(クローネヲ

98 気孔線，数平(均ク， ローネヲ 96 気孔上線数，(Sク， ローネ， 196 全収(縮心材率繊維方向) ，オモテ)
21 枝の角度(総平均)中，タテ)

上 ウラ) ウラ)
159 1 球果当り充実種子数 141 球果数

80 中心柱総平均 97 気上孔，平線数均(クローネ，
(;j;%1JZ~，タテ) 100 気孔線中数，(クローネ， オモテ) 202 平均収心縮材繊率 153 種子の形状幅/比長N，ウラ) ( 維方向)

82 中心柱(クローネ， 166 晩材率(全 235 抽出成分(辺抽材出物アセ
(さ)

中，ヨコ) 151 種子の長さ平均 木枝下材) トン ) 154 全種子重
92 平均樹脂道数 167 晩材率(全 168 晩材率(全木全体) 157 1000粒当り充実種子率

184 未成熟材(繊l 維~長5 年)
木樹冠材) 169 晩材率

173 容積密(全度木数樹冠材)
.2m枝下材) 160 年輪幅(全木枝下材〕

171 晩材率
222 せんl折(辺材強さ) (1. 2m全体) 161 年輪幅(全
227 半径(方辺材向部比例分圧限縮度) 178 容積密(未度成数熟材部) 172 容積密(全度木数技下

木樹冠材)

材) 162 年輪幅(全木全体)

237 木材成分
181 標準容(全積木密樹度冠数材) 174 容積密度(全数木全 163 年輪幅

(熱水可溶部) 体) ‘2m枝下材)

• . 
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244 パルフ。の収率
(粕%)

192 全収縮率
(辺材接線方向)

194 全収縮率
(心材半径方向〉

242 木材成分
(ペントサン)

245 パノレフ。の収率
(全%)

246 パルプ。のローエfllli

254 バルブ。の引裂強
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164 年輪幅
(1. 2m樹冠材)

165 年輪幅
(1. 2m全体)

209 収縮異方皮
(辺材気乾)

211 J以縮具方度
(辺材全乾)

229 松JI旨採取量
(平均浸出量)

230 松I!旨採取量(辺材へ
キサン抽出物)

‘.:J 



正 (+) 負 (ー)
形 質 ロコ

ro.lO r 0.05 r 0.01 ro.lO r 0.05 r 0.01 

7 幹の細り
221 縦(辺引張材縦

(H/D.B.H) 引張強さ)
223 硬さ(辺材木口面)

224 硬さ(辺材側面)

225 接線(方辺材向部比例分圧限縮度)

226 接(辺線方材向5 部%部分圧分強縮圧さ縮) 

228 半(径辺方材向5 部%部分圧分強縮圧さ縮) 

8 幹の細り 24 当年(枝クの長さ 30 着業(数ク 9 幹の細り 1 樹高

(/D2(/HD-.B.H) ]
ローネ，下) ローネ，下〕 D6.2/D. B. H) 

21 校の角度(総平均)
B.H 69 針葉の幅 (S) 39 針葉の長ネさ中(クロー

158 種子重/球果数84 中心柱(総平均) , J:þ, S) 

123 気孔中数(クローネ，
, N，オモテ)

54 針葉の厚ネさ(クロー
，下， S) 

137 木材成(熱分水可 70 針葉の幅(総平均)
溶部) 78 中心柱(クローネラ

中，タテ)
80 中心柱(総平均，タ

テ)

9 幹の細り 117 気孔数(クローネラ 15 枯枝数 8 幹の締り 175 容積密(1度数m枝 176 容積密(1度数m樹冠
(D6.2/ 上， N，オモテ) 39 針葉の長ネさ中(クロー (D [ H-/BD..HB>./II2) .2 下材) .2 材)

D.H.B) 122 気孔数(クローネー
, S) 178 容積密度未成数熟 222 せん断(辺材強さ)

上，平均，ウラ) 80 中心柱総平 ( 材部)
226 接(線辺方材向5 部%部分強圧分縮圧さ縮) 252 パルフ。の裂断長 ( 均，タテ)

179 容積密度(1数125 気孔数(クローネ， .2m全体)
中， S ，オモテ〉

250 パノレフ。の厚さ
153 種子の形(状幅/比長さ〕

• .. 



10 生校数(E)II8 カ枝の太さ 11 生校数 (W) 12 胸高直径 35 針葉の長ネさ上(クロー 5 枝下最下生校高 6 枝下カ校高
19 校の太さ(総平均) 11'7 -H:i"T'¥ F'...!t- 1fﾆ.¥l1-1h ¥  13 力校直上直径 , .1:, N) 130 着手数

17 枝の長さ(総平均) 113 生校数間 58 針葉の院(総平均〉 クローネ，下) 17 幹の彰
164 年輪肝 生校数(計) 170 針葉の幅(総平均) 151 針葉の厚ネさ中(クロー (H/D.B.H) 

.2m樹冠材) 186 中(心柱/のヨ形コ状)比 14 晩材率 タテ (中) 115 枯枝数 78 中心柱(クローネ， 1 ^'~". !_'. I~~_ ，S) b6 バノレフ。のローエ価
171 160 年輪 中，タテ) 156 針葉の厚さ (N)

(1. 2m全体) 中?全木枝下材) 182 中心柱(クローネ ， 157 針案の厚さ (S)
183 成熟材繊(維25長年 162 年輪幅(全木全体) 中，ヨコ) 163 針葉の幅(クローネ，

以上) I I;~; 年輪幅(l 83 中心柱(クローネ， 中， S) 
233 抽(辺出成材分 2m枝下材) 下， ヨコ) 169 針葉の幅 (S)

，ヘキサンヂI I~~~ 年輪民1.2m全体) 1168 ~材率(全木全体) 184 中心柱(総平均，ョ
出物 177 容積密度(数成熟 コ)

m 松時聖書浸出量) 材部) 1223 硬さ(辺材木口面〕
m 松j唯野過重)1 11~~ 平マ慨霊線方向) 1238 1学安全ン抽出物)

199 平均(収縮材率半径方 242 木材成(分
辺 向) ぺントサン)

252 バルブの裂断長 244 パルフ'の収(率精選%)
253 バノレフ。の比破裂強
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11 生枚数(W)1141 球果数 幹の細り
(H/D.B.H) 

針葉の長さ(クロー
ネ，上， S) 

針葉の長さ(クロー
ネ，上，平均)

針葉の長さ (N)

針葉の厚さ(クロー
ネ，上， S) 

中心柱(クローネ，
中，タテ)

<D 



形 質
ト~

4コ

ro.lO r 0.01 

針葉の幅(クローネ
中， N) 

12 生校数(S)113 生枚数 (N) 115 枯枚数
28 着葉数 116 カ枚の長さ

(クローネ司上) 1142 球果(ヨコ平均)
89 樹脂道(出現率 I 型)!t 43 球果(タテ平均)
149 麹(ヨコ平均) !t 57 1∞o粒当りの
156 1000粒当りの容積 | 充実種子率
247 パルフ。の未叩解フリ 1233 抽出成分(辺材ヘキ

ーネス| サン抽出物)

11 生枚数 (W)

14 生枚数(言1-)

13 生校数(N)112 生校数 (S) 1235 抽出成分(辺材アセ114 生校数(計)
183 成熟材繊維長 | トン抽出物)

(25年以上)

239 木材成分
(セルロース)

ro.lO 

負(ー)

r 0.01 

38 量|楽の長さ(クロー162
ネ，中， N) 

40 針葉の長さ(クロー
ネ，中，平均)

91 樹脂道(出現率直型)

価エロのプレノぷ
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14 生校数〈計)117 枝の長さ(総平均) 11 樹 高 2 胸高直径 5 枝下最下生校高 24 当年枝の長さ(クロ 6 校下カ校高
105 気孔線数(クローネ， 13 カ枝直上直径 35 針葉の長さ上クロ一 一ネ，下)

18 カ校の太さ 下， N，オモテ) 110 生校数 (E) ネ， J:, N) 130 着葉数 255 パルフ。の耐折
186 成熟材(膜壁厚) 1157 1000粒当りの 11 生校数 (W) 143 針葉の長さ(クロー クローネ，下)

充実種子数 12 生校数 (S) ネ，下，平均) 137 針葉の長さ(クロー
160 年輪幅(全木枝下材)1;; 生枚数 (N) 152 針葉の厚さ(クロー ネ，上，平均)
162 年輪I隠(全木全体) 1;; 枯枝数 ネ，中，平均) 140 針葉の長さ(クロー
163 年輪幅 15 ~..._~_ '! 156 針葉の厚さ (N) ネ，中，平均)

2m枝下材) 1229 松脂採取量 i.EL' 157 針葉の厚さ (S 、 51 針葉の厚さ 中 クロー
(平均浸出量) ノ S 

165 年輪l幅(1 ・ 2m全体) 1230 松脂採取量(斜溝 1 180 中心柱(総平均，タ ネ ， r:þ, S) 
183 成熟材繊維長 cm当り浸出量〕 テ) 178 中心柱(クローネ，

(25年以上) I -----1 ./ I....x-I-'-I .s~./ 182 中心柱(クローネ， 中，タテ)
233 抽出成分(辺材ヘキ 中，ヨコ) 1242 木材成分

サン抽出物) 1 184 中心柱(総平均，ョ (ペントサン)
254 パルプの引裂強 コ) 1244 パルプの収率(粕%)

. 



100 気孔線数(クローネ， 1246 パルフ。のローエ価
中， N，ラウ)

197 平均収縮率
(辺材接線方向)

223 硬さ(辺材木口面)

15 枯校数1164 年輪幅(1 9 幹の細.2/り 3 力校直上直径 5 枝下最下生校高 23 当年校の長さ(クロ 16 校下力枝高
.2m樹冠材 )1 (D6.2/D.B.H) 10 生校数 (E) 7 幹の細/り ーネ‘中)

183 成熟材繊(2維5長年 II 生校数 (W) 14 生枝数(百十) (H/D.B.H) 26 当年枝の長さ (S)

以上) 112 生校数 (S) 17 校の長さ(総平均) 25 当年枝の長さ (N) 29 着葉数(クローネ，

185 成熟材(繊維幅) 1 19 校の太さ(総平均) 120 カ枝の角度 42 針葉の長さ(クロー
中， N) 

74 針葉(厚断面さ/の11届形〉状(比N) 233 抽出成分(辺材出へキ
ネ，下， S) 

3425 着針針葉案葉のの厚長数さ中((( SS) ) 
サン抽物) 84 中心柱(給、平均.ヨ

51 さ クロー
229 松JJ旨採取平均量 コ)

ネ， t:þ, S) 
( 浸出量) 170 晩材率(1 78 中心柱(クローネ，

230 松脂採cm取当量り浸(斜出溝izt)l 
.2m樹冠材) 中，タテ)

79 中心柱(クローネ，
下，タテ)

82 中心柱(クローネ，
中，ヨコ)
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正 (+) 
形 質

rO.l0 r 0.05 r 0.01 

16 カ枝の長さ

17 枝の長さ 14 生校数(計) 11 生校数 (W) 2 胸高直径

(総平均) 21 校の角度(総平均) 20 力校の角度 3 力校直上直径

75 針葉(厚断聞さ/の幅形)状(比S) 
135 気孔数(N ，オモテ) 10 生校数 (E)

15 枯校数
157 1000粒当充り実の種子率

121 気上孔，数平均(クローネ，
16 力校の長さ

，オモテ)
159 1 球巣当充り

18 カ枝の太さ

139 気孔数(総平均，オ 実種子数 19 校の太さ(総平均)

モテ)
209 収縮異方(度辺

153 種子の形(状幅/比
長さ)

164 年輪(幅l 材気乾)
160 年輪幅(全.2m樹冠材) 211 収縮異方度 木枝下材)

202 平常鱗維方向〕 (辺材全乾) 161 年輪幅(全
230 松脂採取当量り浸(斜出溝量 l 

木樹冠材)
ω) 162 年輪幅(全木全体)

163 年輪幅(1 
.2m枝下材)

165 年輪幅(1.2m全体)

229 松脂採取平量均
( 浸出量)

• 

ro.lO 

35 針葉の長ネさ(クロー
，上， N) 

37 針葉の長さ(クロー
ネ，上，平均)

63 針葉の幅(クローネ，
中， S) 
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198 平均(収心縮材率接線方向)
213 静(的材曲げ

辺ヤング係数)

219 縦引材張
(辺ヤング係数)

220 縦引(辺張材
比例限度)

242 木材成分
ペントサン)

負 (ー)

rO.05 

223 硬さ(辺材木口面)

94 気孔線数(クローネ
上， N，ウラ)

96 気孔上線数(クローネ
S ，ウラ)

97 気孔平線数均 (クローネ
上， i-........ J' オモテ)

98 気上孔線，平数均(クローネ
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151 種子の長さ(平均)

166 娩材率(全
木校下材)

172 容積密(全度木数枝下材)

174 容積密度(全数木全体)

175 容積密(1度数m枝
.2 下材)

177 容積密度(成数熟材部)
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180 標準容(積金密木度枝数下材)
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193 全収(縮辺率材
半径方向)
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辺 線方向)

205 気略奪華径方向)
214 静的(曲材げ比
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216 縦(圧辺縮材
ヤング係数)

r 0.01 

6 枝下カ校高

7 幹の細Hり/ 
(H/D.B.H) 

112 気孔線数(N ，ウラ)

168 挽材率(金木全体〕

169 挽材率
.2m枝下材〕

171 晩材率(1.2m全体)

199 平均(収辺縮材率半径方向)

215 静的(辺曲材げ
曲げ強さ)

225 硬さ(辺材木口面)
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217 縦圧縮
(辺材比例限度)

218 縦圧縮
(辺材縦圧縮強さ)
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(辺材縦引張強さ)
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形 質
正(+)

rO.01 

19 校の太さ

(総平均)
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rO.01 r 0.10 rO.10 

220 縦引張
(辺材比例限度)

221 縦引張
(辺材縦引張強さ)

223 硬さ(辺材木口面)
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正 (+) 
形 質

r 0.10 rO.05 r 0.01 r 0.10 

21 枝の角度 2 胸高直径 19 校の太さ(総平均) 43 針葉の長さ(クロー 36 針案の長さ(クロー

(総平均) 17 枝の長さ(総平均) 111 気孔線数
ネ，下，平均) ネ，上， S) 

144 球果の形(ヨ状コ比/ 
(N，オモテ) 60 針葉の幅(クローネ，

上司 S)
タテ) 126 気孔線中数，(クローネ，

61 針葉の幅上(ク，ロ平ー均ネ') , 
165 年輪幅(1. 2m全体) S ，ウラ)

164 年輪幅(1 68 針葉の 11話 (N)
.2m樹冠材) 69 針葉の幅 (S)

80 中心柱(総平均，タ
テ)

92 平均樹脂道数
95 気上孔線数(クローネ，

, S ，オモテ)

100 気孔線中数(クロウーラネ') , 
, N , 

101 気孔中線数(クローネ，
, S ，オモテ)

103 気中孔，平線数均(クローネ，
，オモテ)

113 気孔線数 (S ，オモ
テ)

151 種子の長さ(平均)

172 容積密(全度数木枝下材)
184 未成熟材繊維長

-5 年)

199 平均(収縮材率半径
辺 方向)

245 パノレフ.の収率(全?の

司. • 

負 (ー)

r 0.05 

7 幹の締り
(H/D.B.H) 

8 幹の(細H/り-
(D B.H)/H2 ) 

D.B. 

56 針葉の厚さ (N)
70 針葉のl幅(総平均)
77 中心柱(クローネ，

上，タテ)
78 中心柱(クローネ，

中，タテ)
81 中心柱(クローネ，

上，ヨコ)

82 中心柱(クローネ，
中，ヨコ

84 中心柱(総平均，ヨ
コ〉

93 気孔線数(クローネ，
上， N，オモテ)

96 気孔上線数，(クローネ，
S ，ウラ)

98 気上孔線，数平均(ク， ローネ，
ウラ)

146 鱗片(ヨコ平均)

166 晩材率(全
木校下材)

167 挽材率(全木樹冠材)
168 娩材率(全木全体)
169 晩材率

.2m枝下材〉

170 晩材率(1 
.2m樹冠材)

171 晩材率(1. 2m全体)
183 成熟材繊維長年

(25 以上〉

198 平均(心収材縮率接
線方向)

r 0.01 

20 カ枝の角度

97 気孔線数(クローネ司
上，平均，オモテ)

197 平均収縮率
(辺材接線方向)

'. 
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正 (+) 
形 質

r 0.10 r 0.05 

23 当年校の長

さ(クロー

ネ，中)

24 当年枝の長 B 幹の.H細)1り2 (D(H-29 着業数(クローネ中), 
さ(クロー

B .H)/2/D. B .H) 

ネ，下)
23 当年枝の長さ(クロ 231 抽出後材中(の樹量脂量

ーネ，中) 重比)
32 着葉数 (S) 232 抽出前材中(重の樹量脂比量) 
141 球果数

196 全収(縮心率材繊維方向) 241 木材成分
リグニン)

加気乾収鱗 242 木材成分
(辺 維方向) ペントサン)

208 気乾(心収材縮繊率維方向)
244 パノレプの収率(粕?の
251 パノレフ.の密度

25 当年枝の長20 力校の角度 22 当年枝の長さ(クロ

さ (N) 122 気上孔数，平(クローネー ーネ，上)

均，ウラ) 26 当年枝の長さ (S)
143 球果(タテ平均) 32 着葉数 (S)
148 麹(タテ:w.Jt]) 56 @I・葉の }'f. さ (N) 
155 1000粒計りの穂子j瓜 145 鱗n (タテ平均)
195 全収縮率材繊 146 鱗片(ヨコ平均)

(辺 維方向)

207 気守閣議維方向)
152 種子の幅(平均)

156 1000粒当りの容積

唱凶 • 

r 0.01 r 0.10 

226 接(辺線方材向5 部%部分圧強分縮匹さ縮) 

25 当年枝の長さ (N) 44 針葉の長さ (N)
27 当年枝の長さ

総平均)
93 気上孔線数(クローネ，

. N. オモテ)
30 着葉数(クローネ， 113 気孔線数 (S. オモ

下) テ)
31 着葉数 (N) 230 松脂1 採ω取当量り浸(斜出溝量)
33 着葉数(総平均)

243 パルフ。の収率精選
(ffj~%) 

24 当年枝の長さ(クロ 13 生枝数 (W)
ーネ，下) 15 枯枝数

27 当年校の長総さ平 95 気上孔線数(クローネ，
(均) 崎 S 司オモテ)

29 着葉数(クローネ;1;) 113 気孔総数 (S 今オモ
テ)

30 着葉数(クローネ， 115 気孔線数(総平均，
ド) オモテ)

31 着葉数 (N) 194 全収(縮心率材
33 着葉数(総平均) 半径方向)

負 (-) 

r 0.05 

218 静(的材曲縦げ圧
辺 縮強さ)

220 縦引張
(辺材比例限度)

227 半径(方辺材向部比分例圧限縮度)

228 半(径辺方材向5 部%部分圧分強縮圧さ縮) 

13 生校数 (N)

14 生校数(計)
95 気孔線数(クローネ，

上 S. オモテ)

97 気孔，平線数均(クローネ，
上 ヲオモテ)

115 気孔線数(総平均，
オモテ)

239 木材成分
セノレロース)

250 バノレプの厚さ

114 気孔線数(S. ウラ)

254 パルフ。の引裂強

r 0.01 

254 パルフ。の引裂強

199 平均収縮材率半径
(辺 方向)

202 平均(収心縮材繊率維方向)

.. 

ト~
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正 (+) 負 (ー)
形 質 ~ 

r 0..10. r 0..0.5 r 0..0.1 ro..1o. r 0..0.5 ro..o.1 

27 当年枝の長 155 1 0.0.0.粒当りの種子重

さ(総平均〉 20.7 気乾(辺収材縮〆繊維方向)

2ω 収縮異方度辺材気
(乾)

210 収縮異方(心度
材気乾)

211 収縮異方(辺度
材全乾)

241 木材成分
リグニン)

28 着葉数(ク 32 着葉数 (S) 26 当年校の長さ (S) 22 当年枝の長さ(クロ 30. 着葉数(クローネ， 39 針葉の長さ中(クロー

ローネ，上) 34 着葉数/IC田 31 着葉数 (N) ーネ，上) 下) ネ， 9=', S) 

98 気上孔線，平数均(ク，ロウーラネ)' 143 球果(タテ平均) 33 着葉数(総平均〕 38 針葉の長ネさ中(クロー
159 1 球果当充り 89 樹脂道(出現率 I 型) , N) 

122 気孔数，平(クローネ， 実種子数 158 種子重/球果数 40.針葉の長さ(クロー
上 均，ヴラ) 250.バルフ。の厚さ ネ，中，平均)

131 気孔下数， (クローネ， 251 パルフ。の密度 90.樹脂道(出現率E型)
S ，オモテ) 141 球果数

135 気孔数(N，オモテ) 242 木材成分
138 気孔数 (S ，ウラ) ントサン)

140.気孔数(総平均，ウ 252 パルフ。の裂断長

ラ)
146 鱗片(ヨコ平均)

29 着葉数(ク 5 校下最下生校高 24 当年枝の長さ(クロ 23 当年枝の長さ(クロ 26 当年枝の長さ (S) 15 枯枝数 114 気孔線数(S ，ウラ)

ローネ，中〉30 着葉数(クローネ， ーネ，下) ーネ，中)
27 当年枝数の長((ク総さロ平ー均ネ) 

113 気孔線数 (S ，オモ
227 半径(方辺材向部比分例圧限縮度)下) 130.着葉数(クローネ， 25 当年枝の長さ (N) テ)

38 針葉の長ネさ中(クロー 下)
87 中(心タ柱テ/のヨ形コ状〉比(下)

93 気孔線 166 晩材率(全
, N) 131 着葉数 (N) 上， N，オモテ) 木枝下材)

針葉(断厚而さ/の幅形〕状(比S) 132 着 葉 数 (S) 94 気孔線上数，(Nク，ロウーラネ') , 173 容積密(全度木数
樹冠材)

78 中心柱(クローネ 133 着葉数(総平均) 1 0.9 気孔線平数均(クローネ， 181 標準容(全積木密度樹冠数材)
中，タテ) 1136 気孔数 (N，ウラ) 下， I ........ J ， オモテ)
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116 気孔線数
(総平均，ウラ)

167 晩材率
(全木樹冠材)

168 晩材率(全木全体)
169 晩材率

(1. 2m枝下材)
171 晩材率(1.2m全体)
215 静的曲げ

(辺材曲げ強さ)
216 縦圧縮

(辺材ヤング係数)
218 縦圧縮

(辺材縦圧縮強さ〕
222 せん断(辺材強さ)
223 硬さ(辺材木口面)
224 硬さ(辺材側面)
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着業数(クローネ， 110 生校数 (E)
上) h3 生校数 (N)

樹脂道(出現率E型)1
114 生校数(計)

気孔線数(クローネ， 1
上， N，オモテ) 140 針葉の長さ (N)

気孔線数(クローネ， 1239 木材成分
上，平均，オモテ) ,- .. -éセルロース)

105 気孔線数(クローネ， 1254 バノレフ。の引裂強
下， N，オモテ) 1 

109 気孔線数(クローネ，
下‘平均，オモテ)

115 気孔線数(総平均，
オモテ)

222 せん断(辺材強さ)
230 松Jl旨採取量(斜溝

1 c皿当り浸出量)
248 パルフ。の白色度
250 パルプ。の厚さ

、。

ヤー・
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、

当年枝の長さ 129 
(クローネ，上〕

121 気孔数(クローネ，
平均ラオモテ)

127 気孔数(クローネ，
中，平均，オモテ)

129 気干し数(クローネ.
下， N ，オモテ)

130 気孔数(クローネー
下， N，ウラ)

136 気孔数 (N，ウラ)
139 気孔数

(総平均，オモテ)
157 1000車立当りの

充実種子率
207 気乾収縮率

(辺材繊維方向)
210 収縮異方度

(心材気乾)
212 収縮具方度

(心材全乾)
234 抽出成分(心材ヘキ

サン抽出物)
241 木材成分(リグニン〉

着葉数 122 
(総平均)

33 

l
l
N
ω
・1
l

中心柱
(総平均，タテ)

円
un

o
 ，
)
)
)
)
)
セ
)

ネ
コ
)
さ
向
向
向
ア
物

一
ヨ
均
長
方
方
方
材
出

ロ
'
平
比
/
維
維
維
心
拍

ク
中
(
状
幅
織
率
織
率
織
(
ン

(
幅
形
(
率
材
縮
材
縮
材
分
ト

柱
の
の
縮
心
収
心
収
心
成

心
子
子
収
(
均
(
乾
(
出

中
種
種
全
平
気
拍

2

3

6

2

8

6

 

2
5
5
9
0
0

つ
U

B

I

-

-

2

2

2

 

、3
ノ
、

B

ノ
、
』
ノ
'
'
'
-

日
刊
け
説
話
)
ベ
間
協

H
H

け
つ
わ
れ
'
わ
れ

'
w
h
'辺
抽

中
(
下

(
N
(

ン

厚
ネ
一
品
ネ
踊
ネ
航
幅
幅
数
'
分
ト

の
」
例
」
の
」
の
の
の
線
中
成

喋
わ
れ
濃
わ
れ
喋
わ
れ
嶋
葉
葉
孔
出

量
(
童
(
童
(
童
童
針
気
抽

ハU
E
d

n
u

ウ
ム

q
u

只
u

円
u
q
u

5

6

6

6

1

2

 
64 

67 

校下最下枯校高針葉断而形状比 14 
(厚さ/幅) (下〕

中心柱の形状比
(タテ/ヨコ)(下)

着業数 173 
(クローネ，上)

着葉数 (S) 187 

童|葉の厚さ(総平均)
'1'心柱
(総平均， ヨコ)

着葉数/ 128 
1 cml 

32 

34 



~ 質

35 針案の長さ
(クローネ，
上， N) 

36 針葉の長さ
(クローネラ
上， 8) 

正 (+) 負 (ー)

r 0.10 r 0.05 r 0.01 r 0.10 r 0.05 

39 針葉の長さ(クロー48 針葉の厚さ(クロー 36 針葉の長さ(クロー 2 胸高直径 樹 I局
ネ，中， 8) ネラ上今 8) ネ，上， 8) 3 カ枝直上直径 16 力校の長さ

42 針葉の長さ(クロー 54 針葉の厚さ(クロー37 針葉の長，上さ (平ク均ロー 14 生校数(計) 18 カ枝の太さ
ネ，下， 8) ネ，下， 8) ネ， .ljZJ0) 17 枝の長さ(総平均) 117 気上孔数， (クローネ，

49 針葉の長さ(クロー 57 針葉の厚さ (8) 38 針葉の長ネさ中(クロー 19 枝の太さ(総平均) N，オモテ)
ネ，上，平均) 80 中心柱 , N) 

28 着葉数 120 気孔上数(クローネ，
66 量|葉の幅(クローネ， (総平均，タテ) 40 針葉の長さ(平ク均ロー クローネ，上) , 8 ，ウラ)

下， 8) 81 中心柱(クローネ， ネ，中， :�l-J0) 
119 気上孔数(クローネ， 121 気上孔，数平均(クローネ，197 平均収縮率 上，ヨコ) 44 針葉の長さ (N) , 8 ，オモテ) ，オモテ)

(辺材接線方向) 91 樹脂道(出現率E型〕 45 針葉の長さ (8)
140 気干し(数総 122 気孔上数，平(均クローネ，220 縦引張 252 パルプの裂断長 46 針葉の長さ(総平均〉 平均，ウラ) ，ウラ)

(辺材比例限度)
77 中心柱(クローネ， 147 鱗片の形状コ/比 143 球果(タテ，平均)

222 せん断(辺材強さ) 上，タテ) (ヨ タテ) 146 鱗片(ヨコ，平均)
253 パルプの比破裂強

150 麹の形(状比コ/ 157 1000粒当充り実の種子率
ヨ タテ)

165 年輪幅 (1.2m全体〉 158 種子重/球果数

236 抽出成分(抽心材出物アセ 160 年輪幅(全木校下材)
トン ) 162 年輪幅(全木全体)

239 木材成分 163 年輪幅
セルロース) .2m校下材)

241 木材成分(リグニン〉 230 松脂採cm取当量り浸(斜出溝量I>247 パノレフ。の未叩解フリ
ーネス

38 針葉の長さ(クロ -142 針葉の長さ(クロー 35 針葉の長ネさ上(クロー l 樹 高
76 針葉さ断/面幅形)(状総比平均(厚) L ネ，中. N) ネ，下.8)1 -*.1:, N)12 胸高直径

54 針葉の厚さ(クロ :-148 針葉の厚さ(クロー 37 針葉の長さ(クロー 21 枝の角度(総平均) 190 樹脂道(出現率E型)1'
ネ， 下. 8) ネ，上， 8) ネ， 上， 平均) 1~3 針葉断(厚面さ形/状幅比〉 159 1 球果当旦充

64 針葉のl隔(クローネ・ 70 針葉の幅(総平均) 140 針葉の長さ(クロー (下〉 実種子数
中， 平均) ネ， 中， 平均) 185 中心(タ牲テの/形ヨ状コ比〉 195 全収(縮辺率材繊66 童 1-柴のl陥(クローネ .178 中心柱(クローネ， 145 針葉の長さ (8) 1-- . (~r~'/3v;5(上〉 維方向)
下， 8) 中， タテ) 146 針葉の長さ(総平均)1120 気孔上数(クローネ， 1229 松脂採(取平量均浸

104 気孔線数(クローネ，180 中心柱(総平均，タ 60 針葉の幅(クローSネ) , ， s ，ワラ) 出量)
rþ ，平均， ウラ) テ) 上ヲ 122 気上孔数，平(均クローネ，

163 年輪幅 84 中心柱(総平均， ヨ 61 針葉の幅上(ク，ロ平ー均ネ) , , ウラ)
(1.2m枝下材) コ) 1 1:, :ïjl-;L~) 1142 球果(ヨコ平均)

• ~ 

r 0.01 
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37 針葉の長さ 17 幹の細り 139 
(クローネ， 1 (H/D.B.H) 
上，平均) 170 針葉の幅(総平均) 149 

78 中心柱(クローネ，
中，タテ) 154 

84 中心柱(総平均，ヨ
コ) 160 

102 気孔線数(クローネ，
中， Ei ，ウラ) 161 

118 気孔数(クローネー
上， N，ウラ) 169 

169 晩材率 180 
(!.2m校下材)

199 平均収縮率 195 
(辺材半径方向)

220 縦引張 196 
(辺材比例限度)

239 木材成分
(セルロース)

針葉の長さ (N)

針葉のl隔 (S)

中心柱(クローネ，
上，タテ)

95 気孔線数(クローネ，
上 S ，オモテ)

96 気孔線数(クローネ，
上， S ，ウラ〉

197 平均収縮率
(辺材接線方向)

207 気乾収縮率
(辺材繊維方向)
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3日時吋3 当時の長さ 36 針葉の長さ(クロー 35 針葉の長さ〔クロー 28 着業数(クローネラ 34 着業数/1 cm 
(クローネ，I (クローネ，上) ネ，上， S) ネ，上， N) 上) b2 せん断(辺材強さ)
中， N) 141 針葉の長さ(クロ _142 針葉の長さ(クロー37 針葉の長さ(クロー

53 針葉の与中さ (クロ ::-1230 松脂採cm取当最り浸斜出溝量l) ネ下 N) ネ‘下. S) ネ，上，平均) ，下， N) 
, "' / 143 針葉の長さ(クロー

40 針葉の長さ(クロー 74 針葉断(厚而さの/形幅状)比48 針葉の厚さ(クロー ネ，下ラ平均)
ネ，上， S) 154 針葉の厚ネさ(クロー ネ，中，平均) (~?I ~ 

70 針葉の幅(総平均) I ，*，下， S) 44 針葉の長さ (N) 89 樹脂道(出現率 I 型〉



正 (+) 負 (ー)
形 質

r 0.10 r 0.05 r 0.01 r 0.10 r 0.05 r 0.01 

38 針葉の長さ 84 中心柱 64 針案の幅(IPク， ローネヲ 45 針葉の長・さ (S) 150 麹の形(状比コ/
(クローネ， (総平均，ヨコ) 平均) 46 針葉の長さ(総平均〉 ヨ タテ)
中， N) 

88 中心柱の形状絵、比平均(タ 82 中心柱(クローネ， 50 針葉の厚ネさ中(クロー 217 縦圧(縮辺材テ/ヨコ)(~:lfJey) 中，ヨコ) , N) 比例限度)
91 樹脂道(出現率直型〕99 気孔線数(クローネ. 62 針葉の幅(クローネヲ
192 全収縮心率材接 中， N司オモテ) 中， N) 

( 続方向) 78 中心柱(クローネ，
239 木材成分 中，タテ)

(セルロース)
80 中心柱総平均

(~:lfJey，タテ)

100 気孔線中数ヲ(Nク， ローネ，
ウラ)

39 針葉の長さ 8 幹の細り (D(H- 26 当年枝の長さ (S) 40 針葉の長中さ(クロー 14 生校数(計) 28 着葉数
(クローネ， B. H)/2/D. B. H) 36 針葉の長さ(クロー ネ， "平均) 142 球果(ヨコ平均) クローネ，上)
中， S) 18 カ枝の太さ ネ，上， S) 45 針葉の長さ (S) 167 晩材率(全木樹冠材〕

71 針葉(断厚面さの/形幅状〉比(上〉35 針葉の長さ(クロー 37 針葉の長さ(クロー 46 針葉の長さ(総平均〉 181 標準容(積全木密度樹数冠材)ネ，上， N) ネ，上，平均〕 63 針葉の幅(クローネ，
52 針葉の厚さ(クロー 58 針葉の厚さ(総平均〉 中， S) 186 成熟材(膜壁厚)

ネ，中，平均)
64 針葉の幅(中ク，ロ平ー均ネ'j' 78 中心柱(クローネ， 222 せん断(辺材強さ)

57 針葉の厚さ (S) 中，タテ)
224 硬さ(辺材側面)

60 針葉の幅(クローネ， 82 中心柱(クローネ， 101 気孔中線，数S (クローネ， a 

上; S) ヰヘヨコ) ，オモテ)
70 針葉の幅(総平均) 104 気孔線整(クローネ， 102 気孔線数(クローネ，

103 気中孔，平線数均(，クオロモーテネ)' 中， 均，ウラ) 中， S ，ウラ〉
114 気孔線数(S ，ウラ〕

113 気孔線数 252 パノレフ。の裂断長
(S ，オモテ〉 255 パルプの耐折

125 気孔中数(クローネ，
, S ，オモテ)

253 パノレフ。の比破裂強

40 針葉の長さ 29 着葉数(クローネ， 23 当年枝の長さ(クロ 35 針葉の長さ(クロー 12 生校数 (S) 222 せん断(辺材強さ) 230 松脂採cm取当量り浸(斜出溝量1>
(クローネ， 上) ーネ，中) ネ，上， N) 

236 抽出成分(抽心材出アセ中，平均) 43 針葉の長さ(クロー 42 針葉の長さ(クロ」 36 針葉の長さ(クロー 14 生校数(計)
トン 物)ネ，下，平均) ネ，下， S) ネ，上 S)

. • ' • 

-
4

以
|



-

針葉の厚さ(クロー137
ネ，下‘ S)

針葉の制(クローネ .138
中， S) 

針葉のrli日(総平均) 139 

中心柱
(総平均，タテ) 144 

中心柱 145 
(総平均，ヨコ) 146 

99 気孔線数(クローネ， Isõ
中， N，オモテ) 1 

101 気孔線数(クローネ '164
中， S ，オモテ)

103 気孔線数(クローネ '165
|ヘ平均，オモテ)

104 気孔線数(クローネ '178
中‘平均，ウラ)

52 針葉の厚さ(クロ 154 
ネ，中，平均)

91 樹脂道CU\現率1[[ 当'1)163
92 平均樹脂道数
102 気孔線数(クローネ， 170

中 S ，ウラ) 180 
112 気孔線数(N，ウラ〕
114 気孔線数(S ，ウラ )184
148 麹(タテ平均)
239 木材成分

(セルロース)
255 ノりレフ。の耐折

• 

針葉の長さ(クロー173 針葉断面の形状比
ネ，上，平均) I (厚さ/幅)(下〉

主|葉の長さ(クロー174 針葉断íTjJ形状比
ネラ '11 ， N) 1-' _O/'~(原さ /rl'iD(N)

針葉の長さ(クロー|
ネヲ仁I~(. ，S )[122 気2幣勾与す

針葉の長さ (N) I 
| 麹の形状比

針葉の長さ (S) l'vV ='-"êヨコ/タテ)

針葉の長さ(総平均)1229 松脂採取量
針葉の厚さ(クロー1--- '~"'-'-ë平均浸IU量:)

ネ，中， N) 1 

針葉の幅(クローネ，
中，平均)

針葉の幅(クローネ，
下， N) 

中心柱(クローネ，
中，タテ)

82 中心柱(クローネ，
中，ヨコ)

100 気孔線数(クローネ，
中， N，ウラ)
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正 (+) 
形 質

r 0.10 r 0.05 

42 針(ク葉下ロの，ー長Sネ)さ, 6 校下力校高 5 校下最下生校高

35 針葉の長ネさ上(クロー 38 針葉の長ネさ中(クロー
, J::, N) , I=þ, N) 

68 針葉のl岡 (N) 40 針葉の長さ(クロー

92 平均樹脂道数 ネ，中，平均)

106 気孔線下数，(クローネ，
N ，ウラ)

53 針葉の厚ネさ(クロー
，下， N) 

212 収縮異方(度心
材全乾)

107 気下孔線，数S (クローネヲ
，オモテ)

235 抽出成分(辺抽材出アセ
トン 物)

108 気孔線下数，(クローネ.
S ，ウラ)

43 針(下ク葉司ロ平のー均長ネ)さ, 40 針葉の長さ(クロー 38 針葉の長ネーさ中(クロー
ネ， "平均) , N) 

18 主|虫5の JネV さ(クロー 53 針葉の仰さ(クロー
，上， S) ネ，下， N) 

59 針葉の削(クローネ句 68 針葉の幅 (N)
上， N) 69 針葉の幅 (S)

• 

rO.Ol 

41 針葉の長ネさ(クロー
，下， N) 

43 針葉の長さ(クロー
ネ，下，平均)

44 針葉の長さ (N)
45 針葉の長さ (S)

46 針葉の長さ(総平均〉

54 針葉の厚ネさ(クロー
，下ヲ S)

55 針葉の厚さ(クロー
ネ，下，平均)

65 針葉の幅(クローネ，
下守 N)

66 針案の幅(クローネ，
下， S) 

67 針葉の幅下〈ク，ロ平ー均ネ)'

69 針葉の幅 (S)
70 針葉の幅(総平均)
79 中心柱(クローネ，

下，タテ)
80 中心柱(総平均，

タテ〉
83 中心柱(クローネ，

下，ヨコ)

84 中心柱(総平均，
ヨコ)

110 気孔線，数平均(ク， ローネ，
下 ウラ)

41 針葉の長さ(クロー
ネ，下， N) 

42 針葉の長ネさ(クロー
，下， S) 

44 針葉の長さ (N)
45 針葉の長さ (S)

負 (ー)

rO.l0 r 0.05 

12 生校数 (S) 87 中心(タ柱テの/形ヨ状コ比) 
14 生校数(計) (下〉

146 鱗片付コ平均)
15 枯枝数

73 量|葉(断厚面さ形/状l隠比) 
186 成熟材(膜壁厚)

(下) 233 抽出成分(辺抽材出ヘキ
142 球果(ヨコ平均)

サン 物)

183 成熟材繊(2維5長年以上)

188 成(熟繊維材長/繊維中高)

189 成守護
厚/繊維幅)

248 パルプの白色度

12 生校数 (S) 173 針葉(断!早而さ形/状111町比146 鱗片(ヨコ平均) I (Jr;J:ð/1IiIiI)(下〉

183 成熟材繊(2維5長年 233 1TI1/1 \1;)(:分(辺材出ヘキ
以上) サンîTlI 物)

184 未成切手維長 淵パ/レフ。の白色度
-5 年) 1 

r 0.01 

87 中心(タ柱テの/形ヨ状コ比) 

. 

(下〕

トコ
α3 



‘・ .. 

62 針葉の幅(クローネ， 1106 気孔線数(クローネ， [46
中， N) 1 下， N，ウラ) 154 

107 気孔線数(クローネ， [108 気孔線数(クローネ，
下， S ，オモテ) [ 下 S ，ウラ) [55 

209 収縮具方度 1235 抽出成分(辺材アセ
(辺材気乾) 1 トン持IllJ物) [65 

212 収縮異方度
(心材全乾)

針葉の長さ(総平均)1186 成熟材(膜壁厚)

針葉の厚さ(クロー1199 平均収縮率
ネ，下， S) [ (辺材半径方向)

針葉の厚さ(クロー1217 縦圧縮
ネ，下，平均) r" ""-'ê辺材比例限度)

針葉の幅(クローネ J
下， N) 

66 針葉の幅(クローネ，
下， S) 

67 針葉の幅(クローネ，
下，平均)

70 針葉の幅(総平均)

79 中心柱(クローネ，
下，タテ)

80 中心柱(総平均，
タテ)

83 中心柱(クローネ，
下，ヨコ)

84 中心柱(総平均，
ヨコ)

110 気孔線数(クローネ，
下，平均，ウラ)
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形 質
r 0.10 

44 針葉の長さ
(N) 

45 針葉の長さ 日 幹の細り (D(H-
(S) 1 B.H)/2/D.B.H) 

48 針葉の厚さ(クロー
ネラ上， S) 

50 針葉の厚ネさ中(クロー
ヲ N)

55 針葉の厚さ(平ク均ロー
ネ，下， .�L;I$J) 

59 針葉のl幅(クローネラ
上， N) 

62 針葉のl傾(クローネ，
中， N) 

田中心柱(クローネラ
下，ヨコ)

96 気孔上線数(クローネ，
, S ，ワラ)

.内 a 

正 (+) 

r 0.05 r 0.01 r 0.10 

244 バルフoの収率( 46 針葉の長さ(総平均〕
粕%) 48 針葉の厚ネさ(クロー

，上， S) 
54 針案の厚ネさ下(クロー

, S) 
62 針葉の幅(クローネ，

中， N) 
66 針葉の幅(クローネ，

下， S) 
70 針葉の幅(総平均)

79 中心柱(クローネ，
下，タテ〕

80 中心柱(総平均，
タテ)

83 中心柱(クローネ，
下，ヨコ)

84 中心柱(総平均，
ヨコ)

41 針葉の長さ(クロー 35 針葉の長さ(クロー 143 球果(タテ平均)
ネヲ下， N) ネ，上， N) 1158 種子重/球果数

58 針葉の厚さ(総平均)136 針葉の長ネさ上(クロS)ー 195 全収(縮率材繊
61 針葉の幅立ローネヲ 37 針葉の長さらロ一 辺 維方向〕

平均) ネ， 上， 平均) 1201 平均(収辺縮材繊率
63 針葉の幅(クローネ， 138 針案の長ネさ中(クロー 維方向)

中， S)I-- -'/'~-*>Þ:N) 

79 中心柱(クローネ， 139 針葉の長ネさ中(クロー
下，タテ) 1 ;f, 'Þ, S) 

81 中心柱(クローネ， 140 針葉の長さ(クロー
上‘ヨコ) ネ，中，平均)

92 平均樹脂道数 42 針葉の長ネさ(クロー
95 気孔線数(クローネ， ヲ下， S) 

上 S オモテ) 143 針葉の長さ(クロー
100 気孔線中数(クローネラ ネ，下，平均〕

, N，ウラ') 144 針葉の長さ (N)

負 (ー)

r 0.05 

11 生枝数 (W)

12 生校数 (S)

14 生校数(計)

15 枯枝数

73 針葉断(厚面さの/形幅状〉比(下〉
142 球果(ヨコ平均)

229 松脂採(平取量均
浸出量)

230 松脂l 採cm取当量り浸(斜出溝量〕

• 

r 0.01 

186 成熟材 t膜壁厚)

• 

ζム3

o 
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針葉の長さ(総平均)!
針葉の厚さ(クロー

ネ，下， S) 

針葉の厚さ (S)
針葉の幅(クローネ，

上， S) 
針葉の幅(クローネ，

中，平均)
針葉の幅(クローネ，

下ヲ S)
67 針案の幅(クローネ，

下，平均)
69 針葉の幅 (S)
70 針葉のl隠(総平均)
77 中心柱(クローネ，

上，タテ)
78 中心柱(クローネ，

中，タテ)
80 中心柱(総平均，

タテ)
82 中心柱(クローネ，

中，ヨコ)
84 中心柱(総平均，

ヨコ)

46 針(葉総平の長均さ 155 針葉の厚さ (クロー 49 針葉の厚さ(クロー 35 針葉の長さ(クロー 1 樹高 11 生校数 (W) ド叫脂採取量(斜溝
) ネ，下，平均) ネ，上，平均) ネ，上， N) 

15 枯枝数 12 生校数 (S) 1 cm当り浸出量)

57 針案の厚さ (S) 50 針葉の厚さ中(クロー 36 針葉の長ネさ上(クロー
142 球呆(ヨコ平均) 14 生校数(計)

59 針葉の幅(クローネ，
ネ， f'þ, N) , S) 

60 針葉の幅(クローネラ 37 針葉の長さ(クロー 73 針葉(断厚面さの/形幅状〉比上， N) ネ，上，平均) (下〉
61 針葉のl隔上(ク，ロ平ー均ネ') , 

上， S) 
38 量|葉の長ネ・さ中(クロー

68 針葉の111日 (N) , N) 
186 成熟材(膜壁厚)

63 針案の幅(クローネ， 77 中心柱(上クローネ， 39 針葉の長さ中(クロー 229 松脂採(取平均量
中， S) ，タテ) ネ， f'þ, S) 浸出量)

81 中心柱(クローネ， 182 中心柱(クローネ弓 40 針葉の長さ(クロー
上，ヨコ) 中，ヨコ) ネ，中，平均)

41 針葉の長さ(クロー
91 樹脂道(出現率直型)183 中心柱(クローネ， ネ，下， N) 

山気号線数(クローネ， 下，ョコ) 142 針葉の長さ(クロー| w 

S ，オモテ) 192 平均樹脂道数 ネ，下， S) 
ト~



正 (+) 
形 質

ro.J.O r 0.05 

46 針葉の長さ 235 抽出成分(辺抽材出アセ 100 気孔線中数，(クローネ，
(総平均) トン 物) Nラウラ)

47 針葉の厚さ 7 幹の細り 54 針葉の厚さ(クロー
(クローネヲ CH/D.B.H) ネ，下， S) 
上， N) 22 当年枝の長さ(クロ 61 針葉の幅(クローネ，

ーネ，上) 上，平均〕
35 針葉の長ネさ上(クロー

, N) 65 針葉の幅(クローネ，
37 針葉の長さ(クロー 下， N) 

ネ，上，平均) 68 針葉の幅 (N)
42 針葉の長さ(クロー

69 針葉の1陥 (S)ネヲ下， S) 

‘防 ., 

r 0.01 

43 針葉の長さ(クロー
ネ，下，平均)

44 針葉の長さ (N)
45 針葉の長さ (S)

48 針葉の厚ネさ上(クロー
, S) 

54 針葉の厚ネさ下(クロー
, S) 

62 針葉の幅(クローネ，
中， N) 

64 針案の幅(中ク，ロ平ー均ネ'j'

66 針葉の幅(クローSネ') , 
下，

67 針案の幅下(ク，ロ平ー均ネ) , 

69 針葉の幅 (S)

70 針葉の幅(総平均)
78 中心柱(クローネ，

中，タテ)
79 中心柱(クローネ，

下，タテ)
80 中心柱(総平均，

タテ)
84 中心柱(総平均，

ヨコ)

48 針葉の厚さ(クロー
ネヲ上， S) 

49 針葉の厚，上さ(クロー
ネ ，平均)

56 針葉の厚さ (N)

59 針葉の幅(クローネ，
上， N) 

66 針葉の幅(クローネ，
下， S) 

r 0.10 

3 カ枝直上直径

72 針葉断(厚面さの/形幅状〕比
(中〉

73 針葉断(厚面さの/形幅状)比
(下〉

87 中心(タ柱テの/形ヨ状コ比>
(下〉

161 年輪幅(全木樹冠材〕

負 (ー)

rO.05 

11 生枝数 (W)

76 針(厚葉さ断/而幅の)形(総状平比均〉
160 年輪個(1.2m全体)

162 年輪幅(全木全体)

165 年輪幅(1. 2m全体)

194 全収縮，心率材
( 半径方向)

r 0.01 

141 球果数

154 全種子重

• 

w 
r。
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葉
業
心

針
針
中

203 気乾収縮率
(辺材接線方向〕

206 気乾収縮率
(心材半径方向)

48 針(ク上葉ロ，のー厚Sネ)さ，||| 45 針葉の長さ (S) 
35 針葉の長さ(クロー 37 針葉の長さ(クロー87 中心(タ柱テの/形ヨ状コ比] 一収鰐 |11 生校数問

46 針葉の長さ(総平均〉 ネ，上， N) ネ，上，平均) (下〉 (辺 線方向) b43 パルプの収
55 針葉の厚，下さ(クロー 36 針葉の長ネさ(クロー47 針葉の厚さ(クロー 230 松脂l 採cm取当量り浸(斜11溝i盛〉 219 縦引張(辺材係ヤング (率精選%)

ネ ，平均) ，上， S) ネ，上， N) 数)
60 針葉の幅(クローネ， 41 針葉の長ネさ下(クロー 49 針葉の厚，上さ(クロー 229 松脂採(取平均量浸上， S) , T , N) ネ ，平均) 出量)
65 針葉の幅(クローネ， 42 針葉のネ長さ(クロー

56 針葉の厚さ (N) 245 パノレフ。の収率(全下， N) ，下， S) 
うも)

68 針葉の幅 (N) 44 針葉の長さ (N) 57 針葉の厚さ (S)

83 中心柱(クローネ， 54 針葉の厚ネさ(クロー66 針葉の幅(クローネ，
248 パノレフ。の白色皮

下，ヨコ) ，下， S) 下， S) 

100 気孔線中数，〈Nク，ローネ， 161 針葉の幅(クロ平ー均ネ1)'167 量|葉の幅下(ク，ロ平ー均ネ) ウラ) 上，

111 気孔線(数N 日 針葉の幅 (S) 171 針案断(厚面さの/形幅状)比(上
，オモテ) 170 針葉の幅(総平均) 1 (J!1 ð/~i)(J:) 

244 パルフ。の収率( 
粕%) 181 中心柱(クローネ ， 177 中心柱(クローネ" 1 t必

上，ヨコ) 上‘タテ) w 



正 (+) 負 (一)
形 質 ~ 

r 0.10 r 0.05 rO.01 r 0.10 r 0.05 r 0.01 

48 針(ク葉上ロの，ー厚Sネ)さ, 84 中心柱(総平均，
ヨコ)

95 気孔線数(クローネ司
上 S ，オモテ)

149 麹(ヨコ平均)

49 上針(ク葉，ロ平のー均厚ネ)さ, 41 針葉の長ネさ下(クロー 36 針葉の長ネさ(クロー 35 針葉の長ネさ上(クロー 2 胸高直径 l 樹高 20 カ枝の角度
, r , N) ，上， S) , 1:, N) 

3 カ枝直上直径 11 生枝数 (W) 243 パルプの収(率精選
42 針葉の長ネさ(クロー 53 針葉の厚ネさ(クロー 37 針葉の長，上さ(クロー うも)

，下， S) ，下， N) ネ ，平均) 154 全種子重 87 中心(タ柱テの/形ヨ状コ比) 
(下)

46 針葉の長さ(総平均)54 針葉の厚ネさ下(クロー47 針葉の厚ネさ上(クロー 161 年輪幅(金木樹冠材)
, S) , N) 

191 全収縮辺材率接
141 球果数

63 針葉の幅(クローネ， 55 針葉の厚，下さ(クロー 48 針葉の厚ネさ上(クロー ( 線方向) 179 容積密度(1数中， S) ネ ，平均) , S) .2m全体)
80 中心柱(総平均， 58 針葉の厚さ(総平均〉 56 針葉の厚さ (N) 229 松脂採(平取均量浸

出量) 203 気乾(辺収材縮接率タテ) 60 針葉の幅(クローネラ 57 針葉の厚さ (S) 線方向)
82 中心柱(クローネ， 上， S) 59 針葉の幅(クローネ， 248 パルプの白色度

219 縦(辺引材張中，ヨコ) 64 針葉の幅(中ク， ローネ， 上， N) ヤング係数)
83 中心柱(クローネ， 平均)

61 針葉の幅上(ク，ロ平ー均ネ) , 
下，ヨコ) 65 針葉の幅(クローネ， 245 パルプの収率(全%)

155 1000粒当りの種子重
下， N) 70 針葉の幅(総平均)

66 針葉の幅(クローネ，
71 針葉断(厚面さの/形幅状)比(上〉167 晩材率(全木樹冠材〕 下， S) 

244 パノレフ‘の収率( 67 針案の幅(下ク， ローネ， 77 中心柱(クローネ，
粕%) 平均) 上，タテ)

68 針葉の幅 (N) 81 中心柱(クローネ，
69 針葉の幅 (S) 上，ヨコ)

96 気孔上線数，(クローネ， 84 中心柱(総平均，
S ，ウラ) ヨコ)

149 麹(ヨコ平均)

50 針(ク葉中ロの，ー厚Nネ)さ, 45 創業の長さ (S) 52 針葉の原さ(クロ 38 針葉の長さヰ(1 クロー 34 着薬数/lcm 89 樹脂道

46 針葉の長さ(総平均〕
ネ， 1+1 ，平均) ネ， ycl , N) 186 成熟材(Jl失墜厚) (出現率 I 型)

56 針葉の厚さ (N) 54 針葉の厚ネさ(クロー 40 針葉の長中さ(クロー225 接線(方辺材向部比例分圧限縮度) 189 成熟(膜材厚/
，下， S) ネ， ，平均) 繊維幅)

• 



57 針葉の)手さ (S) 164 針葉の幅(クローネ， 191 樹脂道(出現率E型)1226 接線方向部分圧縮 1222 せん断(辺材強さ〕
8 中心柱(クローネ ~ 1 中，平均) 199 気孔線数(クローネラ(辺材 5%部分圧縮1237 木材成分

rþ ，タテ) 180 中心柱(総平均:'J/ I 中， N ，オモテ')'1 強さ) IL.UI  /I"VJ 'Jê熱水可溶部)
88 中心柱の形状比 | タテ) 11∞気孔ぬ数(クローネ， 1249 パノレフ。の坪量

(タテ/ヨコ ) (総1101 気孔線数(クローホ| 中， N，ウラ)
平均) 1 中， S ，オモテ)1

l日孔警キピ弓す1 1何?撃は与す1 103 君!L撃銃仏11'
110 気孔線数(クローネヲ1112 気孔線数(N，ワラ〉

下，平均，ウラ) 1~;3 気干L鰍
153 種子の形状比 1.. "--Ts ，オモテ)

(幅/長さ) 1187 成熟材(ノレーメン幅〕
202 平均収縮率 li;ö 成熟材(;レーメン幅

(心材繊維方向) 11 7V IJ.,II .. IÏ'{,{1"J ';，繊維幅)
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51 針葉の厚さ 123 当年枝の長さ(クロ 152
(クローネ， 1 ーネ，中)
中， S) 145 針葉の長さ (S)

64 針葉の幅(クローネラ
中，平均)

69 針葉の1陥 (S)

75 針葉断面の形状比
(厚さ/幅)(S) 

78 中心柱(クローネ，
上，タテ)

82 中心柱(クローネ，
中，ヨコ)

152 種子の幅(平均)
155 1000粒当りの種子重
217 縦圧縮

(辺材比例限度)
218 縦圧縮

(辺材縦圧縮強さ)
223 硬さ(辺材木口面)

針葉の厚さ(クロ -143 針葉の長さ(クロー1185 成熟材(繊維幅)
ネ，中，平均) 1 ネ，下，平均) 1229 松脂採取量

57 針葉の厚さ (S) 1 (平均浸出量)
63 

52 針葉の厚さ 138 針葉の長さ(クロー150 針葉の厚さ(クロー157 針葉の厚さ (S) 114 生校数(計)
(クローネ| ネ，中司 N) 1 ネヲ '1' ， N) In針葉断Hliの形状比 189 樹脂道(111現判的
中，平均)b9 針葉の長さ(クロー151 針葉の厚さ(クローI'~ '''~ë厚さ/幅)(中)1117 気孔数(クローネ，

ネ，中， S) 1 ネ，中， S) 1 1 上， N，オモテ)

243 パルプの収率
(精選%)

245 ノ宇ノレフ。の収率(全%)
249 バルフ。の坪量

む。
巳刀



正 (+) 
形 質

r 0.10 r 0.05 

52 針(中ク葉，ロ平のー均厚ネ)さ, 40 針葉の長中さ(クロー 75 針葉(断厚面さの/形幅状)比
ネ， "平均) (S) 

43 針葉の長さ(クロー 91 樹脂道(出現率E型〕
ネ，下，平均)

58 針葉の厚さ(総平均〉

53 針(ク葉下ロの，ー厚Nネ)さ, 42 針葉の長ネさ(クロー49 針葉の厚，上さ(クロー
，下， S) ネ ，平均)

56 針葉の厚さ (N) 54 針葉の厚ネさ(クロー
57 針葉の厚さ (S) ，下， S) 

84 中心桂(総平均， 65 針葉の幅(クローネ.
ヨコ) 下， N) 

92 平均樹脂道数 66 針葉の幅(クローネラ
下， S) 

105 気孔線数(クローネ，
76 針(厚葉さ断/面幅の〉形(縦状平比均〉下， N，オモテ)

106 気孔線数(クローネ，
下， N，ウラ) 107 気孔線数(クローネ，

110 気孔線，平数均(ク， ローネ司
下 S ，オモテ)

下 ウラ) 109 気孔，平線数均(クローネ，
下 ，オモテ)

54 針(ク葉下ロの，ー厚Sネ)さ, 36 針葉の長ネさ上(クロー 8 幹の.H細)/り2 (D(H-
, S) B .H)/2/D. B .H) 

78 中dじ柱(クローネ， 40 針葉の長さ(クロー
中，タテ) ネ，中，平均)

107 気孔線数(クローネ， 41 針葉の長ネさ(クロー
，下， N) 

下， S ，オモテ)
43 針葉の長さ(クロー

110 気孔線，数平均(ク， ローネ， ネ，下，平均)
下 ウラ) 45 針葉の長さ (S)

129 気孔数(クローネ，
47 針葉の厚ネさ上(クロー下， N，オモテ) , N) 

138 気孔数 (S ，ウラ) 48 針葉の厚ネさ上(クロー
153 積子の形(状幅/比長さ) , S) 

49 針葉の厚，上さ(クロー
ネ ，平均)

r 0.01 r 0.10 

140 気孔数(総平均ウ, 
ラ)

161 年輪幅(全木樹冠材〉

55 針葉の厚，下さ(クロー
ネ ，平均)

38 針葉の長さ中(クロー
ネ， 9=', N) 

58 針葉の厚さ(総平均) 188 成(熟繊材維長
67 針葉の幅(下ク，ロ平ー均ネ)

/繊維幅)

191 全収縮辺率材接
( 線方向)

79 中心柱(クローネ，
下，タテ)

83 中心柱(クローネ，

197 平均収縮材接率
(辺 線方向)

下，ヨコ) 239 木材成分
セルロース〕

245 パルフ.の収率(全
%) 

35 針葉の長ネさ上(クロー
, 1:, N) 

183 成熟材繊(維25年長
以上)

37 針葉の長さ(クロー 186 成熟材(膜壁厚)
ネ，上，平均)

214 静的曲材げ42 針葉の長ネさ(クロー (辺比例限度)，下， S) 

44 針葉の長さ (N) 229 松Jl旨採平取均量浸
46 針葉の長さ(総平均)

( 出量)

55 針葉の厚さ(クロー
ネ， -f，平均)

56 針葉の厚さ (N)

57 針葉の厚さ (S)

66 針葉の!隔(クローネ.
下， S) 

負 (ー)

r 0.05 

87 中心(タ柱テの/形ヨ状コ比>
(下)

88 中テ/心柱ヨのコ形)(状総比平均()タ

183 成熟材繊(2維5長年
以上)

243 パルフ.の収率精
(選%)

l 樹高

87 中心(タ柱テの/形ヨ状コ比) 
(下〉

172 容積(全密度木数, 枝下材)

、‘

r 0.01 

じコ
0> 



202 平均収縮率
(心材繊維方向)

50 針葉の厚さ(クロー167
ネ，中， N) 

53 針葉の厚さ(クロー170
ネ，下， N) I~~ 

65 針葉の幅(クローネ， 1山
下， N) 

68 針葉のI福 (N)
69 針葉のl隠 (S)
79 中心柱(クローネ， 184 

下，タテ)
82 中心柱(クローネ， 1ヲ2

中，ヨコ)

108 気孔線数(クローネ，
下， S ，ウラ)

149 麹(ヨコ平均)
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55 針(下ク葉，ロ平のー厚均ネ)さ，|1| 5 枝下最下生校高 41 針案の長さ(クロー 42 童|葉の長さ(クロー l吋熟材繊維長 187 中心柱の形状比

35 針葉の長ネさ(クロー ネ，下， N) ネ，下， S) (25年以上) I (タテ/ヨコ)(下)

，上， N) 43 壷|葉の長さ(クロー 53 針葉の厚さ(クロー 186 成熟材(膜壁厚)

47 針葉の淳ネさ(クロー ネ，下，平均) ネ，下， N) 
188 成(繊熟材維長，上， N) 

49 創業の厚，上さ(クロー 54 針葉の厚さ(クロー /繊維幅)
48 針葉の厚ネさ(クロー ネ ，平均) ネ，下， S) 243 パノレフ。の収率精選

ー上， S) 
57 針葉の厚さ (S)

56 針葉の厚さ (N) 58 針葉の厚さ(総平均〉 (fFf~%) 

59 針葉の幅(クローネ， 84 中心柱(総平均， 65 針葉の幅(クローネ， 244 パ/レフ。の収率

上， N) ヨコ) 下， N) (粕%)

68 針葉の幅 (N) 107 気孔線数(クローネ， 66 針葉の幅(クローネ，

69 針葉のl隔 (S) 下， S ，オモテ) 下， S) 

70 童|葉の幅(総平均) 138 気孔数 (S ，ウラ) 67 針葉の幅(クローネ，

92 平均樹脂道数 下，平均)

109 気孔，線平均数(クローネヲ 79 中心柱(クローネ，
下 ，オモテ) 下，タテ)

110 気孔線，平数(均ク， ローネ， 83 中心柱(クローネ，
下 ウラ) 下，ヨコ)

120 気孔数(クローネ，
上， S ，ウラ)

126 気孔数中 (クローネ弓
S ，ウラ)

134 気孔数，平(クローネ，
下 均，ウラ)

。3

--.l 



r 0.10 

正 C+) 

r0.05 I 
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(1. 2m樹冠材)
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229 松脂採取量
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57 針葉の厚さ 139 針葉の長さ(クロ :-135 針葉の長さ(クロー136 針葉の長さ(クロー114 生枝数(計) 11 樹 高 1186 成熟材(膜壁厚)
c S) I ネ，中'，，::) 1 ネ，上， N) 1 ネ，上~ ~) 1;95 全収縮率 11-0 生校数 (E)

0 針葉の長さ(クロー159 針葉の!隔(クローネ， 137 針葉の長さ(クローI---~Vè辺材繊維方向) 1 

ネ，中，平均)， 1 上: N)'1 ネヲ上，平均) 1230 松脂採取量(斜溝 1229 松脂採取量
46 針葉の長さ(総平均)1 -'--, "/ 145 針葉の長さ c S )"' l"'vV 1:'<-' !Jt~~当り浸出量)1 c平均浸出量)
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∞
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5
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6
1
1
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1
1

.. 

針葉の厚さ(クロー
ネヲ上， S) 

針葉の厚さ(クロー
ネ，上，平均)

針葉の厚さ(クロー
ネ，中， S) 

針葉の以さ(クロー
ネ，中，平均)

針葉の厚さ(クロー
ネ，下， S) 

針葉の厚さ (N)

針葉の厚さ
(総平均)

針葉の幅(クローネ，
中， S) 

針葉の幅(クローネ，
中，平均)

針葉の幅 (S)
針葉の幅(総平均)
中心柱(総平均，

ヨコ)

92 平均樹脂道数
95 気孔線数(クローネ，

上， S ，オモテ)
96 気孔線数(クローネー

上， S ，ワラ)
102 気孔線数(クローネ，

中， S ，ワラ)
104 気孔線数(クローネ，

中，平均，ウラ)

58 針(葉総平の厚均さ 1134 着葉数/1 cm 116 カ枝の長さ 53 錦の厚さ(クロー 10 生校数 (E) lBB 中心柱の形状比(タ
) 139 針葉の長ネさ中(クロ -149 針葉の厚，上さ(クロー ネ，下， N) 1157 1000粒当り テ/ヨコ)(総平均)

ヲ S) ネ ，平均) 155 針葉の厚さ(クロー 充実種子率
52 針葉ネの厚中さ(平クロ :-161 針案のl隠上(クローネヲ ネ，下，平均) iI 83 成熟材繊維長

均) 平均) 157 針葉の厚さ (S) I (25年以上)
56 針葉の厚さ (N) 163 針葉の幅(クローネ‘ 239 木材成分
68 針葉の幅 (N) 中: s'j '1 59 針葉の幅(クロマ， 何ルロース)
83 中心柱下 (クローネ， 164 針葉の幅(クローネ， 上， N) b43 パルプの収率 | Cto 心

，ヨコ) 中，平均) 169 針葉の幅 (S) (精選%)



形 質
正 (+) 

r 0.10 r 0.05 

58 針葉の厚さ 1102 気孔線数(クローネ， 178
(総平均) 1 中， S ，ウラ) 1 

中心柱(クローネ， 170 
中，グテ) I~L 

中心柱(クローネラ μv
下，タテ)

114 気孔線数(S ，ウラ )179

183 成熟材繊維長 田
(25年以上) 184 中心柱(総平均，

ヨコ)

96 気孔線数(クローネ，
上， S ，ウラ)

113 気孔線数
(S ，オモテ)

147 鱗片の形状比
(ヨコ/タテ)

59 針葉の幅 141 針葉の長さ(クロ -147
(クローネ， 1 ネ，下， N) 

針案の厚さ(クロー156
ネ，上， N) 1"" 

針葉の厚さ(クロー
ネ，上，平均) 161 

針葉の厚さ (S)

上， N) 143 創業の長さ(クロー149
ネ，下，平均)

r 0.01 

針葉の幅(総平均)

針葉断ïIiîの形状比
(厚さ/幅)(総平均〕

針葉の厚さ (N) 175 

針葉の幅(クローネ，
上， S) 187 

針葉の幅(クローネ，
上，平均)45 針葉の長さ (S) 157 

46 針葉の長さ(総平均)158
48 針葉の厚さ(クロー1;;7

針葉の厚さ 63 針葉の幅(クローネヲ

ネ，上， N) … 
66 針葉の幅(クローネ， 177

下ヲ S)
101 気孔線数(クローネ， 179

中 S ，オモテ) 1 

103 気孔線数(クローネ， 180
中，平均，オモテ)

104 気孔線数(クローネラ 181
中，平均，ウラ)

111 気孔線数 183 

(N，オモテ) 1 

112 気孔線数CN，ウラ〕…

115 気孔線数(総平均， 197 
オモテ)

(総平均)
針葉の幅(クローネ，164

下，平均)
中心柱(クローネヲ 165

上，タテ)
中心柱(クローネ， IL:O 

下，タテ) 1山

中心柱(総平均， 169 

タテ) 170 
中心柱(クローネ司|

178 
上，ヨコ) 1 

中心{主(クローネ， I 

下，ヨコ) 1出

気孔線数(クローネ，
上 S ，ウラ) '184 

気孔線数(クローネ，
上，平均，オモテ) 192 

中， S) 

針葉の幅(クローネ，
中，平均)

針葉の1隔(クローネ，
下， N) 

針葉の幅 (N)

針葉の幅 (S)

針葉の幅(総平均)

中心柱(クローネ，
中，タテ〕

中心柱(クローネ，
中，ヨコ)

中心柱(総平均，
ヨコ〕

平均樹脂道数

負 (ー)

r 0.10 r 0.05 r 0.01 

針葉断面のヲ状比 174 針葉断面の形状比 156 針葉の厚さ (N)
(厚さ/幅)(S)I (厚さ/幅)(N)

中心柱の形状比 1141 球呆数
(タテ/ヨコ)(下)1164 年輪幅

(1.2m樹冠材)

186 成熟材(膜壁厚)

• 
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60 針(ク葉ロのー悩ネ 1 39 針葉の長ネさ中(クロー 7 幹の細り 36 針葉の長ネさ(クロー 2 胸高直径 72 針葉(断長面さの/形幅状)比(中||21 校の角度(総平均)
, 1 ;f., J:þ, S) H/D.B.H) 

, 上， S) 188 中/心柱ヨの形〉状(総比平均(タ〉 )85 中心〈タ柱テの/形ヨ状コ比>上， S) 165 針葉の 11府(クローネ笥 8 幹の.H細)/り2/(D(H- 45 針葉の長さ (S) テ コ 73 針葉(断厚[日さの/3幅状)比(下 (中〉
下， N) B.H)/2/D.B.H) 

49 針葉の厚よ宇(クロ :-190 樹脂道( ]
68 針葉のl陪 (N) 37 針葉の長さ(クロー ネ , 平均) 出現率E型) 175 針葉(断!享面さの/形幅状)比(S ネ，上，平均)

57 針葉の厚さ (S) 1163 年輸(相l ) 80 中心柱(総平均， 46 針葉の長さ(総平均〕
タテ)

47 針葉の厚ネさ上(グロー
59 針葉の幅(クローネ， 1 <..I .2m枝下材) 187 中心(タ柱テの/形ヨ状コ比>

83 中心柱(ク口ーネ. , N) 上， N) 1210 収縮異方(度心 (下〉
下，ヨコ)

48 針葉の厚ネさ(クロー61 童|葉の幅上(ク，ロ平ー均ネ)' 材気乾) 1164 年輪(幅l 

104 気孔中線平数均(ク， ローネ， .上， S) 212 収縮呉方度4JJF .m樹冠材)
タテ) 54 針葉の厚ネさ下(クロー 63 針葉の幅(官ーネ， 1 (材全乾) 1165 年輪幅 ωm全体〉

S) 
123 気孔中線数(クローネー , S) 

64 針葉の幅(fhクロ平ー均ネj ， 1229 松/1旨採聖書浸 m 成熟材(繊維幅), N，オモテ) 56 針葉の厚さ (N)
( 出量) 1195 全収(縮材率繊

149 麹(ヨコ平均) 58 針葉の厚さ 67 童|葉の幅(下ク，ロ平ー均ネ') , 辺 維方向)
156 1000粒当りの容積 (総平均) 209 収縮異方度

170 晩材率
66 針葉の幅(クローネ， 69 針葉の幅 (S) 辺材気乾)

下， S) 
.2m樹冠材)

78 中心柱(クローネ司 70 針葉の幅(総平均) 1 1 211 収縮異マ度
辺材全乾)

171 l!免材率 (1.2m全体〉 上。タテ) 77 中心柱(クローネ司

197 平均(収縮材接率 92 平均樹脂道数 上，タテ)
辺 線方向) 93 気孔線数(クローネ， 81 中心柱(クローネ， 1 01>-

>

上， N，オモテ) 上，ヨコ)



形質
正(+) I 負(ー)

r 0.10 | r  0.05 I r 0.01I  r O. 10 l rO 回 I r 0.01 

60 針葉のI幅
(クローネ，
上， S) 

100 気孔線数(クローネ， 182 中心柱(クローネ， [ 
中， N，ウラ) 1 中，ヨコ)

111 気孔線数 184 中心柱(総平均，
(N，オモテ) 1 ヨコ)

113 気孔線数 195 気孔線数(クローネ，
(S ，オモテ) 1 上， S ，オモテ)

114 気孔線数(S ，ウラ )196 気孔線数(クローネ，
116 気孔線数(総平均， I 上， S ，ウラ)

ウラ) 197 気孔線数(クローネ，
151 種子の長さ(平均) 1 上，平均，オモテ)
6 晩材率(全木;枝下材)198 気孔線数仁クローネ，

168 娩材率(全木全体)'1 上，平均，ウラ)
169 晩材率 1 115 気孔線数(総平均，
日刊訂 .2m枝下材) 1 オモテ)

199 平均収縮率 1 152 種子の幅(平均)
(辺材半径方向) 1155 1000粒当りの種子重

167 晩材率(全木樹冠材)

61 針葉の幅 122 当時の長さ(クロ 7 … 36 針葉の長さ(クロー
(クローネ， ーネ，上) 1 (H/D.B.H) ネ.上， S) 

上，平均) 146 針葉の長さ(総平均)137 針葉の長さ(クロー49 針葉の厚さ(平ク均ロー
66 針葉の幅(クローネヲ ネ，上，平均) ネ，上， .ljl-~) 

下， S) 145 針葉の長さ (S) 56 針葉の厚さ (N)

83 中心柱(クローネ， 147 針葉の厚ネさ上(クロー
57 針葉の厚さ (S)

下，ヨコ) 1-- -.~，- -*,-i.: N) 59 針葉の幅(クローネ，
上， N) 

94 気孔線数(クローネ '148 針葉の厚ネさ上(クロー 60 針葉の幅(クローネ，上， N，ウラ) 1-- -'''--',*,-i.: S) 上， S) 
102 気孔線数(クローネ '158 針葉の厚さ(総平均)63 針葉の幅(クローネ，

中， S ，ウラ) 中， S) 

148 麹(タテ平均) [67 針葉の幡hdj' 64 量|葉の幅(中ク，ロ平ー均ネ)'
154 全種子重 78 中心柱(クローネ， 68 針葉の幅 (N)
168 晩材率(全木全体) 中，タテ)

69 針葉の幅 (S)
169 晩材率 80 中心柱(総平均ウ , 70 針葉の幅(総平均〉(1. 2m枝下材) ラ)

2 胸臨径 21 tS中憶:(、(脂タタ2往道テテ5の//ぷ形ヨヨ状ココア比XX上下刻M l l 72 情聴ヲ品11 生校数 (W) 185 l:�iL'tJ::!J)%:lkJt 1 (J!1� /i�j)(l:�) 

71 針葉懐滞在〉87 75 針葉槙瀦忠〉
74 針葉断(厚面さの/1幅状〉比(N 164 年輪R)190 ・ 2m樹冠材)

76 針(厚葉さ断/面幅の)形(総状平比均 (出現率E型)
)1165 年輪幅(1.2m全体〉

160 年輪幅(全木枝下材)1195 全収(縮辺率材
162 年輪幅(全木全体) 繊維方向)

201 平均(収縮材率織
辺 維方向〉

207 気乾収辺材縮率繊
( 維方向)

209 収縮具方度
辺材気乾)

• 

品
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62 針(ク葉中ロ，のー幅Nネ)|l!43 針葉の長さ(クロー 41 針葉の長さ(クロー 38 針葉の長ネさ中(クロ -16 枝下力校高 12 生校数 (S) 172 針葉断面の形状比
ネラ下，平均) ネ，下・ N)I .t, r:p, N)17 幹の細り 150 麹の形状比コ/~T) 174 $t~~厚さ/幅)(中)

70 針葉の幅(総平均) 144 針葉の長さ (N) 140 針葉のネ長中さ(平ク均ロ :-1 (H/D.B.H)I (ヨ タテ) 174 針葉断面の形状比

1∞気孔酔(クローネ， 146 針葉の長さ(総平均)164 締の由(中J， ロ -J 34 着葉数/1 cm 1220 縦引張 (厚さ/幅削〕
N，ウラ) b1 樹脂道 平均)1130 気孔数(クローネ， I (辺材比例限度)

112 気孔線数(N，ウラ )1 (出現率直型) 168 針葉の幅 (N) 下， N，ウラ)

145 鱗片(タテ平均) 1 b5 抽出成分(辺抽材出アセ叩鱗片のぞー雪ー/男148 麹(タテ平均) トン 物)~I ( タテ)
"'" w 



正 (+) 負 (ー)
形 質

r 0.10 r 0.05 r 0.01 r 0.10 rO.05 rO.Ol 

62 針(ク葉中ロの，ー幅Nネ) 152 種子の幅(平均) 172 容積密(全度数木枝下
163 年輪幅 (!.2m全体)

材)

174 容積密度(全数木全体)

175 容積密(1度.2数m枝下材)

177 容積密度(成数熟材部)

197 平均(収辺縮材率接線方向)

199 平均星野草径方(向)

213 静(辺的材曲げ
ヤング係数)

217 縦圧(縮辺材比
例限度)

219 縦(辺引材張
ヤング係数〉

221 縦(辺引材張縦
引張強さ)

223 硬さ(辺材木口面)

63 針(ク葉中ロの，ー幅Sネ)' 39 針葉の長ネさ中(クロー 35 針案の長さ(クロー 45 針葉の長さ (S) 3 カ校直上直径 10 生校数 (E) 164 年輪幅
, S) ネ，上， N) 57 針葉の厚さ (S) 7 幹の絢り 72 針案断(厚面さの/形幅状)(比中〉

(1.2m樹冠材)

49 針葉の厚さ(クロー 40 針葉の長言(クロー 59 針葉の幅(クローネヲ H/D.B.H) 
ネ，上，平均) ネ， "平均) 上， N) 17 校の長さ(総平均) 73 針葉断(厚面さの/形幅状)(比下〉66 針葉の幅(クローネヲ 56 針葉の厚さ (N) 60 針葉の幅(クローSネ)'

下， S) 上， 34 着葉数/1 cm 
81 中心柱(クローネヲ 58 針葉の厚さ(総平均〕61 針葉の幅上(ク，ロ平ー均ネ) ラ

75 針葉断(厚而さの/形幅状)(比S) 

74 針葉断面の形状比
上，ヨコ) (厚さ/幅)(N)

83 中心柱(クローネ， 65 針葉のl陥(クローネ，
61 童|葉のl悩(中ク，ロ平ー均ネS' 86 中心:タ柱テの/形ヨ状コ比>

下，ヨコ) 下， N) 87 中心(タ柱テの/形ヨ状コ比> U'T/3 ::z)(中〕

93 気孔線数(クローネ， 95 気上孔線数(クローネ， 67 童|葉の腕(クロ平ー均ネ') , 
(下〉 141 球果数

上， N，オモテ) S. オモテ) 下， 154 全種子重 162 年輪幅(全木全体)

98 気上孔線，数平(均ク，ロウーラネ) ラ 96 気孔線数(クローネ， 68 章|業の幅 (N) 160 年輪暇 209 収縮異方度
上， S ，ウラ) 69 針葉の幅 (S) (金木;枝下材) (辺材気乾)
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64 針(中ク葉，ロ平のー幅均ネ) || | 16 カ枝の長さ 38 針葉の長さ(クロー40 針葉の長さ(クロー 31 着葉数 (N) 173 針葉断面の形状比 72 針葉断面の形状比

'123 当年枝の長ーネさ， (1ク11 ) ロ
ネ，中， N) ネ，中，平均) b4 着葉数/1 cm I (厚さ/幅)(下)1 (厚さ/幅)(中〉

39 針葉の長さ」クロー 7 針葉の肘 (S) 187 中心(タ柱テの/形ヨ状コ比〕 四気孔数(クローネラ 74 量|葉県今形状比
35 針葉の長さ(クロー ネ， r:J=l, S) 59 針葉の11侃(クローネ， 1 (?t 7" /3 ::z)(下〉 下， N，ウラ) I (}!jf. ð/幅)(N)

ネ，上， N) 45 針葉の長さ (S) 上， N) 189 樹脂道(It\現率 I 型〉
36 針葉の長さ上(クロー 46 針葉の長さ(総平均〉61 針葉の幅(クローネヲ 141 球果数ネ， 1:, S) 上，平均) 年輪幅
44 針葉の長さ (N) 49 創業の厚，上さ(クロー 164 

51 針葉の厚ネさ中(クロー
ネ ，平均) 62 針葉の1隔(クローNネ) , (l.2m樹冠材)

S) 50 針葉の厚さ中(クロー 中 230 松脂採平取均量
60 針葉の幅(クローネヲ

ネ， r:J=l, N) 63 針葉の幅(クローネ守 ( 浸出量) I 品

上， S) 58 金|葉の厚さ(総平均〕
中， S) 口、



負(-)

形 質 | rO.l0 1 rO.05 1 rO.Ol rO.05 I rO.Ol rO.l0 I ro.lO 

針葉の幅 針葉の幅(クローネ， 167 針葉のrpã'i(クロ ネ， 168 針葉の幅 (N)
64 (クローネ 65 下， N) 下，平均) 169 針葉の幅 (5)

中，平均) 166 針葉の幅(クローネ， 191 樹脂道(出現率E型)170 針葉の幅(総平均)
下， 5) 196 気孔線数(クロ三ネ '178 中心柱(クローネ，

80 中心柱(総平均， 上， 5 ，ウフ) 上，タテ)

タテ) 198 気孔線数(クロペ夕、 '182 中心柱(クローネ，
97 気孔線数(クローネ， 上，平均，ウフ) 中，ヨコ)

上，平均，ォモテ) 1111 気干し線数 一、 84 中心柱(総平均，
102 気孔線数(クローネ， 1 (N，オモアノ ヨコ〕

中， 5 ，ウラ) 1116 気孔線数(総すす 92 平均樹脂道数
110 気孔線数(クローネ'1.__ .... ~-:1'........L-;:;" /-.r;:t-.:: / 195 気孔線数(クローネ，

下，平均，ゥラ) 1152 種子の幅(平均) 上， 5 ，ォモテ)
155 10∞粒当りの種子重 235 抽出成分(辺材アセ 99 気孔線数(クローネ，

トン抽出物) 中， N，オモテ)
100 気孔線数(クローネ，

中， N，ウラ)

101 気孔線数(クローネ，
中， 5 ，オモテ)

103 気孔線数(クローネヲ
中，平均，オモテ)

104 気孔線数(クローネラ
中，平均，ワラ)

112 気孔線数(N，ウラ)

113 気孔線(数5 ，オモテ)

114 気孔線数(5 ，ウラ)
115 気孔線数(総平均，

オモテノ

.. 

怠



針葉断面の形状比
(厚さ/幅) (下)

針葉断面の形状比
(厚さ/幅) (5) 

中心柱の形状比
(タテ/ヨコ)(下)

針葉断面の形状比 173 
(厚さ/幅) (N) 
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針葉の幅 148 
(クローネ，
下， N) 164 

65 

73 針葉断面の形状比
(厚さ/幅) (下)

中心柱の形状比
(タテ/ヨコ)(下)

1
1

品
叶
l
l

生校数 (E)

針葉断面の形状比
(厚さ/幅) (5) 187 

229 松脂採取量
(平均浸出量)

230 松脂採取量(斜溝
1 cm当り浸出量)

針葉断面の形状比 110 
(厚さ/1隔) (中)!?S

針葉の長さ(クロー172
ネ，下， N) 

針葉の長さ(クロー
ネ，下， 5) 

針葉の長さ(クロー
ネ，下，平均)

針葉の長さ (N)
針葉の長さ (5)
針葉の長さ

(総平均)
針葉の厚さ(クローl

ネ，下， 5) 1 

41 校下最下生校高

42 

針葉の厚さ(クロー143
ネ，上， N) 

針葉の厚さ(クロー144
ネ， 上， 5) 1 ・ー

!45 
íÍ! 1 葉の厚さ(クロー 146

ネ，下，平均) 1 一

針案の幅(クローネ， 154
上， N)|

枝下力校高

幹の細り 15 
(H/D.B.H)I 

針葉の長さ(クロー 1 6
ネ，上， N) 147 

針葉の厚さ(クロー
ネ，上ラ平均) 148 

針葉の厚さ(クロー
ネ，下， N) 155 

針葉の厚さ(総平均〕

針葉の幅(クローネ，160
上， N) 

針葉の幅 17 
(クローネ‘
下， 5) 

135 

66 

49 

53 

58 

59 



正 (+) 
形 質

rO.l0 r 0.05 

66 針(ク葉下ロの，ー幅Sネ') , 
61 針葉の幅上(ク，ロ平ー均ネ〉 ヲ 92 平均樹脂道数

100 気孔線中数，〈Nク， ローネヲ
63 針葉の幅(クローネ， ウラ)

中， S) 106 気孔線数(クローネヲ
64 針葉の幅(中ク，ロ平ー均ネ) , 下， N ，ウラ)

113 気孔線(数S 
68 針葉の幅 (N) ，オモテ)

80 中心柱(総平均， 115 気孔線数(総平均，
タテ) オモテ)

111 気孔線(数N 
，オモテ)

170 晩材率
.2m樹冠材〉

112 気孔線数(N，ウラ〉

114 気孔線数(S ，ウラ〕
237 木材成(熱分

水可溶部)

155 1000粒当りの種子重

67 針(下ク葉，ロ平のー幅均ネ') , 
6 校下カ校高 5 校下最下生枝高

47 針葉の厚ネさ上(クロー
49 針葉の厚，上さ〈平クロー , N) 

ネ，均)

57 針葉の厚さ (S) 48 針葉の厚ネさ上(クロー
, S) 

78 中心柱(クローネ， 53 針葉の厚ネさ(クロー
中，タテ〉 ，下， S) 

105 気干し線数(クローネ， 56 針葉の厚さ (N)
下， N，オモテ)

59 針葉の幅(クローネ守
152 種子の隅(平均) 上， N) 

• 

rO.Ol 

65 針葉の幅(クローネ，
下， N) 

67 針葉の幅(クロ平ー均ネ)'
下， 'Jl;ItJ) 

69 針葉のl隔 (S)
70 針葉の幅(総平均)
79 中心柱(クローネ，

下，タテ)

83 中心柱(クローネ，
下，ヨコ)

84 中心柱(絵、平均，
ヨコ〉

107 気孔線数(クローネ，
下， S ，オモテ)

108 気孔線数(クローネ，
下， S ，ウラ)

109 気孔線平均数(クローネ，
下， -1 ........ J ， オモテ)

110 気孔線，数平均(ク， ローネ，
下 ウラ)

116 気孔線数(総平ウ均，
ラ)

198 平均(収心縮材率接線方向)

41 針葉の長さ(クロー
ネ，下， N) 

42 針葉の長ネさ(クロー
，下， S) 

43 針葉の長さ(クロー
ネ，下，平均)

45 針葉の長さ (S)

46 針葉の長さ
(総平均〉

54 針葉の厚ネさ(クロー
，下， S) 

負 (一〕

rO.10 r 0.05 

21 枝の角度(総平均) 10 生枝数 (E)

34 着葉数/lcm
72 針葉(厚断さ面/の幅形)状(比中)
75 針葉断面の形状比 1

(厚さ/幅) (S) 

r 0.01 

73 針葉(厚断さ面/の幅形)状比
(下)

87 中心(タ柱テのノ形状比
/ヨコ)(下〕

-両

点~
CXJ 



• 

229 松J!日採取量 161 針葉の11日(クローネ， 155 針葉の厚さ(クロー
(平均浸出量) 1 上，平均) 1 ネ，下，平均)

68 針葉の幅 142 針葉の長ネさ下(クロー
(N) I ,*, r , S) 

55 針葉の厚，下さ (平ク均ロー
ネ， .ljZ~) 

60 針葉の幅(クローネ，
上， S) 

43 針葉の長さ(クロー
ネ，下，平均)

60 針葉の11届(クローネ，
上， S) 

63 針葉の幅(クローネ，
中， S) 

65 針葉の幅(クローネ，
下ラ N)

66 針葉の幅(クローネー
下， S) 

69 針葉の幅 (S)
70 針葉のl隔(総平均)
79 中心柱(クローネ，

下，タテ)
83 中心柱(クローネ，

下，ヨコ)

84 中心柱(総平均，
ヨコ)

92 平均樹脂道数
106 気孔線数(クローネ，

下， N，ウラ)
107 気孔線数(クローネ，

下， S ，オモテ)
108 気孔線数(クローネ，

下， S ，ウラ)
109 気孔線数(クローネ，

下，平均，オモテ)
110 気孔線数(クローネ，

下，平均，ワラ)
115 気孔線数(総平均，

オモテ)
116 気孔線数(総平均，

ウラ)

41 針葉の長さ(クロー
ネ，下， N) 

44 針案の長さ (N) 159 針葉の幅(クローネ，
46 針葉の長さ 上， N) 

(総平均)
47 針葉の厚さ上(クロ ::.-'62 針葉の幅(クローネ，

ネ， 1:., N) 中， N) 

.. 

197 平均収縮材率接
(辺 線方向)

72 針葉(厚断さ面/の幅形)状(比中)

74 針葉(厚断さ面/の幅形)状比
(N) 

品CD 



正 (+) 負 (一)
形 質 包

r 0.10 r 0.05 r 0.01 r 0.10 r 0.05 r 0.01 

68 針葉の幅 66 針葉の幅(クローネ， 48 針葉の厚ネさ上(クロー 64 針葉の幅(中ク，ロ平ー均ネ'j'
(N) 下， S) , S) 

69 針葉の幅 (S) 49 針葉の厚さ(平ク均ロー65 針葉の幅(クローネヲ

78 中心柱 (Eクド ローネ，
ネ，上守 ) 下， N) 

，タテ)
56 針葉の厚さ (N) 70 針葉の幅(総平均)

82 中心柱(中クローネ， 61 針葉のl隔上(ク，ロ平ー均ネ) , 
79 中心柱(クローネ，

ヨコ)
63 針葉の幅(クローネ， 下，タテ)

105 気孔線数(クオロモーテネ') , 中， S) 83 中心柱(クローネ，
下， N , 

67 針葉の幅(下ク，ロ平ー均ネ)' 下，ヨコ)

108 気孔下線数，(クローネ， 100 気孔線中数，(Nク，ロウーラネ') , 
S ，ウラ) 80 中心柱(総平均，

111 気孔線(数N 
タテ) 151 種子の長さ(平均)

，オモテ) 84 中心柱(総平均，
152 種子の幅(平均)ヨコ)

116 気孔線数(総平ウ均ラ) 92 平均樹脂道数 155 1000粒当りの種子重

125 気孔中数(クローネ，
106 気孔線数(クローネ， 156 1000粒当りの容積

下， N，ウラ)
, S ，オモテ)

110 気孔線，平数均(ク， ローネ， 235 抽出成分(辺抽材出物アセ
下 ワラ)

トン ) 

112 気孔線数
N，ウラ)

142 球果(ヨコ平均)
143 球果(タテ平均)
145 鱗片(タテ平均)
148 麹(タテ平均)
247 パルフ.の未叩解フリ

ーネス

69 針葉のI隔 8 幹の.1釧n り (D(H- 37 童|葉の長さ(クロー 7 幹の細り 10 生枝数 (E) 2 JI旬高直径 21 校の角度(総平均)
(S) B.H)/2/D.B.H) ネ，上，平均) CII/D.B.H) 

15 枯枝数 19 校の太さ(総平均)
47 針葉の厚さ上(クロー 41 針葉の長ネ・さ下(クロー 36 針葉の長さ上(クロー

72 針葉(厚断さ而/の幅形〉状(比中)
73 針葉(厚断さ面/の幅形)状(比下)

ネ， 1:, N) , N) ネ， 1:, S) 17 枝の長さ(総平均〉

48 針葉の厚ネさ上(クロー 43 針葉の長さ(クロー
42 針葉の長ネさ(クロー 160 年輪幅(全木校下材)

75 針葉(厚断さ面/の幅形〉状(比S) ，下， S) 
85 中心(タ柱テの/形ヨ状コ比], 1:, S) ネ，下，平均)

45 針葉の長さ (S) 162 年輪I隔(全木全体) (上〉

，~ ,1 .‘ 



53 針葉の厚さ(クロー149 針葉の厚さ(クロー146 針葉の長さ 1 164 年輪幅
ネ，下: N) 1 ネ，上，平均) 1 ,,_. . -(総平均) 1 (1. 2m樹冠材)

56 針葉の厚さ (N) 154 針葉の厚さ(クロー157 針葉の厚さ (5) 1195 全収縮率
| ネ，下; 5) 159 童 l 葉の幅(クローネ， 1 (辺材繊維方向)

68 針葉の幅 (N) | | 上: N')[ 
| 針葉の厚さ(クロー|

93 気孔線数(クローネヲ| ネ，下，平均>160 針葉の幅(クローネ，
上， N，オモテ) I .. .. ~P:_ ~ 'i.~='::J 上， 5) 

2 種子の幅平均 [58 針葉の厚さ〈総平均)[61 針葉の1!'ÏiÎ(クローネ，
177 中心柱(クローネ， 1 上，平均)

172 容積警私下材) 1 上ラタテ) 163 針葉の幅(クローネ，
178 中心柱(クローネ， 1 中， 5) 

175 容積密度数 l 中，タテ) 164 針葉の幅(クローネ，
(1. 2m枝下材)| | 中，平均)

180 中心柱(総平均， 1 
容積密度数 | タテ) 165 針葉の幅(クローネ，

(成熟材部)1 ...... '/~/I 下， N) 

179 容積密度 182 中心柱 (4723j|66 針葉のl阪(クローネ，
(1. 2m全体) 1 .. . ':r , '" ~/ 

1 下， 5) 

山平穏鰐線方向) 198 気2吟FFA167 針葉の片平話'
1101 気孔線数〈クローネ， 170 針葉のI陥(総平均)

198 平常、鰭蹴|匂) 1 中 5 ，ォモテ') 'j;;中心柱(クローネラ
1103 気孔線数(クローネ， 1 下，タテ)

199 平マ星野草径方向) 1 中，平均，ォモテ')181 中心柱(クローネ，
1104 気孔線数(クローネ， 1 上，ヨコ)

8 縦圧縮 | 中，平均，ウラ')183 中心柱(クローネ，
(辺材縦圧縮強さ )l | 下，ヨコ)

m せん断(辺材強さ) 1 106 気球狩 VA'184 中心柱(総平ι
m 木材成分 1 108 気孔線数(クローネ ， 192 平均樹脂道数コ-')

(熱水可溶部) 1 下， 5 ，ウラ) 1 

.__. .~:... :-' / / / 195 気孔線数(クローネ，
110 気孔線数(クローネ， 1 上， 5 ，オモテ)

下，平均，ウラ) 196 気孔線数(クローネ，
112 気孔線数CN，ウラ )1 上， 5 ，ウラ)
151 種子の長さ平均 197 気孔線数(クローネラ

! 上，平均，オモテ)
155 1000粒当りの種子重1100 気孔線数(クローネヲ
66 晩材率(全木校下材)1 中， N，ウラ)

1107 気孔線数(クローネ，
168 晩材率(全木全体) 1 下 5 ，オモテ)
169 rr免材率 1109 気孔線数(クローネ，

(1. 2m校下材) 1 下，平均，オモテ)

'. 

90 樹脂道 187 中心柱の形状比
(出現率E型) 1 (タテ/ヨコ)(下〕

163 年輪幅 1230 松脂採取量(斜溝
(1.2m枝下材) 1 1 cm当り浸出量〕

165 年輪幅(1.2m全体〕
185 成熟材(繊維幅)

229 松脂採取量
(平均浸出量)

巳n
トー



1
1

印
N
1
1

(一)負(+) 正
質形

r 0.01 r 0.05 r 0.10 

171 晩材率 (1.2m全体)1111 気孔線数

4 容積密度(全木全体)1___ ~~.，.S!::' オモテ)
1113 気孔線数

0 標準容積密度数 1---''''-'''('5'，オモテ)
(全木校下材) 1114 気手[線数

182 標準容積密度数 1 (S ，ウラ)
(全木全体) 1115 気孔線数(総平均，

オモテ)
116 気孔線数(総平均，

ウラ)

r 0.01 一---1 r 0.05 r 0.10 

69 針葉の幅
(S) 
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針

針葉断面の形状比
(厚さ/幅) (中)

針葉断面の形状比
(厚さ/幅) (下)

中心柱の形状比
(タテ/ヨコ)(下〉

229 松脂採取量
(平均浸出量〕

230 松脂採取量(斜溝
1 cm当り浸出量〕

72 胸高直径

生校数 (W)

針葉断面の形状比
(厚/幅) (N) 176 

34 
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針葉の長さ(クロー17
ネ，上，平均)

針葉の長さ(クロー18
ネ，中， N) 

針葉の長さ(クロー136
ネ，中， S) 

針葉の厚さ
(総平均)

気孔線数(クローネ， 141
上，平均，ウラ)

106 気孔線数(クローネ，148
下， N，ウラ)

151 種子の長さ(平均) 149 

170 晩材率
(1. 2m樹冠材) 150 

40 

針葉の幅 137 
(総平均)

39 

98 

38 

58 

70 

• 

針案の厚さ(クロー
ネ，下: S) 163 

針葉の桶(クローネ '164
中， N) 

77 中心柱(クローネ， 165 
上，タテ)

54 
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正 (+) 負 (ー〕
形 質 E 

r 0.10 r 0.05 rO.01 r 0.10 r 0.05 rO.01 

71 針形t厚葉状さ断比〈而上幅の) >
47 針葉の厚ネさ上(クロー 91 樹脂道 48 針葉の厚さ上(クロー 101 気孔線数(クローネ， 98 気上孔線，平数均(ク， ローネ， 60 針葉の幅(クローネ，

ラ， N) (出現率E型) ネ， 1:, S) 中， S ，オモテ) ウラ) 上， S) 

74 針葉(厚断さ面/の幅形)状(比N) 49 針葉の厚，上さ (平ク均ロー 102 気孔線中数，(クローネラ 104 気孔中線，平数(均ク， ローネ， 61 針葉の幅(クロ平ー均ネ'j'
ネ， :ljl:!{:J) S 同ウラ) ウラ〕 上，

207 気乾(辺収縮材繊率 90 樹脂道 103 気中孔線平数均(クローネ， 191 全収(縮辺率材接線方向) 89 樹脂道( 
維方向) (出現率E型〕 ，オモテ) 出現率 I 型)

105 気孔線数(クローネ， 195 全収縮辺率材繊
下， N，オモテ) ( 維方向) 219 縦(辺引材張

114 気孔線数 203 気乾(収辺縮材率接線方向) ヤング係数)
S ，ウラ) 245 パノレフ。の収率(全

213 静(辺的材曲げ 243 パルフ。の収率精選 ?ら)
ヤング係数) (fff~%) 

72 形針(厚葉状さ断比/(面中幅)の>73 針葉(厚断さ面/の幅形)状(比下) 75 針葉(厚断さ面/の幅形)状(比S) 52 針葉の厚さ(平ク均ロー 47 針葉の厚さ上(クロー 63 針葉の幅(クローネ， 59 針葉の幅(クローネ，
ネ，中， :ljl:!{:J) ネ， 1:, N) 中， S) 上， N) 

85 中心(タ柱テのラ形ヨ状コ比] 74 針葉(厚:さ面/の幅形)状(比N) 
67 針葉の幅(クロ平ー均ネ) 84 中心柱(総平均， 61 針葉の幅上(ク，ロ平ー均ネ'j'

(上〕 下， ヨコ)

87 中心(タ柱テの/形ヨ状コ比) 76 針(厚葉さ断/面幅の〉形(総状平比均)
69 針葉の幅 (S) 92 平均樹脂道数 62 針葉の幅(えよーネ，

(下〉 78 中心柱(クローネ号
93 気孔線数(クオロモーテネ'j'

N) 
中，タテ)

164 年輪幅
82 中心柱(中クローネ，

上， N , 64 針葉の幅(中ク，ロ平ー均ネ') , 
.2m樹冠材)

，ヨコ) 94 気孔線上数，(Nク，ロウーラネ')'
95 気上孔線数(クローネ. 68 針葉の幅 (N)

, S ラオモテ)
97 気上孔，線平数均(クローネヲ 70 針葉の幅(総平均)

103 気中孔線平数均(クローネヲ ，オモテ) 112 気孔線数, -l-""-""-J ， オモテ)
98 気上孔線，平数均(ク， ローネ， N，ウラ)

104 気孔線，数平(均ク， ローネ， ウラ〕
中 ウラ)

100 気孔線中数，(Nク，ロウーラネ) ヲ106 気孔線数(クローネ，
下， N，ウラ)

113 気孔線数 111 気孔線(数N 
(S ，オモテ) ，オモテ)

114 気孔線数 115 気孔線数(総平均，
S ，ウラ) オモテ)

142 球果(ヨコ平均) 116 気孔線数(総平ウ均ラ)
167 晩材率(全

木樹冠材)

.' oj 



司.、

184 未成熟材繊維長 1170 晩材率
(1 -5 年) 1 (1.2m樹冠材)

225 接線方向部分圧縮 1245 パルフ。の収率
(辺材比例限度) 1-- . -'(全%)

243 パノレフ。の収率
(精選?ら)

針葉の長さ(クロー142 針葉の長さ(クロー165
ネ，上， S) 1 ネ，下， S) 

針葉の長さ(クロー163 針葉の幅(クローネ， 166
ネ，中，平均) 1 中， S) 

針葉の長さ(クロー164
ネ，下， N) 

針葉の厚さ(クロー
ネ，上， N) 180 

60 針葉の幅(クローネ，
上， S) 184 

78 中心柱(クローネ，
中，タテ) 1170 晩材率

79 中心柱(クローネヲ (102m樹冠材)
下，タテ)

82 中心柱(クローネ，
中，ヨコ)

106 気孔線数(クローネ，
下， N，ウラ)

110 気孔線数(クローネ，
下，平均，ウラ)

115 気孔線数(総平均，
オモテ)

116 気孔線数(総平均，
ウラ)

235 抽出成分(辺材アセ
トン抽出物)

73 針葉断面の1230 松脂採取量(斜溝 134 着葉数/lcm
形状比 1 cm当り浸出量〉
(厚さ/幅〉

(下)

45 針葉の長さ (S) 136 

75 針葉断i川の形状比
(厚さ/幅)'(S) 140 

76 針葉断而の形状比 IA 1 

(厚さ /'I'M)(総平均)l'ìl

74 針葉断固の:6 枝下カ校高 155 針葉の厚さ(クロー15 校下最下力校高 110 生枝数 (E) 120 
形状比 !ω 着葉数(クローネ: 1 ネ，下町平均) 176 針葉断面の形状比 1 ~ 3 生校数 (N) 1 
(厚さ/幅)1 下) 1150 麹の形状比 I'U (厚さ/幅)(総平均)138 針葉の長さ(クロ -1

(N) 134 着葉数/1 cm " l'vV ""，， v/"ê ヨコ/タテ)| | ネ，中， N) 

53 針葉の軍?JfE71 f47 鱗片守砂タテ) [40 針葉2FS(晶子64

針葉の幅(クローネ，167
中，平均)

中心柱(総平均， 169 
タテ) 1 170 

中心柱(総平均，
ヨコ)

針葉の幅(クローネ，
下， N) 

針葉の幅(クローネ，
下， S) 

針葉の幅(クローネ，
下，平均)

針葉の幅 (S)

針葉の幅(総平均)
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形 質
正 (+) 負 (ー) g 

r 0.10 r 0.05 r 0.01 r 0.10 r 0.05 r 0.01 

74 針葉断面の[72 針葉断面の形状比
形状比 i (厚さ/幅) (中)

(厚さ組いl 気撒(クローネ，
l 下 S ，オモテ)

144 球果の形状比
(ヨコ/タテ)

250 パルフ。の厚さ
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75 針葉断面の 17 枝の総平均長 21 校の角度(総平均) 172 針葉(厚断さ面/の幅形〕状(比中 59 針葉の幅(クローネ， 160 針葉の幅(クローネ， 161 針葉の幅上(ク，ロ平ー均ネ') , 
形状比 90 樹脂道 52 針葉の厚中さ(クロー ・ ) 上， N) 上， S) 

(厚さ忽)17V ''''Jn，，"(出掛E型) ネ， ，平均) 176 針(厚葉さ断/面幅の)形(総状平比均 84 中心柱(総平均， [63 針葉の幅(クローネ， 169 針葉の幅 (S)
成熟材繊幅 針葉(厚断さ面/の幅形)状(上比 ] ヨコ) 中， S) 問 (維) 71 66 針葉の幅〈クローネ， 198 気2主戦ローネ，195 全収(縮辺率材繊 ) 1 189 樹脂道( 下 S) ウラ〕

維方向) 173 針葉(厚断さ面/のI1扇形〕状(比 出現率 I 型) 167 針葉の幅下(ク， J平ー均ネ) 
下) 1 196 気孔線上数，(クローネラ

85 中心(タ柱テの/形ヨ状コ比〕 s , ウラ) 170 針葉の幅(総平均)
(上)1 1115 気孔線数(総平均， 181 中心柱(クローネ，

オモテ) 上，ヨコ)
116 気孔線数(総平ウ均ラ) 95 気孔上線，数S(クローネ，

，オモテ)

151 種子の長さ(平均) 97 気上孔線平均数(クローネ，
197 平均(収辺材縮率接

, -I--"-"-J' オモテ〉

線方向) 142 球果(ヨコ平均)

143 球呆(タテ平均)

155 1000粒当りの種子重

.、 ~ .、



-‘ 

一師伽一の形状比 1 (ヨコ/タテ)川I~つ
(厚さ/幅~18幻7 成熟材 山
(総平均)l (ルーメンl幅) 153 

着葉数/1 cm 172 

針葉の厚さ(クロー
ネ，中，平均) 174 

童|葉の厚さ(クロー
ネ‘下句 N) 175 

55 童|葉の厚さ(クロー
ネ‘下，平均)

71 針葉断面の形状比
(厚さ/幅) (上)

73 童|葉断面の形状比
(厚さ/幅) (下)

185 成熟材(繊維幅)

、.

156 10∞粒当りの容積

170 腕材率
(1. 2m樹冠材)

188 成熟材
(繊維長/繊維幅)

249 パルフ。の坪盤
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77 (中ク心ロ柱ー 140 針葉の長さ(クロ -17 幹の細り 35 針葉の長さ(クロー 17 校の長さ(総平均) 2 11向高直径 11 生校数 (W)
ネ，ネ，ヰ1 今 llt均) 1 (H/D. B .l-I) ネ，上， N) 141 球巣数 3 力校山上直径 110 気孔線，数平(均ク， ローネ，

上，タテ) 169 童|紫の幅( S) 144 主|葉の長さ (N) 36 針葉の長さ(クロー
154 全種子盛 18 力校の太さ ド ウラ)

93 気孔線数(クローネ， 146 針葉の長さ
ネ，上， S) 

160 年輪幅
上旬 N，オモテ)'1 (総平均) 37 針葉の長さ(クロー 161 年輪幅 21 枝の角度(総平均) l'vV -''I'II1l '''ê全木枝下材)

9 遡(ヨコ平均~J) 1
47 創業の厚ネさ上(クロ-

ネヲ上，平均) (金木樹冠材) 90 樹脂道
, N) 45 針案の長さ (S) 186 成熟材(膜壁厚) (/1:\現率E型)

151 種子の長さ(平均) 56 針葉の厚さ (N) 48 針葉の厚ネさ(クロー 201 平均収評議 108 気孔総数(クローネ‘
199 平均収縮材半率 57 針葉の厚さ (S) 司1:. S) (辺 維方rí'J) ー卜 S. ウラ)

(辺 後方向) 70 針葉の幅(総平均) 49 童|・莱の厚弓上さ (クロー 229 松脂採(平取量均浸 159 1 球果当充り
220 縦引張 78 中心柱(クローネ，

ネ ，平均) 出量;) 実穏子数
(辺材比例限度) 中.タテ) 60 針葉の11癌(クローネ，

230 松脂l 採cm取当量り浸(斜出溝量〉 162 年輪I隠(全木全体)

240 木材成分 155 1000粒当りの種子重
上， S) 

163 年輪幅
(日セルロース)

156 1000粒当りの平F積
61 01 葉の 11府jニク，ロ平ー均ネ') , .2m校下材)

166 晩材率(全木 80 中心柱(総平均タ , 165 年輪幅(1.2m全体)1 U、司1 

校下材) テ)



正 (+) 負 (一)
形 質 &:l 

r 0.10 r 0.05 r 0.01 r 0.10 r 0.05 r 0.01 

77 上(中ク心，ロ柱ターテネ') , 
168 晩材率(全木全体) 81 中心柱(クローネ，

169 晩材率 上，ヨコ)

.2m校下材) 84 中心柱(総平均，
ヨコ)

197 平均辺収縮材接率 95 気孔線数(クローネ.
( 線方向) 上 S ，オモテ)

96 気孔上線数，(クローネ，
S ，ウラ)

97 気上孔，平線数均(クローネ.
，オモテ)

98 気上孔線，平数均(ク， ローネ，
ウラ)

78 (中中ク心，ロ柱ターテネ)' 6 枝下カ校高 日幹の.H細〕 り (D(H- 23 当年枝の長さ(クロ 3 力校直上直径 14 生校数(計) 230 松脂1 採cm取当量り浸(斜出溝量)
26 当年枝の長さ (S) B.H)/2/D.B.H) ーネ，中〕

10 生校数 (W) 15 枯枝数
27 当年枝の長さ 38 針葉の長ネさ中(クロー

29 着葉数(クローネ， 総平均) , N) 72 針葉(厚断さ面/の幅形〕状(比中) 21 枝の角度(総平均〕
中)

36 針葉の長ネさ上(クロー 40 針葉の長さ(クロー
74 針葉(厚断さ面/のl隔形〉状(比N) 

30 着葉数(クローネ， , S) ネ，中，平均)
73 針葉(厚断さ而/の幅形)状(下比) 

下) 39 針葉の長ネさ中(クロー 44 針葉の長さ (N) 229 松脂採(取平量均
32 着葉数 (S) , S) 45 針葉の長さ (S) 141 球果数 浸出量)

37 針葉の長さ(クロー 46 針葉の長さ
63 針葉の幅(クローネ， 154 全種子重

ネ，上，平均) (総平均)
中， S) 56 針葉の厚さ (N) 164 年輪幅(1 

42 針葉の長ネさ下(クロー 57 針葉の厚さ (S) 64 針葉の幅(中ク，ロ平ー均ネ') , .2m樹冠材)
, r , S) 

51 針葉の厚ネさ中(クロー 58 針葉の厚さ
68 針葉の幅 (N)

, S) (総平均)
60 針葉の幅(クローネ， 80 中心柱(総平均，

54 針葉の厚ネさ下(クロー 上， S) タテ)
, S) 

61 針葉の幅上(ク，ロ平ー均ネ)' 82 中心柱(クローネ，
59 針葉の幅(クローネ， 中，ヨコ)

上， N) 69 針葉の幅 (S) 84 中心柱(総平均，

101 気干中し線数(クローネ， 77 中心柱(クローネ， ヨコ)
S ，オモテ) 上ヲタテ) 92 平均樹脂道数

198 平均(収心縮材率接
線方向)

79 中心柱(クローネラ
下.タテ)

99 気干中し線，数N(クローネ，
，オモテ)

.. 



‘' 

79 中心柱 144 針葉の長さ (N) 146 

(クローネ， 11∞気孔線数(クローネ，
下，タテ) 1 中， N，ウラ) 154 

116 気孔線数(総平均『
ウラ) 158 

129 気孔数(クローネ，
下， N，オモテ) 159 

138 気孔数 (S ，ウラ)
169 152 種子の柄(平均)

198 平均収縮率
(心材接線方向) 178 

235 抽出成分(辺材アセ
トン抽出物) 182 
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針葉の長さ 141 針葉の長さ(クロー13 カ校直上直径
(総平均) 1 ネ，下， N) 1 

1 ~ ^'~_ :'._ I: ，~l') 173 針葉断面の形状比
針葉の厚さ(クロー142 針葉の長さ(クロー1. - -'ê厚さ/幅) (下)

ネ，下: S) 1 ネ，下， S) 1 

針葉の厚さ 143 針葉2FTお~194 気孔?に与す
(総平均) 1__ ^，~~"~!~' ，.~-.a."-J) I 

153 針葉の厚さ(クロー1217 縦圧縮
針葉の幅(クローネ ， 1 ネ 下: N) 1 (辺材比例限度)

上‘ N) 155 針葉の厚ミ(クロ ~b3 抽出成分(辺材ヘキ
針葉のl隠 (S) ネ吟下，平均) 1 サン抽出物)

70 針葉の幅(総平均) 165 針葉の柄(クローネ ， 1254 パルフ。の引裂強
1 下， N) 1 

針葉の幅(クローネ，
下，平均)

針葉の幅 (N)
中心柱(総平均，

タテ)
中心柱(クローネ司

下，ヨコ)
中心柱(総平均.

ヨコ)
107 気孔線数(クローネ，

下 S ，オモテ)
108 気孔線数(クローネ，

下， S ，ウラ)
109 気孔線数(クローネラ

下，平均‘オモテ)

中心柱(クローネ， I .t::.., 
下，タテ)山

中心柱(クローネ， 168 
中，ヨコ) l脉 

106 気孔線数(クローネ，
下， N，オモテ) 183 

237 木材成分 | 
(熱水可溶部) 184 

80 中心柱(嗣27 当年枝の長さ 18 幹の納り (D(H- 140 針葉の長さ(クロー13 カ枝直上直径
平均，タテ )1 (総平均) 1 B.H)/2/D.B.H)1 ネ，中，平均) 114 生校数(~I-)

15 枯枝数

248 パルプの白色度

74 針葉断面の形状比
(厚さ/幅) (N) 

75 針葉断面の形状比
(厚さ/幅) (S) 

87 中心柱の形状比
(タテ/ヨコ)(下〉

110 気孔線数(クローネ，
下，平均，ウラ)

73 針葉断而の形状比 134 着葉数/lcm
(厚さ/幅) (下)

u1 
<0 



正
形 質

(+) 負 (ー) g 
r O. 10 r 0.05 r 0.01 r 0.10 r 0.05 r 0.01 

80 平中心均柱，タ(テ総>43 針葉の長さ(クロー 9 幹の細り (D6.2 42 針葉の長ネさ(クロー 189 成熟(膜材厚/繊 186 成熟材(膜援厚)
76 針(厚葉さ断/面幅の〉形(総状平比均〕ネ，下，平均) /D.B.H) ，下司 S) 維幅)

206 気乾収縮材率半径方
49 針葉の厚ー上さ (クロー 35 針葉の長さ(クロー 44 針葉の長さ (N) 194 全収縮心材率 (心向)

ネ ，平均) ネ，上， N) 45 針葉の長さ (5) ( 半径方向)
230 松脂l 採cm取当量り浸(斜出溝量〉59 針案の幅(クローネ，

36 針葉の長ネさ上(クロー 47 童|薬の厚ネさ上(クロー 222 せん断(辺材強さ〕上， N) , 5) , N) 

61 針案の幅上(ク，ロ平ー均ネ') , 
37 針葉の長，上さ(クロー 50 針葉の厚ネさ中(クロー

ネ ，平均) , N) 

64 針葉の幅(中ク，ロ平ー均ネ) ‘ 54 針葉の厚ネさ(クロー
38 針葉の長ネさ中(クロー ，下， 5) 

69 針葉の幅 (5) , N) 
66 針葉の幅(クローネ，

鬼平均樹脂道数 41 針葉の長ネさ(クロー 下， 5) 

125 気孔中数， (クローネ， ，下， N) 
67 針葉の幅下(ク，ロ平ー均ネ') , 

5 ，オモテ) 46 針葉の長さ
129 気下孔数(クローネ， (総平均) 68 針葉の幅 (N)

, N，オモテ) 56 針葉の厚さ (N) 70 針葉の幅(総平均〕
138 気孔数 (5 ，ワラ)

65 針葉の幅(クローネ， 77 中心柱(クローネ，

196 全収(縮心率材繊維方向) 下， N) 上，タテ)
78 中心柱(クローネー

202 平均(収心材縮繊率維方向) 83 中心柱(クローネ， 中，タテ)
下，ヨコ) 79 中心柱(クローネ，

208 気乾(収縮材率繊 下.タテ)
心 維方向) 82 中心柱(クローネ，

212 収縮異方(度心 中ラヨコ)
材全乾) 84 中心柱(総平均，

252 パルプの裂断長 ヨコ)

88 中テ心/柱ヨのコ形〉状(総化平均(タ) 

100 気孔線中数，(Nク， ローネ，
ウラ)

日 l 上(中ク心，ロ柱ヨーコネ) 63 針葉の11同(クローネ .17 幹のキ111 り 35 針葉の長さ(クロー 3 力校直上院径 2 )j旬高直径 11 生校数 (W)
'1'. S) 1 (IT/[). B. I-I)ネ，上. N) 13 主|葉の長さ(クロー 21 校の何度(総平均) 90 樹脂道

司 94 気孔上線数(クローネ .147 ßH長の!亨さ(クロー 36 ßI 葉の長ネさ上(クロー ネ， -f ‘平均〕 160 i:pl恥l'高 ClJI現率E型)
N ウ「 ネ上 N) 1 .t, 1:. S) 

87 中心(タ柱テの/形ヨ状コ比]
(全木枝下材)

151 種子の長さ(平均) 148 針葉の厚さ(クロー 37 針葉の長さ(クロー (下) 161 年輪幅(全
ネ，上， S) ネ，上，平均) 木樹冠材)

-齢
唆



180 標準容積密度数 157 
(全木枝下材) 159 

184 未成熟材繊維長
(1 - 5 年) 189 

193 全収縮率 193 
(辺材半径方向)

198 平均収縮率
(心材接線方向)

213 静的曲げ
(辺材ヤング係数)

215 静的曲げ
(辺材曲げ強さ)

223 硬さ(辺材木口面)

239 木材成分
(セルロース)

240 木材成分
(αーセルロース)

7

8

6

4
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針葉の長さ (S) :88 中心柱の形状比(タ 1162 年輪幅(全木全体)
| テ/ヨコ) (総平均)1針葉の長さ / / ~ -) ,- '"O,-or'J .1 1163 年輪幅

(総王子均) 1141 球来数 1 (L2m校下材')

針葉の厚さ(クロー 1202 平均収縮率 1164 年輪幅
ネ，上.平均) 1 (心材繊維方向) 1 (1.2m樹冠材)

針葉の幅(クローネ， 1229 松I1日採取量 1165 年輪幅 (L2m全体)
上今 S) 1 (平均浸出量) 1185 成熟材(繊維幅)

針葉の幅(クローネ， 1230 松脂採取量(斜溝 1195 全収縮率
上平均) I 1 cm当り浸出量)1 195 jò:~辺材繊維方向)

針葉の柄 (S)

針葉の幅(総平均)

針葉の厚さ (S) 145 

針葉の幅(クローネ， 146
上， N) 

樹脂道
(/1\現率 I 型) 14" 

気孔線数(クローネラ
上. N，オモテ) 160 

149 麹(ヨコ平均)
155 10∞粒当りの種子重161
156 1000粒当りの容積
166 晩材率 169 

(全木枝下材) 170 
167 晩材率 | 

(全木樹冠材) 177 中心柱(ケローネ，
168 晩材率(全木全体) 1 上今夕テ)
169 晩材率 184 中心柱(総平均)

(1.2m枝下材) 196 気孔線数(クローネ，
171 晩材率 (L2m全体)1 上 S ，ウラ)

199 平均収縮率 1197 平均収縮率
(辺材半径方向) 1"" , é辺材接線方向)

215 静的曲げ
(辺材曲げ強さ)

217 縦圧縮
(辺材比例限度)

218 縦圧縮
(辺材縦圧縮強さ)

225 接線方向部分圧縮
(辺材比例限度)

226 接線方向部分圧縮
(辺材 5%部分圧縮

強さ)

当年枝の長さ
(総平均)

針葉の長さ(クロー140
ネ，中. N) 1 

針葉の長さ I~~ 
(総総、平均〕γ旧。

針葉の厚さ(クロ一寸l陥6ω3 
ネ，下. S) 

0
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3
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正 (+ ) 
形 質

r o.!o r 0.05 r 0.01 

82 (中中ク心，ロ柱ヨーコネ) , 
97 気孔線平数均(， クローネ， 59 針葉の幅(クローネ， 64 量|葉のI隠(中ク，ロ平ー均ネ') , 

上， オモテ) 上守 N)

155 1000粒当りの種子重60 針葉の幅(クローネ， 68 針葉の幅 (N)

198 平均収心縮材接率線方
上， S) 69 針葉の幅 (S)

(向) 70 針葉のl隠(総平均) 78 中心柱(クローネ，

208 気乾(心収縮材繊率維方向) 79 中心柱(クローネ，
中，タテ)

80 中心柱(総平均，下，タテ)
タテ)

83 中心柱(クローネ， 84 中心柱(総平均，
下，ヨコ〉 ヨコ)

95 気上孔線，数N(クローネ， 92 平均樹脂道数
，オモテ) 99 気孔中線数(クローネ，

116 気孔線総数平均 , N，オモテ)
(~IJl:[:!:J，ウラ) l∞気孔線中数，(クローネ，

149 麹(ヨコ平均〕 N，ウラ)

152 種子の幅(平均) 111 気孔線(数N 
，オモテ)

112 気孔線数
N，ワラ)

113 気孔線数
S ，オモテ)

115 気孔線数(総平均，
オモテ)

83 中心柱 39 針葉の長さ(クロ -143 針葉の長さ(クロ -141 針葉の長ネさ(クロー
(クローネ， ネラ中， S) ネ，下，平均) 1 ;:f，下， N) 

下，ヨコ) 149 針葉の厚さ(クロー 44 針葉の長さ (N) 142 針葉の長さ(クロー
ネ，上，平均) 145 針葉の長さ (S) ネ，下， S) 

56 針葉の厚さ (N) 146 針葉の長さ 54 針葉の厚さ(クロー
58 針葉の厚さ (総平均) 針葉の厚ネ，さ下(‘クロS)ー

(総平均) 針葉の厚さ (S) ネ，下，平均)
63 針葉の幅(クローネヲ 80 中心柱(総平均 [59 針葉の幅(クローネ，

l∞気孔管数(クローネヲ 82 中心柱(クローネ， 165 針案の幅(クローネ，
, N，ウラ) 中，ヨコ) 下， N) 

r o.!o 

76 針(厚葉さ断/面l幅の〉形(総i犬平比均〕

87 中心(タ柱テの/形ヨ状コ比>
(下〉

185 成熟材(繊維幅)

186 成熟材(膜壁厚)

220 縦引(辺張材比
例限度)

230 松脂l 採cm取当量り浸(斜出溝量〉

10 生校数 (E)

229 松脂採取平量均
( 浸出量)

243 バルフ。の収(率精選
うも〕

負 (一)

r 0.05 

74 針葉(厚断さ面/の幅形〕状比
(N) 

164 年輪幅
.2m樹冠材)

r 0.01 

75 針葉(厚断さ面/の幅形〕状(比S) 

87 中心(タ柱テの/形ヨ状コ比>
(下〉

0> 
b。
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84 平中心均柱，ヨ(コ総51 8 幹の.H細〕l り (D(H- 7 幹の細り 42 針葉の長さ(クロー 14 生枚数(計) 2 胸高直径 85 中心柱の形状比
B.H)/2/D.B.H) (H/D.B.H) ネ守下， S) 34 着葉数/1 cm 3 カ枝直上直径 (タテ/ヨコ)(上)

39 針葉の長ネさ中(クロー 35 創業の長さ(クロー 45 針葉の長さ (S)
73 針葉(厚断さ面/の幅形)状比 生校数 (W) 187 中心柱の形状比

, S) ネラ上， N) 46 針葉の長さ(総平均) (下)
(タテ/ヨコ)(下〉

96 気孔上総数，(クローネ， 36 創業の長さ(クロー 49 針葉の厚さ(クロー
74 童|葉(厚断さ而/の幅形)状比

21 校の角度(総平均) 1164 年輪1陪
S ，ウラ) ネ，上ー S) ネ，上，平均)

(N) 72 針葉断固の形状比 (!.2m樹冠材)

103 気中孔平線均数(クローネ. 37 針葉の長さ(クロー 54 童|葉の厚ネさ(クロー
160 年輪幅(全

(厚さ /1憾) (中) 1229 松脂採取量
, -1 "....".，;，オモテ) ネ，上，平均)

，下， S) 
75 針葉(厚断さ面/の幅形〉状(比~) I (平均浸出量)

56 針葉の厚さ (N) 木校下材)
148 麹(タテ平均) 40 針葉の長さ(クロー

ネ，中，平均) 57 針葉の厚さ (S) 161 年輪幅 86 中心:タ柱テの/形ヨ状コ比) 
168 晩材率(全木全体) 59 章|葉の IIIiJ( クローネラ

全木樹冠材) (-17/3 :::z)(中)

177 容積密度(成数熟 41 主|葉の長ネさ下(クロー 上， N) 162 年輪幅(全木全体) 88 中心柱の形状比(タ
材部)

, N) 
60 針葉の11函(クローネ. テ/ヨコ) (総平均)

200 平均(収心材縮率半径方向)
44 針葉の長さ (N) 上， S) 121 気孔数(クローネ，
47 針葉の厚さ(クロー61 針葉の幅(クローネ， 上，平均，オモテ)

247 パルプの未叩解フリ
ネゥ上， N) 上，平均) 165 年輪幅 (1.2m全体)

ーネス 48 針葉の厚ネさ上(クロー 63 針葉の幅(クローネ，
185 成熟材(繊維幅), S) 中， S) 

58 針案の厚さ 64 針葉の幅広ローネ， 230 松脂採取量(斜溝
(総平均) 平均) 1 cm当り浸出量〉

。、

w 



正 (+) 負 (ー)
形 質 ~ 

r 0.10 r 0.05 r 0.01 r 0.10 r 0.05 r 0.01 

84 平中心均柱，ヨ (総 95 気上孔線数(クローネ， 65 針葉の幅(クローネ，
コ) S ，オモテ) 下， N) 

97 気孔平線数均(クローネ， 66 針葉の幅(クローネー
上司 今オモテ) 下. S) 

101 気孔線数(クローネ， 67 針葉の幅(クロ平ー均ネ)
中， S ，オモテ) 下，

107 気孔線数(クローネ，
68 針葉の幅 (N)

下， S ，オモテ) 69 針葉の幅 (S)

112 気孔線数
70 針葉の幅(総平均)
77 中心柱(クローネヲN，ウラ)

上，タテ)
114 気孔線数 78 中心柱(クローネ，

S ，ウラ) 中，タテ)
149 麹(ヨコ平均) 79 中心柱(クローネ，

151 種子の長さ(平均) 下，タテ)

80 中心柱(総平均，
152 種子の幅(平均) タテ)

170 晩材率 81 中心柱(クローネ，
.2m樹冠材) 上，ヨコ)

197 平均(収縮材率接 82 中心柱(クローネ，

辺 線方向) 中，ヨコ)

198 平均収縮材率接
田中心柱(クローネ，

(心 線方向) 下，ヨコ)

92 平均樹脂道数
244 パルプ。の収率

100 気孔線中数，(Nク， ローネ，(粕%) ウラ)

111 気孔線(数N 
，オモテ)

113 気孔線(数S 
，オモテ)

115 気孔線数(総平均，
オモテ)

116 気孔線数(総平均，
ウラ)

155 1000粒当りの種子重

198 平均(収心縮材接率
線方向)

~ e 



85 中心柱の形172 針葉断ïfiiの形状比 175 
状比(タテI (厚さ/幅) (中)
/ヨコ)
(上)

165 年輪幅(1.2m全体)186

185 成熟材(繊維幅)

187 成熟材
(;レーメン幅)

196 全収縮率
(心材繊維方向)

207 気乾収縮率
(辺材繊維方向)

211 収縮異方度
(辺材全乾)

針葉断miの形状比 143 
(厚さ/幅) (S) 

中心柱の形状比 188 
(タテ/ヨコ)(中)

87 中心柱の形状比
(タテ/ヨコ)c-n

90 樹脂道
(出現率E型)

161 年輪幅
(全木樹冠材)

164 年輪幅
(1.2m樹冠材)

195 全収縮率
(辺材繊維方向)

202 王fl均収縮率
(心材繊維方向)
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針葉の長さ(クロー '22
ネ，下ラ平均) , 

中心柱の形状比(タ 36
テ/ヨコ) (総平均〉

,46 

!60 

161 

1
70 

93 

224 硬さ(辺材側面)
0> 
CJl 



正 (+) 負 (ー)
形 質 京

r 0..10 r 0..0.5 r 0..0.1 r 0..10 r 0..0.5 r 0..0.1 

86 状中ヨ心比コ柱(〉(タの中テ形) / 
l 樹高 23 当年枝の長さ(クロ 56 針葉の厚さ (N) 82 中心柱(クローネ，

3 カ校直上直径 85 中心(タ柱テの/形ヨ状コ比]
ーネラ中) 63 針葉のl陥(クローネ， 中，ヨコ)

(上〕 68 針葉の幅 (N) 中， S) 112 気孔線数
76 針(厚葉さ断/面幅の〕形(総状平比均〕 164 年輪幅 92 平均樹脂道数 70.針葉の幅(総平均) (N，ウラ)

227 半径(方辺材向部比例分圧限縮度)
.2m樹冠材) 1 0.2 気孔線中数，(クローネ， 84 中心柱(総平均句 149 麹(ヨコ平均)

183 成熟材繊維25長年
S ，ウラ) ヨコ)

115 気孔線数(総平均，

229 松脂採(平取均量
( 以上)

オモテ)
99 気孔線数(クローネ，

浸出量) 20.3 気乾(収辺縮材接率 116 気孔線数(総平ウ均ラ , 
中， N，オモテ)

線方向) ラ) 山気孔線(数N 
，オモテ)

143 球果(タテ平均)
157 100.0.粒当充り実の種子率

145 鱗片(タテ平均)

87 状中心比柱〉((タ下のテ形) / 72 針葉(厚商さの/形幅状〉比 23 当年枝の長さ( 29 着葉数(クローネ， 46 針葉の長さ 42 針葉の長さ(クロー 41 針葉の長さ(クロー
(中) クローネ，中) 中) (総平均〕 ネ，下， S) ネ，下， N) 

ヨコ
253 パノレフ。の比破裂強 26 当年枝の長さ(S) 33 着葉数(総平均) 47 童|葉の厚さ(クロー 49 針葉の厚さ(クロー 55 針葉の厚さ(クロー

255 パルプの耐折 31 着葉数 (N) 164 年輪幅 ネ，上， N) ネヲ上，平均) ネ，下，平均)

32 着葉数 (S) .2m樹冠材) 48 針葉の厚さ(クロー 53 針葉の厚ネさ(クロー 65 針葉の幅(クローネ，
ネ，上， S) 

，下， N) 
下， N) 

34 着葉数/1 cm 54 針葉の厚ネさ(クロー
61 針葉の幅上(ク， ローネ， ，下， S) 67 針葉の幅(クローネ，

88 中テ心/柱ヨのコ形〕状(総比平均(タ> 平均〕 59 針葉の幅(クローネ，
下，平均)

63 針葉の幅(クローネ， 上， N) 68 針葉の幅 (N)
中， S) 66 針葉の幅(クローネ，

69 針案の幅 (S)
64 針葉の幅(中ク，ロ平ー均ネ)'

下， S) 

70. 針葉の幅(総平均) 74 針葉(厚断さ面/の幅形)状比
81 中心柱(クローネ， 1 0.0.気孔線数(クローネ，

(N) 

上，ヨコ) 中， N，ウラ) 79 中心柱(クローネ，
1 0.5 気孔線数(クローネー 下，タテ)

82 中心柱(クローネ， 下， N，オモテ) 83 中心柱(クローネ司
中ーヨコ〕 1 0.6 気孔線数(クローネ， 下，ヨコ)

176 容積密(1度数 下， N，ウラ)
84 中心柱(総平均，

.2m樹冠材) 113 気干し線数 ヨコ)

181 標準容(全積木密度樹冠数材) S ，オモテ)
1 0.7 気孔線数(クローネ，114 気孔線数

S ，ウラ)
下 S ，オモテ)
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108 気孔線数(クローネ，
下 S ，ウラ)

109 気孔線数(クローネ，
下，平均，オモテ)

110 気孔線数(クローネ，
下，平均，ウラ)

115 気孔線数(総平均，
ウラ)

88 中心柱の形150 童|業の厚さ(クロ -:87 中心柱の形状比 180 
状比(夕刊 ネ，中， N) 1 (タテ/ヨコ)(下〉

/ヨコ)川1196 全収縮率 |いl同87 成熟材 |胞防8邸5 
(総平均均馴〉】I l7V ='(心材繊維方向) 11V

/ /J}<'''''''Y(Jルレ一メン幅

202 平均収縮率 119卯O 成熟材 (Jルレ一メン幅
(心材繊維方向) 1 /繊維幅)

212 収縮異方度
(心材全乾)

231 抽出後材中の樹脂量
(重量比)

232 抽出前材中の樹脂量
(重量比)
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正 (+) 亡 負 (ー)
% 質

g 

rO.10 r 0.05 r 0.01 r 0.10 r 0.05 r 0.01 

89 現樹脂率道I 型(出) 179 容積密度数 176 容積密(1度数m樹冠 197 平均収縮材率接 238 木材成分 110 気孔線数(クローネヲ
.2m全体) .2 材〕 (辺 線方向) (アノレベン抽出物〕 下，平均，ウラ)

180 標準容(全積密木度校数下材) 178 容積密(未度数成熟材部) 213 静(的材曲げ 112 気孔線数
辺ヤング係数) (N，ウラ)

182 標準容積(全密度木全数体)
181 標準容(積全木密度樹冠数材) 220 縦引張 173 容積密全度木数樹冠

188 成(熟繊材維長
(辺材比例限度) (材)

/繊維幅) 199 平均(辺収縮材率半径 249 パルフ。の坪量 195 全収縮率材繊
193 全収縮辺率材

方向) (辺 維方向)

( 半径方向) 203 気乾辺収縮材接率線方 202 平均収縮材織率
200 平均(収心縮材率半径方向) (向) (心 維方向)

2.19 縦(辺引張材 207 気乾収縮材繊率
215 静的(曲材げ ヤング係数〕 (辺 維方向)

辺曲げ強さ)
221 縦(引張材縦

216 縦(圧辺縮材ヤ 辺 引張強さ)
ング係数)

222 せん断(辺材強さ)
217 縦圧(縮辺材

比例限度〉
226 接(線辺方材向5 部%部分圧分強縮圧さ縮) 

218 縦(辺圧材縮縦圧縮強さ)
223 硬さ(辺材木口面) 243 パルプの収(率精選
247 パノレフ。の未叩解 うも〕

フリーネス 245 パノレフ。の収率(全
250 パルフ。の厚さ うも〕

90 現樹月率国宜道型()出 30 着葉数(クローネ， 85 中J(じタ柱テの/形ヨ状コ比) 71 針葉(厚断さ而/の幅形)状比 28 着葉数(クローネ， 22 当年枝の長さ(クロ 191 全収縮辺率材接
下) (上〉 (上) 上) ーネヲ上) ( 線方向)

119 気上孔数， (クローネヲ 209 収縮異方度辺材気乾 91 樹脂道 45 針葉の長さ (S) 36 量|葉の長さ(クロー 193 全収(縮辺率材
S ，オモテ) (illtt%'lj琪) (Hj現率E型) 93 気孔線数(クローネ，

ネ，上， S) ( 半径方向)

165 年輪幅(1.2m全体) 97 気孔線数均(クローネヲ 上. N，オモテ) 61 針葉の1隠上(ク.ロ平ー均ネ') , 199 平均収縮率

210 収縮異方J度L 、
上，平明オモテ) 95 気孔線数(クローネ，

69 針葉の幅 (S)
(辺材半径方向〕

( 材気乾) 195 全収縮率材繊
上， S 今オモテ) 203 気乾収縮材率接

(辺 維方向〕 96 気孔上線数，(クローネ， 77 中心柱(クローネヲ (辺 線方向)

201 平均収縮材繊率
S ，ウラ) 上，タテ)

205 気乾収縮材率半径方115 気孔線数(総平均‘ 97 気孔線数平均(ク， ローネ，(辺 高仕方向) オモテ) 上， ラウ) (辺材 向)

‘" 



91 樹脂道(1:1:"バo 針葉の長さ(クロー 135
現率直型) I ネ，中今平均)

99 気孔線数(クローネ， 138
中， N ，オモテ)

101 気孔線数(クローネ， 152
中 S ，オモテ)

207 気乾収縮率
(辺材繊維方向)

211 収縮異方度
(辺材全乾)
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正(+)負

~__c:~o_____J___~~ --プ0.01 二|二三竺10 r0.05 

形 筑
(-) 

91 樹脂道(出1113 気孔線数 192 平均樹脂道数 1203 気乾収縮率 1213 静的曲げ
現率直型) 1 (S ，ォモテ) 1110 気孔線数(クローネ， 1 1_ _ JJ~~~辺材樹泉方向) 1 (辺材ヤング係数〉

185 成熟材(繊維幅) 1 下，平均，ウラ j'l þ19 縦引張 1220 縦引張
187 成熟材 | | | (辺材ヤング係数) 1---.，~， (辺材比例限度)

(ルーメン幅) I p21 縦引張
1 (辺材縦引張強さ)

196 全収縮率 1 1222 せん断(辺材強さ)
(心材繊維方向) 1 1 1 

申 1 1226 接線方向部分圧縮
2位平均収縮歪ー 1 1 1---'ê辺材 5%部分圧縮

(心付繊維方向) 1 強さ)
238 木材成分(アルペン 1243 パルプの収率

抽出物) 1 (精選%)

幹の細り 54 針葉の厚さ(クロー

245 ノりレプpの収率
(全%)

247 パルプの未叩解
フリーネス

樹高92 平均樹脂道140 針葉の長さ(クロー 7 21 枝の角度(総平均) 11 
数 ネー中，平均) (H/D.B.H) ネ，下， S) 144 針葉の長さ (N) 12 胸高直径

42 針葉の長さ(クロー 59 針葉の幅(クローネ .156 針葉の厚さ (N) 186 中心(タ柱テの/形ヨ状コ比) 3 カ枝直上直径
ネ，下. S) 上， N) (中〕

45 針葉の長さ (S) 166 針葉の幅(クローネ 57 針葉の厚さ (S) 1 ¥.. ~ T / :� ::>)¥.. 't' )119 枝の太さ(総平均)
53 針葉の厚さ(クロー 下. ~:SI63 針葉の幅(クロ一オ.， 189 樹脂道(出現率 I 型) 1 72 針葉(厚断さ面/の幅形)状比

ネ，下， N) 167 針葉の幅(下ク， ローネ 中， S) ‘ (中)
55 針葉の厚さ(クロ一 平均) '164 針葉の幅(クローネラ 114 気孔線今s ウラ) 1 162 年輪幅(全木全体)
30 中心柱ネ(下総平，平均均:) 183 中心、、柱(クローネ， 中ラ平均) 1161 年輪幅(全 165 年輪幅 (1 ・ 2m全体〕

タテ) 下，ヨコ) 168 針葉の幅 (N) 木樹冠材) 1186 成熟材(膜壁厚)

95 気孔線数(クロザ， 191 樹脂号出現率直型) 169 針葉の幅 (S) 1163 年輪幅 230 松脂採m取当量り浸(斜出溝量
上 S ，ォモァ) 78 中心柱(クロ ネ (1 ・ 2m枝下材) 1 . 1 cm ~ !:J ~tI:I:I:) 

102 気孔線数(クローネ .193 気孔線数(クローネ， 1/0 'j'J 中 一タテ) 1209 収縮異方度
中 S ，ウラ) 上， N，オモテ) (辺材気乾)

105 気孔線数(クローネヲ 97 気孔平線数均(クローネ， 182 中心柱(クローネ，
下， N，オモテ) 上-， "-""J' オモテ) 中，ヨコ)

106 気孔線数(クローネヲ 101 気孔中線数(クローネ， 184 中心柱(総平均，
下， N，ワラ) ， s ，オモテ')'1 3 ::1) 

‘' 

r 0.01 

1 229 松脂採取平均量( 浸出量)

.. 

OO.,J 
cコ



116 気孔線数(総平均司 1107 気孔線数(クローネ， 199 気孔線数(クローネ，
ウラ) I 下 S ，オモテ) I 中， N，オモテ)

151 種子の長さ(平均) \110 気孔線数(クローネ， \1∞気孔線数(クローネヲ
174 容積密度数 | 下ー平均，ウラ) 1 中， N，ウラ)

(全木全体) 1112 気孔線数(N，ウラ )1103 気孔線数(クローネ，
75 容積栴度数 I~~: :':;.:-;'~'~~.~\I;~\JI- í_l~i~ 平均，オモテ)

(1. 2m校一|ご材) 1 152 種子の幅(総平均) 1 

1, /'/' t~.++..-m/ .6._'_-I~---.::"++， ll11 気孔線数177 容積密度数 1 166 晩材率(全木枝下材)|l (N，ォモテ)
(成熟材部) I ，，~ nih++~ 1' A+W5l'H¥1 

79 容積密度数 11~~ 晩材率(全木腕材)1 113 気孔線数
(1. 2m全体) 1 168 晩材率(全アト全体) 1 (S ，オモテ)

180 標準容積信度数 1169 仇材率
(全木枝下材) I (1. 2m校下材)

182 楳準容積絡度数 1171 Iぬ材率 (1.2m全体)
(全木全体) 1 

224 硬さ(辺材木口函)
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93 気孔線数 161 
(クローネ.
上， N , 163 
オモテ)



正 (+ ) 
形 質

r 0.10 r 0.05 

93 気〔ク孔ロ線ー数ネラ 248 パルフ。の白色度 194 全収縮Jむ率材半
( 径方向)

上， N , 
200 平均(収心縮材率半径方向)オモテ)

206 気乾収縮材率半径
(心 方向)

216 縦(圧辺縮材
ヤング係数)

217 縦圧(縮辺材
比例限度)

220 縦引張辺材
( 比例限度)

221 縦引材張縦
(辺 引張強さ)

223 硬さ(辺材木口面)

225 接線(方辺材向部比例分圧限縮度)

226 接(線辺方材向5 部%部分圧分強縮圧さ縮) 

228 半(径辺方材向5 部%部分圧強分縮圧さ縮) 

243 パルプの収率精
(選%)

254 パルフ。の引裂強

94 気孔ロ線ー数ネ 81 中心柱(クローネ， 7 幹の締(Hり/ 
(ク 上崎ヨコ) D.B.I-I) 
上， N , 

95 気孔線数(クローネ， 35 童|莱の長ネさ上(クローウラ)
上， S ，オモテ) , N) 

102 気孔線中数(クローネ，
, S ，ウラ)

61 針葉のl隔上(ク，ロ平ー均ネ') , 

.畠

r 0.01 

177 容積密度(成数熟材部)
179 容積密度数

.2m全体〕

180 標準容(全積密木度枝数下材)

182 標準容積(全密度木全数体)
184 未成熟材繊維長

-5 年)

193 全収縮辺材率
( 半径方向)

199 平均(辺収縮材率半
径方向)

205 気乾収辺材縮率半径
( 方向)

213 静(的辺材曲げ
ヤング係数)

214 静的(辺曲材げ
比例限度)

215 静的辺曲材げ
( 曲げ強さ)

218 縦(圧辺縮材縦圧
縮強さ)

219 縦(辺引材張
ヤング係数)

224 硬さ(辺材側面〕

245 パルプの収率(全
9も〕

96 気孔線数(クローネ，
上， S ，ウラ)

97 気孔線平数均(クローネ，
上 I ""'J' オモテ)

98 気孔線ラ平数均(ク， ローネ J
上 ウラ)

負 (ー)

r 0.10 r 0.05 

16 カ枝の長さ 2 胸高直径

18 プJ校の太さ 17 枚の長さ(総平均)

19 校の太さ(総平均)27 当年枝の長(総さ平均)
23 当年枝の長さ(クロ

29 着葉数(クローネ中) ーネ，中)

rO.Ol 

212 収縮異方(度心
材全乾)

202 平均(心収縮材率~*jt方向)

‘'1 
b。



l 気孔線数 1114 気孔線数(S ，ウラ )1112 気孔線数(N ，ウラ ):79 中心柱(クローネ， 143 針葉の長さ(クロー
(N ，オモテ) I;;~ 気孔線数(総平均， '121~ 静的曲げ | 下，タテ) 1 ネ，下，平均)

5 容積密度数 | オモテ) 1-" '" "é辺材比例限度) 1122 気孔数(クローネラ 172 針葉断面の形状比
(ο1.2m校下材)川1116 気孔線数(総平均: b仏2幻15 静的I曲]1附1げ 1 上，平均，ウラ)! (厚さ/幅) (中)

I吋7刀刈7晴容問設問叩) 1:附6“巾6 附問阿率斬(倣全鉢木Jぶιιι二ιふふ;ムム)1::幻川7哨縦ぷj
l凶印8印O 標準今管塁葉簸喜警私私宇材桁4ね) Iド1凶68 晩材率(全木全体)川(辺材比例限蹴度) Iドlロ28 気常静宇手品4? 石す均雪主) I 上， S , オモテ)

1169 晩材率 1,,,,, 4;;"71zt;fr (;~ ~~' 1 125 気孔数(クローネ，
185 成熟材(鵬幅) | (12m校下材) 1 1 132 気華料品ロ内| 中 ， S ，ォモテ)

日明弘方向) I~:! 娩材率 (1.2m全体)1 1 1明郎Jォム12322(N，ゥラ)
吋競ャ刈数) 1 1吋明言半径方"，1) 1 日9 気孔数(給料) 1:;; 種子のゆ長さ)

205 気晴際径方，，'J) 1 1 154 全種子重 1165 年輪幅(1.2m全体〕
213 静的曲げ 1210 収縮異方"j:;j'~ilî~) 1196 全収縮率

(辺材ヤング係数) 1 (，】材気乾) 1'7v =ë心材繊維方向)
1212 収縮異方牢 1208 気乾収縮率

218 年鵠縦圧縮強さ) I 
I~'~ """"" ""'(:し、材全乾) ILVﾖ X\，心材鵬方向)

1209 収縮異方度
239 木材成分 I""V7 'VQQS3'V(辺材気乾)

(セルロース) I I I 
1 1 1211 収縮異方度

(辺材全乾)

240 木材成分
(回一セルロース)
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形 質
r 0.10 

95 気孔線数
(クローネ，
上， S , 
オモテ)

96 気孔線数 56 針葉の厚さ (N)

(クローネ '184 中心柱(総平均，
上， S , ヨコ)
ウラ)

111 気孔線数
(N ，オモテ)

116 気孔線数(総平均，
ウラ)

175 容積密度数

正 (+) 

r 0.05 r 0.01 

100 気孔線数(クローネ， 186
中， S ，オモテ) 1 

中心柱の形状比
(タテ/ヨコ)(中)

101 気孔線数(クローネ， 193
中， S 司ウラ)

気孔線数(クローネ，
上， N，オモテ)

96 気孔線数(クローネ，
上 S ，ウラ)

川気孔線数
(N，オモテ)

197 2 気孔線数(N ，ウラ〉
気孔線数(クローネ.
上，平均，オモテ)

116 気孔線数(総害哩( 198 
ヲフ J

気孔線数(クローネ，
上，平均，ウラ)

199 平均収縮率
(辺材半径方向)

7 幹の細り
(H/D.B.H) 

35 針葉の長さ(クロー
ネ，上， N) 

45 針葉の長さ (S)
48 針葉の厚さ(クロー

ネ，上‘ S)
49 針葉の厚さ(クロー

ネ句上，平均)

100 気孔線数(クローネ，
中， N，ウラ)

103 気孔線数(クローネ，
中，平均，オモテ)

104 気孔線数(クローネ，
中，平均，ウラ)

113 気孔線数
(S ，オモテ)

114 気孔線数
(S ，ウラ)

115 気孔線数(総平均，
オモテ)

36 針葉の長さ(クロー
ネ，上， S) 

37 針案の長さ(クロー
ネ，上，平均)

57 針葉の厚さ (S)

61 針葉の幅(クロ平ー均ネ) 弓
上ラ

69 針葉の幅 (S)

(1.2m枝下材) 158 針葉の厚さ 70 針葉の幅(総平均)

180 標準容積密度数 (総平均) 77 中心柱(クローネ，
(全木校下材) 159 針葉の幅(クローネ， 上，タテ)

上， N) 

“ 

負 (ー)

r 0.10 r 0.05 

244 バノレフ。の収率
(粕%)

19 枝の太さ(総平均) 2 胸高直径

23 当年校の長さ(クロ 17 校の長さ(総平均)
ーネ，中)

121 気孔数平均(クローネ，
90 樹脂道 上 I "'--"-J' オモテ)

(出現率E型) 130 気孔数下 (クローネ，
124 気孔数(クローネ今 , N ，ウラ)

, N，ウラ)
132 気孔数下 (クローネ，

125 気孔数(クローネ， S ，ウラ)

中， S ，オモテ) h34 気孔下数，平(クローネ，
128 気伊(クロ「 均ウラ〕

，平均，ウラ) 1135 気孔数(N ，オモテ〉

r 0.01 

117 気孔数(クローネ，
上， N ，オモテ)

118 気孔数(クローネ，
上， N，ウラ)

120 気孔数上 (クローネ，
, S ，ウラ)

122 気孔上数，平(クローネ，
均，ウラ)
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---l 
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193 全収縮率
(辺材半径方向)

197 平均収縮率
(辺材接線方向)

213 静的 11I1 げ
(辺材ヤング係数)

97 気(上ク孔オ，ロ線平モー数均テネ〉宅 64 針葉の幅(中ク，ロ平均ネ) 、
36 針葉の長さ(クロー 7 幹の細り 19 枝の太さ(総平均) 3 力校直上直径 2 I胸高直径

ネ，上， S) (H/D.B.H) 
17 枝の長さ(総平均)

82 中心柱(クローネ今 37 針葉の長さ(クロー 61 針葉の幅(クローネ. 29 着葉数(クローネ中), 43 針葉の長さ(クロー

<1' ，ヨコ) ネ，上，平均) 上，平均) 21 枝の角度(総平均)
ネ，下，平均)

101 気孔中線数(クローネ.159 針案の幅(クローネー 77 中心柱(クロ -:i-; 130 着葉数(クローネ; 124 当年枝の長さ(クロ 85 中心売の形状比
• S ，ォモテ) 上. N) 上，タア) 下) ー (タア/ヨコ)(上〉

63 垂|葉の Ipl\i(クローネ， 181 中心柱(クローネ， 1153 種子の形状比 ネ，下) 190 樹脂道 -J 

151 種子の長さ平均 中句 S) 上・ヨコ) I (幅/長さ )|44 針葉の長さ (N) I (出現率E型) <:n 



正 (+ ) 
形 質

r 0.10 r 0.05 

97 気孔線数 194 全収縮率 69 針葉の幅 (S)
(クローネ， (心材半径方向)

70 針葉の幅(総平均)上，平均，
200 平均収材縮率半径オモテ) (心 方向) 84 中心柱(総平均，

214 静的曲げ
ヨコ)

92 平均樹脂道数
(辺材比例限度)

219 縦引材張 102 気孔線中数，(クローネラ
S ，ウラ)(辺ヤング係数)

103 気孔線数均(クローネ，
248 パルプの白色度 中，平 ，オモテ)

104 気孔中線数平(均ク， ローネ，
ウラ)

167 晩材率(全
木樹冠材)

174 容積密度(全数木全
体)

175 容積密(1度数m枝
.2 下材)

177 容積密度(成数熟材部)
179 容積密度数

.2m全体)

180 標準容(全積木密度校数下材)

182 標準容積(密全度木全数体)

184 未成熟材繊維長
(1 ~ 5 年)

197 平均(収縮材接率
辺 線方向)

205 気乾収縮材率半
(辺 径方向)

213 静(的辺材jlhげ
ヤング係数)

217 縦圧縮
辺材比例限度〉

-‘ 

r 0.01 r 0.10 

93 気孔線数(クローネラ 196 全収(縮，心率材繊
上. N. オモテ) 維方向)

94 気孔線数(クローネ， 201 平均(収辺材縮率繊維方向)上. N. ウラ)

95 気孔線数(クローネヲ 202 平均収材縮率繊維上， S ，オモテ) (心 方向)
96 気孔線数(クローネ，

210 収縮異方度心材気上， S. ウラ〉

98 気上孔線，数平均(ク， ローネ，
(乾〕

ウラ)

99 気孔線数(クローネ，
中， N. オモテ)

100 気孔線中数，(クローネヲ
N. ウラ)

111 気干し線(数N 
，オモテ)

112 気孔線数
N，ワラ)

113 気孔線(数S 
，オモテ)

114 気孔線数
S ，ウラ)

115 気孔線数(総平均，
オモテ)

116 気孔線数(総平ウ均，
ラ)

166 晩材率(全
木枝下材)

168 晩材率(全木全体)

169 晩材率(1 
.2m校下材)

171 晩材率 (1.2m全体〉

193 全収(縮辺率材
半径方j ，'，])

199 平均(辺収縮材率半
径方向)

負 (ー)

r 0.05 

72 針葉(厚断さ面/の幅形〕状(比中)

141 球果数

195 全収(縮辺率材繊維方向)

207 気乾(収辺材縮繊率維方向)

212 収縮異方度IL、
( 材全乾)

229 松脂採(平取均量浸
出量)

r 0.01 

160 年輪椙(全
木校下材)

161 年輪幅(全
木樹冠材)

162 年輪幅(全木全体)

163 年輪幅
(1. 2m枝下材)

165 年輪幅(1.2m全体〕

209 収縮異方(度辺材気乾)

211 収縮異方度
(辺材全乾)

-.:J 
(]) 
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160 年輪幅
(全木枝下材)

195 全収縮率
(辺材繊維方向)

童|葉の長さ(クロー
ネ，下，平均)

針葉断而の形状比
(厚さ/幅) (中)

樹脂道(出現率E型)

98 気孔線数 128 着葉数(クローネ， 136 
(クローネ， 1 上)

上，すすけ63 針葉の1!lliïC クローネ， 160
l 中 ， S) 

68 針葉の幅 (N)

胸高直径

枝の長さ(総平均)

枝の角度(総平均)
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r 0.10 r 0.01 r 0.05 

負

r 0.10 

(+) 

|rO.05  I 
214 静的曲げ 位18 縦圧縮

(辺材比例限度) 1 (辺材縦圧縮強さ)

240 木材成分
(a-セルロース)

rO.Ol 

正
質

気孔線数
(クローネ，
上，平均，

ウラ)
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針葉断面の形状比
(厚さ/幅) (中)

中心柱の形状比
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中心柱の形状比
(タテ/ヨコ)(下)
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87 

カ校の長さ

針葉の長さ(クロー，_-
ネ，中， N) 1~6 

針葉の幅(総平均) 163 

樹脂道 IR() 

(出現率E型〉

気孔線数(クローネ， 184
上， N ，オモテ) I 

243 パノレフ.の収率 195 

(精選%)

40 

" 

93 

99 
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針葉断面の形状比 1230 松脂採取量(斜溝
(厚さ/幅) (巾) 1 1 cm当り浸出量)

針葉断面の形状比
(厚さ/幅)(総平均〉

87 中心柱の形状比
(タテ/ヨコ)(下〉

229 松脂採取量
(平均浸出量)

251 ノりレフ。の密度

針葉の長さ(クロー114 生校数(計) 172 

ネヲ中，平均) b1 校の角度(総平均)
針葉の厚さ(クロ-[~ ::..:,,:..;_-: ."_ -. 1 

ネラ中: r.n 1 34 着葉数/lcm
針葉の幅(クローネ， 1141 球果数

中， S) 

針葉のl短(クローネ，
中，平均)

針葉の幅 (N)

針葉の幅 (S)

針葉の幅(総平均)

中心柱(クローネ，
中，タテ)

中心柱(総平均，
タテ)

中心柱(クローネ，
中，ヨコ)

中心柱(総平均，
ヨコ)

平均樹脂道数

気孔線数(クローネ，
上， S ，オモテ)

気孔線数(クローネ，
上， S ，ウラ)

気孔線数(クローネラ
上，平均，オモテ)
気孔線数(クローネ，
中， N ，オモテ)

101 気孔線数(クローネ，
中， S ，オモテ)

103 気孔線数(クローネ，
中，平均，オモテ)

104 気孔線数(クローネヲ
中，平均，ウラ)

111 気孔線数
(N ，オモテ)

112 気孔線数
(N ，ウラ)

113 気孔線数
(S ，オモテ)
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l∞気孔線数 136
(クローネ，

中， N 勾 137
ウラ)

66 

67 

48 

57 

62 

79 

83 

93 

47 



正 (+) 
形 質

r 0.10 r 0.05 

100 気(ク干中しロ線，ー数Nネ， , 

ウラ)

101 気〔ク孔中ロ線，ー数Sネ.， 56 針葉の厚さ (N) 40 針葉の長中さ(クロー
59 針葉の11届(クローネ. ネ， ，平均)

オモテ) 上， N) 45 針葉の長さ (S)

67 針葉の幅下(ク，ロ平ー均ネ'j' 50 針葉の厚さ中(クロー
ネ， 9=J, N) 

91 樹脂道 57 針葉の厚さ (S)
出現率直型)

60 針葉の幅(クローネ，
98 気上孔線，平数均(ク， ローネ， 上， S) 

ウラ)
69 針葉の幅 (S)

107 気孔線数(クローネ，
70 針案の幅(総平均)下， S ，オモテ)

187 成熟材 84 中心柱(総平均，

yレーメン幅) ヨコ)

190 成熟材(/ル繊ー維メン幅
92 平均樹脂道数

幅) 95 気孔線数(クローネラ

208 気乾(収心縮材繊率維方向)
上. S ，オモテ)

97 気孔線平数均(クローネ，
上， I -.rJ' オモテ)

105 気孔線数(クローネ，
下， N，オモテ)

109 気孔線平数均(クローネ，
下， i-........ J' オモテ)

• 

r 0.01 

115 気孔線数(総平均，
オモテ)

116 気孔線数(総平ウ均ラ , 
ラ)

61 針葉の幅上(ク，ロ平ー均ネ')'

63 針葉の幅(官ーネ，
S) 

64 針案の幅(中ク，ロ平ー均ネ')'

68 針葉の幅 (N)

78 中心柱(クローネ，
中，タテ)

82 中心柱(クローネ，
中，ヨコ)

95 気孔線数(クローネ，
上， S ，ウラ)

99 気孔中線数(クローネ，
, N ，オモテ)

100 気孔線中数，(Nク， ローネ，
ウラ)

102 気孔線中数(クローネ，
, S ，ウラ)

103 気中孔，平線均数(，クオロモーテネ'j'

104 気孔中線，平数均(ク， ローネ，
ウラ〕

111 気孔線数
N，オモテ)

112 気孔線数
N，ウラ)

113 気孔線数
(S ，オモテ)

114 気孔線数
S ，ウラ)

r 0.10 

21 枝の角度(総平均)

71 針葉(厚l析さ而/の幅形)状(上比) 

117 気孔数(クローネ，
上， N，オモテ)

140 気孔数(総平均ウ, 
ラ)

186 成熟材(膜壁厚)

負 (ー)

r 0.05 

118 気孔数(クローネ.
上， N，ウラ)

122 気孔数，平(均クローネ，
上 ，ウラ)

130 気孔数下 (クローネ，
， Nラウラ)

189 成熟o材l莫
厚/繊維柄)

r 0.01 

249 パルプの坪量

00 
cコ



‘' 

115 気孔線数(総平均，
オモテ)

116 気孔線数(総平均，
ウラ)

102 気孔線数 135 
(クローネ，

中，_ S , 158 
ウラ)
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201 平均収縮率
(辺材繊維方向)

207 気乾収縮率
(辺材繊維方向)

247 パルフ。の未叩解
フリーネス

103 気(中\ク孔オ，ロ総平モー数均テネ> 16 カ枝の長さ 40 針葉の長さ〈クロ 5C 劃樺の厚さ〈クロ 21 枝の角度(総平均) 1118 気;:n数(クローネ
'145 針葉の長さ (S) ネ，中，平均) ネ，中 N? 171 針葉(厚断さ面/のIplli形)状(比 上. N，ウラ)
56 針葉の厚さ (N) 157 針葉の厚さ (S) 164 針葉の幅広平設 上) 1 122 知吟手クローネ

61 針案の幅上(ク，ロ平ー均ネ) 上 均ヲウラ)ω 針葉の幅(クローネ， IU ' ""?fÇ v/" ",, y ~SlZ.i~i)'178 1:p,i:Aì (クローネ，川君主明特) 1 130 気孔数(クローネ，
上 S) 中タテ~ I 下 N ， t/ 7) 

84 中心柱(総平均. 169 針葉の幅 (S) 182 中心柱(クローネ， 1120 気孔数(クローネ; I " ." // / I 
OH D 

ヨコ) 170 針葉の幅(総平均) 中，ヨコ) 1 J二 S ，ウラ)



正 (+) 
形 質

r 0.10 r 0.05 

102 気〈中ク手，オロ線平モー数均テネ) サ 108 気孔線下数，(クローネ， 96 気孔線数(クローネ，
S ，ウラ) 上 S ，ウラ)

254 パ/レブ。の引裂強 97 気孔線平数均(クローネ，
上 I ....... .J， オモテ)

106 気孔線下数，(クローネ今
N，ウラ)

107 気孔線数(クローネ，
下， S ，オモテ)

110 気孔線，平数均(ク， ローネ，
下 ウラ)

104 気(中ク孔，ロ線平ー数均ネ，.， 36 針葉の長さ(クロー 16 力校の長さ
ネ，上， S) 

40 針葉の長さ(クロー

ウラ)
56 針葉の厚さ (N) ネ，中，平均)

59 針葉の幅(クローネ， 45 針葉の長さ (S)
上， N) 

50 針葉の厚さ中(クロー
68 針葉の11屈 (N) ネ. 9", N) 

91 樹脂道 61 illl 葉の厚さ(ケロー
出現率而雪'1) ネ，上，平均)

109 気孔線数(クローネ， 97 気孔総数(クローネ，
ド， )1[1"::]，オモテ) 上， 上~J ， オモテ)

105 気孔線数(クローネ，
F. N. オモテ)

• ., 

r 0.01 

92 平均樹脂道数
95 気孔線数(クローネ，

上 S ，オモテ)

99 気号線数(クローネ，
, N，オモテ)

100 気孔線中数，(クローネ，
N，ウラ)

101 気号線数(クローネ，
, S ，オモテ)

102 気孔習数(クローネ，
, S ，ウラ)

104 気孔中線，数平均(ク， ローネ，
ウラ)

105 気孔線数(クローネ，
下， N，オモテ)

109 気孔平線数均(クローネ，
下， I '-"-J' オモテ)

115 気孔線数(総平均，
オモテ)

116 気孔線数(総平ウ均，
ラ)

57 針葉の厚さ (S)
63 針葉の幅(クローネ，

中， S) 

64 針葉の幅(中ク，ロ平ー均ネ) , 

69 針葉の幅 (S)
70 針葉のl悩(総平均)

78 中心柱(クローネ‘
中， タテ)

82 'i'心主t (クローネ，
中司ヨコ)

92 平均樹脂道数
95 気孔線数(クローネ，

上 S ，オモテ)

r 0.10 

140 気孔数(総平均，
ウラ)

230 抽出後材中の樹量脂比量
〔重)

232 抽出前材中の樹量比脂量
(重)

242 木材成分
ぺントサン)

249 パルプの坪量

72 針葉(厚断さ面/の幅形〕状比
(中)

118 気孔数(クローネ，
上. N，ウラ)

134 気孔数.平(クローネー
下 均，ウラ)

140 気孔数(総平均，
ウラ)

141 球果数

195 全収縮材率
(辺繊維方，I'J)

201 平均収縮材繊率維
(辺方，1，])

負 (-) 

r 0.05 

71 針葉(厚断さ面/の幅形)状(上比) 

117 気孔数(クローネ，
上. N ，オモテ)

120 気孔数(クローネ，
上句 S ，ウラ)

130 気孔数(クローネ
f , N，ウラ)

136 気孔数 (N‘ウラ)

249 パルフ。のi平jlt

rO.Ol 

122 気孔数，平(クローネ守
上 均，ウラ)

‘・

CJ:J 

l" 



, . ‘ 

96 気孔線数(クローネ， 1207 気乾収縮率
上， S ，ウラ) 1 (辺材繊維方向)

98 気孔線数(クローネ，
上，平均，ウラ)

99 気孔線数(クローネ，
中， N，オモテ)

100 気孔線数(クローネ，
中， N，ウラ)

101 気孔線数(クローネ，
中， S ，オモテ)

102 気孔線数(クローネラ
中 S ，ウラ)

103 気孔線数(クローネヲ
中，平均，オモテ)

111 気孔線数
(N，オモテ)

112 気孔線数
(N，ウラ)

113 気孔線数
(S ，オモテ)

114 気孔線数
(S ，ウラ)

115 気孔線数(総平均，
オモテ)

116 気孔線数(総平均，
ウラ)
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% E 質
正 (+) 負 (一)

105 気孔線数
(クローネ，
下， N, 
オモテ)

106 気孔線数 142 
(クローネ，
下， N，|日
ワラ)

r 0.10 r 0.05 r 0.01 rO.l0 r 0.05 r 0.01 

針葉の長さ(クロ一141
ネ，下. S) 

針葉の厚さ(クロー166
ネ，下， N) 

92 平均樹脂道数

157 1000粒当りの
充実種子率199

170 晩材率
(1.2m樹冠材)

178 容積密度数
(未成熟材部)

173 容積密度数
(全木樹冠材)

176 容積密度数
(!.2m樹冠材)

181 標準容積密度数
(金木i冠材)

222 せん断(辺材強さ)

116 気孔線数(総平均，
ウラ)

178 容積密度数
(未成熟材部)
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107 気孔線数 [54 針葉の厚さ(クロー142
(クローネ，[ ネ，下今 S)
下， s ， 163 針葉の幅(クローネ， 153
オモテ) I 中. S) 

109 気孔線数(クローネ， 155
中 S ，オモテ)
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下) b42 木材成分
着葉数(総平均) 1 (ぺントサン)
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87 中心柱の形状比
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111 気孔線数 94 気孔線数(クローネ， 102 気孔線数(クローネラ 84 中心柱(総平均， 229 松脂採(平取均量浸
(N，オモ 上. N. ウラ) 中， S ，ウラ) ヨコ) 出量)

テ)
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143 球果(タテ平均) 110 気孔線，数平均(ク， ローネ， 上， N，オモテ)
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17 枝の長さ(総平均〉
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86 中心柱の形状比
(タテ/ヨコ)(中)
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針葉の幅(クローネ， 124
中，平均)
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113 気孔線数 98 気孔線数平均(ク， ローネ， 61 針葉の幅上(ク， ローネ， 69 針薬の幅 c S) 27 当年枝の長さ
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115 守暴筆者 !45 針葉の貼 (S) 142 錦のーロ-163 量|葉の幅(クロー当年枝のー) 124 当年枝の長さ(クロ 12岬吋
~ 159 針葉の幅(クローネ， ネ，下， S) 中， S) 130 着葉数(クローネ， ーネ，下) 1 ( 材気乾)

オモテ) 上， N) 161 針葉の幅上(ク今ローネ， 164 針葉の幅(中ク，ロ平ー均ネ') , 下) 131 着葉数 (N)
66 針葉の幅(クローネ， 平均: 169 針葉の幅 (S) "133 着葉数(総平均) 172 針葉(厚面さの/形幅状)比

下， S) 167 針葉の幅Tーネ 73 針葉(厚断さ面/の幅形)状(比 (中)
170 晩材率 平均) 195 気孔線数(クローネ， 下)

上 S ，オモテ) 1 \Jf"~ / "''''/ , , I 175 比

2m樹冠材) 183 中心柱(クロオ 97 気孔線平数均(クローネ‘ 74 針薬(厚師さ/の幅形〕状(比 針君野郡S)
173 容積密(全度木数樹冠 下， 3::1) 上， I .... ，_j， オモテ) 1 (W�/J�Jji) (N) 187 中心(タ柱テの/形ヨ状コ比>

材) 193 気孔線数(クローネ '199 気孔中線数(クローネ， 176 童(厚|葉さ断/面幅の〉形(総状平比均)1 ，， 0 É! ~'~~h3:):下〉174 容積密略 上， N，ォモテ) ， N オモテ) 1 (W� /~ïiï)(~1f:ft;J)1118 気孔数(クローネ
木全体) 194 気孔線数(クローネ， 1\00 気孔線'[，数(クローネー 86 '[1 心(タ件テの/形ヨ状コ比〉 J-\N, ウラ j

\76 容積平(程l度数m樹 上， N，ウラ) [ -'--if':-Ñ号ウラ) [ , U~/3' ;5('1') 
.2 冠材) 196 気孔線数(クローネ‘ \01 気ih線数〈クローネ '190 樹!内 \95 全略言繊維方向)

200 平均(心収材縮率半 上， S ，ウラ) 1 r-I-' , S ，オモテ) 出現率H型)
径方向) 198 気孔戸警はローネ， [102 気孔管汽クロFAYll 収縮巧度 加気噂鱗維方向)

222 せん断(辺材強さ) 上 ウラ) 1 't', ::" 辺材全乾)

“ 



8 半径方向部分圧縮 1 178 容積密度数 1 103 気孔線数(クローネ ， 1231 抽出後材中の樹脂量1212 収縮異方度
(辺材 5%部分圧縮(未成熟材部) 1 中，平均，オモテ) 1 (重量比) 1 (心材全乾)

強さ) 1194 全収縮率 1 104 気孔線数〔クローネ ， 1232 お111 1\前材中の樹脂量
243 パルフ。の収率 1'" -~vè心材半径方[ílJ) I 中，平均，ウラ) 1---.,-"-",,,. '(重量比)

(精選別 1 1 105 気孔線数(クローネラlmMllH成分(心材へキ
245 パノレフ。の収率(全%)1 下， N，オモテ~ 1 サン抽出物)

1106 気孔線数(クローネ， 1
248 ノりレフ。の白色皮 | | F， N- ウラ) '1242 木材成分

1 (ぺントサン)107 気孔線数(クローネ， 1
下， 5 ，オモテ)

108 気孔線数(クローネ，
下 5 ，ウラ)

109 気孔線数(クローネ，
下，平均，オモテ)

111 気孔線数
(N，オモテ)

112 気孔線数(N，ウラ〉
113 気孔線数

(5 ，オモテ)

114 気孔線数(5 ，ウラ〕
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針葉断面の形状比
(厚さ/幅) (5) 

中心柱の形状比
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針葉断面の形状比 175 
(厚さ/幅) (中) 1 
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着葉数(クローネ， 172 
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116 気孔線数 179 中心柱(クローネ， !42 
(総平均， 1 下，タテ)

ウラ) 192 平均樹脂道数 156 

102 気孔線数(クローネ， I c:: o
中， 5 ，ウラ) 1"" 

170 晩材率 !山
(1.2m樹冠材) IU1 

174 容積密度数 163 
(全木全体)

176 容積密度数 lμ 
(1. 2m樹冠材〉山

178 容積密度数 lμ 

1
182 tJ~~糊材部);182 標準容積密度数 恒

(全木全体) IU 

1

93 



正 (+) 
形 質

r 0.10 r 0.05 

116 気孔線数 94 気孔線数(クローネ，
(総平均， 上， N，ウラ)

ウラ)
95 気孔線数(クローネ，

上， 5 ，オモテ)

98 気孔線数平均(ク， ローネ，
上， ウラ)

104 気孔中線数平均(ク，ローーネラ
ウフ)

108 気孔線下数，(クローネ，
, 5 ，ウラ)

171 晩材率(1.2m全体〉

117 気孔数(ク 9 宇宇の細り 18 力枝の太さ
ローネ，上， (D6.2/D. B. H) 

150 麹の形状比N，オモテ〕 153 種子の形状比 ヨコ/タテ)
(幅/長さ) 249 パルプ.の坪量

157 1000粒当りの
充実種子率

236 抽出成分(心材アセ
トン抽出物〕

• 

r 0.01 

106 気孔線数(クローネ，
下， N，ウラ)

107 気孔線数(クローネ，
下， 5 ，オモテ)

109 気孔平線数均(クローネラ
下ラ ヲオモテ)

111 気孔線数
(N，オモテ)

112 気孔線数(N，ウラ〕
113 気孔線数

(5 ，オモテ)
114 気孔線数(5 ，ウラ〕
115 気孔線数(総平均，

オモテ)

118 気孔数(クローネ，
上， N，オモテ)

119 気孔数(クローネ，
上 5 ，オモテ)

120 気孔上数(クローネ，
, 5 ，ウラ)

121 気孔数(クローネ，
上，平均ラオモテ)

122 気上孔数，平(クローネヲ
均，ウラ)

123 気孔中数， (クローネ，
N，オモテ)

124 気孔数中 (クローネ，
, N，ウラ)

125 気孔数(クローネ，
中ー 5 ，オモテ)

126 気孔数中 (クローネ，
, 5. ウラ)

127 気孔ヲ平数均(クローネ，
中 ，オモテ)

r 0.10 

35 針葉の長さ(クロー
ネラ上， N) 

52 針葉の厚さ(クロー
ネ，中今平均)

75 針葉(厚断さ面/の幅形)状(比
5) 

間気号線数(クローネー
, 5 ，オモテ)

113 気孔線数
(5 ，オモテ)

197 平均(収辺材縮率接線方向)

200 平均(収心材縮率半径
方向)

負 (一)

r 0.05 

102 気孔線数(クローネ，
中， 5 ，ウラ)

r 0.01 

96 気孔線数(クローネ，
上， 5 ，ウラ)

184 未成熟材繊維長
(1 - 5 年)

<D 
品



128 気孔数(クローネ句
'-1ユ，平均，ウラ)

129 気孔数(クローネ，
下， N，オモテ)

130 気孔数(クローネ，
下， N，ウラ)

131 気孔数(クローネ，
下， S ，オモテ)

132 気孔数(クローネ，
下 S ，ウラ)

133 気孔数(クローネ，
下，平均，オモテ)

134 気孔数(クローネ，
下，平均，ウラ)

135 気孔数
(N，オモテ)

136 気孔数 (N，ウラ)

137 気孔数
(S ，オモテ)

138 気孔数 (S ，ウラ)

139 気孔数(総平均，
オモテ)

140 気孔数(総平均ラ
ウラ)
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236 抽出成分(心材アセ1202 平均収縮率
トン抽出物) 1 (心材繊維方向)

207 気乾収縮率
(辺材繊維方F司)

212 収縮具方度
(，心材全乾)

121 気孔数(クローネ，
上，平均，オモテ)

122 気孔数(クローネ，
上司市J~J，ウラ)
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中， N，オモテ)
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正 (+) 
形 質

r 0.10 r 0.05 r 0.01 

118 気孔数(ク
ローネ， N ，

124 気孔数中 (クローネ，
, N，ウラ)

上，ウラ〕 125 気孔中数(クローネ，
, S ，オモテ)

126 気孔数中 (クローネ，
S ，ウラ)

127 気中孔，平数均(クローネ，
，オモテ)

128 気孔中数，平(クローネ，
均，ウラ)

129 気孔下数(クローネ，
, N，オモテ)

130 気孔数(クローネ，
下， N. ウラ)

131 気孔数(クローネ，
下， S ，オモテ)

132 気孔数(クローネ，
下， S ，ウラ)

133 気下孔，数平均(クローネ，
，オモテ)

134 気孔下数，平(クローネ，
均，ウラ)

135 気孔数
(N，オモテ)

136 気孔数 (N，ウラ)

137 気孔数
S ，オモテ)

138 気孔数 (S ，ウラ)

139 気孔数(総平均ラ
オモテ〉

140 気孔数(総平均ウ, 
ラ)

153 種子の形(状l隔/比長さ)

r 0.10 

183 成熟材繊(維25長年
以上〕

186 成熟材(膜壁厚)

193 全収(縮辺材率
半径方向)

205 気乾収辺材縮率半
( 径方向)

213 静(辺的材曲げ
ヤング係数)

219 縦(辺引材張
ヤング係数)

221 縦(引張材縦
辺 引張強さ)

負 (一)

r 0.05 

166 晩材率(全
木枝下材)

168 晩材率(全木全体)

173 容積密(全度数木樹冠材)

174 容積密度(全数木全体)

175 容積密(1度数m枝
.2 下材)

176 容積密(1度数m樹冠
.2 材)

179 容積密度数
.2m全体)

180 標準容(全積木密度校数下材)

203 気乾(収辺縮材率接
線方向〕

204 気乾(心収縮材率接線方向)
248 ノりレフ。の白色度

254 パルフ。の引裂強

r 0.01 

194 全収(縮心材率
半径方向〕

200 平均収dむ縮材率半径
( 方向)

206 気乾(収心縮材率半径方向)
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133 気孔数(クローネー
下司平均，オモテ)

134 気孔数(クローネ，
下，平均，ウラ)

135 気孔数
(N，オモテ)

136 気孔数 (N，ウラ)

137 気孔数(S ，オモテ〉

138 気孔数 (S ラウラ)

139 気孔数(総平均，
オモテ〕

140 気孔数(総平均，
ウラ)

159 1 球果当り
充実種子数

<.0 
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正 (+) 
形 質

r 0.10 r 0.05 r 0.01 

119 気ロ孔ー数ネ (ク 160 年輪幅

S ，オモ，上テ) (全木枝下材)

163 年輪幅
.2m樹冠材)

120 気ロ孔ー数ネ (ク 55 針葉の厚さ(クロー 65 童|葉の幅(クローネ， 98 気孔線，数平(クローネ，

S , ウ，ラ上5 ネ，下，平均) 下， N) 上 均，ワラ)

195 全収縮率材 117 気孔数(クローネラ
(辺繊維方向) 上， N，オモテ)

201 平均(収縮材率繊維方
118 気孔数上 (クロ ネ，

辺向)
, N，ウラ)

207 気乾収縮材率繊維
119 気孔数(クローネ，

上， S ，オモテ)
(辺 方向)

121 気孔平数均(クローネラ
上 I '-<1，オモテ)

122 気孔数，平(クローネ，
上 均，ウラ)

123 気帯数(クローネ，
, N，オモテ)

124 気孔数中 (クローネ，
, N. ウラ)

125 気孔中数(クローネ，
S 拘オモテ)

126 気孔数(クローネヲ
S 司ウラ)

127 気中孔平数均(クローネ，
，オモテ)

128 気孔中数，平(クローネ，
均，ウラ)

• 

r 0.10 

35 針葉の長さ(クロー
ネ，上， N) 

36 針葉の長さ(クロー
ネ，上， S) 

37 針案の長さ(クロー
ネ，上.平均)

102 気噌数(クローネ
S ，ウラ)

103 気中孔，平線数均(クローネ，
，オモテ)

166 晩材率(全
木枝下材)

171 晩材率(1.2m全体)

184 未成熟材繊維長
1~5 年)

197 平均収縮材率接
(辺 線方 I ，"J)

219 縦辺引材張
( ヤング係数)

負 (ー)

r 0.05 

215 静的曲げ
〔辺材líti げ強さ)

219 縦(引材張
辺ヤング係数)

220 縦引張辺材
( 比例限度)

223 硬さ(辺材木口面)

226 接(線辺方材向5 部%部分圧分強縮圧さ縮) 

248 パノレフ。の白色度

104 気孔線数(クローネ，
中，平均，ヴラ)

169 晩材率(1 
.2m校下材)

192 全収縮心率材接
( 線方向)

203 気乾収縮材率接
(辺 線方向)

204 気乾収縮率
(心材接線方向)

r 0.01 

96 気孔線数(クローネ，
上， S ，ウラ)

191 :全収縮率
(辺材接線方向)
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133 気孔数(クローネ，
下，平均，オモテ)

134 気孔数(クローネ，
下，平均，ウラ)

135 気孔数
(N，オモテ)

136 気孔数 (N，ウラ)

137 気孔数
(S ，オモテ)

138 気孔数 (S ，ウラ)
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r 0.05 

正

r 0.10 
質形

針葉の長さ(クロー135 針葉の長さ(クロー196 気孔線数(クローネ，
ネ，上. S) 1 ネ，上. N) 1 上. S. ウラ)

針葉の長さ(クロー1101 気孔線数(クローネ .1104 気孔線数(クローネ，
ネ，上ヲ平均) 1 中 S. オモテ) 1 中，平均，ウラ)

針葉の長さ (S) 1102 気孔線数(クローネ .1114 気孔線数
| 中. S. ウラ) 1 (S. ウラ)気孔線数(クローネ， 1 ,-, 0 , '//)] 

上， N. ウラ) 1103 気孔線数(クローネ‘
113 気孔線数 | 中，平均，オモテ)

(S. オモテ) 1166 晩材率(全木枝下材)

173 容積密度数 1168 晩材率(全木全体)
(全木樹冠材) 1169 晩材率

174 容積密度数 (!.2m校下材)
(全木全体) 1171 晩材率 (1.2m全体〉

175 容積裕度数 1176 容積密度数
(1 ・ 2m校下材) 1176 ~t:g~・ 2m樹冠材)
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(D6.2/D. B. H)1153 種子の形状比
当年校の長さ(クロ 1 (幅/長さ)

ーネヲ上) h95 全収縮率
当年枝の長さ (N) 1 (辺材繊維方向)

当年枝の長さ 1202 平均収縮率
(総平均) 1 (心材繊維方向)

着葉数(クローネ，
上)

33 着葉数(総平均)

196 全収縮率
(心材繊維方向)
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207 気乾収縮率
(辺材繊維方向)
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134 気干し数(クローネ，
下，平均，ウラ〕
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128 気孔数(ク118 力校の太さ
ローネ，中 zl147 鱗片の形状比
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形 質
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128 気孔数(ク 126 気孔数中 (クローネ， 206 気乾(収縮材率半 214 静的曲げ材
ローネ，中， S ，ウラ) 心 径方向) (辺比例限度)
平均，ワラ) 127 気中孔数均(クローネ， 223 硬さ(辺材木口面) 215 静的(曲材げ

，平 ，オモテ)
233 抽出成分(辺前11材出ヘキ

辺曲げ強さ)
129 気孔数(クローネ，

下， N，オモテ) サン 物) 218 縦(圧辺材縮縦圧縮
130 気孔数下 (クローネ，

強さ)

, N，ウラ) 219 縦(辺引材張
131 気孔数(クローネ， ヤング係数)

下 S ，オモテ) 221 縦(辺引材張
132 気孔数下 (クローネ今 縦引張強さ)

S ，ウラ) 235 抽出成分(抽辺材出アセ
133 気孔，数平均(クローネ， トン 物)
下 ，オモテ)

134 気孔下数，平(クローネ，
均，ウラ)

135 気孔数( 
N，オモテ)

136 気孔数 (N，ウラ)

137 気孔数( 
S ，オモテ)

138 気孔数 (S ，ウラ)
139 気孔数(総平均，

オモテ)

140 気孔数(総平均ウ, 
ラ)

144 球果の形状/比
(ヨコ タテ)

129 気孔数(ク 27 当年枝の長さ 18 カ枝の太さ 117 気干し数(クローネ笥 96 気孔線数(クローネ， 168 晩材率(全木全体) 1661免材率
ローネ『下， (総平均)

22 1c'í{l-'校の長さ(クロ 上， N，オモテ) _l:, S ，ウラ) 171 11免材率 (1.2m全体〕 全木校下材)
N ，オモテ〕

29 圭:f~定数(クローネ。 ーネ，上) 118 気孔数上 (クローネ， 203 気':屯収材縮率桜 169 腕材率(1 
中) , N. ウラ) (辺 線方lílJ) 191 全収(縮率材 .2m校下材)195 全収縮率 119 気孔数(クローネ， 204 気乾(心収材縮率接線方向) 辺接線方I ，" J)

31 着業数 (N) (辺材繊維方的J) 上 S. オモテ)

32 着業数 (S) 207 気乾収縮材繊率維
(辺 方向)

120 気孔数(クローネ，加気乾関車
上， S ，ウラ) I ( 径方向)
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針葉の11同(クローネヲ
下， S) 

中心柱(クローネ，
下，グテ)

中心柱(総平均，
タテ)

中心柱(クローネ，
下，ヨコ)

110 気孔線数(クローネ，
下，平均，ワラ)
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充実種子率
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当年枝の長さ(クロ 1117 気孔数(クローネ‘
ーネ，上) 1 上‘ N. オモテ)

着葉数 (N) 1 118 気孔数(クローネ，
1 上‘ N今ウラ)
119 気孔数(クローネ，

上， S. オモテ)

当年枝の長さ 122 
(総平均)

着葉数(総平均) 131 

針葉の厚さ(クロー
ネ，上， N) 

130 気孔数(ク 127
ローネ匂下，
N，ウラ )133

47 



ー

l
H
H
O
I
-

正 (+) 負 (ー)
形 質

rO.10 r 0.05 r 0.01 r 0.10 r 0.05 r 0.01 

130 気ロ孔ー，数ネウ ，下(ク, 66 針案の幅(クローネ， 120 気孔数上 (クローネラ 184 未成熟材繊維長
下， S) • S ，ウラ) 1 - 5 年)

N ラ)
157 1000粒当充り実の種子率 121 気孔，数平均(クローネ， 194 全収(縮心材率上 ，オモテ) 半径方向)

195 全収縮辺率材繊維方 122 気上孔数，平(クローネ， 203 気乾収材縮接率線方
(向) 均，ウラ) (辺向)

123 気孔中数， (クローネ，
207 気乾辺収材縮繊率維方 N，オモテ) 204 気乾(心収材縮接率線方向)(向) 124 気孔数中 (クローネ，

, N，ウラ) 219 縦(辺引材張
125 気孔中数(クローネ， ヤング係数)

S ，オモテ)

126 気孔数中 (クローネ，
S ，ラウ)

127 気中孔数平均(クローネ，
, -1 ，"';)，オモテ)

129 気孔下数， (クローネ，
N，オモテ)

131 気孔数(クローネ，
下， S ，オモテ)

132 気孔数下 (クローネ，
S ，ウラ)

133 気孔数平均(クローネ，
下， I ... .，..J， オモテ)

134 気孔下数，平(クローネ，
均，ワラ)

135 気孔数
N，オモテ〉

136 気孔数 (N，ウラ)
137 気孔数

S ，オモテ)

138 気孔数 (S ，ウラ)
139 気孔数(総平均，

オモテ)

140 気孔数(総平均ウ, 
ラ)

, .. 



142 球果(ヨコ平均)

145 鱗片(タテ平均〕

156 1000粒当りの容積

183 成熟材繊維長
(25年以上)
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131 気孔数(ク 118
ローネ，下，!..，o
S ，オモテ)1山

66 



l
l
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l
l
 

正 (+) 負 (ー)
形 質

r 0.10 r 0.05 r 0.01 r 0.10 r 0.05 r 0.01 

131 気ロ孔ー数ネ，下(テク) 14C 気孔数 〈総状コ/平比均タTj: ラ)
S ，オモ 147 鱗片の形

(ヨテ)

132 気孔数(ク 18 カ枝の太さ 22 当年枝の長さ(クロ 117 気孔数(クローネ， 94 気孔線数(クローネ， 96 気孔線数(クローネ，
ローネ，下，

27 当年枝の長さ ーネ.上〕 上， N，オモテ) 上‘ N，ウラ) 上， S ，ウラ)
S ラウラ)

(総平均) 195 全収縮辺率材 118 気孔数(クローネ， 113 気孔線(数S 166 晩材率(全
31 着葉数 (N) ( 繊維方向) 上， N，ウラ) ，オモテ〕 木校下材)

153 種子の形状幅比 201 平均収材縮繊率
119 気孔数(クローネ， 114 気孔線数 169 r免材率

(辺 維方向) 上 S ，オモテ) S ，ウラ) .2m枝下材)(Ij@/長さ) 120 気孔数(クローネ，

196 全収縮心率材 207 気乾収縮材率繊 上， S ，ウラ) 168 晩材率(全木全体) 171 晩材率(1. 2m全体〕

( 繊維方向) (辺 維方向)
121 気孔数平均(クローネ， 184 未成熟材繊維長5 年 191 全収縮率材

202 平均(収心材縮率繊維方向〉 上 I --"-.J'オモテ) ( 1 -5 ip) (辺接線方向)

122 気上孔数，平(均クローネ) 214 静的曲げ 192 全収心縮材率
，ウラ (辺材比例限度) ( 接線方向)

123 気孔中数， (クローネ， 216 縦圧縮材 203 気乾収縮材接率N. オモテ) (辺ヤング係数) (辺 線方向)
124 気孔数中 (クローネ，

, N. ウラ) 218 縦圧縮材縦圧 204 気乾収縮材接率
125 気孔中数， (クローネ，

L辺 縮強さ) (心 線方向)

S ，オモテ〕 222 せん断(辺材強さ〕 213 静(的材曲げ
126 気孔数中 (クローネラ 辺ヤング係数)

, S ，ウラ) 217 縦圧縮
127 気中孔数(クローネ， 辺材比例限度)

，平均，オモテ〉
219 縦(辺引材張128 気孔中数，平(クローネ， ヤング係数)

均，ウラ)
221 縦引張材129 気下孔数， (クローネ，

N，オモテ)
(辺縦引張強さ)

130 気孔数(クローネ，
下ヲ N，ウラ)

131 気孔下数， (クローネ，
S. オモテ)

133 気孔数平均(クローネ，
下 I "--"'，J， オモテ)
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... 
正 (+) 負 (-) 

形 質
r 0.10 r 0.05 r 0.01 r 0.10 r 0.05 r 0.01 

133 気平ロ孔均ー数ネ, (ク 135 気孔数
，下， N. オモテ)
オモ 136 気孔数 (N，ワラ)
テ) 137 気孔数( 

S ，オモテ)
138 気孔数 (S ，ウラ)
139 気孔数(総平均，

オモテ〕

140 気孔数(総平均ウ, 
ラ)

134 気平ロ孔均ー数ネ，ウ，下tラク) 
27 当年枝の長さ 22 当年枝の長さ(クロ 117 気孔数(クローネ， 104 気孔中線数平均(ク， ローネ守 96 気孔線上数，(クローネ， 169 晩材率(1 

(総平均) ーネ，上) 上， N，オモテ) ウラ〕 S ，ウラ) .2m枝下材)

47 針葉の厚ネさ上(クロー 153 種子の形(状幅/比長さ) 118 気孔上数(クローネ， 151 種子の長さ(平均) 113 気孔線数 171 晩材率(1.2m全体〉
, 1:, N) , N，ウラ)

168 晩材率(全木全体)
(S ，オモテ)

204 気乾(心収材縮接率線方向)
55 針葉の厚，下さ(クロー 119 気孔数(クローネ， 114 気孔線数

ネ ，平均) 上， S ，オモテ) 184 未成熟材繊維長 S ，ウラ)
120 気孔数(クローネ， -5 年) 219 縦(引材張

157 1000粒当充りの 上 S ，ウラ) 206 気乾収縮材率半径 166 晩材率〔全 辺ヤング係数〕
実種子率

121 気孔数平均(クローネ， (心 方向)
木枝下材)

221 縦(辺引材張
195 全収縮辺率材繊維方 上 I ........ J，オモテ)

215 静的辺曲材げ 191 全収縮辺率材 縦引張強さ)
(向〕 122 気孔数平(均クローネ， ( 曲げ強さ)

( 接線方向)

196 全収縮心率材繊 上， I ......... J ， ウラ)
217 縦圧(縮辺 192 全収縮心材率

( 維方向) 123 気孔中数(クローネ， 材比例限度) ( 接線方向)

202 平均心収材縮繊率維方
N，オモテ)

220 縦引張辺材 194 全収心縮率材
(向) 124 気孔数中 (クローネ， ( 半径方[rîJ)

, N，ウラ) ( 比例限度)

207 気乾(収材縮繊率維方 126 気干し数(クローネ， 222 せん断(辺材強さ) 203 気乾(収縮材率接
辺 rt'J)

ー S ，ウラ)
辺 線方 rt'J)

127 気小孔数平均(クローネ司 213 I'J浄的材曲げ
，オモテ) (辺ヤング係数)

128 気孔中数，平(均クローネ，
，ウラ)

214 静的~[j十11寸
(辺比例限度)

129 気孔数(クローネー 216 縦(辺圧材縮
下， N，オモテ) ヤング係数〕

130 気孔数(クローネ今 218 縦(圧辺縮材
下， N，ウラ) 縦圧縮強さ)



131 気孔数(クローネ，
下， S ，オモテ)

132 気孔数(クローネラ
下， S ，ウラ)

133 気孔数(クローネ，
下，平均弓オモテ)

135 気孔数
(N，オモテ)

136 気孔数 (N，ワラ)
137 気孔数

(S ，オモテ)
138 気孔数 (S ，ウラ)
139 気孔数(総平均，

オモテ)
140 気孔数(総平均ラ

ウラ)

c.n 

幹の細り 1166 晩材率
(lI/D.B.H) 1 (全木校下材)

気孔線数(クローネパ 168 I卯材率(金木全体〕
上 S ，ウラ) 1169 晩材率

174 容積密度数 (1. 2m校下材)
(全木全体) 1171 晩材率(1.2m全体〉

175 容積依度数
(1. 2m枝下材)

176 容積密度数
(1. 2m樹冠材)

177 容積密度数
(成熟材部)

179 容積密度数
(1. 2m全体)

184 未成熟材繊維長
(1 - 5 年〕

191 全収縮率
(辺材接線方向)

192 全収縮率
(心材接線方jì'iJ)

197 平均収縮率
(辺材接線方r{，])
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135 気孔数(N.12
オモテ) 127 

32 

43 

28 



(-) 負(+) 正
質

r 0.01 

128 気孔数(クローネ， 1216 縦圧縮 1204 気乾収縮率
中，平均，ウラ) 1 (辺材ヤング係数) 1 (心材接線方向)

129 気孔数(クローネ， 1218 縦圧縮 1214 静的拍げ
下， N，オモテ) 1 (辺材縦圧縮強さ) 1 (辺材比例限度)

130 気孔数(クローネ守 1219 縦引張 1221 縦引張
下， N，ウラ) I~" 'ê辺材ヤνグ係数) r~' 'ê辺材縦引張強さ)

131 気孔数(クローネ， L~~ ~~;:;'~*r7^-;':_~ I 
下， S ，オモテ) 1225 接線方向部分圧縮

[ (辺材比例限度)132 気孔数(クローネヲ l
下， S ，ウラ)

133 気孔数(クローネ，
下今平均，オモテ)

134 気孔数(クローネラ
下，平均，ウラ)

136 気孔数 (N，ウラ)
137 気孔数

(S ，オモテ1

138 気孔数 (S ，ウラ〕
139 気孔数(総平均，

オモテ)
140 気孔数(総平均，

ウラ)

r 0.05 r 0.10 r 0.01 r 0.05 r 0.10 
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210 収縮異方度
(心材気乾)

ー

l
H
H叶
l
l

171 晩材率(1.2m全体〕

184 未成熟材繊維長
(1 - 5 年)

幹の品m り 1142 球果(ヨコ平均)

ﾇ'ufP.: ~. 10 1151 種子の長さ(平均)
気孔線数(クローネ J

上， N. ウラ) 1156 1000粒当りの容積

18 力校の太さ

117 気孔数(クローネ句 194
上， N ，オモテ)

7 37 気孔数(S ， 119 校の太さ(総平均) 1150 麹の形状比

オモテ) 1160 11'輸 l阪全柿下材)1163 年輸品ヨコ/タテ〕
162 年輪幅(全木全体) 1 (1. 2m枝下材)



l
l
H
H∞
l
l
 

(一)負(+ ) 正
質'万3

118 気孔数(クローネラ 1113 気孔線数 1166 晩材率 1221 縦引張
上， N，ウラ) 1 (S ，オモテ) 1 (全木校下材) 1 (辺材縦引張強さ)

119 気孔数(クローネ， 1114 気孔線数 1168 晩材率(全木全体)
上， S ，オモテ) 1-----.. _.. --� s ，ウラ) I;~~ 娩材率

120 気孔数(クローネヲ h55 1∞o粒当りの穂子重| (l.2m枝下材)
上句 S ，ウラ) l~vV ~.v~~'1~~< V/'I!ﾟ J B�l 

l 気干し数(クローネ: 1 173 容積密度数 1 174 容積密度数
上，平均，オモテ) 1 (全木樹冠材) 1 (全木全体)

122 気孔数(クローネ， 1175 容積密度数 1177 容積密度数
上，平均，ウラ) 1 (1. 2m枝下材) 1 - -(成熟材部)

123 気孔数(クローネ， 1176 容積密度数 1180 標準容積密度数
中， N，オモテ) 1 ~ --"(i~2~樹冠材) 1 - v... ~(全木枝下材)

124 気孔数(クローネ~ 1179 容積密度数 1191 全収縮率
中， N，ウラ)| (1.2m全体) 1'" ='(辺材接線方向)

125 気孔数(クローネ， I.~. -t:..:~~~_::===" ~ I 
中， S ，オモテ) 1 181 標準容積密度数 1 193 全収縮率

1 (全木樹冠材) 1 (辺材半径方向)126 気孔数(クローネ， I ¥...:::c./I''1P-'J/L.::!J'VJ / I 
中 S ，ウラ) 1182 標準容積密度数 1203 気乾収縮率

127 気孔数(クローネ: 1 (全木全体) 1 (辺材接線方向)
中，平均，オモテ) 1192 全収縮率 1213 静的曲げ

128 気孔数(クローネ， 1 (心材接線方向) 1 (辺材ヤング係数)
中，平均ヲウラ) b05 気乾収縮率 1214 静的曲げ

129 気孔数(クローネ， 1 -"c辺材半径方向) 1- -.-_. é辺材比例限度)
下， N，オモテ) 1_. _ _-'-'-JL.". . 

1215 静的曲げ 1219 縦引張
130 気孔数(クローネヲ I~!V ~TH(辺材曲げ強さ) 1"17 ~(辺材ヤング係数)

下， N，ウラ) I ,x.:.'I'J 1-1.1-1.... .J;.li.,'_- / I 
131 気孔数(クローネ: 1216 縦圧縮

下 S ，オモテ) 1 (辺材ヤング係数)
132 気孔数(クローネ， 1218 縦圧縮

下， S ，ウラ) 1 (辺材縦縮圧強さ)
133 気孔数(クローネヲ 1223 硬さ(辺材木口而)

下，平均，オモテ) 1 
| パノレフ。の白色度

134 気孔数(クローネ， 1 
下，平均，ウラ)

135 気孔数
(N，オモテ)

136 気孔数 (N，ウラ)

r 0.01 r 0.05 r 0.10 r 0.01 r0.1o 1 r 0 出

137 気孔数(s ， 1165 年輪幅 (1.2m全体〕

オモテ) 1195 全収縮率
(辺材繊維方向)

196 全収縮率
(，乙4オ繊維方向)

201 平均収縮率
(辺材繊維方向)

207 気乾収縮
(辺材繊維方向)

212 収縮異方度
(心材全乾)



138 気孔数 (S ，ウラ)
139 気孔数(総平均，

オモテ)
140 気孔数(総平均，

ウラ)
144 球果の形状比

(ヨコ/タテ)
147 鱗片の形状比

(ヨコ/タテ)
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138 気孔数 122 
(S ，ウラ )1
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r 0.01 r 0.05 r 0.10 r 0.01 

132 気孔数(クローネ，
下， S ，ウラ)

133 気孔数(クローネ，
下，平均ラオモテ)

134 気孔数(クローネ，
下，平均，ウラ)

135 気孔数
(N，オモテ)

136 気孔数 (N，ウラ)
137 気孔数

(S ，オモテ〉
139 気孔数(総平均，

オモテ〕
140 気孔数(総平均，

ウラ)

r 0.05 r 0.10 

質
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151 種子の長さ(平均) 1166 挽材率
(全木枝下材)

142 球果(ヨコ平均)

156 1C∞粒当りの容積

力枝の長さ

校の太さ(総平均)

着業数(クローネ，
中)

32 着葉数 (S)

144 球果の形状比
(ヨコ/タテ)

153 種子の形状比
(1陪/長さ)
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数
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胸高直径
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147 鱗片の形状比
(ヨコ/タテ)

160 年輪幅
(全木枝下材)

フ
-
4
7
r

勺
，h

'

4

1

A

q

4

 

総
モ
)

(
オ
テ

数
'

孔
均

気
平

Q
J
 

q
u
 

. 

194 全収縮率
(心材半径方的J)

\99 平均収縮率

255 パルフ。の耐折
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正 (+) 負 (ー)
形 質

r 0.10 r 0.05 r 0.01 r 0.10 r 0.05 r 0.01 

140 気平干し数 (ラ総> 126 気孔数中 (クローネ，
均，ウ , S ，ウラ)

127 気中孔，数平均(クローネ，
制オモテ)

128 気孔中数，平(均クローネ.
，ウラ)

129 気孔数(クローネ，
下， N，オモテ)

130 気孔数(クローネ，
下， N，ウラ)

131 気孔数(クローネ，
下 S ，オモテ)

133 気孔，数平均(クローネ，
下 ，オモテ)

134 気孔数，平(均クローネ，
下 ，ウラ)

135 気孔数
N，オモテ)

136 気孔数 (N，ウラ)
137 気孔数

S ヲオモテ)
138 気孔数 (S ，ウラ)
139 気孔数(総平均，

オモテ)

141 球果数 30 着葉数(クローネラ 1 樹 高 2 胸高直径 28 着葉数(クローネ， 49 針葉の厚ラ上さ(クロー47 針葉の厚ネさ上(クロー
下)

19 枝の太さ(総平均) 154 全種子重 上) ネ ，平均) , .. 1:, N) 

229 松I1旨採平取長 164 年輪幅 161 年輪幅 64 針葉の幅(中ク，ロ平ー均ネ)' 57 童|葉の厚さ (N)

( 均浸出量) .2m樹冠材) (全木樹冠材) 112 気孔線数 68 針葉の幅 (N)
162 年輪幅(全木全体) N，ウラ) 94 気孔線数(クローネ，

163 年輪幅(1 123 気孔中数(クローネ， 上， N，ウラ)

.2m枝下材) , N，オモテ)
98 気孔線，平数均(ク， ローネ号

165 年輪幅(1.2m全体〉 155 1000粒当りの種子重 上 ウラ)

166 晩材率(全 184 未成熟材繊維長‘
木校下材) 5 年)
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(成熟材部) 1 (辺材曲げ強さ)
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148 麹(タテ平均)156 1000粒当りの容積
167 晩材率

(全木樹冠材) 1 151 種子の長さ(平均)
128 気孔数(クローネラ 1145 鱗片(タテ平均)

中，平均，ウラ) 1170 容積密度数
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125 気孔数(クローネ，
中， S ，オモテ)

127 気孔数(クローネ，
中，平均，オモテ)

131 気孔数(クローネ，
下 S ，オモテ)

138 気孔数 (S ，ウラ)
139 気孔数(総平均，

オモテ)
153 種子の形状比

(幅/長さ)
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147 鱗片の形状比 1200 平均収縮率 1183 未成熟材繊維長 1184 未成熟材綾城眼
(ヨコ/タテ) 1 (心材半径方向) 1 (1 - 5 年)1 (1-5 年)

150 麹の形状比 1221 縦引張 1188 成熟材 1198 平均収縮率
(ヨコ/タテ) 1 (辺材縦引張強さ) 1 (繊維長/繊維幅)1 (心材接線方向)

233 抽出成分(辺材ヘキ1243 バルフ。の収率
サン抽出物) 1 (粕%)

237 木材成分
(熱\71<可溶部)
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147 鱗片の形状比
(ヨコ/タテ)

149 麹(ヨコ平均)
234 抽出成分(心材ヘキ

サン抽出物)

~ 

241 木材成分
(リグニン)

.、

145 鱗片(タテ平均)

148 麹(タテ平均)

239 木材成分
(セルロース)
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147 鱗片の形状1125 気孔数(クローネ， 15 
比(ヨコ/1 中， 5 ，オモテ) 118 

タテ) 1127 気孔数(クローネ，1;，ι
中，平均，オモテ) 1一

128 気孔数(クローネ， 1二
中，平均，ウラ) 1一

188 気孔数 (5 ，ウラ) 1'''' 

139 気孔数(総平均，
オモテ)

208 気乾収縮率
(心材繊維方向)
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針案の長さ(クロー178 中心柱(クローネ， 144 針葉の長さ (N)
ネ，中，平均) 1 rr，タテ) 168 針葉の幅 (N)

針葉の幅(クローネ， 1149 麹(ヨコ平均) 1 中， N)| |142 球果(ヨコ平均)
中心柱(総平均:'J 1155 1∞噛当りの種子重\1 45 鱗片(タテ平均)

ヨコ) 1156 1000粒当りの容積 h51 種子の長さ(平均)
152 種子の幅(平均) 1 158 種子重/球果数 b39 木材成分
0 晩材率 1184 未成熟材繊維長 I.L.V7  ./j""'VJ/ .rêセ山一 ) 

(1.2m樹冠材)|18 (1~5 年) 1 
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当年枝の長さ 1204 気乾収縮率
(総平均) 1---"., ë心材接線方向)

着葉数 (N) b05 気乾収縮率
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正 (+) 負 (ー)
形 質

ro..lo. r 0..0.5 r 0..0.1 r 0..10 r 0..0.5 r 0..0.1 

149 麹(ヨ 68 針葉の幅 (N) 54 針葉の厚さ(クロー 143 球呆(タテ平均) 20.3 気乾収辺縮材率接線
コ平均〉 77 中心柱(クローネ，

ネ，下， S) 145 鱗片(タテ平均)
( 方向)

上，タテ) 61 針葉の幅〔クロ平ー均ネ) ヲ 152 種子の幅(平均) 20.6 気乾心収材縮率半
上， ( 径方向)

84 中心柱(総平均，
81 中心柱(クローネ， 155 1 0.0.0.粒当りの種子重

227 半径(方辺材向部比例分圧限度縮) ヨコ) 上，ヨコ)
190.成熟材 (1レーメン幅82 中心柱(クローネ，

156 1 0.0.0.粒当りの容積

/繊維幅) 中，ヨコ)

234 抽出成分(心抽材出ヘキ 142 球果(ヨコ平均)
サン 物) 146 鱗片(ヨコ平均)

253 パノレフ。の比破裂強 148 麹(タテ平均)
157 1 0.0.0.粒当充りの

実種子率

150.麹(の形状/比 118 気孔数(クローネ， 78 中心柱(クローネ， 74 針葉(厚断さ面/の幅形)状(比 38 針葉の長さ(クロー 62 針葉の長さ(クロー 145 鱗片(タテ平均)
ヨコタ 上， N，ウラ) 中，タテ) N) ネ，中， N) ネ，中， N) 

148 麹(タテ平均)
テ) 128 気孔中数，平(クローネ， 117 気孔数(クローネ. 144 球果の形状比 40. 針葉の長中さ(クロー 68 針葉の長さ (N) 184 未成熟材繊維長

均，ウラ〕 上， N，オモテ) (ヨコ/タテ) ネ， "平均) 151 種子のJkさ(平均) -5 年)
136 気孔数 (N，ワラ) 126 気孔数中 (クローネ， 147 鱗片の形状比 142 球果(ヨコ平均) 239 木材成分S ，ウラ) (タテ/ヨコ)
20.8 気乾(収心縮材繊率維方向) 131 気孔数(クローネヲ 183 成熟材繊維長年 セルロース)

下， S ，オモテ) 153 種子の形(状幅比 (25 以上〕

137 気孔数
/長さ)

(S ，オモテ) 236 抽出成分(心抽材出アセ
138 気孔数 (S ，ウラ) トン 物)

196 全収(縮心率材繊維方 241 木材成分
向) リグニン)

20.2 平均(心収縮材繊率維方
向)

151 種子(平の均長)さ 56 童|業の厚さ (N) 7 1:玲の細り 59 針葉のI柄〈クローネ， 13 力校直上直径 2 JIi向両院係 144 球果の形状比

65 針葉の幅(クローネ， 針案加のの幅幅l上p((クク、中BロP平，ー均HSネネ>>> 上， N) 111 生校数く問 19 枝の太さ 〈総平均) (ヨコ/タテ)

下， N) 61 ÍIÍI'~ (7) lllljj l:7 p _:-_;r;, 168 針葉の 11国~~~， 118 カ校の太さ 34 着葉数/lcm 153 種子の形状比

77 中心柱(クローネ，
142 球呆(ヨコ平均) ru /J'LX-v./.A....I;..:..____ 174 状比 (幅/長さ)

上，タテ)
63 針葉 )'1 143 球果(タテ平均) 121 校の角度(総平均) 針葉(厚断さ11/11の幅形) (N) 
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負(ー〕

針葉断面の形状比
(厚さ/幅) (N) 

気孔線数(クローネ， 17 幹の細り
上， N，オモテ) 1 (H/D.B.H) 

気孔線数(クローネ， 1151 種子の長さ(平均〕

上， N，ウラ) 1166 娩材率(全木枝下材)
気干しザピ 313イ 171 晩材率(1.2m全体〉

~ 

r 0.01 

," 

正 (+) 
形 質

r 0.10 r 0.05 r 0.01 r 0.10 

151 種子(平の長均)さ 221 縦(引張材
辺縦引張強さ)

222 せん断(辺材強さ)

225 接線(方辺材向部比例分圧限度縮) 

226 接(線辺方材向5 部%部分圧分強縮圧さ縮) 

152 種子の幅 51 針葉の厚さ(クロー 25 当年枝の長さ (N) 59 針葉の幅(クローネ， 119 気孔数(ク
(平均) ネ，中， S) 

27 当年枝の長(総さ平均) 上， N) 上， S , 
60 金|葉のl隔(クローネ， 65 針葉の111席(クローネ司 204 気î:tL収縮材率接

上， S) 56 針葉の厚さ (N) 下， N) (心

62 針葉の幅(クローネラ 57 針葉の厚さ (S) 68 針葉の1隔 (N)
中， N) 61 針葉の幅上(ク， ローネ今 142 球果(ヨコ平均)

79 中心柱(クローネ， 平均)

下，タテ) 63 針葉の幅(クローネ， 143 球果(タテ平均)

83 中心柱(クローネ，
中， S) 145 鱗片(タテ平均)

下，ヨコ) 64 針葉の幅広ローネ， 149 麹(ヨコ平均)平均)
148 麹(タテ平均) 69 針葉の幅 (S) 151 種子の長さ(平均)

157 1000粒当りの 82 中心柱(クローネ， 155 100 地当りの種子重
充実種子率 中，ヨコ〕

156 1000粒当りの容積
235 抽出成分(抽辺材出アセ 84 中心柱(総平均，

トン 物) ヨコ)

92 平均樹脂道数

236 抽出成分(心材111アセ
トン}11J 物)

153 種子の形状 3 カ枚直上直径 2 胸高直径 17 枝の長さ(総平均) 148 麹(タテ平
比(幅/さ長) 18 力校の太さ 9 幹の細り (D62 19 校の太さ(総平均) 167 晩材率(全フ

50 針葉の厚さ中(クロー /D.B.H) 
118 気孔数(クローネ， 170 晩材率(1 ネ， J:þ, N) 

124 気孔数(クローネ司 上， N，ウラ) .2m 
51 針葉の厚さ中(クロー 仁1' ， N ，ウラ)

136 気孔数 (S ，ウラ) 222 せん断(辺ネ， J:þ, S) 
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0 麹の形状比 1224 硬さ(辺材木口而) 198 気孔線数(クローネ. [1 72 容積密度数
(ヨコ/タテ) b5 接線方l!iJ部分圧縮| 上平均ちウラ) 1. _. ~~~_5.全木枝下材)

00粒当りの jL.o.L.'-' J><-/II'(、哨 Lt例限度) \173 容積密度数 1 174 容積密度数
充実種子率| 」 ] | (全木樹首材) 1'" '~'~_'~~全木全体)

1227 半径方IriJ部分圧縮 i 7 1175 容積密度数
(辺材比例限度) 1178 容積符度数 | 〔 l.2m校下材)(未成熟材部) 1 

| 容積密度数
181 標準容積街度数 1'-- ~ '-'éï:2~樹冠材)

(全木樹冠材) 1177 容積密度数
191 全収縮率 1 (成熟材部)

(辺材抜線方向) 1180 標準容積密度数
198 平均収縮率 (全木校下材)

(心材接線方向) 1182 標準容積密度数
1 (全木全体)3 気乾収縮率 | 

(辺材接線方向) 1 184 未成熟材繊維長一
(1 - 5 年)

204 気乾収縮率 1192 全収縮率
(心材J袋線方向) 1"-~'ê心材接線方向)

205 気乾収縮率 1193 全収縮率
(辺材半径方向) 1 (辺材半径方向〕

206 気乾収縮率 1 194 全収縮率
(心材半後方向) I (心材半径方向)

223 硬さ(辺材木口而) 1 199 平均鰹径方向)
226 接線方向部分圧縮 12∞平均収縮率

(辺材 5%部分圧縮I-~~ '''c心材半径方向)
強さ) 1 1213 静的曲げ

(辺材ヤング係数)
214 静的曲げ

(辺材比例限度)
215 静的曲げ

(辺材曲げ強さ)
216 縦庄縮

(辺材ヤング係数)
217 縦圧縮

(辺材比例限度)
218 縦圧縮

(辺材縦圧縮強さ)
219 縦引張

(辺材ヤング係数)
220 縦引張

(辺材比例限度)
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形 質
正 (+) 負 (-) 

r 0.10 r 0.05 r 0.01 r 0.10 r 0.05 r 0.01 

153 種比子(幅の形/さ状長) 
221 縦引張

(辺材縦引張強さ)

228 半(径辺材方向5 部%部分圧分縮圧縮
強さ)

154 全種子重 11 生校数 (W) l 樹高 2 胸高直径 60 針葉の幅(クローネラ 49 針葉の厚さ(クロー 7 斡の細り

18 力枝の太さ 3 カ校直上直径 141 球果数 上. S) ネ，上，平均) (H/D.B.H) 

157 1000粒当充り実の種子率 19 枝の太さ(総平均) 160 年輪幅
63 針葉の幅(クローネ‘ 56 針葉の厚さ (N) 47 針葉の厚さ(クロー

中， S) 

164 年輪幅
(全木枝下材) 68 針葉の幅 (N) 98 気孔線数(クローネ. ネ，上， N) 

159 1 球果当充り .2m樹冠材) 161 年輪幅 77 中心柱(クローネ，
上，平均，ウラ) 93 気孔線数(クローネ，

実種子数 (全木樹冠材) 上ラタテ) 166 晩材率 上， N，オモテ)

229 松脂採(平取量均浸 162 年輪幅(全木全体) 78 中心柱(クローネラ (全木校下材)

出量) 163 年輪幅(1 
中，タテ) 215 静的曲げ

.2m枝下材)
94 気孔線数(クローネ， (辺材曲げ強さ)

165 年輪幅 (1.2m全体〉
上. N. ウラ) 223 硬さ(辺材木口面)

151 種子の長さ(平均)
169 晩材率 168 晩材率(全木全体) 225 接線(方辺材向部比例分圧限度縮) 

.2m枝下材) 171 晩材率 (!.2m全体〉

175 容積密(1度数m枝
.2 下材)

177 容積密度(成数熟
材部)

181 標準容(全積密木度樹冠数材)
184 未成熟材繊維長

げ(1 - 5 年)
214 静的曲

(辺材比例限度)

216 縦日辺:縮材
( ヤング係数)

218 縦圧辺材縮縦圧
( 縮強さ)

226 接(線辺方材向5 部%部分圧強分縮圧さ縮) 
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幹の細り

(H/D.B.H) 
主|葉の長さ(クロー

ネ，上， N) 
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159 1 球果当り 111
の充実種子1
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~ 
正 (+) 負 (ー)

% 質
r 0.10 r 0.05 r 0.01 r 0.10 r 0.05 r 0.01 

160 年木枝輪幅下材(全) 90 樹脂道 14 生校数(計) l 樹高 63 針葉のl悶(クローネヲ 47 針葉の厚さ(クロー 7 幹の細り
出現率E型)

121 気孔，数平均(クローネ， 2 胸高直径
仁11 ， S) ネ， J: , N) (H/D. B.H) 

137 気孔数 上 ，オモテ)
3 力枝直上直径

69 針葉の幅 (S) 56 針葉の厚さ (N) 35 針葉の長さ(クロー

5，オモテ) 125 気孔数(クローネ， 84 中心柱(総平均， 81 中心柱(クローネ，
ネ，上， N) 

10 生校数 (E) 37 針葉の長さ(クロー
139 気孔数(総平均。 中， 5 ，オモテ) ヨコ) 上ーヨコ) ネ，上，平均)

オモテ) 135 気孔数 11 生校数 (W) 112 気孔線数 92 平均樹脂道数 77 中心柱(上クローネ，
N，オモテ) 16 カ校の長さ (N崎ウラ)

96 気孔線数(クローネ. ，タテ)

164 年輪幅 17 枝の長さ(総平均) 178 容積密度未数成 上 5 ，ウラ) 93 気孔線数(クローネ，
.2m樹冠材) 18 力校の太さ

( 熟材部) 151 穏子の長さ(平均) 上， N，オモテ)

19 枝の太さ(総平均) 200 平均(心収縮材率半 167 晩材率(全
94 気孔線数〈クローネ，

径方向) 木樹冠材)
上， N，ウラ)

119 気孔数(クローネ， 222 せん断(辺材強さ)
172 容積密(全度木数校下材)

97 気孔線平数均(クローネ，
上 S ，オモテ) 」二 -1 ..... <)，オモテ)

141 球果数 228 半(径辺方材向5 部%部分圧分5虫縮圧縮 98 気孔線，数平均(ク， ローネ，
173 容積密(全度数木樹冠材) 上 ウラ)

153 種子の幅形状/比長 さ) 166 晩材率(全木校下材)
(さ) 244 パルプ.の収率( 

176 容積密(1度.2数m樹冠材) 168 晩材率(全木全体)
154 全種子重 粕うも〕

169 晩材率
157 1000粒当充りの 181 標準容(全積密木度樹数冠材)

.2m校下材)
実種子率 171 晩材率 (1.2m全体)

159 1 球果当充り実の種子数 184 未成熟材(繊l 維~長5 174 容積密度(数全木全体)
年)

161 年輪幅(全 191 全収(縮辺材率接 175 容積密(1度数m校下
木樹冠材) ( 線方向)

.2 材)

162 年輪幅(全木全体) 246 ノ守ノレフ。のローエ仙i
177 容積密度(成数熟

材部)
163 年輪幅 179 容積密度数

.2m校下材) .2m全体)
165 年輪幅(1.2m全体〉 180 標準容積全木密度枝数
209 収縮異方度

( 下材)

(辺材気乾) 182 標準容積(全密度木全数体)
211 収縮異方度

193 全収(縮辺材率(辺材全乾) 半径方向)

229 松脂採(平取量均浸
出量) 197 平均(収辺縮材率接線方向〕



199 平均収J縮率
(辺材-半径方向)

205 気乾収縮率
(辺材半径方向)

213 I浄作Jotl げ
(辺材ヤング係数)

214 i'削内 Illllf
(辺材比例限度)

215 静的世lげ
(辺材曲げ強さ)

216 縦圧縮
(辺材ヤング係数)

217 縦圧縮
(辺材比例限度)

218 縦圧縮
(辺オ縦圧縮強さ)

219 縦引張
(辺材ヤング係数)

220 縦引張
(辺材比例限度)

221 縦引張
(辺材縦引張強さ)

223 硬さ(辺材木口面)
224 硬さ(辺材側面)
225 接線方向部分圧縮

(辺材比例限度)
226 接線方向部分圧縮

(辺材 5%部分圧縮
強さ)

230 松Ilfj採取量(斜1蒜
1 cm当り浸出量〕

235 抽出成分(辺材アセ
トン抽出物)

242 木材成分
(ぺントサン)

乙心
己n

幹の創11 り
(H/D.B.H) 

気孔線数〔クローネ，
上， N，オモテ)

気孔線数(クローネ守
上， N，ウラ)

中心柱(クローネラ 197 気孔線数(クローネ‘
上，ヨコ) 1 上.平均・オモテ)

針葉の長さ(クロー17
ネ，上， N) 

針葉の長さ(クロー193
ネ，上，平均)

針葉の厚さ (N) 194 
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161 年輪幅(全176
木樹冠材)



ー
ロ
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l

正 (+) 負 (-) 
形 質

r 0.10 r 0.05 r 0.01 r 0.10 r 0.05 r 0.('1 

161 年木輪樹冠幅材(全) 196 全収(縮心率材繊 153 種子の形状中扇比 84 中心柱(総平均， 98 気孔線，数平均(ク， ローネラ
166 瞬材材率ヨド〈(全全維方向) (~Iiî/長さ) ヨコ) 上 ウラ) 木枝下材)

202 平均(収縮材率織 154 全種子重 92 平均樹脂道数 111 気孔線数 167 晩

心 維方向)
160 年輪幅(全

(N，オモテ) 木樹冠材)
96 気孔線数(クローネ， 168 晩材率(全木全体)

210 収縮異方(度心 木校下材) 上 S ，ウラ) 112 気孔線数( 169 晩材率材気乾) 162 年輪幅(全木全体) 197 平均(収辺縮材率接線方向)
N，ワラ)

.2m枝下材)

163 年輪幅
151 種子の長さ(平均) 171 晩材率(1.2m全体)

.2m枝下材) 246 パルプローエ価 194 全収縮心率材 172 容積密(全度数木校下材)
164 年輪幅

( 半径方向)

.2m樹冠材) 219 縦(引材張 173 容積密(全度木数
165 年輪幅 (1.2m全体〉

辺ヤンク係数) 樹冠材)

209 収縮異方(度辺材気乾) 220 縦引張辺材 174 容積密度(全数木全体)
( 比例限度)

175 容積密(1度数m枝
210 収縮異方(度心材気乾) 221 縦引材張縦 .2 下材)

(辺 引張強さ)
176 容積密(1度数m樹冠

211 収縮異方(度辺材全乾)
222 せん断(辺材強さ) .2 材)

242 木材成分
177 容積密度未度〔成成数数熟熟

212 収縮異方度，し、
ペントサン) 材部)

178 容積密
( 材全乾) 244 パルフ。の収率 材部)

229 松脂採平取量均浸 粕%)
179 容積密度数

( 出量) 254 パノレフ。の引裂強 .2m全体)

230 松脂l 採cm取当量り浸(斜出溝量〉 180 標準容(全積密木枝度数
下材)

235 硬さ(辺材木口面) 181 標準容(全積密木度樹数冠材)

182 標準容積(全術度木全数体)

184 未成熟付率材(繊半i 維径~ 長5 年)
193 金収縮

(辺 方向)

199 平均(収縮材率半
辺 径方向)

200 平均(収，心縮材率半径方向)

" 



205 気乾収縮率
(辺材半径方向)

213 静的曲げ
(辺材ヤング係数)

214 静的曲げ
(辺材比例限度)

215 静的曲げ
(辺材曲げ強さ)

216 縦圧縮
(辺材ヤング係数)

217 縦圧縮
(辺材比例限度)

218 縦圧縮
(辺材縦圧縮強さ)

223 硬さ(辺材木口iIîi)
224 硬さ(辺材側凶)

225 接線方向部分圧縮
(辺材比例限度)

226 接線方向部分圧縮
(辺材 5%部分圧縮

強さ)
228 半径方向部分圧縮

(辺材 5%部分圧縮
強さ)

l
l
H
U叶
l
l

針葉の長さ(クロー17 幹の細り
ネ，上，平均) 1 (H/D.B.H) 

童|葉の厚さ(クロ -135 針葉の長さ(クロー
ネ，上， N) 1 ネ、上， N) 

針葉の厚さ (N) 193 気孔線数(クローネ.
| 上.N。オモテ)

針葉の幅(クローネ，194 気孔線数(クローネ，
中， 5) 1 上‘ N，ウラ)

中心柱(クローネ、 197 気孔線数(クローネ.
上司タテ) 1 上，平均，オモテ)

中心柱(クローネ， 1 166 晩材率(全木枝下材)
上‘ ヨコ ) 1167 ß免材率(全木格I冠材)

平均樹脂道数 1168 晩材率(全木全体)
気孔線数(クローネー 1169 晩材率

上， 5 ，ウラ) 1 (1.2m校下材)
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r 0.05 

154 全種子重

157 1000粒当りの
充実種子率

159 1 球果当り
充実種子数

160 年輪幅
(全木校下材)

161 年輪幅
(全木樹冠材)

163 年輪幅
(1.2m枝下材)

164 年輪幅
(1. 2m樹冠材)

165 年輪I隔 (1.2m全体)

209 収縮異方度
(辺材気乾)

211 収縮奥方度
(辺材全乾)

229 松脂採取量
(平均浸出量)

230 松脂採取量(斜溝
1 cm当り浸出量〉

235 抽出成分(辺材アセ
トン抽出物)

rO.05 
質万手



220 縦引張
(辺材比例限度)

221 縦引張
(辺材縦引張強さ)

223 硬さ(辺材木口而)
224 硬さ(辺材側出i)
225 接線方向部分圧縮

(辺材比例限度)
226 接線方向部分圧縮

(辺材 5%部分圧縮
強さ)

.' 

242 木材成分
(ペントサン)
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正 (+) 
形 質

rO.10 r 0.05 r 0.01 r 0.10 

163 年m校輪幅下(材1).2 209 収縮異方度
(辺材気乾)

211 収縮異方度辺
( 材全乾)

229 松脂採(平取均量浸出量)

230 松脂1 採cm取当量り浸(斜出溝量〉

235 抽出成分(抽辺材出物アセ
トン ) 

、

、

、ー
喝

司、

負 (ー)

r 0.05 

200 平均収縮率
({.、材半後方向)

242 木材成分
(ペントサン)

246 ノりレフ。のローエ価

r 0.01 

180 標準容積締度数
(全木校下材)

182 標準容積(全密度木全数体)

193 全収縮率材半
(辺 径方向)

197 平均(収縮材率接線
辺 方向)

199 平均(辺収縮材率半
径方向)

205 気乾(収辺縮材率半径
方向)

213 静(的材曲げ
辺ヤング係数)

214 静的曲材げ比
(辺 例限度)

21::; 静的曲材げ
(辺曲げ強さ〉

216 縦(圧縮材
辺ヤング係数)

217 縦圧縮辺材比
( 例限度)

218 縦(圧縮材縦圧
辺 縮強さ)

219 縦引張
辺材ヤング係数)

220 縦引張
(辺材比例限度)

221 縦引張材縦
(辺 引張強さ)

223 j硬さ(辺材木口面)
224 j硬さ(辺材側jfiî)

225 接線(方辺材向部比例分圧限縮度)

226 接(線辺方材向5 部%部分圧強分縮圧さ)縮

品
Cコ
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幹の細り
(I-IjD.B.H) 

針葉の帆(クローネ，
l二， N) 

針葉の，1')，\(クローネ司
1-., '1ι均)

針葉の，11/，\(クローネ，
'4" , S) 

針葉の幅 (N)

針葉の 11国(総平均)

中心柱(クローネ，
中，ヨコ)

中心柱(総平均，
ヨコ)

略

, 

/ 

21 枝の角度(総平均) 12 

75 針葉断ïfliの形状比 13 
(厚さ /11日) (S) 119 

中心柱の形状比 |勺勺
(タテ/ヨコ)(中〕ドム

中，c'-tJの Jf手状比(タ|。マ
テ/ヨコ) (総平均)iOI

141 :I;:J<果数

153 種子の形状比
(柄/長さ)

154 全種子重

160 年輪幅
(全木校下材)

187 成熟材
(ルーメン幅)

190 成熟材 (1レーメン 11高
/繊維幅)

229 松脂採取昆:
(平均浸H\JìD

230 松脂採取量(斜溝
1 cm当り浸出量)

86 

164 年輸相(1.2[1 樹 高
m樹冠材) 14 枚下最下枯校五百

10 生校数 (E)

15 粘校数

17 校の長さ(総平均) 188 

163 年輪幅
(1. 2m校 F材)

251 パルフ。の密度

企込



正 (+) 
形 質

r 0.10 r 0.05 rO.01 

165 年輪m全幅体(1).2 21 校の角度(総平均〕 14 生校数(計) l 樹高

85 中心(タ柱テの/形ヨ状コ比) 119 気孔数(クローネ守 2 胸高直径
(上〉 上 S ，オモテ)

3 力枝直上直径
90 樹脂道 121 気上孔平数均(クローネ， 10 生校数 (E)出現率E型) ，オモテ)

125 気孔中数(クローネ， 11 生校数 (W)135 気孔数
(N，オモテ) , S ，オモテ) 16 カ枝の長さ

137 気孔数 212 収縮呉方皮心材全 17 校の長さ(総平均)
S ，オモテ) (乾)

18 力校の太さ
139 気孔数(総平均，

オモテ) 19 校の太さ(総平均〕

141 球果数
210 収縮異方(度心

材気乾) 153 種子の形状幅比/長
(さ)

154 全種子重

157 1000粒当充りの
実種子率

159 1 球果当充り実の種子数

160 年輪幅(全
木枝下材)

161 年輪幅(全
木樹冠材)

162 年輪幅(全木全体)

163 年輪幅(1 
.2m枝下材)

164 年輪幅
.2m樹冠材)

209 J収縮異方度
(辺材気乾)

211 収縮異方皮
辺材全乾)

229 松脂採(平取且均・浸
均出主主)

負 (ー〉

r 0.10 r 0.05 

59 針葉の|幅(クローネ弓 37 針葉の i乏さ(クロー
上， N) ネ，上，平均)

111 気孔線数 47 針葉の厚さ(クロー
(N，オモテ) ネ，上， N) 

112 気孔線数 5;; 針葉の厚さ (N)
(N今ウラ)

61 針葉の幅(クローネ，
114 気孔線数 上，平均)

(S ，ウラ)
63 針葉の幅(クローネ，

181 標準容(全積密木度樹数冠材) 中ラ S)

69 針葉の幅 (S)
198 平均収縮材率接

(心 線方向) 70 針葉の幅(総平均)

206 気乾収心縮材率半径
( 方向)

77 中心柱(上クローネ，
，タテ)

222 せん断(辺材強さ) 81 中心柱(クローネ，
上，ヨコ)

237 木材成(熱分水 84 中心柱(総平均，可溶部)
ヨコ)

92 平均樹脂道数

94 気孔上線数，(クローネ，
N，ウラ)

96 気孔線数(クローネ，
上， S ，ウラ)

98 気孔上線，数平(クローネ，
均，ウラ)

151 種子の長さ(平均)

172 容積密(全度数木枝
下材)

173 容積給度数
(全木樹冠材)

178 容積密(度未数成熟
材部)

181 標準容(全積木密樹度冠数
材)

r 0.01 

7 幹の納り
(H/D.B.H) 

35 針葉の長さ上(クロー
ネ， _I:, N) 

93 気孔線数(クローネ，
上， Nラオモテ)

97 気上孔線平数均(クローネ，
I -r<J' オモテ)

166 晩材率(全
木枝下材)

167 挽材率(全
木樹冠材)

168 晩材率(全木全体)

169 晩材率
(1. 2m枝下材)

171 晩材率 (1.2m全体〉

174 容積密度(全数木全
体)

175 容積密度数
.2m枝下材)

176 容積密(1度.2数m樹冠材)
177 容積密度(数成熟材部)
179 容積密度数

.2m全体)

180 標準容(積全密木度枝数下材)

182 標準容積(全密度木全数体)

193 全収縮率材半
(辺 径方向)

197 平均(収縮材接率線
辺 方向)

199 平均(収辺材縮率半
径方向)

品

'" 
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230 松脂採取量(斜溝
1 cm当り浸出量〉

235 抽出成分(辺材アセ
トン抽出物)
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166 晩材率(全161 針葉の幅(クローネ， 160 針葉の幅(クローネ .17 斡の制11 り 143 創業の長さ(クロー 1 17
木枝下材fl 上，平均) I 上， S) ﾎ (H/D. B. 1-1) 1 ネ， -f，平均) 1?1 

69 針葉のIII/r'; (S) 177 中心柱(クローネ 193 気孔線数(クロ三ネイ85 中心柱の耳獄比 |ム
| 上，タテ5 1 上旬 N，ォモァ) 1-- 'èタテ/ヨコ)(上)12j

92 平均樹脂道数 | |% 気干し線数(クロ三ネ，1ω 気孔数(クローネ
151 種子の長さ(平均) 194 知哩干にす去| 上 S ，ウフ~'I 上， S ，ゥ封印
170 晩材率 | |97 気孔線数(クロー二ネラ 1123 気孔数(クローネ，

(1. 2m樹冠材) 198 気孔線数(クローネ句| 上，平均。オモア) I 中， N，オモテ)l 上，平均，ウラ) 1167 晩材ネ l 
198 平均収縮率 !184 未成熟材繊維長 11 b! (ljt!1'，':]L1'è全木腕材) 1 138 気孔数 (S ，ウラ)

(心材接線方向)| (l~5 年) 1168 晩材率(全木企体) 1凶 l 球果数



-
H

主

l

(ー)負(+) 正
質形

69 晩材率 1159 I 球果当り 1126 気孔数(クローネ，
(1.2m校下材) 1 充実種子数| 中， S ，ウラ)

171 晩材率(l.2m全体)1212 収縮異方度
172 容積密度数 (心材全乾)

(全木校下材)
173 容積密度数

(全木樹冠材)
174 容積密度数

(全木全体)
175 容積密度数

(l. 2m枝下材)
176 容積密度数

(1.2m樹冠材)
177 容積密度数

(成熟材部)
178 容積密度数

(未成熟材部)
179 容積密度数

(l. 2m全体)
180 標準容積密度数

(全木校下材)
181 標準容積密度数

(全木樹冠材)
182 標準容積密度数

(全木全体)
191 全収縮率

(辺材接線方向)
192 全収縮率

(心材接線方向)
193 全収縮率

(辺材半径方向)
194 全収縮率

(心材半径方向)
197 平均収縮率

(辺材接線方向)
199 平均収縮率

(辺材半径方向)

124 気孔数(クローネ，
中今 N，ウラ)

125 気孔数(クローネ，
中. S. オモチ)

128 気孔数(クローネ弓
中，平均.ウラ)

r 0.01 

127 気孔数(クローネ喝
中，平均，オモテ)

132 気孔数(クローネー
下. s をウラ)

r 0.05 r 0.10 

166 晩材率(全1203 気乾収縮率
木枝下材) 1 (辺材接線方向)

r 0.01 r 0.05 

204 気乾収縮率
(，心材接線方向)

m せん断(辺材強さ) 1206 気乾恥縮率
(心材半径方向)

227 半径方向部分圧縮
(辺材比例限度)

r 0.10 

129 気孔数(クローネ，
下， N. オモテ)

135 気孔数
(N，オモテ)

139 気孔数(総平均，
オモテ)

153 種子の形状比
(幅/長さ)

133 気孔数(クローネ，
下，平均，オモテ)

134 気孔数(クローネ，
下，平均，ウラ)

136 気孔数 (N，ウラ)

137 気孔数
(S ，オモテ)

140 気孔数(総平均，
ウラ)

242 木材成分
(ぺントサン)

245 パlレフ.の収率
(全%)

248 パルプ。の白色度

157 1000粒当りの
充実種子率

160 年輪幅
(全木枝下材)

161 年輪幡
(全木樹冠材)

162 年輪幅(全木全体)

163 年輪幅
(l. 2m校下材)

165 年輪幅 (1.2m全体〕

209 収縮異方度
(辺材気乾)

154 全種子重

164 年輪幅
(l. 2m樹冠材)

196 全収縮率
(心材繊維方向)

202 平均収縮率
(心材繊維方向)

211 収縮異方度
(辺材全乾)

229 松脂採取最
(平均浸出量)

230 松脂採取量(斜溝
I cm当り浸出量〕

235 抽出成分(辺材アセ
トン抽出物)

" ~ 



200 平均収縮率
(心材半径方1i"J)

205 気乾収縮率
(辺材半径方向)

213 静的曲げ
(辺材ヤング係数)

214 静的曲 ff.
(辺材比例限度)

215 静的曲げ
(辺材曲げ強さ)

216 縦圧縮
(辺材ヤング係数)

217 縦圧縮
(辺材比例限度)

218 縦圧縮
(辺材縦圧縮強さ)

219 縦引張
(辺材ヤング係数)

220 縦引張
(辺材比例限度)

221 縦引張
(辺材縦引張強さ)

223 硬さ(辺材木口面)

224 硬さ(辺材側面)

225 接線方向部分圧縮
(辺材比例限度)

226 接線方向部分圧縮
(辺材 5%部分圧縮

強さ)
228 半径方向部分圧縮

(辺材 5%部分圧縮
強さ)
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正 (+) 
形 質

r 0.10 r 0.05 

167 木晩材樹冠率材(全) 94 気孔線上数，(クローネヲ
N，ウラ)

97 気上孔平線数均(クローネ，
I ..iY<J' オモテ)

96 気孔線上数(クローネ， 111 気孔線数
, S ，ウラ) (N，オモテ)

98 気上孔線，平数均(ク， ローネ， 151 種子の長さ(平均〕
ウラ) 156 1000粒当りの容積

142 球果(ヨコ平均) 193 全収(縮辺率
155 1000粒当りの種子重 材半径方向)

205 気乾(辺収縮材率半径
方向)

194 全収(縮率材
心半径方向)

216 縦圧辺縮材
( ヤング係数)

199 平均(収辺縮材率半径
方向)

220 縦引(張辺材比
例限度)

213 静(的材曲げ
辺ヤング係数)

233 抽出成分(辺抽材出ヘキ
サン 物)

214 静的(辺曲材げ比
例限度)

241 木材成分 222 せん断(辺材強さ)
リグニン) 223 硬さ(辺材木口面)

245 ノりレフ。の収率(全
ヲも〕

248 パルプ。の白色度

250 パルフ。の厚さ

4聞h

r 0.01 r 0.10 

170 晩材率 144 球果の形状比
(1. 2m樹冠材) (ヨコ/タテ)

171 晩材率(1.2m全体〉

172 容積密(全度数木校下材)

173 容積密(度全数木樹冠材)

174 容積密度(全数木全体)

175 容積密(1度数m枝
.2 下材)

176 容積密(1度.2数m樹冠材)

177 容積密度(数成熟材部)

178 容積密(度未数成熟材部)
179 容積密度数

.2m全体)

180 標準容(全積密木枝度数下材)

181 標準容(全積密木度樹数冠材)

182 標準容積(全密度木数全体)
184 未成熟材繊維長

(1 - 5 年)

200 平均(収心縮材率半径方向)
215 静的曲げ

(辺材出l げ強さ)

218 縦}I:縮材縦
(辺 圧縮~dì さ)

224 硬さ(辺材側ífli)

225 接線(辺方材向部比例分圧限縮度)

負 (一)

r 0.05 

119 気孔数(クローネ，
上， s 守オモテ)

124 気孔数(クローネ，
中， N，ウラ)

125 気孔数(クローネ，
中 S ，オモテ)

128 気孔数(クローネ，
中，平均，ウラ)

153 種子の形(状幅/比長
さ)

160 年輪幅(全
木枝下材)

163 年輪幅(1 
.2m枝下材)

196 全収(縮心率材繊維
方向)

202 平均(収心縮繊率維方向)

212 収縮呉方度Jし、
( 材全乾)

229 松脂採取平量均浸
( 出量〕

230 松脂1 採cm取当量り浸(斜出溝量)

'‘ 

r 0.01 

165 年輪幅(1.2m全体〕

209 収縮異方度
(辺材気乾)

211 収縮異方度辺
( 材全乾)

..,. 
0> 



226 接線方向部分圧縮
(辺材 5%部分圧縮

強さ)

227 半径方向部分圧縮
(辺材比例限度)

228 半径方向部分圧縮
(辺材 5%部分圧縮

強さ)
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正 (十)
形 J賃

r 0.10 r 0.05 rO.01 

168 挽(全材木率全 182 棋草容縮辺本積率く11密金接木度数全体〉体)
191 全収

( 線方向)

193 全収縮率材
(辺半径方向)

194 全収(縮心率材
半径方向)

197 平均(辺収縮材接率
線方向)

199 平均(収縮材率半
辺 径方向)

200 平均(心収縮材率半径方向)
205 気乾(収縮材率判歪

辺 方向)

213 静(辺的材曲げ
ヤング係数)

214 静的(曲材げ
辺比例限度)

215 静的(曲材げ
辺曲げ強さ)

216 縦(辺圧縮材
ヤング係数)

217 縦圧(縮辺材
比例限度)

218 縦(圧縮材縦
辺 圧縮強さ)

219 縦縦〈引材張材張辺張縦材ヤ辺引 ング係数)
220 

( 比例限度〕
221 ~5 縦(辺 引張強さ)
223 硬さ(辺材木口面)

224 硬さ(辺材側両)

225 接線(辺方材向部比例分圧限度縮) 

負 (一)
¥ 

r 0.10 r 0.05 

202 平均収心縮材繊率維
( 方向)

212 収縮異方度心材全
(乾)

rO.01 

211 J反縮異方度辺
( 材全乾)

229 松脂採平取量均
( 浸出量)

230 松脂採取量浸(斜出溝量
1 cm当り ]

235 抽出成分(抽辺材出物アセ
トン ) 

品
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針葉の長さ(クロー160
ネ，上， S) 

針葉の長さ(クロー169
ネ，上，平均) 1 177 

114 気孔線数
(S ，ウラ) 181 

170 晩材率
(1.2m樹冠材)

184 未成熟材繊維長
(1 - 5 年)

4 気乾収縮率
(心材接線方向) 198 

222 せん断(辺材強さ〉

254 パルフ・の引裂強

92 

94 

169 晩材率(1.2136
m校下材)

37 

1
l
H
A
H
U
l
l
 



正 (+) 負 (一)
形 質 8 

r 0.10 r 0.05 r 0.01 rO.10 r 0.05 r 0.01 

169 晩m枝材率下(材1).2 191 全収縮辺率材接 161 年輪幅
( 線方向) (全木樹冠材)

193 全収縮率材 162 年輪幅(全木全体)
(辺半径方向)

163 年輪幅
197 平均(収辺縮材接率線

方向)
.2m枝下材)

199 平均(収辺縮材率半径方向) 165 年輪幅 (1.2m全体)

209 収縮異方度

205 気乾(辺収縮材率半 辺材気乾)
径方向)

211 収縮異方(度辺材全乾)213 静(的材曲げ
辺ヤング係数)

229 松脂採(取平量均浸214 静的曲辺材げ比
( 例限度) 出量)

215 静的(曲材げ
辺曲げ強さ)

230 松脂l 採cm取当量り浸(斜出溝量〕

M 縦星野( ヤング係数)
235 抽出成分(拙辺材アセ

トン出物)

217 縦圧縮辺材比
( 例限度)

218 縦圧縮材縦
(辺 圧縮強さ)

219 縦引張材
(辺ヤング係数)

220 縦引張辺張材材縦比引( 例限度)
221 f.匀ﾉ5 縦(辺 張強さ)
223 硬さ(辺材木口面)
224 硬さ(辺材側面)

225 接線(方辺材向部比例分圧限縮度)

22E 接G線E材方Il5d部部%%部分部分圧強圧分強分緩上縮圧ささ正縮>縮) 

228 半(径辺方材向5 
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勺
A
R
U

針葉の幅(クローネ， 169 針葉の胸 (S) 1172 容積密度数 175 

下， S) 1168 晩材率(全木全体)| (全木枝下材)
針葉の幅(クローネ| 1173 容積密度数 191 

下，平均 1 197 平t浩鰐線方向) 1:叫積J22樹冠材)
11心柱(総平守L 、 1198 平均収縮率 1"" -1 t1Y1lI1è全木全体)

コ Jハ (心材接線方向) 1175 容積詳波数
200 平均収縮率 I (1.2m枝下材)

(心材半径方 I ，" J) 1176 容積密度数
1 (1.2m樹冠材)222 せん断(辺材強さ) 1 
1177 容積密度数

(成熟材部)
178 容積密度数

(未成熟材部)
179 容積密度数

(1. 2m全体)
180 標準容積密度l数

(全木枝下材)
181 標準容積密度数

(全木樹冠材)
182 標準容積信度数

(全木全体)
189 成熟材

(J良厚/繊維幅)
224 硬さ(辺材側面)
226 接線方向部分圧縮

(辺材 5%部分圧縮
強さ)

228 半径方向部分圧縮
(辺材 5%部分圧縮j

強さ)

170 晩材率(1.2166
m樹冠材) 1 

67 

84 

166 晩材率
(全木校下材)

169 晩材率
(1.2m枝下材)

171 晩材率(1.2m全体〉

191 全収縮率
(辺材接線方向)

192 全収縮率
(心材接線方向)

194 全収縮率
(心材半径方向)

225 接線方向部分圧縮
(辺材比例限度)

167 I免材率
(全水+~j冠材)
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幹の細り 123 
(H/D.B.H) 

気孔線数(クローネ弓 129
上τN司オモテ)

気孔線数(クローネ， 185
上， s ‘ウラ)

針葉の幅(クローネ， 17
上， S) 

針葉の幅 (S) 193 

中心柱(クローネ弓
上，ヨコ) 195 

平均樹脂道数

針葉の長さ(クロー160
ネ，上， S) 

針葉の長さ(クロ _169
ネ，上，平均) 181 

2 9 
151 種子の長さ平均

171 晩材率(1.2136
m全体)

37 
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負(+) 正
質形

r 0.05 

171 晩材率(1.21170 挽材率 194 
m全体) I (1. 2m樹冠材・)

203 気乾収縮率 198 
(辺材接線方向)

254 ノ勺レフ.の引裂強

r 0.10 

.. 



h . 

194 全収縮率
(心材半径方向)

197 平均収縮率
(辺材接線方向)

199 平均収縮率
(辺材半径方向)

200 平均収縮率
(心材半径方向)

205 気乾収縮率
(辺材半径方向)

213 静的曲げ
(辺材ヤング係数)

214 静的曲げ
(辺材比例限度)

215 静的曲げ
(辺材曲げ強さ)

216 縦圧縮
(辺材ヤング係数)

217 縦圧縮
(辺材比例限度)

218 縦圧縮
(辺材縦圧縮強さ〉

219 縦引張
(辺材ヤング係数)

220 縦引張
(辺材比例限度)

221 縦引張
(辺材縦引張強さ)

223 硬さ(辺材木口面)

224 硬さ(辺材側而)

225 接線方向部分圧縮
(辺材比例限度)

226 接線方向部分圧縮|
(辺材 5%部分圧縮

強さ) I 
228 半径方向部分圧縮

(辺材 5%部分圧縮
強さ) I 

. 

211 収縮呉方度
(辺材全乾)

229 松脂採取量
(平均浸出量)

230 松脂採取量(斜溝
1 cm当り浸出量)

235 抽出成分(辺材アセ
トン抽出物)

包



正 (+) 
形 質

rO.10 r 0.05 r 0.01 

172 容(積全木密材度校数) 下63 針案のI隔(クローネ， 89 樹脂道 7 幹の細り
中， S) (出現率 I 型) (H/D.B.H) 

69 針葉の幅 (S) 111 気孔線数 93 気孔線数(クローネ，

81 中心柱(クローネー (N，オモテ) 上司 N笥オモテ)

上，ヨコ) 114 気孔線数 97 上気孔平線数均(クローネ，
司オモテ)

84 中心柱(総平均ー S ，ウラ)
166 晩材率

ヨコ) 151 種子の長さ(平均) 全木枝下材)
92 平均樹脂道数 198 平均(心収縮材接率線方 167 晩材率(全
94 気孔線上数〈クローネ， 向) 木樹冠材)

, N，ウラ) 245 パルフ.の収率(全 168 晩材率(全木全体)

96 気孔線上数(クロウーラネ)' %) 169 晩材率
, S , 248 パルプの白色度 (1. 2m枝下材)

98 気上孔線，平数均(ク， ローネ司 170 晩材率
ウラ) .2m樹冠材)

189 成熟o材!莫厚/繊
171 晩材率 (1.2m全体〉

維幅) 173 容積密(全度数木樹冠材)
203 気乾(収辺縮材接率

線方向) 174 容積密度(全数木全
体)

204 気乾(収心縮材率接線方向) 175 容積密度.2数m校
(1 下材)

243 パルフ。の収(率精
選?ら)

176 容積密(1度数m樹冠
.2 材)

246 ノわレプのローエ価 177 容積密度数

254 パルフ.の引裂強
(成熟材部)

178 容積密未度成数熟
( 材部)

179 容積密度数
.2m全体)

180 標準容(金積密木校度数下材)

181 標準容(全積木密度樹冠数材〕

182 標準容積(全密度木全数体)

旬。

負 (ー)

rO.l0 rO.05 

91 樹脂道 17 枝の長さ(総平均)
(出現率直型) 90 樹脂道

122 気孔数，平(クローネ， 出現率E型)
上 均，ウラ) 118 気孔数(クローネ，

123 気孔数(クローネー 上， N，ウラ)
中， N，オモテ) 119 気孔数(クローネ，

128 気孔数(クローネー 上， S ，オモテ)
中，平均，ウラ) 121 気孔数(クローネ今

154 全種子重 上，平均，オモテ)

187 成熟材 124 気孔数(クローネ弓
。レーメン幅) 中， N，ウラ)

190 成熟材(ノレーメン幅 127 気孔数(クローネ，
/繊維柄) 中，平均，オモテ)

135 気孔数( 
N，オモテ)

136 気孔数 (N，ウラ)

137 気孔数
S ，オモテ)

139 気孔数(総平均，
オモテ)

208 気乾収縮議維
(心材 方向)

210 収縮呉方度
(心材気乾)

rO.Ol 

2 胸高直径

3 力校直上直径

18 カ校の太さ

19 枝の太さ(総平均)

85 中心柱の形状比
(タテ/ヨコ)(上〉

125 気孔数(クローネ，
中， S ，オモテ)

153 種子の形状比
(幅/長さ)

160 年輪幅
(全木枝下材)

161 年輪幅
(全木樹冠材)

162 年輪幅(全木全体)

163 年輪幅
(1. 2m校下材)

164 年輪幅
(1. 2m樹冠材)

165 年輪幅 (1.2m全体)

196 全収(縮心率
材繊維方向)

202 平均収縮率
(心材繊維方向)

209 収縮異方(度辺材気
乾)

211 収縮異方(度辺
材全乾)

212 収縮異方度
(心材全乾)

229 松脂採取量

(平均浸出量)

噌e

ト~

E 



184 未成熟材繊維長
(1 - 5 年)

191 全収縮率
(辺材接線方向)

192 全収縮率
(心材接線方向)

193 全収縮率
(辺材半径方 1 ，"])

194 全収縮率
(心材半径方向)

197 平均収縮率
(辺材接線方向)

199 平均収縮率
(辺材半径方向)

200 平均収縮率
(心材半径方向)

205 気乾収縮率
(辺材半径方向)

206 気乾収縮率
(心材半径方|古J)

213 静的曲げ
(辺材ヤング係数)

214 静的曲げ
(辺材比例限度)

215 静的曲げ
(辺材曲げ強さ)

216 縦圧縮
(辺材ヤング係数)

217 縦圧縮
(辺材比例限度)

218 縦圧縮
(辺材縦圧縮強さ〉

219 縦引張
(辺材ヤング係数)・

220 縦引張
(辺材比例限度)

221 縦引張
(辺材縦引張強さ)

222 せん断(辺材強さ〉
223 硬さ(辺材木口市)

224 硬さ(辺材側而)

230 松脂採取量(斜溝
1 cm当り浸出量)

235 抽出成分(辺材アセ
トン抽出物)

ドd

CJl 
CJl 



~ 
(-) 負(+) 正

質形

rO 051r0.01  r 0.10 

225 接線方向部分圧縮
(辺材比例限度)

226 接線方向部分圧縮
(辺材 5%部分圧縮

強さ) • 
227 半径方向部分圧縮

(辺材比例限度)
228 半径方向部分圧縮

(辺材 5%部分圧縮|
強さ)

r 0.01 r 0.05 r 0.10 
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1 181 標準容積密度数(全木樹冠材)
182 標準容積密度数

(全木全体)
192 全収縮率

(心材接線方1'<'の
193 全収縮率

(辺材半径方向)
194 全収縮率

(心材半径方向)
199 平均収縮率

(辺材半径方向)
200 平均収縮率

(心材半径方向)
203 気乾収縮率

(辺材接線方向)
205 気乾収縮率

(辺材半径方向)
206 気乾収縮率

(心材半径方向)
213 静的曲げ

(辺材ヤング係数)
214 静的曲げ

(辺材比例限度)
215 静的曲げ

(辺材曲げ強さ)
216 縦圧縮

(辺材ヤング係数)
217 縦圧縮

(辺材比例限度)
218 縦圧縮

(辺材縦圧縮強さ)
219 縦引張

(辺材ヤング係数)
220 縦引張

(辺材比例限度)
221 縦引張

(辺材縦引張強さ)
222 せん断(辺材強さ)
223 硬さ(辺材木口函)

224 硬さ(辺材側面〕

162 年輪幅(全木全体)

163 年輪帆
(1.2m校下材)

165 年輪幅(1.2m全体)

229 松脂採取荒
(玉IZ均浸出量;)

230 松脂採取量(斜溝
I cm当り浸出量)

231 抽出後材中の樹脂量
(重量比)

232 抽出前材中の樹脂量
(重最;比)

251 パルフ。の密度

(J1 
、j



正 (+) 負 (ー)
形 質

rO.l0 r 0.05 rO.Ol r 0.10 r 0.05 r 0.01 

173 容(全積密木材度樹数冠) 225 接線(方辺材向部比例分圧限縮度)

226 接(線辺方材向5 部%部分圧強分圧縮さ縮) 

227 半径(方辺材向部比例分圧限度縮) 

228 半(辺径方材向5 部%部分圧分強圧縮さ縮) 

248 バルフ。の白色度

254 パルフ.の引裂強

174 容(全積木密全度体数) 63 針葉の幅(クローネラ 89 樹脂道 7 幹の細(Hり/ 62 針葉の幅(クローネ， 17 校の長さ(総平均) 2 胸高直径
中， S) (出現率 I 型) D.B.H) 中， N) 

85 中心(タ柱テの/形ヨ状コ比) 
3 カ枝直上直径

92 平均樹脂道数 69 針葉の幅 (S) 93 気孔線数(クオロモーテネ)' 122 気上孔数，平(クローネ， (上〕 18 カ枝の太さ
III 気孔線数 97 気孔線数(クローネ，

上宅 N ， 均，ウラ)
90 樹脂道 19 枝の太さ(総平均)166 晩材率(全 123 気孔<þ数(クローネー(N，オモテ) 中，平均，オモテ)

木枝下材) , N，オモテ)
出現率E型)

119 気孔上数， (クローネ，115 気孔線数(総平均， 114 気孔線数 167 晩材率
124 気孔数中 (クローネ，

118 気孔数上 (クローネ， S. オモテ)
オモテ) (S ，ウラ) (全木樹冠材) • N，ウラ)

125 気孔中数(クローネ，116 気孔線数(総平均， 151 種子の長さ(平均) 168 晩材率(全木全体)
, N，ウラ)

121 気上孔，数平均(クローネ， , S ，オモテ)231 抽出後材中の樹脂量ウラ)
184 未成熟材繊維長 169 晩材率 (重量比

，オモテ)
153 種子の形(状幅比/長さ)204 気乾収縮率 (1 - 5 年) (1. 2m校下材) 127 気中孔，数平均(クローネ，(心材接線方向)

198 平均収心縮材率接線方 170 晩材率 ，オモテ)
160 年輪幅(全243 パノレフ。の収率 (向) .2m樹冠材) 135 気孔数 木校下材)

(精選%)
203 気乾(辺収縮材率接線方向) 171 晩材率(1.2m全体〉 (N，オモテ)

161 年輪幅(全246 パノレフ。のローエ価 172 容積密(全度木数校 136 気孔数 (N. ウラ) 木樹冠材)
245 バルブ.の収率 下材)

137 気孔数 162 1ド輸相(全木全体)
(全%) 173 森積密(全度数木和I冠 (S 守オモテ)

163 "1'-輸州材)

175 容積(絡l度数 139 気孔数(総平均， .2m枝下材)
.2m校下材) オモテ) 165 年輪幅(1.2m全体

176 容積密度数 164 年輪(幅l 196 金収縮率材繊維方(1. 2m樹冠材) .2m樹冠材) (心向)
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202 平均収縮率
(心材繊維方向)

209 収縮異方皮
(辺材気乾)

210 収縮具方度
(心材気乾)

211 収縮異方度
(辺材全乾)

212 収縮異方度
(心材全乾)

229 松脂採取量
(平均浸出量)

230 松)]\1採取量(斜溝
1 crn当り浸出量)

235 抽出成分(辺材アセ
トン抽出物)

1208 )(\.1:吃収縮率
(心材繊維方|古l)部

部
体
材
材
向
向
向
向
向
向
向
向
向
数
度
さ
数
度
さ
数

材
材
全
数
下
数
冠
方
方
方
方
方
方
方
方
方
係
限
強
係
限
強
係

熱
熱

m
度
枝
度
樹
線
線
径
径
線
径
径
径
径
グ
例
げ
グ
例
縮
グ

数
成
数
成
数
っ
一
密
木
密
木
接
接
半
半
率
接
率
半
率
半
率
半
率
半
ン
比
山
ン
比
圧
ン

度
(
度
未
度
。
積
全
積
全
率
材
率
材
率
材
率
材
縮
材
縮
材
縮
材
縮
材
縮
材
げ
ヤ
げ
材
げ
材
ヤ
材
縦
ヤ

密
密
(
密
容
(
容
(
縮
辺
縮
心
縮
辺
縮
心
収
辺
収
辺
収
心
収
辺
収
心
曲
材
曲
辺
山
辺
縮
材
縮
辺
縮
材
張
材

積
積
積
準
準
収
(
収
(
収
(
収
(
均
(
均
(
均
(
乾
(
乾
(
的
辺
的
(
的
(
圧
辺
圧
(
正
辺
引
辺

容
容
容
標
標
全
全
全
全
平
平
平
気
気
静
(
静
静
縦
(
縦
縦
(
縦
(

7

4

8

0

J

o

-

-

2

3

4

7

9

0

5

6

3

4

5

6

7

8

9

 

7
7
7
8
8
9
9
0

ノ

9
9
9
0
G
o
l
i
-
-
-
-
-

'
i
'
I
1
i
1
4
1
i
1
A
1
A
1
L

勺
ゐ
フ
白
内

4

勺
A

内
ノ
制
勺

4

つ
ム
内

4

つ
白

q
4



-
t
H由
。

正 (+) 負 (ー)
形 質

rO.lO r 0.05 rO.Ol rO.l0 r 0.05 r 0.01 

174 容(全積木密全度体数> 220 縦引張
(辺材比例限度)

221 縦(辺引張材縦引張強さ)
222 せん断(辺材強さ)
223 硬さ(辺材木口ÏÍlî)
224 硬さ(辺材側面)

225 接線(方辺材向部比例分圧限度縮) 

226 接(線辺方材向5 部%部分圧強分縮圧さ縮) 

227 半径(方辺材向部比例分圧限度縮) 

228 半(径辺方材向5 部%部分圧強分圧縮さ縮) 

248 パルフ。の白色度

175 容(1積密枝度材数69 針葉の幅 (S) 97 気孔線平数均(クオロモーテネ). 7 幹の細(Hり/ 9 幹(の細り 17 校の長さ(総平均) 2 胸高直径
.2m 下

89 樹脂道
上， D.B.H) D6.2/D. B. H) 

85 中心(タ柱テの/形ヨ状コ比> 3 カ枝直上直径
(出現率 I 型) 111 気孔線数 93 気孔線数(クローネ， 16 カ枝の長さ (上〉

(N，オモテ) 上材率，(全N , オモテ) 18 カ枝の太さ
92 平均樹脂道数 166 I挽 62 針葉の幅(クローネヲ 118 気孔数(クローネ， 19 校の太さ(総平均)
94 気孔線数(クローネ， 151 種子の長さ(平均) 木校下材) 中， N) 上‘ N，ウラ)

125 気孔中数， (クローネ，上， N，ウラ) 184 未成熟材繊維長 167 晩材率(全 90 樹脂道(出現率E型〉 119 気上孔数(クローネ今 S ，オモテ)

96 気孔線上数，(Sク，ロウーラネ) , 
1-5 年) 木樹冠材)

121 上気孔数平均(クローネ，
S ，オモテ)

192 全収(縮心率材 168 晩材率(全木全体) ，オモテ) 124 気孔数(クローネ， 153 種子の形(状幅/比長
さ)

98 気孔線，数平均(ク， ローネ，
接線方向) 169 娩材率 122 気孔数平(クローネラ

中， N，ウラ)
.2m校下材) 160 年輪幅(全上 ウラ) 198 平均(心収縮材率接線方向) 170 晩材率(1 

上‘ 均，ウラ) 127 気中孔，平数均(クローネ. 木枝下材)司オモテ)
114 気孔線数 .2m樹冠材) 123 気孔中数， (クローネラ 161 年輪幅(全S ，ウラ) 227 半径(方辺材向部比例分圧限縮度) 171 娩材率(1.2m全体〕 N，オモテ) 135 気孔数

( 木樹冠材)
189 成熟(膜材 172 容積密(全度木数校 126 気孔数中 (クローネ，

(N，オモテ)

厚/繊維幅) 245 パノレプの収率(全 下材) , S ，ウラ) 139 気孔数(総平均， 162 年輪I幅(全木全体)

203 気乾(収縮材率接
うも)

173 容積需全度数木 128 気孔中数，平(均クローネヲ
オモテ) 163 年輪l(隔l 

辺 線方向) 248 パルプの白色度 (~*;fltt冠材) ，ウラ) 187 成熟材(ルーメン幅) .2m枝下材)

、
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ウラ) 1190 成熟材(ルーメンl惰;164 年輸相
/耐性幅) 1 (1.2m樹冠材)

オモテ) 208 気l沈収縮率 1165 年輪 11羽 (1.2m全体)
(心材繊維方向) 1196 全収縮率

210 収縮iI4方皮 (心材繊維方向)
(心材気乾) b02 平均収縮率

(心材繊維方向)

209 収縮異方度
(辺材気乾)

211 収縮異方度
(辺材全乾)

212 収縮異方度
(心材全乾)

229 松脂採取量
(平均浸出量)

230 松脂採取量(斜溝
1 cm当り浸出量)

235 抽出成分(辺材アセ
トン抽出物)

204 気乾収縮率
(心材接線方向)

243 パルプの収率
(精選%)

246 バノレフ。のローエ価

254 パノレフ。の引裂強

136 気孔数 (N ，

137 気孔数
(S , 

154 全種子重

185 成熟材(繊維i幅)
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正 (+) 
形 質

r 0.10 r 0.05 r 0.01 

175 容(1積.2密m校度材数下) 218 縦(圧辺縮材縦圧縮強さ)
219 縦(辺引張材

ヤング係数)

220 縦引(張辺材
比例限度)

221 縦(辺引材張縦引張強さ)
222 せん断(辺材強さ)
223 硬さ(辺材木口面)
224 硬さ(辺材側面)

225 接線(方辺材向部比例分圧限縮度)

226 接〈線辺材方向5 部%部分部分}分圧強強r4H縮結証ささ斑)縮) 首
228 半(径辺方材向5 部% 

176 容(1積密度樹材数冠) 
93 気孔線数(クローネ， 84 中心柱(総平均， 7 幹の細り

.2m 上. N. オモテ) ヨコ) (H/D.B.H) 

109 気孔平線数均(クローネ， 105 気孔線数(クローネ， 166 晩材率(全
下ラ ラオモテ) 下， N，オモテ) 木校下材)

167 晩材率115 気孔線数(総平均， 192 全収縮心率材
オモテ) ( 接線方向) 全木樹冠材)

168 晩材率(全木全体)
116 気孔線数(総平均， 217 縦圧縮

ウラ) 辺材比例限度) 169 晩材率

184 未成熟材繊維長 .2m枝下材)
219 縦(辺引材張(1 - 5 年) ヤング係数) 170 晩材率

197 平均(辺収縮材率接
.2m樹冠材)

線方向) 245 パルフ。の収率(全 171 11免材王手 (1.2m全体)
うも)

172 容積宿全度木数204 気乾(収縮材率接線 250 ノりレフ。の!早さ
心方|白J) ( 校下材)

243 パルプの収(率精
選%)

173 容積裕全度数木
( 樹冠材)

負 (ー)

r 0.10 r 0.05 

18 力枝の太さ 2 胸高直径

87 中心(タ柱テの/形ヨ状コ比) 
(下〕

9 幹(の細り
D6.2/D.B.H) 

119 気孔数(クローネ， 91 樹脂道
上， S ，オモテ) (出現率E型)

121 気孔平数均(クローネ， 118 気孔数(クローネ，
上 I ....... J ， オモテ) 上. N，ウラ)

124 気孔数(クローネ， 122 気上孔数平(クローネ，
• N. ウラ) 均，ウラ)

187 成熟材 123 気孔数(クローネ，
(ルーメン rlr日) 中， N，オモテ)

190 成熟材(/ルーメン 1陥
繊維11 1Î ，D

127 気孔平数均(クローネ，
lド， I ""----:J' オモテ)

252 パルフ.の裂断長 135 気孔数
(N. オモテ)

r 0.01 

19 校の太さ(総平均〕

125 気孔数(クローネ，
中， S ，オモテ)

153 種子の形状比
(幅/長さ)

161 年輪幅(全
木樹冠材)

165 年輪rl将(1.2m全体)

196 全収縮率
(心材繊維方向)

202 平均(心収縮材率繊維方向)

208 気乾J収し、縮率
( 材繊維方向)

.' 
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209 収縮異方皮
(辺材気乾)

210 収縮異方度
(心材気乾)

211 収縮異方度
(辺材全乾)

212 収縮異方度
(心材全乾)

136 気孔数 (N，ウラ)

139 気孔数(総平均今
オモテ)

149 麹(ヨコ平均)

160 年輪11店
(全木枝下材)

162 年輪幅(全木全体)

163 年輪幅
(1. 2m枝下材)

164 年輪幅
(1. 2m樹冠材)

229 松脂採取量
(平均浸出批)

230 松脂採取量(斜瀞
1 cm当り浸出品〉

251 パルフ。の密度

255 パルフ。の耐折

174 容積密度数
(全木全体)

175 容積密度数
(1. 2m校1下ご斗j材‘寸オ

lげ7刀7 容積密度数
(成熟材部〉

178 容積密度数
(未成熟材部)

179 容積密度数
(1. 2m全体)

180 標準容積密度数
(全木枝下材)

181 標準容積密度数
(全木樹冠材)

182 襟準容積密度数
(金木全体)

191 全収縮率
(辺材接線方I，'il)

193 全収縮率
(辺材半径方向)

194 全収縮率
(心材半径方向)

199 平均収縮率
(辺材半径方向)

200 平均収縮率
(心材半径方向)

203 気乾収縮率
(辺材接線方向)

205 気乾収縮率
(辺材半径方向)

206 気乾収縮率
(心材半径方向)

213 静的曲げ
(辺材ヤング係数)

214 静的曲げ
(辺材比例限度)

215 静的曲げ
(辺材曲げ強さ)

216 縦圧縮
(辺材ヤンク守係数)

218 縦圧縮
(辺材縦圧縮強さ〉

247 ノりレプの米叩解
フリーネス

250 パルプの厚さ



ー

l
H
出
品
l
l

-圃闘士一ーーーτ=・医ニニニニニ=

正 (+) 負 (ー)
形 質

r 0.10 r 0.05 r 0.01 r 0.10 r 0.05 r 0.01 

176 容(1積.2密m度樹材数冠) 
220 縦引張

(辺材比例限度)

221 縦(号| 材張
辺縦引張強さ)

222 せん断(辺材強さ)

223 硬さ(辺材木口面)

224 硬さ(辺材側面)

225 接線方材向部例分圧限縮度)
(辺比

226 接(線辺方材向5 部%部分強圧分圧縮さ縮) 

227 半径(方辺材向部比例分圧限縮度)

228 半(径辺方材向5 部%部分圧強分縮圧さ)縮

248 パノレフ。の白色度

177 容(成積熟密材度部数] 69 針葉の幅 (S) 1 111 気孔線数 7 幹の細(HりJ 10 生校数 (E) 117 枝の長さ(総平均) 2 胸高直径

81 中心柱(上クローネ， 1 (N，オモテ) ID.B.H) 力枝の長さ 85 中心(タ柱テの/形ヨ状コ比> 3 力校直上直径
93 気孔線数(クローネラ 1，ヨコ) 1151 .種子の長さ(平均) 上， N，オモテ) 162 針葉の幅(クローネ ， 1 (!l'T /3 ::t)(上〉 18 カ校の太さ

84 中心柱(総平均 1198 平均(心収縮材率接線方 97 気孔平線数均(クローネ， 中， N) 1118 気孔数(クローネ， 19 枝の太さ(総平均〕
ヨコ〉 向) 上 I ...-.... .J，ォモテ) 1122 気孔数手クローネ， 上， N，ウラ)

92 平均樹脂道数 227 半径方材向部分圧縮度) 166 挽材率(会 上 均，ウラ) 1119 気孔数(クローネ， 125 気孔中数(クローネ，

94 気孔線数(クローネラ (辺比例限 木枝下材) 1123 気孔数(クローネ号 上， S ，オモテ)
, S ，オモテ)

153 種子の形(状幅/比長上， N，ウラ) 1245 パルプ。の収率(全 167 I奥材率 中， N守オモテ) 1121 気孔数(クローネ， さ)
96 気孔線数(クローネ， 1 (~%) (全木樹冠材) 1126 気孔数(クローネ『 上，平均，オモテ)

160 年輪幅(全
上 S ，ウラ) 1246 パルプのローエ価 168 晩材率(全木全体) 中 S ，ウラ) 1124 気孔数(クローネ， 木校下材)

98 気孔線，平数均(ク， ローネ， 1248 パルフ。の白色度 169 1免材率 136 気孔数 (N，ウラ) 中司 N，ウラ) 161 年輪幅(全
上 ウラ) .Lm枝下材) 1141 球果数 127 気孔数(クローネ， 木樹冠材)

114 気孔線数(S ，ウラ〉
170 ]1免材率 中，平均今オモテ) 162 年輪幅(全木全体)

189 成熟(膜材
(1. 2m樹冠材) 1 154 全種子重 128 気孔数平(クロ ネ，

163 年輪(幅l 
厚/繊維11穏)

171 I卯材率(1. 2m全体)1185 成熟材(繊維幅) 中， 均，ワラ) .2m枝下材)



203 気乾収縮率
(辺材接線方|白J)

204 気乾収縮率
(心材接線方向)

254 パノレフ。の引裂強

172 容積密度数
(全木枝下材)

173 容積密度数
(全木樹冠材)

174 容積密度数
(全木全体)

175 容積密度数
(1. 2m校下材)

176 容積密度数
(102m樹冠材)

178 容積密度数
(未成熟材部)

179 容積密度数
(1. 2m全体)

180 標準容積密度数
(全木校下材)

181 標準容積密度数
(全木樹冠材)

182 標準容積密度数
(全木全体)

184 未成熟材繊維長
(1 - 5 年)

191 全収縮率
(辺材接線方向)

192 全収縮率
(心材接線方向)

193 全収縮率
(辺材半径方向)

194 全収縮率
(心材半径方向)

197 平均収縮率
(辺材接線方向)

199 平均収縮率
(辺材半径方向)

200 平均収縮率
(心材半径方向)

205 気乾収縮率
(辺材半径方向)

206 気乾収縮率
(心材半径方向)

213 静的出1げ
(辺材ヤング係数)

190 成熟材(ルーメン幅1135' 気孔数 1164 年輪幅
/繊維幅) 1 (N，オモテ) 1 (102m樹冠材)

208 気乾収縮率 1137 気孔数 1165 年輪幅 (102m全体〕
(心材繊維方向) 1 (S ，オモテ) 1196 全収縮率

139 気孔数(総平均ヲ 1 (心材繊維方向)
オモテ) 1202 平均収縮率

187 成熟材 (心材繊維方向)
(ノレーメン幅) 1207 気乾収縮率

210 収縮異方度 1 (辺材繊維方向)
(心材気乾) 1 1209 収縮異方度

(辺材気乾)

211 収縮異方度
(辺材全乾)

212 収縮呉方度
(心材全乾)

229 松脂採取量
(平均浸出量)

230 松脂採取量(斜溝
1 cm当り浸出量〉

235 抽出成分(辺材アセ
トン抽出物)

。、

に刀



I
H
S
-

正 (+) 負 (-) 
百手 ï~ 

r 0.10 rO.05 rO.OI r 0.10 r 0.05 r 0.01 

177 容(成積熟密材度部数> 214 静的曲辺材げ比
( 例限度)

215 静的(曲材げ
辺曲げ強さ)

216 縦(圧縮材
辺ヤング係数)

217 縦圧(縮辺材比
例限度)

218 縦(圧縮材縦圧縮強
辺さ)

219 縦(辺引張
材ヤング係数)

220 縦引張
(辺材比例限度)

221 縦辺引張材
( 縦引張強さ)

222 せん断(辺材強さ)

223 硬さ(辺材木口国)

224 硬さ(辺材側関)

225 接線(方辺材向部比例分圧限縮度)

226 接(線辺方材向5 部%部分圧強分縮圧さ縮) 

228 半(径辺方材向5 部%部分圧強分圧縮さ縮) 

178 容積密度数 109 気孔線数(クローネ. 7 幹の細り 166 n免材率 3 力校直上直径 91 樹脂道(出現率直型〕 2 胸高直径
(未成熟材 下句平均，オモテ) (H/D.B.H) (全木枝下材) 9 幹(の細り 118 気孔数(クローネ， 5 枝下最下生校高部) 116 気孔線数(総平均， 89 樹脂道 167 11免材率 D6.2/D. B. H) 上.N‘ウラ) 19 校の太さ(総平均〕ウラ) (出現率 I 型) (全木樹冠材〕 18 プJ枝の太さ 119 気孔数(クローネ，

184 未成熟材繊維長 93 気孔線数(クローネ， 168 晩材率(全木全体) 87 中心(タ柱テの/形ヨ状コ比) 上今 S. オモテ) 125 気孔数(クローネヲ
(1 ~ 5 年) 上. N. オモテ) (下〕 中. S ，オモテ)

243 パノレフ。の収率 105 気孔線数(クローネ. 169 晩材率
124 気孔数中 (クローネ句 121 上気孔平数均(クローネ， 153 種子の形(幅状/比長

(精選%) 下， N，オモテ) C 1. 2m校下材〕
‘ N，ウラ)

，オモテ)
さ)
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&l 
正 (+) 負 (一)

形 質
r 0.10 r 0.05 r 0.01 r O. 10 r 0.05 rO.01 

178 容(積未密成部度熟数材) 214 静的曲材げ
(辺比例限度)

215 静的曲材げ
(辺曲げ強さ)

216 縦(圧縮材
辺ヤング係数)

217 縦圧(縮辺材
比例限度)

218 縦(圧辺材縮縦圧
縮強さ)

219 縦(辺引材張
ヤング係数)

220 縦引張辺材
( 比例限度)

221 縦(辺引張材縦引張強さ〕
222 せん断(辺材強さ)

223 硬さ(辺材木口面)

224 硬さ(辺材側面)

225 接線(方辺材向部比例分圧限縮度)

226 接(線辺方材向5 部%部分圧分強縮圧さ縮) 

227 半径(方辺材向部比例分圧限縮度)

228 半(径辺方材向5 部%部分圧分強圧縮さ)縮

248 パルフ。の白色度

179 容積(1密.2度体m全数) 
69 針葉の 11信 (S) 97 気孔線平数(クローネ， 7 幹の細(l り 9 幹(の刺IJ り 17 枝の長さ(総平均) 2 胸高直径

84 中心柱(総平均， 上ヲ 均，オモテ) 1/D. B. 1-1) D6.2/D. B. H) 
3 カ枝直上直後

ヨコ) 111 気孔線数 93 気孔線数(クローネ， 問 中テ心/柱ヨのコ)形状(総比平均(タ) 
85 中心(タ柱テの/形ヨ状コ比]

89 樹脂道(出現率 I 型) N，オモテ) 上句 N，オモテ) (上〉
18 力校の太さ
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184 未成熟材繊維長
(1 - 5 年)

189 成熟材
(膜厚/繊維幅)

192 全収縮率
(心材接線方向)

198 平均収縮率
(心材接線方向)

227 半径方向部分圧縮
(辺材比例限度)

245 パルフ。の収率
(全%)

248 パルプの白色皮

92 平均樹脂道数

114 気孔線数
(S ，ウラ)

151 種子の長さ(平均)

203 気乾収縮率
(辺材接線方向)

204 気乾収縮率
(心材接線方向)

243 バルプの収率
(精選%)

246 パルフ。のローエ価

254 パルフ。の引裂強

cn 
ミD



トー晶
、3

0 

(ー)負(+) 王
質形

rO.05 I r0.0l--r 0.01 

200 平均収縮率
(心材半径方I ，'，J)

205 気乾収縮率
(辺材半径方向)

206 気乾収縮率
(心材半径方向)

213 静的曲げ
(辺材ヤング係数)

214 静的曲げ
(辺材比例限度)

215 静的曲げ
(辺材曲げ強さ)

216 縦圧縮
(辺材ヤング係数)

217 縦圧縮
(辺材比例限度)

218 縦圧縮
(辺材縦圧縮強さ)

219 縦引張
(辺材ヤング係数)

220 縦引張
(辺材比例限度)

221 縦引張
(辺材縦号|張強さ)

222 せんl新(辺材強さ)
223 硬さ(辺材木口而)

224 硬さ(辺材側面)

225 接線方向部分圧縮
(辺材比例限度)

226 接線方向部分圧縮
(辺材 5%部分圧縮|

強さ)

228 半径方向部分圧縮
(辺材 5%部分圧縮1

強さ)

r 0.05 

数
全
)

度
m
体

密
J

積
(

容Q
J
 

勺r
-

r 0.10 



正 (+) 
形 質

r 0.10 r 0.05 r 0.10 

181 標度樹数準容冠(全積材木密) 
199 平均収縮率

辺材半径方向)

200 平均(心収縮材率半径
方向)

203 気乾(収辺縮材率接線方向)
205 気乾収辺縮材率半

( 径方向)

206 気乾収心縮材率半
( 径方向)

213 静(的材曲げ
辺ヤング係数)

214 静的(曲材げ
辺比例限度)

215 静的曲材げ
(辺出iげ強さ)

216 縦(圧材縮
辺ヤング係数)

217 縦圧(縮辺材
比例限度)

218 縦(圧辺材縮縦圧縮強さ)
219 縦(引張

辺材ヤング係数)
220 縦引張

(辺材比例限度)

221 縦(引張材縦
辺 引張強さ)

222 せん断(辺材強さ)

223 硬さ(辺材木口面)

224 硬さ(辺材側面)

225 接線(方辺材向部比例分圧限縮度)

226 接(線辺方材|5ftl部%部分強圧分縮圧さ縮) 

負 (ー)

r 0.10 r 0.05 

232 抽出前材中の樹脂量
(重量比)

r 0.01 

制

" 品



227 半径方向部分圧縮
(辺材比例限度)

228 半径方向部分圧縮
(辺材 5%部分圧細

強さ)
254 パノレフ。の引裂強
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中心柱(クローネ， [97 気孔線数(クローネ，[7 
上，ヨコ) [ 上，平均，オモテ) [ 

樹脂道 Illl 気孔線数 93 
([1\現率 I 型) 1 (N，オモテ)

平均樹脂道数 [114 気孔線数
[ (S ，ウラ)

気孔線数(クローネJ
上， N，ウラ) [151 種子の長さ(平均)

気孔線数(クローネ .1191 全収縮率
1:, s ，ウラ) [ (辺材接線方向)

気孔線数(クローネ， 1198 平均収縮率
上， III均ーウラ) 1 (心材接線方向)

189 成熟材 1245 ノりレフ。の収率
CI!英j享/繊維幅) 1 (全%)

203 気I陥収縮率 1246 パルフ。のローエ佃i

(辺材接線方向) 1248 パルフ・の白色皮
204 気i:[L収縮率

(心材接線方的J)
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l
l

正 (+) 負 (-) 
形 質

r 0.10 r 0.05 r 0.01 r 0.10 r 0.05 r 0.01 

180 標度枝準数容下(積全材密) 木 197 平均(辺収縮材接率線
方向)

199 平均(辺収縮材率半径方向)

200 平均(収心縮材半率径方向)
205 気乾収辺縮材半率径

( 方向)

206 気乾(心収縮材率半径方向)
213 静(辺的材曲げ

ヤング係数)

214 静的曲材げ
(辺比例限度)

215 静的(曲材げ
辺曲げ強さ)

216 縦(辺圧縮材
ヤング係数)

217 縦圧縮辺材
( 比例限度)

218 縦(圧辺材縮縦圧縮強さ)
219 縦(辺引材張

ヤング係数)

220 縦引張辺材
( 比例限度)

221 縦(辺引材張縦
引張強さ〕

222 せん断(辺材強さ)

223 硬さ(辺材木口j(ij)

224 硬さ(辺材側面)

225 接線(方辺材向部比例分f限1:縮度)

226 接(線辺方材向5 部%部分圧分強縮圧さ縮) 



227 半径方向部分圧縮
(辺材比例限&)

228 半径方向部分圧縮
(辺材 5%部分圧縮

強さ)
248 パルプの白色度
254 パルフ。の引裂強
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正 (+) 
形 質

r 0.10 r 0.05 r 0.01 

182 標準容積密
度数(全木

181 標準容(積全密度数
木樹冠材)

全体)
191 全収(縮辺率材

接線方向)

192 全収(縮心率材
接線方向)

193 全l収(縮辺率材
半径方向)

194 全収(縮心率材
半径方向)

197 平均(辺収縮材率接線方向)
199 平均(収縮材率半径

辺 方向)

200 平均(l心収縮材率半径方向)

205 気乾収辺縮材率半径
( 方向)

206 気乾(心収縮材率半径方向)
213 静(的材曲げ

辺ヤング係数)

214 静的曲材げ
(辺比例限度)

215 静的(曲材げ
辺曲げ強さ)

216 縦(圧辺縮材
ヤング係数)

217 縦圧縮
(辺材比例限度)

218 縦(圧辺縮材縦圧
縮強さ)

219 縦縦(引張材張辺ヤングP係数)
220 引

(l辺張材縦材比引例限度)221 縦号
(辺 張強さ)

負 (-) 

r 0.10 r 0.05 r 0.01 

229 松脂採(取平量均浸
出量)

230 松脂1 採cm取当量り浸(斜出溝量)

235 抽出成分(辺抽材出アセ
トン 物)

ト~

--'l 
σ〉



222 せん断(辺材強さ〉
223 硬さ(辺材木仁1 i日)
224 硬さ(辺材側而)
225 接線方向部分圧縮

(辺材比例限度)
226 接線方向部分圧縮

(辺材 5%部分圧縮
強さ〕

227 半径方向部分圧縮
(辺材比例限度)

228 半径方向部分圧縮
(辺材 5%部分圧縮

強さ)
254 パルプ。の引裂強

校の平均角度

針葉の厚さ(クロー
ネ，下， N) 

針葉の厚さ(クロー
ネ，下，平均)

針葉断面の形状比
(厚さ/幅) (N) 

144 球果の形状比
(ヨコ/タテ)

査|葉の長さ(クロー121
ネ，下， S) I~" 

針葉の長さ(クロー
ネ，下，平均) 1 

針葉の厚さ(クロ一山
ネ，下、 S)

針案の厚さ 174 
(総平均)

118 気孔数(クローネ，
上， N，ウラ)

131 気孔数(クローネ，
下 S ，オモテ)

134 気孔数(クローネ，
下，平均，ウラ)

150 麹の形状比
(ヨコ/タテ)

242 木材成分
(ぺントサン)

188 成熟材 142 
(繊維長/繊維幅) I 

43 

54 

58 

樹高

生枝数(計)

中心柱の形状比
(タテ/ヨコ)(中)

156 1000粒当りの容積

184 未成熟材繊維長
(J - 5 年)

L
4
'
b
 

i

-

-

A

n

o

 

183 成熟材 /3 カ枝直上直径
繊維長110 生校数 (E)

(25年以上)/
13 生校数 (N)

15 枯校数

142 球果(ヨコ平均)

185 成熟材(繊維幅)

ー

l
H
叶
吋
l
l

J J 7 気孔数(クローネ，
上， N，オモテ)

118 気孔数(クローネ，
上， N，ウラ)

気孔数(クローネ，
上，平均四オモテ)
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239 木材成分
(セルロース)

243 パノレフ。の収率
(精選?ら)

針葉の長さ(クロー[188 成熟材
ネ，上司 S) 1 (繊維長/織維幅)

中心柱(クローネラ 1189 成熟材
上，ヨコ) 1 (牒厚/繊維幅)

中心柱(総平均， 1249 パルフ。の坪量
ヨコ)

170 晩材率
(1. 2m樹冠材)

197 平均収縮率
(辺材接線方向)

針葉の厚さ(クロー136
ネラ中， S) 

中心柱(クローネ， 181 
中，ヨコ〉

気孔線数(クローネ '184
上 S ，オモテ)

175 容積密度数
(1.2m校下材)

177 容積密度数
(成熟材部)

179 容積密度数
(1.2m全体)

199 平均収縮率
(辺材半径方向)

222 せん断(辺材強さ)

j胸高直径
生校数 (W)
枯枝数
中心柱の形状比
(タテ/ヨコ)(上〉
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テ/ヨコ) (総平均)
樹脂道

(出現率直型)
気孔線数(クローネー

上， N，ウラ)
183 成熟材繊維長

(25年以上)
253 パノレフ'の比破裂強
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201 平均収縮率 1189 成熟材 137 
(辺材繊維方[，" J) 1 (脱原/繊維幅) 1 
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50 

61 

56 

60 

43 

54 

186 成熟材 [14 生枝数(計)
(膜壁厚)Î229 松脂採取;民

(平均浸出量)

231 抽出後材中の樹脂量
(重量比)

232 抽出前材中の樹脂量
(重量比)

民3
ミ。

63 

69 



l~~I___J r0.10 二竺斗 r 0.01 

70 針葉の幅(総平均〉
7? 中心柱(クローネ，

上，タテ)
中心柱(クローネ，

中，ヨコ)

101 気孔線数(クローネ，
中， S ，オモテ)

118 気孔数(クローネ，
上， N，ワラ)

126 気孔数(クローネヲ
中， S ，ウラ)

140 気孔数(総平均，
ウラ)

149 麹(ヨコ平均)
235 抽出成分(辺材アセ

トン抽出物)
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183 成熟材繊維長 113 
(25年以上) 1 

53 

188 成熟材 177 中心柱(クローネ， 1142 球果(ヨコ平均)
(繊維長/1 上，タテ) 1 
繊維幅)| |146 鱗片(ヨコ平均)

189 樹脂道(出現率 I 型)1
| 種子の長さ(平均〕

167 晩材率 | 
(全木樹冠材) 1156 1000粒当りの容積
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242 木材成分
(ぺントサン)

189 成熟材 [184 未成熟材繊維長
(膜厚/繊維幅) 1 (1 - 5 年)

243 パルプの収率 1197 平均収縮率
(精選%) 1 (辺材接線方向)

245 パノレフ。の収率 [198 平均l収縮率
(全%) 1 (心材接線方向)
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186 成熟材(膜壁厚)

189 成熟材
(膜厚/繊維r[rj)

175 容積密度数
(1.2m校下材)

177 容積密度数
(成熟材部)

179 容積密度数
(1.2m全体)

200 平均収縮率
(心材半径方向)

201 平均収縮率
(辺材繊維方向)

249 パルプの坪量

170 晩材率
(!.2m樹冠材)

180 標準容積密度数
(全木校下材)

194 全収縮率
(心材半径方向)
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90~r樹脂道
(/1\現率 II型)

118 気孔数(クローネ，
上， N，ウラ)

針葉断而の形状比
(厚さ/似) (上)

樹脂道
(出現率直型)
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正 (十)
lE; 質

r 0.10 r 0.05 

191 全収縮率 1170 晩材率 1177 容積密度数
(辺材接線I (1.2m樹冠材) I (成熟材部)

方向) 1188 成熟材 1178 容積密度数
(繊維長/繊維幅) 1 (未成熟材部)

198 平均収縮率 1180 標準容積密度数
(心材接線方向) 1 (全木校下材)

200 平均収縮率 1181 標準容積密度数
(心材半径方向) I (全木樹冠材)

224 硬さ(辺材側面) 1214 静的曲げ
(辺材比例限度)226 接線方向部分圧縮 | 

(辺材 5%部分圧縮1215 静的曲げ
強さ) 1 (辺材曲げ強さ)

228 半径方向部分圧縮 1216 縦圧縮
(辺材 5%部分圧縮1 (辺材ヤング係数)

強さ) 1 1223 硬さ(辺材木口面)

239 木材成分
(セルロース)

243 パノレフ。の収率
(精選%)

245 パノレフ。の収率
(全%)

248 パルプ。の白色度
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118 気孔数(クローネ，
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中， N‘ウラ)

126 気孔数(クローネ，
中ー S ，ウラ)

136 気孔数 (N，ウラ)

138 気孔数 (S ，ウラ)

153 種子の形状比
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トン抽出物)
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221 縦引張
(辺材縦引張強さ)

7 192 全収縮率 16 枝下カ枝高
(心材接線1218 縦圧縮
方向) 1"'0 ~ê辺材縦圧縮強さ)

223 硬さ(辺材木仁I �iﾎ) 
244 パルフ。の収率
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向) 189 
119 気孔数(クローネ，
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121 気孔数(クローネ，
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122 気孔数(クローネ，
上，平均，ウラ)

96 

184 未成熟材繊維長
(1 - 5 年)

237 木材成分
(熱水可溶部〉

127 気孔数(クローネ，
中，平均，オモテ)

195 全収縮率 1 160 年輪幅
135 気孔数 (N ，オモテ)1 --(辺材繊維方向) I (全木校下材)

161 年輪幅
(全木樹冠材〕

162 年輪幅
(金木全体)

163 年輪幅
(1. 2m枝下材)

165 年輪幅
(L2m全体)

196 全収縮率
〔心材繊維方向〕

202 平均収縮率
(心材繊維方向)

208 気乾収縮率
(心材事維方向)

209 収縮異方度
(辺材気乾)

210 収縮異方度
(心材気乾)

211 収縮異方度
(辺材全乾)

212 収縮異方度
(心材全乾〉

207 気乾収縮率
(辺材繊維方向)



229 松脂採取量
(平均浸出量)

230 松脂採取量(斜溝
1 cm当りの浸出量〉

235 拍出成分(辺材アセ
トン抽出物)
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(セノレロース)

254 パ/レフ'の引裂強

、
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132 気孔数(クローネ、
下， S ，ウラ)

134 気孔数(クローネ，
下，平均，ウラ)

135 気孔数 (N ，オモテ〕
137 気孔数 (S ，オモテ〕
161 年輪l幅

(全木樹冠材)
195 全収縮率

(辺材繊継方向)

00 
<0 

生校数 GfI・)

力校の長さ

針葉の厚さ(クロー143
ネー下守 N)

針葉の幅(クローネ， 185
中， N) 

117 気孔数(クローネ， 190 
上町 N ，オモテ)

120 気孔数(クローネ，
上 S ，ウラ)

校の長Jさ(総平均) 12 )J旬高直径

校の太さ(総平均) 13 力校底上直径

針葉の長さ(クロ _1 11 生校数 (W)
ネラ下，平均) 118 カ枝の太さ

中心柱の形状比 121 校の平均角度
(タテ/ヨコ)(上):81 中心柱(クローネ今

樹脂道(出現率E型)1 上.ヨコ)
191 樹脂道(出現率E型)35 気孔数 (N ，オモテ)1
1160 年輪幅
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針葉の長さ (S)

気孔線数(クローネ， 125
上 ， S ，オモテ)137

気孔線数(クローネd
上 S ，ウラ) 1 

176 容積密度数 日
(全木全体)

213 静的曲げ 197 
(辺材ヤング係数)

215 静的曲げ
(辺材曲げ強さ)

6 197 平均収縮率145

(辺材接線方195

向)
96 



芭
正 (+) 負 (一)

% 質
r 0.10 r 0.05 r 0.01 r 0.10 rO.05 r 0.01 

197 平均収縮率 216 縦圧縮 192 全収縮率 175 容積密度数m枝 121 気孔数，平(クロ ネラ 230 松脂採取量(斜溝 162 年輪幅(全木全体〕

(辺材接線方 (辺材ヤング係数) (心材接線方向) (1.2 下材) 上， 均，オモテ) 1 cm 当りの浸出量〕 163 年輪幅

向) 226 接(線辺方材向5 部%部分圧強分縮圧さ縮) 193 全収(縮辺率材半 177 容積密度(成数熟材部) 235 抽出成分(抽辺材出アセ .2m枝下材)
径方向) トン 物) 165 年輪幅(1.2m全体)

219 縦辺引材張 179 容積密度数 229 松脂採平取量均浸
237 木材成(分熱 ( ヤング係数) .2m全体) (均出量〕

水百J溶部) 223 硬さ(辺材木口画) 180 標準容(全積木密度校数下材)
245 バルフ。の収率(全?の
246 パルフ。のローエ価 182 標準容積(全密度木全数体)

191 全収(縮辺材率接
線方向)

198 平均(収心縮材接率線方向)
199 平均(収辺縮材率半

径方向)

200 平均(心収材縮率半径方向)
220 縦引張

(辺材比例限度)

221 縦(引材張
辺縦引張強さ)

198 平均収縮率 5 校下最下生校高 7 幹の細り 6 校下力校高 2 胸高直径 11 生校数 (W) 87 中心柱の形状比

(心材接線方79 中心柱(クローネ， H/D.B.H) 
25 当年枝の長さ (N) 3 カ枝直上直径 21 校の角度(総平均) (タテ/ヨコ)(下)

向)
下，タテ) 83 中心柱(クローネ，

192 全収(縮心率材接 10 生校数 (E) 164 年輪l(隔I 144 球果の形状比
81 中心柱(クローネ， 下，ヨコ)

線方向) .2m樹冠材) (ヨコ/タテ)
上，ヨコ) 151 種子の長さ(平均) 17 枝の長さ(総平均)

82 中心柱 Tーネ， 174 容積密度(全数木全 197 平均(辺収縮材接率 85 中心(タ柱テの/形ヨ状コ比> 229 松JJ旨採(取平量均浸
ヨコ) {本〕

線方向) (上〉
出量)

100 気孔品中嶋，敬(クローネ， 175 容積密(1度数m校 200 平均収縮材率半 230 松1 c脂n採1 当取り量の浸(斜出瀞l!l) 
N. ウラ) .2 下材) (心 径方向)

142 球果(ヨコ平均) 177 容積密度成数熟
148 麹(タテ平均) ( 材部)

166 晩材率(全
木校下材)

179 容積密度(1数.2 
m全体)

例d • 



4、 ‘.、

ー
ノ

、
』
ノ
、

2

ノ
、
』
ノ
、
，
ノ

'
'
U

材
体
幅
度
的

数
下
数
全
維
限

α

皮
校
度
木
繊
例
率

密
木
密
全
/
比
収

積
全
積
(
長
材
の

容
(
容
材
維
張
辺
プ

準
準
熱
繊
引
(
ル

標
標
成
(
縦
パ

0

2

8

0

4

 

Q
U
Q
υ

只
》
内

4
4

企

I
l
-
-
h
ぃ
l
I
H
-
-
b
r
ー
ー
ロ

)
)
)
)
)
)
一
ス

材
向
乾
数
さ
部
リ
ネ

冠
方
気
係
強
溶
フ

樹
線
材
グ
張
可
解

m

接
度
心
ン
引
水
叩

J
率
材
方
(
ヤ
縦
分
熱
米

率
。
縮
辺
異
縮
材
張
材
成
(
プ

材
収
(
縮
庄
辺
引
辺
材
ル

晩
全
収
縦
(
縦
(
木
パ

0

1

0

6

1

7

7

 

7

9

1

1

2

3

4

 

1

1

2

2

2

2

2

 

1

4

n

y

R

U

 

8

8

9

 

ネ
テ
向
一
夕
方

ロ
'
線

ク
上
率
接

(
縮
材

柱
収
辺

心
乾
(

中
気

つ
J
U

匂
，z
a
n
u

匂
J

勺
4

率
方
縮
径
収
半
均
材
平
辺
)

9
(

向

n
y
 

ー
ノ

防
均
問
団
的
初
日
制
伽
恥
間
的
恥
恥
恥

E
E一

平
平
(
判
長
下
冠
全
全
気
気
全
全
出
一

径
総
総
さ
闘
比
/
枝
樹
木

m

材
材
材
材
浸
一

直
(
さ
(
長
明
状
幅
木
木
全

J
度
辺
度
心
度
辺
度
心
量
均
一

径
上
さ
太
さ
の
印
形
(
全
全

(
O

方
(
方
(
方
(
方
(
取
平
一

直
直
長
の
太
枝
道
の
一
腕
(
幅
(
幅
一
腕
呉
呉
国
間
異
採
(
一

高
校
の
枝
の
年
脂
子
輪
輸
輸
輪
締
結
締
縮
脂

胸
力
枝
力
校
当
樹
種
年
年
年
年
収
収
収
収
松

q
u
n
v
1
L

つ
ゐ
同
b
Q
'
n
u
-
-

‘
つ
ゐ

Q
J

21789505666

,bol--2 

;

:

1

1

1

2

9

1

1

1

1

1

2

2

2

2

2

 

山
〕
ヲ
)
ラ
)
数
)
)
)

。
ネ
テ
ネ
テ
子
材
向
向

比
斗
一
モ
一
モ
種
冠
方
方

状
に
ロ
オ
ロ
オ
の
実
樹
維
維

さ
形
ム
ペ
ク
'
ク
'
り
充

m

織
率
繊

長
の
戸
り
(
S
(
S
当

J

率
材
縮
材

高
の
柱
月
数
'
数
'
巣
幅

O

縮
心
収
心

校
心
U

孔
上
孔
中
球
輪
収
(
均
(

樹
力
中
気
気

l

年
全
平

9

5

9

4

6

2

 

6

5

1

2

5

6

9

0

 

1
1
1
i
n
o
-
-
-
A
1
A

♂
1
4
1

且
つ
白

〉
)
種
率

均
ロ
均
ネ
川
テ
句
テ
実
子
向
向

平
ク
平
」
'
同
均
モ
充
方
方

)
)
総

(
'
H
中

J

平
オ
の
維
維

E
W
(

さ
下

υ
N

総
り
率
繊
率
繊

(
(
度
長
'
幅
(
(
当
縮
材
縮
材

数
数
角
の
ネ
の
数
数
粒
収
辺
収
心

校
校
の
葉
葉
孔
孔
∞
乾
(
乾
(

生
生
校
針
針
気
気

ω

気
気

5
9
7
7

・

8

0

1

1

3

2

3

3

5

o

o

 

l

-

-

2

4

6

1

4

1

1

1

2

2

 

間
ネ
一
打
ネ
判
的
伽
伽
抑
制
初
日
町
齢
船
併

、L
」
モ
」
モ
下
全
全
冠
全
下
冠
材
材
全

J
H
オ
川
オ
枝
木

m

樹
木
校
樹
熱
熱

m

D
μ
'
μ
'

木
全

J
数
木
数
全
数

m
数
m
数
成
数
成
数

J

り
/
数
N

数
均
全

(
h

い
度
全
度
(
度

J

度
J

度
(
度
未
度

'
U

細
H

線
'
線
平
率
(
率
率
密
(
密
密

O

密
O

密
密
(
密

の
(
孔
上
孔
'
材
材
材
積
積
積
積
積
積
積

幹
気
気
上
晩
腕
晩
容
容
容
容
容
容
容

6

8

1

3

4

5

6

7

8

9

 

F

つ
U
7
r
r
o
ζ
U

守
J

マ
，
，
.
マ
，

z
a

守J

マ
，a

マ
，E
g
g
-
7
r
7
'
4

1

9

9

1

1

1

1

1

1

1

1

 

、
E

ノ
、
ノ

~
)
型
ネ
)
ネ
)
ネ
)
ラ
め
わ
)
)
)
。材年
さ
部
グ

一
ヨ
同
ト
モ
」
ウ
」
ウ
の
い
平
刊
長
5
強
溶
住
度
強

ロ

'
h
v
hオ
H
'
H
'
S
(
校
維
~
材
可
率
色
裂

ク
上
四
四μ
'

れ
いS
μ

均
(
さ
数
木
繊

l

辺
水
収
自
引

(
印
数

S

数
'
数
平
数
長
度
全
材

L
(

分
熱
の
の
の

柱
道
線
'
線
上
線
'
線
の
密
(
熟
断
成
(
プ
プ
プ

心
脂
孔
上
孔
孔
上
孔
子
積
成
ん
材
ル
ル
ル

中
樹
気
気
気
気
種
容
未
せ
木
バ
バ
パ

4

1

2

4

2

7

5

8

4

 

K
U
Q
U
T
S
A
R
U
7
4
Q
U

勺
ふ
っ
υ
4

企

A
す
に

d

。
J
O
d
-
-
1
A
'
A
1
A

つ
〆
創
刊4

勺
4

内
4

勺
L

H
m』H



l
l
H
U
N
-
-

r 0.01 

230 松脂採取量(斜構
1 cm当りの浸出量〉

235 抽出成分(辺材アセ
トン抽出物)

(ー)

r 0.05 

負

r 0.10 

|正(+)
形質 1---------， 1 

I rO.l0 rO.05 

199 平均収縮率1 1 1180 標準容積密度数

(辺材半径方I I 1.__ __.5. 空空工材)
1 1181 標準容密度数

向) 1 1'-' ''''' ~(杢未弱電材)

182 標準容積密度数
(全木ー休)

191 全収縮率
(辺材接線方向)

193 全収縮率
(辺材半径方向)

194 全収縮率
(心材半径方向)

197 平均収縮率
(辺材接線方向)

198 平均収縮率
(心材接線方向)

200 平均収縮率
(心材半径方向)

205 気乾収縮率
(辺材半径方向)

206 気乾収l縮率
(心材判室方向)

213 静的曲げ
(辺材ヤング係数)

214 静的曲げ
(辺材比例限度)

215 静的曲げ
(辺材曲げ強さ〉

216 縦田縮
(辺材ヤング係数)

217 縦圧縮
(辺材比例限度)

218 縦圧縮
(辺材縦圧縮強さ〉

219 縦引張
(辺材ヤング係数)

220 縦引張
(辺材比例限度)

r 0.01 

4ト
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221 縦引張
(辺材縦引張強さ)

223 硬さ(辺材木口 )(ií)
224 硬さ(辺材側面)
225 接線方向部分圧縮

(辺材比例限度)
226 接線方向部分圧縮

(辺材 5%部分圧縮l
強さ)
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19 校の平均太さ

124 気孔数(クローネ，
中， N，ウラ)

134 気孔数(クローネ，
下，平均，ウラ)

136 気孔数 (N，ウラ)

138 xt孔数 (S ，ウラ)

、，

1180 標準容積密度数 1215 静的ftlj~f . . "'"'" 1194 全収縮率 !140 気孔数(総平均乙 /122 気孔数(クローネ，
(全木校T材) 1 (辺初 1111 げ強さ) I . ~ 'è心材判壬方向) I ウフ) I 上，平均，ウラ)

|16 縦圧縮 ド04 気乾収縮率 !209 収縮具方度 ん 1 124 気孔数(クローネ，
199 平官鰹径方向)i2 (辺材ヤング係数) ILUq ::s心材接線方向) I~.~ "n=FJJ _5_辺材気弘)1 1十1 ， N ，ゥラ)

山 1205 気乾収縮率 1210 収縮呉方度 ド26 気孔数(クローネ眠

;;:r;J122Z)i2叶副知ifF↓06 気品目ZZ径方向)12叫山成AJぷJ々 混1
(辺材比例限度)| | (心材半径方向)川| サン抽出物)川l 中，平均，ウラ)

43 パルプの収率 I 七13 静的曲げ 1234 抽出成分(心材ヘキ1132 気孔数(クローネ，
239 木材常lレロース)| (精む) 1:<10 .H~辺材ヤング係数) ¥ サン抽出物)'1 下 S ，ウラ)

Q45 ノりレフ。の収率 /21 4 静的曲げ 1235 抽出成分(辺材アセ 1 134 気孔数(クロ ネヲ
(全?ら.) r" ,.. ~é辺材比例限度) I トン抽出物) I 下ラ平均，ウラ)

1219 縦引張 1 1 146 鱗片(ヨコ平均)I 1 伽州比1 1149 麹(ヨコ平均)
1220 縦引張 1153 種子の形状比

(辺材比例限度) I (幅/長さ)

¥ \~2~ 縦引張 ¥ \1~~ ~球果当りの1 (辺材縦引張強さ) 1 充実種子数
1248 パルプの白色度 1 1196 全収縮率

(心材繊維方向)
201 平均収縮率

(辺材繊維方向)
208 気乾収縮率

(心材繊維方向)
211 収縮異方度

(辺材会乾)
238 木材成分

(アルペン抽出物)
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上弓 N ，ウラ)

120 気孔数(クローネ，
上 S ，ウラ)

122 気孔数(クローネ，
上，平均，ウラ)

123 気孔数(クローネ，
'1'. N今オモテ)
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175 容積密度数
(1. 2m校ド材)

176 容積密度数
(1. 2m樹冠材)



l
i
H由
∞1
11__ _ r竺 |ーート r0.01 I 三 o 10 l___r竺 I rO01 

m(詰2231177 容積密喰熟材部) 1213 喝罪午ング係数) 1206 気略奪章径方向) 1157 1蹴粧当議種子率1 1河野手47zfj
1179 容積密度数 1214 静的曲げ 1221 縦引張 1196 全収縮率 1132 気JL数(クローネ，

向) 1." "-'1">Uëì~m全体) I~.' "' ~(辺材比例限度) I~~' 'ê辺材縦引張強さ) I.'~ ~(心材繊維方向) 1 下 S. ウラ)
180 標準容積密度数 1215 静的曲げ 1228 半径方向部分圧縮 12叩気乾収縮率 1135 気孔数

(全木校下材) 1 (辺材曲げ強さ) 1 (辺材 5%部分圧縮1 (心材繊維方向) 1 (N今オモテ)
215 静的曲げ 1219 縦引張 | 強さ) 1230 松脂採取量 (全溝1140 気孔数

(辺材曲げ強さ) 1 (辺材ヤング係数比) 1 1 1 cm当りの浸出量)1 (総平均，ウラ)
224 硬さ(辺材側面) 1220 縦引張 1 1235 抽出成分(辺材アセ1153 種子の形状比
227 半径方向部分圧縮 1 (辺材比例限度) 1 トン抽出物) 1 (幅/長さ)

(辺材比例限度) 1 1 1238 木材成分 1202 平均収縮率今
(アノレベン抽出物) 1 (心材繊維方向)
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210 収縮異方度
(心材気乾)

211 収縮呉方度
(辺材全乾)

212 収縮兵力度
(心材全乾)

235 仙山成分(辺材アセ
トン抽出物)

‘ 

180 標準容積密度数
(全木全体)

181 標準容積密度数
(金木樹冠材)

182 標準容積密度数
(全木全体)

191 全収縮率
(辺材接線方|白J)

193 全収縮率
(辺材半径方，1;J)

194 全収縮率
(心材半径方的J)

199 平均収縮率
(辺材半径方向)

203 気乾収縮率
(辺材接線方向)

204 気乾収縮率
(心材接線方向〕

206 気乾収縮率
(心材半径方向)

213 静的曲げ
(辺材ヤング係数)

214 静的曲げ
(辺材比例限度)

215 静的曲げ
(辺材曲げ強さ)

216 縦圧縮
(辺材ヤング係数)

217 縦圧縮
(辺材比例限度)

218 縦圧縮
(辺材縦圧縮強さ)

219 縦引張
(辺材ヤング係数)

220 縦引張
(辺材比例限度)

221 縦引張
(辺材縦引張強さ)

223 硬さ(辺材木口而)

1224 硬さ(辺材側面)
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正 (+) 負 (一)
形 質

r 0.10 r 0.05 r 0.01 rO.10 r 0.C5 r 0.01 

205 気乾収縮率 226 接線方材向部比分例匹限縮度
向(辺)材半径方

(辺)

248 パルプの白色度

206 気乾収縮率43 針葉の長さ(クロー 93 気孔線数(クローネヲ 166 晩材率(全 27 当年枝の長さ 47 針葉の長さ(クロー 118 気孔数(クローネ，

(心材半径方 ネ，下，平均) 上， N，オモテ) 木枝下材) (総平均) ネ，上， N) 上， N，ウラ)

向) 94 気孔線数(クローネ， 114 気孔線数 (S ，ウラ) 173 容積密(金度数木樹冠材) 129 気孔数(クローネヲ 80 中心柱 124 気孔数(クローネ，
上， N ，ウラ)

168 晩材率(全木全体)
下， N，オモテ) (総平均，タテ) 中， N，ウラ)

171 晩材率 174 容積密度(全数木 134 気孔数(クローネ，
88 中テ心/柱ヨのコ形〉状(総比平均(タ) 

136 気孔数 (N，ウラ)
(1.2m全体) 169 晩材率(1 全体) 下，平均守ウラ)

196 全収縮心率材.2m枝下材) 175 容積密0度.2数m枝218 縦(圧縮材縦 177 容積密度(数成熟材部) 下材) 135 気孔数 122 気孔数(クローネ， ( 繊維方向)
辺 圧縮強さ)

176 容積密度数
(N，オモテ) 上，平均，ウラ)

202 平均(収心材縮率繊維方向)
219 縦(辺引材張ヤ 213 静(的材曲げ

.2m樹冠材) 165 年輪幅 125 気孔数(クローネ，
ング係数比〉

辺ヤング係数) 178 容積密(未度数成熟材部)
(1.2m全体) 中明平均，オモテ)

208 気乾(心収縮材繊率維
215 静的曲げ

130 気孔数(クローネ， 方向)

辺材曲げ強さ) 179 容積密度数 下二 N ， ウラ) 2C9 収縮具方度

221 縦(引張材縦
.2m全体) 138 気孔数 (S ，ウラ) (辺材気乾)

辺 引張強さ〕 180 標準容(全積密木校度数下材) 149 麹(ヨコ平均) 210 収縮異方度

153 種子の形(状幅/比長さ)
(心材気乾)

223 硬さ(辺材木口面)
181 標準容(積全密木樹度数冠材) 211 収縮異方度

224 硬さ(辺材側面)
234 抽出成分(心材出ヘキ

(辺材全乾)

226 接線方向部%部分圧分縮配 182 標準容積全密木校度数 サン拙物) 212 収縮異方度心材全(辺材 5 縮 ( 下材) (乾)
強さ) 191 全収縮率材接 235 抽出成分(抽辺材出アセ

228 半径方材向部?ら部分圧強分縮圧さ縮) 
(辺 線方向) トン 物)

(辺 5 192 全収縮心率材接
( 線方向)

254 パルプの引裂強 193 全収縮率
辺材半径方向)

194 全収(縮心率材
半径方向)

199 平均(収縮材繊率
辺 維方|白J)

v • 



.. 

200 平均収縮率
(心材繊維方向)

203 気乾収縮率
(辺材接線方向)

204 気乾収縮率
(心材接線方向)

205 気乾収縮率
(辺材半径方向)

214 静的曲げ
(辺材比例限度)

248 パルフ。の白色度

E3 

創業の長さ (S) 1ヲ5 気孔線数(クローネ，
l 上， S ，オモテ)

中心柱(クローネ， 1 

上弓ヨコ) 1191 全収縮率
1 (辺材接線方向)樹脂道(出現率 I 型)1
1203 気乾収縮率気干し線数(クローネ，I ~Vv .x\!.!J~(辺機線方向

上，平均，オモテ) 1 

気孔線数(クローネ.
上，平均，ウラ)

102 気孔線数(クローネ，
中， S ，ウラ)

114 気孔線数 (S ，ウラ〕

115 気孔線数
(総平均，オモテ)

193 全収縮率
(辺材半径方I(1J)

205 気乾収縮率
(辺材半径方向)

219 縦引張
(辺材縦引張強さ)

239 木材成分
(セルロース)

248 パルプの白色度
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正 (+) 
形 質
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209 収縮異方度

(辺材気乾)

210 収縮奥方度 19 校の太さ(総平均) 147 針葉のj享さ(クロー 196 全収縮率材繊 63 針葉の阿(クローネ，
(凶気i;-也) 1 25 吋校の長さ ネ，上司 N) I (心維方|古J) 1 '1'. S) 

クローネ， J:) 1207 気乾収縮材繊率 202 平均収心縮材繊率 94 気孔線数(クローネ，
27 当年枝の長暴 (辺 維方向) 1 ( 維方Ji'J) 上 N，ウラ)

( 平均) I 1208 気乾(収心縮材繊率維 97 気孔線平数均(クローネ，
32 着葉数 (S) 方向) 上 I ....... J ， オモテ〕
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205 気乾(収辺縮材率半径方向)

206 気乾(心収縮材半率径方向)
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辺ヤング係数)
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(全木全体)

176 容積筏!変数
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209 収縮異方度
(辺材気乾)

211 収縮異方度
(辺材全乾)

212 収縮異方度
(心材全乾)

33 着葉数(総平均〕
90 樹脂道(出現率E型〕
118 気孔数(クローネ，

上， N，ワラ)
125 気孔数(クローネ，

中， S ，オモテ)
136 気孔数 (N，ウラ)
137 気孔数 (S ，オモテ〉
161 年輪幅

(全木樹冠材)
162 年輪幅(全木全体)
163 年輪幅

(1. 2m枝下材)
165 年輪幅(1. 2m全体)
195 全収縮率

(辺材繊維方向)
198 平均収縮率

(心材接線方向)
234 抽出成分(心材ヘキ

サン抽出物)
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1
l
M
O由
l
l

正 (+) 負 (ー)
形 質

r 0.10 r 0.05 r 0.01 r 0.10 r 0.05 r 0.01 

211 収縮異方度 235 抽出成分(抽辺材出物アセ 209 収縮異方度 174 容積密度(全数木
(辺材全乾〉

トン ) 辺材気乾) 全体)

210 収縮異方(心度 175 容積密(1度.2数m枝下材)材気乾)

212 収縮異方(度心 176 容積密(1度数m樹冠
材全乾) .2 材)

229 松脂採(平取量均浸 177 容積密度(成数熟材
出量) 部)

178 容積密(度未成数熟材部)
179 容積密度数

.2m全体)

180 標準容(積全密木枝度数下材)

181 ;標準容(全積密木度樹冠数材)

182 標準容積〔全密度木数全体)

193 全収(縮辺率材
半径方向)

194 全収(心縮材率
半径方向)

199 平均(収縮材率径
辺 方向)

200 平均(心収縮材率半径方向)
205 気乾(収縮材率半径

辺 方向)

206 気乾(心収縮材率半径方向)
213 静(的材曲げ

辺ヤング係数)
214 W事的曲材げ

(辺比例限度)
215 静的曲材げ

(辺曲げ強さ)

216 縦(圧縮材
辺ヤング係数)



217 縦圧縮
(辺材比例限度)

218 縦圧縮
(辺材縦圧縮強さ)

219 縦引張
(辺材ヤング係数)

220 縦引張
(辺材比例限度)

221 縦引張
(辺材縦引張強さ)

223 硬さ(辺材木口面)
224 硬さ(辺材側面)
225 接線方向部分圧縮

(辺材比例限度)
226 接線方向部分圧縮

(辺材 5%部分圧縮
強さ〉

248 パノレフ.の白色度

254 パルフ。の引裂強
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正 (+) 
形 質

r 0.10 rO.05 r 0.01 

212 収縮異方度

(心材全乾)

213 静的曲げ96 気孔線数(クローネ， 94 気孔線数(クローネ， 7 生校数 (E)

(辺材ヤング
上今 S ，ウラ) 上， N，ウラ〕 93 気孔線数(クローネ，

係数) 197 平均収辺縮材接率線 97 気孔線数(クローネ， 上， N，オモテ)
( 方向) 上，平均，オモテ) 166 晩材率(全

248 パルフ。の白色度 98 気孔線数(クローネ， 木校下材〉
上，平均，ウラ) 168 挽材率(全木全体)

151 穂子の長さ(平均) 169 挽材率
.2m枝下材)

184 未成熟材繊維長
171 晩材率(1.2m全体)

(1 - 5 年)
172 容積密(全度木数校192 全収縮Jむ材率接 下材)( 線方向)

200 平均収dむ材縮率半
( 径方向)

173 容積密(全度木数樹冠
材)

204 気乾収納率 174 容積密度数
(心材接線方向) (全木全体)

副院

負 (ー)

r 0.10 r 0.05 

223 硬さ(辺材木口面)
224 硬さ(辺材側面)

225 接線(辺方材向部比例分圧限縮度)

226 接(線辺材方向5 部%部分圧分縮圧縮
強さ)

16 力校の長さ 3 カ枝直上直径
17 校の長さ(総平均) 18 カ枝の太さ
62 針葉の幅(クローネ， 23 当年枝の長さ

中， N) (クローネ，中)

71 針葉断(厚面さの/形幅状〉比 91 樹脂道(出現率E型)
(上〕 119 気孔数(クローネラ

85 中心(タ柱テの/形ヨ状コ比> 上 S ，オモテ)

(上〉 125 気孔中数(クローネラ
118 気孔数(クローネ今 , S ，オモテ)

上今 N今ウラ) 128 気孔中数平(クローネヲ
均‘ウラ)

122 気孔数平均(クローネ， 132 気孔数(クローネ，
上， I "-"-J~ オモテ) 下 S ，ウラ)

124 気孔数(クローネ， 134 気孔数平(クローネ弓
中， N，ウラ) 下， 均，ウラ)

‘,. 

r 0.01 

182 標準容積(密全度木全数体)

193 全収(縮辺率材
半径方向)

194 全収縮IL、率材
( 半径方向)

199 平均(収縮材率半
辺 径方向)

200 平均収心材縮率半
( 径方向〕

205 気乾(収縮材率半
辺 径方向)

206 気乾(収心縮材率半径方向)
214 静的曲材げ

(辺比例限度)

217 縦圧(縮辺材
比例限度)

248 パルプ。の白色度

254 バルフ。の引裂強

2 胸高直径

19 枝の太さ(総平均)

90 樹脂道(出現率E型)

136 気孔数 (N，ウラ)

153 種子の形幅状/比長
(さ)

160 年輪幅(全
( 木枝下材)

161 年輪幅
(全木樹冠材)

162 年輪幅(全木全体)

163 年輪幅(1 
.2m枝下材)

t、D

S 



206 気乾収縮率 1175 容積密度数 1126 気孔数(クローネ， 1137 気孔数 cs ，オモテ)1165 年輪幅(1. 2m全体)
(心材半径方向) 1__ ~_~・ 2m枝下材) I 中 S ，ウラ) 1139 気孔数 1196 全収縮率

245 パノレフ。の収率(全問 1 176 合積密度数 1195 全収縮率 1'-- 'ë総平内 オモテ) 1"-~ê心材接線方向〉
I ωm樹冠材)川I 17 V =(辺材繊維方向)川1157 1 

7 容積密号曙護熟材部) 1ドい201 平均収縮怠 | 充実種子率司I"V"' T'h(怠材議維方向)
8 容積密度数 I ..~但辺材.在防方向) Iいい208 気乾収縮率 |μ209 収縮異方度

(未成熟材部) 1210 収縮異方度 1 (心材繊維方向) 1 (辺材気乾)
179 容積密度数 I (心材気乾) 1212 収縮呉方度 12ll収縮異方度

(1. 2m全体) 1 1- -"-"--(心材全乾) 1- --,,-, ---(辺材全乾)

180 標準容積密度数 1 1229 松脂浸出量 1235 抽出成分(辺材アセ
(金木枝下材) 1 r~/ -'~''''ê平均浸出量) 1 トン拍出物)

181 標準容積密度数 1 
(木樹冠材) [ [230 松脂採取量 (斜構
コニ 1 1 1 cm当りの浸出量)

182 標準容積密度数
(全木全体)

191 金収縮率
(辺材接線方向)

193 全収縮率
(辺材半径方向)

194 全収j縮率
(心材半径方向)

199 平均収縮率
(辺材半径方向)

203 気乾収縮率
(辺材接線方向)

205 気乾収縮率
(辺材半径方向)

214 静的曲げ
(辺材比例限度)

215 静的曲げ
(辺材曲げ強さ)

216 縦圧縮
(辺材ヤング係数)

217 縦圧縮
(辺材比例限度)

218 縦圧縮
(辺材縦圧縮強さ〕

219 縦引張
(辺材ヤング係数〉

‘ ~ 

INcu--



ヨ

~'"・ v 正 (+) 
形 質 , 

r 0.10 r 0.05 r 0.01 

213 静的曲げ
ヨる

220 縦引張

(辺材ヤング
(辺材比例限度)

221 縦(引材張
係数) 辺縦引張強さ)

222 せん断(辺材強さ)

223 硬さ(辺材木口面)
224 硬さ(辺材側面)

225 接線(方辺材向部比例分圧限縮度)

226 接(線辺方材向5 部%部分圧分強縮圧さ縮) 

227 半径(辺方材向部比例分圧限縮度)

228 半(径辺方材向5 部%部分圧強分縮圧さ縮) 

214 静的曲げ97 気孔，平線数均(クローネ， 98 気上孔線，数平(クローネ， 7 幹の細り

(辺材比例限
上 ，オモテ) 均，ワラ) (H/D.B.H) 

度)
156 1000粒当りの容積 184 未成熟材繊維長 93 気上孔線，数N(クローネ，

(1 - 5 年) ，オモテ)
167 晩材率(全 94 気孔線数(クローネ，木樹冠材) 191 全収(縮辺率材接 上， N，ウラ)

240 木材(成αー分
線方向)

151 種子の長さ(平均)
セルロース) 192 全収縮心率材接 166 晩材率(全

245 パルプ。の収率(全%) ( 線方向〕 木校干材〕

246 ノりレフ。のローエ価 200 平均収縮材率半 168 I~t材率(全木全体)
(心 径方向)

169 I~É材率(1 248 パ/レフ。の白色度
204 気乾収心縮材接率 .2m枝下材)

( 線方向) 171 晩材率(1.2m全体)

222 せん断(辺材強さ) 172 ~手積絡(全度数
木枝下材)

173 容積密(全度木数樹冠材)

174 容積密度(全数木全
体)

6・ ~ 

負 (-) 

r 0.10 r 0.05 

90 樹脂道〈出現率E型) 16 カ枝の長さ

121 気孔数平 (クローネ， 17 枝の長さ(総平均)
上， 均，オモテ) 45 針葉の長さ (S)

123 気孔数(クローネヲ 54 針葉の厚さ(クロー
中ラ N，オモテ) ネ，下， S) 

126 気孔数中 (クローネ， 119 気孔数(クローネラ
, S ，ウラ) 上 S ，オモテ)

129 気孔数(クローネ， 124 気孔数(クローネ，
下， N，オモテ) 中， N，ウラ)

132 気孔数(クローネ， 127 気孔数(クローネー

干 S. ウラ)
中.平均，オモテ)

138 気孔数 (S ，ウラ)
128 気孔数，平(クローネー

中， 均，ウラ)

141 球果数 133 気孔数(クローネ，

154 全種子重 下，平均，オモテ)
134 気孔数(クローネ，

下，平均，ウラ)

135 気孔数 (N ラオモテ〕

r 0.01 

2 胸高直径
3 力校直上直径
18 力校の太さ

19 枝の太さ(総平均)

125 気孔中数(クローネラ
S ，オモテ〕

139 気孔数(総平均，
オモテ)

125 気孔数(クローネ，
中 S ，オモテ)

139 気孔数(総平均.
オモテ)

153 種子の形幅状比
(~ffi/長さ)

160 年輪幅
(全木校下材)

161 年輪幅
(全木樹冠材)

tv 
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175 容積密度数
(1.2m校下材)

176 容積密度数
(1.2m樹冠材)

177 容積密度数
(成熟材部)

178 容積密度数
(未成熟材部〕

179 容積密度数
(1. 2m全体)

180 標準容積密度数
(全木技下材)

181 標準容積密度数
(全木樹冠材)

182 標準容積密度数
(全木全体)

193 全収縮率
(辺材半径方向)

194 全収縮率
(心材半径方向)

199 平均収向率
(辺材半径方向)

203 気乾収縮率
(辺材接線方向)

205 気乾収縮率
(辺材半径方向)

206 気乾収縮率
(心材半径方向)

215 静的曲げ
(辺材曲げ強さ)

216 縦圧縮
(辺材ヤング係数)

217 縦圧縮
(辺材比例限度)

218 縦圧縮
(辺材曲げ強さ)

219 縦引張
(辺材ヤング係数)

220 縦引張
(辺材比例限度)



l
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正 (+ ) 負 (ー)
形 質

r 0.10 r 0.05 r 0.01 r 0.10 r 0.05 r 0.01 

214 静的曲げ 221 縦引張

(辺材比例限
(辺材縦引張強さ)

222 せん断(辺材強さ)
度) 223 硬さ(辺材木口面)

224 硬さ(辺材側面)

225 接線(方辺材向部比例分圧限縮度)

226 接(線辺方材向5 部%部分圧強分縮圧さ縮) 

227 半径(方辺材向部比例分圧限縮度)

228 半(径辺材方向5 部%部分分強圧圧縮さ縮) 

215 静的曲げ63 針葉の幅(クローネ， 96 気孔線数(クローネ0 7 幹の細り 29 着葉数 16 力校の長さ 2 胸高直径

(辺材曲げ強 ヰヘ S) 上 S ，ウラ) (H/D.B.H) (クローネ，中) 23 当年枝の長さ 3 カ枝直上直径

さ)
81 中心柱(クローネ， 151 種子の長さ(平均) 93 気孔線数(クロ ネラ 121 気孔数平 (クローネ， (クローネ，中) 17 枝の長さ(総平均)

上，ヨコ) 184 未成熟材繊維長
上， N，オモテ) 上， 均司オモテ) 85 中心柱の形状比 18 力枝の太さ

94 気孔線上数，(クローネ， (タテ/ヨコ)(上〉89 樹脂道(出現率 I 型〕 (1 ~ 5 年) N，ウラ) 124 気孔数中 (クローネ， 19 枝の平均太さ
114 気孔線数 (S. ウラ〉 191 全収(縮辺率材接 97 気孔線平数(クローネ，

, N，ウラ) 90 樹脂道(出現率E型〕
125 気孔数(クローネ，

197 平均収縮材率接線
線方向) 上， 均，オモテ) 133 気孔数平均(クローネ， 119 気孔数(クローネ， 中ー S ，オモテ)

(辺 方向) 192 全収(縮心率材接 98 気孔線，数平均(ク， ローネ，
下 I .-.... .J， オモテ) 上 S ，オモテ)

153 種子の形(状幅/比長
204 気乾収心縮材接率線

線方向) 上 ウラ) 134 気孔数(クローネ， 128 気孔数，平(クローネ， さ)
166 晩材率 下，平均ラウラ) 中 均，ウラ)

160 年輪幅(全( 方向) 203 気乾(収縮材率接 136 気孔数 (N，ウラ)
辺 線方向) 全木校下材) 135 気孔数 (N ，オモテ〕 ( 木枝下材)

246 バノレフ。のローエ価 167 晩材率 139 気孔数(総平均，オ 161 年輪幅
248 パルプ。の白色度 206 気乾(心収縮材率 (全木樹冠材) 137 気孔数 (S ，オモテ〕 モテ) (全木樹冠材)

半径方向)
168 晩材率(全木全体) 208 気乾(収心縮材繊率維方向) 141 球果数 162 年輪幅(全木全体)

245 パルフ。の収率(全%)
169 晩材率(1 154 全種子重 163 年輪幅

.2m枝下材) 157 1000粒当充りの (!.2m枝下材)
171 1J}é材率(!.2m全体) 実穫子率 165 年輪幅(1.2m全体)

172 容積密全度木数 164 年輪幅 196 全収縮J~'率
( 校下材) (!.2m樹冠材) ( 材繊維方向)
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l

210 収縮異方度 1202 平均収縮率
(心材気乾) 1 (心材繊維方向〕

12 収縮異方度 1209 収縮呉方度
(心材全乾) I (辺材気乾)

211 収縮異方度
(辺材全乾)

229 松脂採取量
(平均浸出量)

230 松脂採取量(斜溝
1 cm当りの浸出量〕

235 抽出成分(辺材アセ
トン抽出物)

173 容積密度数
(全木樹冠材)

174 容積密度数
(全木全体)

175 容積密度数
(1.2m枝下材)

176 容積密度数
(1. 2m樹冠材)

177 容積密度数
(成熟材部)

178 容積密度数
(未成熟材部)

179 容積密度数
(1. 2m全体)

180 標準容積密度数
(全木枝下材)

181 標準容積密度数
(全木樹冠材)

182 標準容積密度数
(金木全体)

193 全収縮率
(辺材半径方向〉

194 全収縮率
(心材半径方向)

199 平均収縮率
(辺材半径方向)

200 平均収縮率
(心材半径方向)

205 気乾収縮率
(辺材半径方向)

213 静的曲げ
(辺材ヤング係数)

214 静的曲げ
(辺材比例限度)

216 縦圧縮
(辺材ヤング係数)

217 縦圧縮
(辺材比例限度)

218 縦圧縮
(辺材縦圧縮強さ)

219 縦引張
(辺材ヤング係数)



t
l
N
H品
'
l

(一)負(+) lE 

r 0.01 r 0.05 rO.IO 

220 縦引張
(辺材比例限度)

221 縦引張
(辺材縦引張強さ)

222 せん断(辺材強さ〕
223 硬さ(辺材木口面)
224 硬さ(辺材側面)
225 接線方向部分圧縮

(辺材比例限度〉
226 接線方向部分圧縮

(辺材 5%部分圧縮
強さ)

227 半径方向部分圧縮
(辺材比例限度)

228 半径方向部分圧縮
(辺材 5%部分圧縮

強さ)

rO.OI rO.05 r 0.10 

215 静的曲げ

(辺材比例限

度)
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2 胸高直径

18 カ枝の太さ

19 枝の太さ(総平均)

153 種子の形状比
(幅/長さ)

160 年輪幅
(全木枝下材)

丙

着葉数
(クローネ，中) 1t6 

樹脂道 117 
(出現率E型)b

119 気孔数(クローネ，
上 S ，オモテ)

121 気孔数(クローネ，
上，平均，オモテ)

132 気孔数(クローネ，
下， S ，ウラ)

29 

90 

幹の絢り216 縦圧縮189 樹脂道(出現率 I 型)193

(辺材ヤング1156 1000粒当りの容積

係数) 1194 全収縮率
(心材半径方向)

197 平均収縮率
(辺材接線方向〕

198 平均収縮率
(心材接線方向)

237 木材成分
(熱水可溶部)

246 パルフ。のローエ価

96 

240 木材成分
(α セルロース)

241 木材成分
(リグニン〉

a命



179 容積密度数 1230 1'1脂採取量(斜溝
(1 ・ 2m全体)12 1 cm当りの浸出量〕

180 標準容積密度数 | 
(全木枝下材) 1235 抽出成分(辺材アセ

| トン抽出物)
181 ;標準容積密度数 1 

(全木樹冠材)
182 標準容償密度数

(全木全体)
193 全収縮率

(辺材半径方向)
199 平均収縮率

(辺材半径方向)
205 気乾収縮率

(辺材半径方向)
213 静的曲げ

(辺材ヤング係数)
214 静的曲げ

(辺材比例限度)
215 静的曲げ

(辺材曲げ強さ)
217 縦圧縮

(辺材比例限度)
218 縦圧縮

(辺材縦圧縮強さ)
219 縦引張

(辺材ヤング係数)
220 縦引張

(辺材比例限度)
221 縦引張

(辺材縦引張強さ)
222 せん断(辺材強さ)
223 硬さ(辺材木口面)
224 硬さ(辺材側面)

226 接線方向部分圧縮
(辺材 5%部分圧縮1

強さ)
227 半径方向部分圧縮

(辺材比例限度)
228 半径方向部分圧縮

(辺材 5%部分圧縮
強さ)

も

t-:> 

01 



ー

l
N
H由
i
l

正 (+) 負 (-) 
形 質

r 0.10 r 0.05 r 0.01 r 0.10 r 0.05 r 0.01 

217 縦圧縮 51 針葉の厚さ(クロー 81 中心柱(クローネ， 7 幹の細り 18 力校の太さ 3 カ枝直上直径 2 胸間J直径
(辺材比例 ネ，中， S) 上，ヨコ) (HjD.B.H) 

38 針葉の長さ(クロー 17 校の長さ(総平均〉 19 校の太さ(限度)
89 樹脂道 93 気孔線数(クローネ， 94 気孔線数(クローネ. ネヲ中， N) 

62 針葉の幅(クローネ， 153 種子の形(状幅(出現率 I 型) 上守 Nヲオモテ) 上， N，ウラ)
79 中心柱(クローネ， 中， N) 

184 未成熟材繊維長 97 気孔線数(クローネ， 96 気孔線数(クローネ，
下，タテ) 85 中心柱の形状比 160 年輪幅(全ホ上 S ，ウラ)(1 - 5 年) 上，平均，オモテ)

98 気孔線数(クローネ， 119 気孔数(クローネ， (タテ/ヨコ)(上〉
240 木材成分 114 気孔線数 上，平均，ウラ) 上， S ，オモテ) 90 樹脂道 161 年輪幅(全木(a-セルロース〉 (S ，ウラ)

160 年輪幅 134 気孔数(クローネ， t出現率E型)
250 パルフ。の厚さ 172 容積密度数 (全木枝下材) 下，平均，ウラ) 125 気孔数(クローネ， 162 年輪幅(全(全木枝下材) 166 晩材率 136 気孔数 (N，ウラ〕 中， S ，オモテ)

163 年輪幅178 容積密度数 (全木枝下材)
139 気孔数(総平均， 132 気孔数(クローネ， .2m (未成熟材部) 168 晩材率(全木全体)

オモテ) 下， S ，ウラ)
165 年輪幅(1.194 全収(縮心率材 169 晩材率

208 気乾(収心縮材率繊維方向)半径方向) (1. 2m枝下材〕 195 全収(縮辺率材 196 金収(縮心率材鰍171 娩材率(1.2m全体〉 繊維方向〕
2CO 平均(収心縮材率半径方向) 174 容積密度(全数 201 平均(収辺縮材率繊維 210 収縮異方(度心材気乾〕

202 平均(心収縮材鰯塁手木全体〉 方向)
224 硬さ(辺材側面) 175 容積密度数 230 松1 脂cm採当取り量の浸(斜出溝量〉 209 収縮具方(度辺227 半径方向部分圧縮 .2m校下材)

(辺材比例限度) 176 容積密度数

211 収縮異方(度Jz; 241 木材成分 .2m樹冠材)
リグニン) 177 容積密度(数成熟

212 収縮異方(度心254 パルプの引裂強
材部)

179 容積密度数
(1. 2m全体)

213 静(的辺材曲げ180 標準容(積全密木校度数下材) ヤン

181 標準容(積全密木度樹数冠材)

182 標準容積(全密度木全数体)

193 全収縮辺率材半径
f 方liij)

199 平均(収辺材縮半率径
方的J)

205 気乾(収辺縮材率半
径方向)

4ト



213 静的曲げ
(辺材ヤング係数)

214 静的曲げ
(辺材比例限度)

215 静的曲げ
(辺材曲げ強さ)

216 縦圧縮
(辺材ヤング係数)

218 縦圧縮
(辺材縦圧縮強さ)

219 縦引張
(辺材ヤング係数)

220 縦引張
(辺材比例限度)

221 縦引張
(辺材縦引張強さ)

222 せん断(辺材強さ)
223 硬さ(辺材木口面)
225 硬さ(辺材側面1
226 接線方向部分圧縮

(辺材 5%部分圧縮
強さ)

228 半径方向部分圧縮
(辺材 5%部分圧縮

強さ)

吋品

l
N
口
l

針葉の厚さ(クロー163
ネ，中， S) 

針葉の幅(クローネ， 181
上， N) 

針葉の幅 (S) 194 
樹脂道

(出現率 I 型) 197 

206 気乾収縮率
(心材半径方向)
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正 (+) 
形 質

r 0.10 r 0.05 rO.Ol 

218 縦(圧辺縮縮材強縦さ圧) 
184 未成熟材繊維長 169 I免材率( 1 

(1 - 5 年) .2m枝下材)

194 全収(縮心率材半径 171 晩材率 (1.2m全体)
方向) 173 容積密(全度数木樹冠材)

200 平均(収縮材率半径
心 方向) 174 容積密度(全数木全

体)
241 木材成分

175 容積密(1度.2数m枝(リグニン) 下材)

176 容積密(1度数m樹冠
.2 材)

177 容積密度(数成熟材部)

178 容積密(未度成数熟材部)
179 容積密度数

.2m全体)

180 標準容(全積密木度校数下材)

181 標準容(積金木密度樹冠数材)

182 標準容積(全密木度数全体)

193 全収(縮辺率材
半径方向)

199 平均(収辺縮材率半
径方向)

205 気乾収辺縮材率半径
( 方向)

213 静〔辺的材曲げ
ヤング係数)

214 静的曲材げ
(辺比例限度)

215 静的曲材げ
(辺曲げ強さ)

216 縦圧縮材
(辺ヤング係数)

., 

負 (ー)

r 0.10 r 0.05 

138 気孔数 (5 ，ウラ〕 133 気孔数(クローネ，

141 球果数 下，平均，オモテ)

154 全種子重 134 気孔数(クローネ，

208 気乾(心収縮材繊率
下，平均，ウラ)

136 気孔数 (N，ウラ)維方向)

210 収縮異方度Jし、
139 気孔数(総平均，

( 材気乾) オモテ)

212 収縮異方度'L 、
( 材全乾)

229 松脂採取平量均浸
( 出量)

230 松脂cm採当取り最の浸(斜出溝量1]

235 抽出成分(抽辺材出物アセ
トン ) 

千'

r 0.01 

165 年輪幅 (1.2m全体〕

196 全収(縮心率材繊維
方向)

202 平均(収J心縮材率繊維
方向)

209 収縮異方度
辺材気乾)

211 収縮異方度
(辺材全乾)

む、コ

∞ 



217 縦圧縮
(辺材比例限度〕

219 縦引張
(辺材ヤング係数)

220 縦引張
(辺材比例限度)

221 縦引張
(辺材縦引張強さ)

222 せん断(辺材強さ)
223 硬さ(辺材木口函)
224 硬さ(辺材側面)
225 接線方向部分圧縮

(辺材比例限度)
226 接線方向部分圧縮

(辺材 5%部分圧縮l
強さ) 1 

227 半径方向部分圧縮
(辺材比例限度)

228 半径方向部分圧縮
(辺材 5%部分圧縮

強さ)
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ー

I
N
N
O
-
-

正 (+) 負 (一)
形

r 0.10 r 0.05 r 0.01 r 0.10 r 0.05 r 0.01 

219 縦引張 228 半径方向部分圧縮 177 容積密度数 230 松脂採取量浸(斜出溝量l> 132 気孔数(クローネ， 209 収縮異方(度辺
(辺材ヤン (辺材 5%部分圧縮 (成熟材部) cm当りの 下 S ，ウラ) 材気乾)
グ係数) 強さ) 179 容積密度数 136 気孔数 (N，ウラ) 211 収縮異方度

237 木材成分 .2m全体〕
137 気孔数 辺材全乾)

(熱水可溶部) 180 標準容(全積木密枝度数下材) S ，オモテ) 235 抽出成分(辺抽材出物アセ
243 パルフ。の収率

139 気孔数(総平均， トン ) 
(精選%) 181 標準容(全積密木度樹冠数材) オモテ)

248 パノレフ。の白色度
182 標準容積(密金木度全数体) 157 1000粒当充りの

実種子率

191 :全収(縮辺材率接線 159 1 球果当充りの
方向) 実種子数

193 全収縮辺率材 161 年輪帽
( 半径方rlll) 金木樹冠材)

199 平均(辺収縮材率半径
196 全収(縮心率材繊維方向)方向)

203 気乾(収辺縮材接率線方
向) 201 平均(収辺縮材率繊維方向)

205 気乾収辺縮材率半径
( 方向) 202 平均(心収縮材繊率維方向)

213 静(的辺材曲げ
ヤング係数)

207 気乾(収辺縮材繊率
214 静的(辺曲材げ 維方向〕

比例限度)
215 静的曲材げ

(辺曲げ強さ)

216 縦(圧辺材縮
ヤング係数)

217 縦圧(縮辺材
比例限度)

218 縦(圧辺縮材縦
圧縮強さ)

220 縦(辺引張材ヤング係数)

221 縦(辺引材張縦引張強さ)
223 硬さ(辺材木口面)

ザl
‘" 

.母



224 硬さ(辺材側而)
226 接線方向部分圧縮

(辺材 5%部分圧縮
強さ)

245 パルプの収率
(全%)
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(ー)

193 全収縮率
(辺材半径方向〉

197 平均収率
(辺材接線方向)

199 平均収縮率
(辺材半径方向)

203 気乾収縮率
(辺材接線方向)

205 気乾収縮率
(辺材半径方向)

213 静的曲げ
(辺材ヤング係数)

214 静的曲げ
(辺材比例限度)

215 静的曲げ
(辺材曲げ強さ)

216 縦圧縮
(辺材ヤング係数)

217 縦圧縮
(辺材比例限度)

218 縦圧縮
(辺材縦圧縮強さ)

219 縦引張
(辺材ヤング係数)

221 縦引張
(辺材縦引張強さ)

223 硬さ(辺材木口面)
224 硬さ(辺材側面)
226 接線方向部分圧縮

(辺材 5%部分圧細
強さ)

r 0.01 

負(+) 正

r 0.05 r 0.10 rO.Ol rO.05 r 0.10 1 
220 縦引張

(辺材比例
限度)

質形

}]íl~高直径

力校直上直径

カ枝の長さ

2
3

凶

-a砂

校の長さ(総平均)

126 気孔数(クローネー
中 S. ウラ)

叫

針葉の柄(クローネ， 117
中ラ N)

樹脂道
(出現率直型)

221 縦引張 1198 平均収縮率 189 ;fl'itJJ旨道CUJ現率 1 l\~)17 幹の刑11 り 162 

(議欝?1222 せJぷ32Z;193 気主存在込す1166 lJ$Il材早急;ι2Ml
245 パルプの収率(全%)1151 種子の長さ(平均) 1168 晩材率(全木全体)
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162 年輪腐(全木全体)

163 年輪幅
(1.2m枝下材)

165 年輪1隔 (!.2m全体〉
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237 木材成分
(熱水fiJ溶部)

248 パルプ。の白色度



正 (+) 
形 質

r 0.10 r 0.05 

221 縦引張
(辺材縦引
張強さ)

222 せん断 14 生校数(計) 189 樹脂道
(辺材強さ〉 109 気孔線数(クローネ .1 (出現率 I 型)

中，平均，オモテ) 1105 気孔線数(クローネ今
115 気孔線数(総平均， 下， N，オモテ)

オモテ) 1155 1000粒当りの種子重

151 種子の長さ(平均) 1156 1000粒当りの容積

166 晩材率(全 171 晩材率 (1.2m全体)
木枝下材) h89 成熟材膜厚

167 晩材率 (n~}!j1:/繊維幅〕
(全木樹冠材) h94 全収縮心率材

169 晩材率 ( 半径方向)

(1.2m枝下材) 1214 静的曲キげオ
223 硬さ(辺材木口面) 1 (辺比例限度)

254 パルプの引裂強

-内

r 0.01 r 0.10 

215 静的(曲材げ
辺曲げ強さ)

216 縦(圧辺材縮
ヤング係数)

217 縦圧縮
(辺材比例限度)

218 縦(圧辺材縮縦圧
縮強さ)

219 縦引材張
(辺ヤング係数)

220 縦引張辺材
( 比例限度)

223 硬さ(辺材木口前)
224 硬さ(辺材側面)

225 接線(方辺材向部比例分圧限縮度)

226 接(線辺材方向5 部%部分圧分強縮圧さ縮) 

173 容積密度数 5 枝下最下生校高
(全木樹冠材) bo 着葉数(クローネラ

174 容積密度(全数木全体) 下)
175 容積密(1度数m枝 31 着葉数 (N)

.2 下材) 191 樹脂道
176 容積密度数 出現率直型)

.2m樹冠材) 1127 気孔数平均(クローネ，
177 容積密度数成熟材部 中 I ..., ..... J ， オモテ)

(/1X:~Hffll) 数
合-積密(度未数成熟 32 気孔 (クローネ，

178 材部) 下 S ，ウラ)
179 容積密度数 133 気孔数T均(クローネラ

(1.2m全体) 下司 ，オモテ)

180 標準容(積全密木度枝数 134 気孔数斗」21 クローネ，
下材) 下 均弓ウラ)

負 (ー)

r 0.05 

29 着葉数(クローネ中)

85 中心(タ柱テの/形ヨ状コ比]
)(上)

87 中心柱の形状比
(タテ/ヨコ)(下)

88 中心/柱ヨの形状(総比平均(タ]
テコ)

124 気孔中数， (クローネヲ
, N，オモテ)

125 気孔中数(クローネ，
, S ，オモテ)

139 気孔数(総平均，
オモテ)

187 成熟材(ルーメン幅〕

r 0.01 

255 パルフ。の耐折
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正 (十)
形 質

r 0.10 r 0.05 r 0.01 

223 硬木さ (辺材 192 全収縮J心率材接 206 気乾(収心材縮半率
175 容容積積密(0，1度度.22数数mm枝樹冠下材材) 口面) ( 線方向) 径方向)

203 気乾(収縮材接率 228 半(径辺材方向5 部%部分圧分強縮圧縮
176 

辺 線方向)
177 容積密度(成数

227 半径(方辺材向部比例分圧限縮度)
さ)

熱材部)

178 容積密(未度成数
242 木材成分 熱材部)

(ぺントサン) 179 容積密度数
.2m全体)

180 標準容(全積密木枝度数下材)

181 標準容(積全密木度樹数冠材)

182 標準収〈容縮辺積材率〈密金半度木径数;方体向>
193 全

199 平均(辺収縮材率半径
方向)

205 気乾(辺収縮材半率径方向)
213 静(的材曲げ

辺ヤング係数)

214 静的(曲材げ
辺比例限度)

215 静的辺曲材げ
( 曲げ強さ)

216 縦圧管
辺ヤング係数)

217 縦圧縮辺材
( 比例限度)

218 縦圧縮材縦
(辺 圧縮強さ)

219 縦(引張材
辺ヤング係数〕

220 縦引張
(辺材比例限度)

、ー

負 (ー)

r 0.10 r 0.05 

141 球果数 154 全種子重

210 収縮呉方度，心
( 材気乾)

159 1 球果当充りの
実種子数

196 全収(縮，む材率繊維
方向)

202 平均(収縮材織率
心 維方向)

212 収縮異方度心材全
(乾)

d 

r 0.01 

161 年輪幅(会
木樹冠材)

162 年輪幅(全木全体)

163 年輪幅
.2m校下材)

165 年輪幅(1.2m全体)

209 収縮異方度
(辺材気乾)

229 松脂採(平取量均
浸出量)

230 松1 脂cm採当取り量の浸(斜出溝量〕

235 抽出成分(抽辺材出物アセ
トン ) 
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221 縦引張
(辺材縦引張弧i さ)

222 せんl折(辺材強さ)
224 硬さ(辺材側ïIlî)
225 接線方向部分圧縮
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(辺材 5%部分圧縮
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気孔線数〈クローネ， 17
上， N，オモテ)

170 I奥材率
(!.2m樹冠材)

172 容積密度数
(全木枝下材)

184 未成熟材繊維長
(1 - 5 年)

192 全収縮率
(心材接線方I{'J)

206 気乾収縮率
(心材半径方向)

237 木材成分
(熱水可溶部)

245 バルブ。の収率
(全?ら)

246 ノfノレフ。のローエ{凶

254 パルプ。の引裂強

224 硬さ 122 当年枝の長さ(クロ 193
(辺材側面)1 ーネ，上)

92 平均樹脂道数

196 全収縮率
(心材繊維方向)

204 気乾収縮率
(心材接線方向)

248 バルフ。の白色度



民
正 (+) 負 (一)

汗2 質
r 0.10 r 0.05 rO.01 rO.10 r 0.05 rO.01 

224 硬(辺さ材側
面〉

193~全収(縮辺率材
半径方向)

194 全収(縮心率材半径
方向)

199 平均(辺収縮材率半径
方向)

200 平均(心収縮材半率径
方向)

205 気乾辺収縮材率半径
( 方向)

213 静(的材曲げ
辺ヤング係数)

214 静的(曲材げ
辺比例限度)

215 静的(曲材げ
辺曲げ強さ〉

216 縦(圧辺縮材
ヤング係数)

218 縦(圧辺材縮縦圧
縮強さ)

219 縦(引張材
辺ヤング係数)

220 縦引張辺材
( 比例限度)

221 縦(引張材縦
辺 引張強さ〕

222 せん断(辺材強さ)
223 硬さ(辺材木口面)

225 接線(方辺材向部比分例圧限縮度)

226 接〈線辺方材刊5l 郁%分部圧分強圧限縮縮圧度さ縮i ]) 

227 半径(方辺材向部比例分

228 半(径辺方材向5 部%部分圧分強圧縮さ縮) 
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正 (+) 負 (-) 
形 質

rO.1O r 0.05 rO.Ol r 0.10 r 0.05 r 0.01 

出雲G重辺量材限岬度比例) 

215 静的辺曲材げ
( 曲げ強さ)

216 縦圧縮材
(辺ヤング係数)

217 縦圧辺縮材
( 比例限度)

218 縦(圧辺材縮縦圧縮強さ)
221 縦引張

(辺材縦引張強さ)
222 せん断(辺材強さ)
223 硬さ(辺材木口面)
224 硬さ(辺材側面)

226 接線辺材方向部部分圧分強圧縮さ縮) ()ll:t1 5γ。

228 半(径辺方材向5 部%部分圧分強縮圧さ縮) 

246 パルフ.のローエ価

226 接材分圧縮線圧5 方縮9強6部向さ〔部辺分) 
63 針葉の幅(ク中ロ， ーネ毎日 針葉の幅 (S)

Y 幹の細ま(金り/木D枝B下
23 当年枝の長さ(クロ 3 カ枝直上直径 2 胸高直径

S) 181 中心柱(クローネ， H) ーネ，中)
88 中テ/心柱ヨのコ形)状(総比平均(タ> 19 枝の太さ(総平均)166 晩材

89 樹脂道 上.ヨコ) 材) 50 針葉の厚ネさ中(クロー
85 中心(タ柱テの/形ヨ状コ比>出現率 I 型) 193 気上孔線，数N(クローネ， 168 晩材率(金木全体)

‘ N) 90 樹脂道(出現率E型) (上)
155 1000.粒当りの種子重 ，オモテ) 169 晩材率 87 中心(タ柱テの/形ヨ状コ比) 119 気孔数(クローネ‘ 125 気孔中数(クローネ，
156 1000粒当りの容積 151 種子長さ(平均) .2m校下材〕 (下) 上 S ，オモテ) S ，オモテ)

191 全収縮辺中率村妾 170 晩材率(1 171 晩材率(1.2m全体)91 樹脂道(出現率直型)
121 気上孔数平均(クローネ， 160 年輪幅

( 線方向) I (1. 2m樹冠材) 173 容積密全度木数 127 気中孔数平 (クローネ， ，オモテ) 全木校下材)

250 パノレフ。の厚さ 172 容積密(全度数木校
( 樹冠材) 均，オモテ) 139 気孔数(総平均‘ 161 年輪幅(全174 容積密度(全数木全 154 全種子重 オモテ)254 パルフ。の引裂強 下材) 体) ( 木樹冠材)

192 全収(縮率材接
175 容積物〈宮l度数古m樹校下冠

208 気乾(収心縮材繊率 153 種子の形状幅/比長 162 年輪幅(全木全体)
心 線方向) .2 材) 維方向) (さ)

197 平均(収縮材接率線 176 容積度 210 収縮異方度心材気 212 収縮異方度，し、 163 年輪幅(1 
辺 方向) .2 材) (乾) ( 材全乾) .2m枝下材)

{" 、.



237 木材成分 1177 容積密度数 | 
(熱水可溶部) I (成熟材部) i 

178 容積密度数
(未成熟材部)

179 容積密度数
(1. 2m全体)

180 標準容積密度数
(全木校 F材)

181 標準容積密度数
(全木樹冠材)

182 標準容積密度数
(全木全体)

184 未成熟材繊維長
(1 - 5 年)

193 全収縮率
(辺材半径方向)

194 全収縮率
(心材半径方向)

199 平均収縮率
(辺材半径方向)

200 平均収縮率
(心材半径方向)

205 気乾収縮率
(辺材半径方向)

206 気乾収縮率
(心材半径方向)

213 静的曲げ
(辺材ヤング係数)

214 静的曲げ
(辺材比例限度)

215 静的曲げ
(辺材曲げ強さ)

216 縦圧縮
(辺材ヤング係数)

217 縦圧縮
(辺材比例限度)

218 縦圧縮
(辺材縦圧縮強さ)

219 縦引張
(辺材ヤング係数)

220 縦引張
(辺材比例限度)

164 年輪幅
(1. 2m樹冠材)

165 年輪幅(1.2m全体〉

196 全収縮率
(心材繊維方向)

202 平均収縮率
(心材繊維方向)

209 収縮具方度
(辺材気乾)

211 収縮1&方度
(辺材全乾)

229 松脂採取量
(平均浸出量)

230 松脂採取量(斜溝
1 cm当りの浸出武〉

~ 
トA



正 (+) 
形 質

r 0.10 r 0.05 

226 接分線圧方縮向(部辺
材 5 強%部さ分
圧縮 ) 

227 半径方向部 65 針葉の幅(クローネラ 166 晩材率
分圧縮 下， N) 1 (全木枝下材)

(辺材限比度例5'186 中心柱の形状比 168 晩材率(全木全体)
(タテ/ヨコ)(中)1169 晩材

問晩材率(全木樹冠材) ぎ 2m枝下材)
203 気乾辺収縮材接率線方 l 晩材率(I .2m全体)

( 向) 1172 容積密(全度数木枝下
204 気乾心収縮材接率線 材)

( 方向) 1175 容積密(1度.2数m枝下
219 縦引張 材〕

(辺材ヤング係数) 1177 容積密度(数成熟
220 縦引張辺材 材部〕

( 比例限度) 1179 容積密度(1数
223 硬さ(辺材木口[日) ・ 2m全体)

192 全収縮心率材接
( 線方向)

217 縦圧(縮辺ヰオ
比例限度)

221 縦(辺引材張縦
引張強さ〕

、e 嶋崎

負 (-) 

r 0.01 r 0.10 r 0.05 r 0.01 

221 縦(辺引材張
縦引張強さ)

222 せん断(辺材強さ)
223 硬さ(辺材木口面)

224 硬さ(辺材側面)

225 接線辺方材向部比分圧限縮度
(例)

227 半径(方辺材向部比例分圧限度縮) 

228 半(径辺材方向5 部%部分圧分強縮圧さ綜) 

173 容醐容容〈者積未積密密密。成密(金度正度熟度.2数数数枕本安m樹繊樹冠全維冠材体材長〉>>> 19 枝の太さ (総平均) 122 当年枝の長さ 〈中クロ 29 着業数 (クローネ中, 
31 着葉数 (N) ーネ， If!) I If!) 

74 %H~!Æ~~:i:~tt) I;~ 針葉( 吉商/の幅形)状(比s 124 気孔数(クローネ， 1234 抽出成分(抽心材出ヘキ
) 中ヲ N，ウラ〕 サン 物)

176 

119 気上孔数， (クローネ， 1 149 麹(ヨコ平均)
178 ~~~I!;'L'J.，"=， I ' '1::' S'，オモテ)

0 標準容(積全木密経度数下材 121 気上孔，数平均(クローネ，
) 1 _C, 4"'.l'<)，オモテ)

181 標準容積密度樹数冠材) 1 139 気孔数(総平均 I I 
(全木 オモテ)

193 196 全収縮率材繊
213 1'�lt'fililii-y' "., 1 (心 維方向)

202 平均(収心縮材繊率
214 維方r{1j

215 ﾎ{ftﾉﾉJrllHf 1208 気乾(収縮材率繊維
む 方向)

216 
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107 気孔線数(クローネ， \254 パルフ。の引裂強
下， S ，オモテ)

115 気孔線数(総平均，
オモテ)

251 パルプの密度

ー

252 パルフ.の裂断長

』

192 全収縮率
(心材接線方向)

1222 せん断(辺材強さ)

針葉の長さ(クロー14
ネ，下， N) \," 

中心柱(クローネ，目一
下，タテ)

128 気孔数(クローネ，
中，平均，ウラ)

138 気孔数 (S ，ウラ)

140 気孔数(総平均，
ウラ)

144 球果の形状比
(ヨコ/タテ)

191 全収縮率
(辺材接線方向)

203 気乾収縮率
(辺材接線方向)

校下最下枯枝高

針葉の長さ(クロー
ネ，下， S) 

130 気孔数(クローネ，
下司 N，ウラ)

15 枯校数

63 年輪幅
(1.2m校下材) 179 

41 生校数 (E) \12 生校数 (S)

針葉断面の形状比 1167 晩材率
(厚さ/幅) (S) 1 (全宅関冠材)

210 平均収縮率
(辺材繊維方向)
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107 気孔線数(クローネ， 1205 気乾収縮率 1227 半径方向部分圧縮
下 S ，オモテ) 1 (辺材半径方向) 1 (辺材比例限度)

115 気孔線数(総平均， 1206 気乾収縮率
オモテ) 1---""ë心材半径方向)

136 気孔数 (N，ウラ) 1 
1228 半径方向部分圧縮

203 気乾収縮率 I""U '(辺材 5%部分圧縮
(辺材接線方向) 1 強さ)

7 木材成分 l 

(熱水可溶部)
248 パルフ.の白色度

針葉断而の形状比
(厚さ/幅) (S) 

146 鱗片(ヨコ平均〕

234 抽出成分 123 当年枝の長さ(クロ 175
(心材へキ| ーネ，中〕
サン抽出125 当年枝の長さ (N)
物) 1 

31 着葉数 (N)

33 着葉数(総平均)

149 麹(ヨコ平均)

210 収縮異方度
(心材気乾)

ts 
--l 

幹の細り
(H/D.B.H) 

166 晩材率
(全木枝下材)

7 針葉断面の形状比
(厚さ/幅) (N) 

容積密度数
(全木枝下材)

着葉数 (N)
着葉数/1 cm 
針葉断面の形状比 187
(厚さ/幅) (下)
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カ枝の長さ 113 
針葉の幅(クローネ， 143
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トン抽出|ぷ
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正 ω| 負(-)
rO.lO I rOωr0.01 r 0.10 I r 0.05 

針葉の幅(クローネ， 164 針葉の怖くクローネ， 162 針葉の幅(クローネ， 187 中心柱の形状比 193 気孔総数(クローネ， 1 168 晩材率(全木全体)
下，平均)1 中，平均) 1 恥 N) 1 (タテ/ヨコ)(下)1 上， N，オモテ) 1169 晩材率

中心柱(クローネ， 165 針葉の幅(クローネ .1160 年輪幅 1173 容積密度数 1 120 気孔数(クロ一子 1 (1. 2m校下材)
下，タテ) 1 下， N) 1 (全木枝下材) 1 (全木樹冠材) 1 上， N，ウフ) 1171 娩材率 (1.2m全体〕

09 気孔線数(クローネ， 168 針葉の幅 (N) 1161 年輪幅 1 186 成熟材(膜壁厚) 1 184 未成熟材繊維長 1175 容積密度数
下，平均，オモテ) 1153 種子の形状比 1 (全木樹冠材) h89 成熟材 1 (1 -5 年) 1---~ "'ëi :2~枝下材)

19 気孔線数(クローネ， 1 --.-- -(幅/長さ) 1162 年輪幅(全木全体) 1 (膜厚/繊維幅) 1191 全収縮率 1177 容積密度数
上， N，オモテ) 1157 10∞粒当りの 1163 年輪幅 |ω4 全収縮率 1 (辺材接線方向) I ~_ ~_~.5.成熟材部)

凶気孔数 Cクローネ， , 充実種子率I'~~ ''''''(1 .2m校下材) "" ~'ê心材半勧向) 1192 全収縮率 1 179 容積密度数
中ゥ N. ォモテ) 12ω 収縮財度 1165 ~輪幅 ωm全体)11切平均収縮率 ! (心械線方向) 11時準容0522主体)

::253411 収可ZZl lm平指Z::C2FL州問軽量:
190 成熟材(ノレーメン幅1 1 b03 気乾収縮率 1 (辺材縦圧縮強さ) 1193 全収縮率

/繊維幅) 1 1 1 -'C辺材接線方向) 1242 木材成分 1 (心材半径方向)

m 松脂採取量(斜溝 11 1 1204 気乾収縮率 1 (ぺントサン) 1 199 平均収縮率
cm当り浸出量)1 1 I-~' ~，-rë心付接線方向) 1 1 c辺材半径方向〕

1 1205 気乾収縮率
216 縦圧縮 I l~vV Ã~~(辺材半径方向)

(辺材ヤング係数) 1 1 
1 ~13 静的曲げ

但4 硬さ(辺材側面) 1 1---'''c辺材ヤング係数)
245 パルプの収率 1214 静的曲げ

(全%) 1 1 . c辺材比例限度)
215 静的曲げ

(辺材曲げ強さ)
217 縦圧縮

(辺材比例限度)
219 縦引張

(辺材ヤング係数)
220 縦引張

(辺材比例限度)
221 縦引張

(辺材縦引張強さ)
223 1硬さ(辺材木口面)
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220 縦引張
(辺材比例限度)

校下最下枯校高 134 着葉数/1 cm 

針葉の長さ(クロー1148 麹(タテ平均)
ネ，上，平均) 1 

1200 平均収縮率
針葉の長さ(クローrvv I ~~(心材半径方向)

ネ，中，平均) 1 

184 未成熟材繊維長 1239 木材ヰ今一 一(1 ~ 5 年) 1 ~セJV μ ーλJ

192 全収縮率
(心材接線方向)

253 パノレブ。の比破裂強
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針葉の長さ(クロー175
ネ， 11 1 , N) 

針葉の厚さ(クロー187
ネ，中， N) 

中心柱の形状比
(タテ/ヨコ)(上〕

144 球果の形状比
(ヨコ/タテ)

164 年輪幅
(1.2m樹冠材)

165 年輪l幅(1. 2m全体〉

234 抽出成分(心材ヘキ
サン抽出物)

主i葉断而の形状比
(厚さ/幅) (S) 

中心柱の形状比
(タテ/ヨコ)(下〉
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237 木材成分 18
(熱水可溶
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239 ~材成分 113 生校数 (N) 194 気孔線数(クローネ， 1148 麹(タテ平均)
Lセルロー140 針葉の長さ(クロー| 上， N，ウラ)

ス) 1 ネ，中，平均) 197 気孔線数(クローネラ
81 中心柱(クローネ， 1 上，平均，オモテ)

上，ヨコ) 1 1191 全収縮率
93 気孔線数(クローネ， 1 0 " ~ê辺材接線方向)

上， N，オモテ) 1 

98 気孔線数(クローネ，1254 パルプの引裂強
上，平均，ワラ〕

203 気乾収縮率
(辺材接線方向)

243 パルフ。の収率
(精選%)

245 パルフ。の収率
(全%)

248 パ/レフ。の白色度

240 木材成分 177 中心柱(クローネ， 198 気孔線数(クローネ，
(0:ーセルロ| 上，タテ) 1 上，平均，ウラ)

ース) 181 中心柱(クローネ， b25 接線方向部分圧縮
上，ヨコ) 1 è辺材比例限度)

94 気孔線数(クローネ， 1つA;; バルイm ロ _.T相
上， N，ウラ) I~ O~ / '"  / .~巴 山

96 気孔線数(クローネ，
上， S ，ウラ)

216 縦圧縮
(辺材ヤング係数〉

219 縦引張
(辺材ヤング係数)
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r 0.10 r 0.01 r 0.05 
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43 針葉の長さ(クロー124 当年枝の長さ(クロ 1147 鱗片の形状比
ネ，下，平均) 1 ーネ，下) 1 . (ヨコ/タテ)

着葉数(クローネ， 1150 麹の形状比
下) 1 (ヨコ/タテ)

184 未成熟材繊維長 1196 全収縮率
(1 - 5 年) 1 (心材繊維方向)

2C7 気乾収縮率 1202 平均収縮率
(辺材繊維方向) I (心材繊維方向)

208 気乾収縮率 1241 木材成分
(心材繊維方向) 1 -(リグニン〉

236 抽出成分(心材アセ
トン抽出物)

53 針葉の厚さ(クロ -130
ネ，下， N) 

58 針葉の厚さ
(総平均)

107 気孔線数(クローネ '159 針案の幅(クローネ『
下， S ，オモテ) 1 上， N) 

7 縦圧縮 ! 
( 、王蹴=

M 呼E甥普縦庄縮強さ) 1 110 気ザ鞍ロ品'
201 平均収縮率

(辺材繊維方向)

J 句伊
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239 木材成分
(セノレロース〕

13 生校数 (N)

217 縦圧縮
(辺材比例限度)

218 縦圧縮
(辺材縦圧縮強さ)

252 パルプの裂断長
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242 木材成分 1220 縦引張 124 当年枝の長さ(クロ 1252 パルプの裂断長
(ぺントサ I (辺材比例限度) I ーネ，下)

ン) 1244 パノレフ。の収率 130 着葉数(クローネ，
(粕%) 1 下)

232 抽出前材中の樹脂量
(重量比)

251 パ/レフ。の密度

253 パルプの比破裂強

161 年輪幅
(全木樹冠材)

163 年輪幅
(1.2m枝下材)

165 年輪幅 (1.2m全体〉
235 抽出成分(辺材アセ

トン抽出物)

l
l
N
A
H
H
l
l
 

針葉の長さ(クロー
ネ，下，平均)

針葉の厚さ(クロー
ネ，上ヲ S)

針葉の厚さ(クロー143
ネ，下， N) 

針葉の厚さ(クロー148
ネ，下，平均)

当年枝の長さ(クロ 153
ーネ，下)

針葉の長さ(クロー155
ネ，上， N) 

樹脂道 1245 パルプの収率(全?の 24
(出現率 I 型) b48 パルプの白色度 | 

気2幣九巳今'\254 パルプの引裂強 135 
気孔線数(クローネ ， 189
上， N，オモテ)

気孔線数(クローネ， 193
中， N，オモテ〉

243 パルフ。の収195
率(精選?の1

99 



l
l
N品
凶
l
l

正 (+) 負 (ー)
形 質

r 0.10 r 0.05 r 0.01 r 0.10 r 0.05 r 0.01 

243 ノ率り(レ精フ選。の?の収 170 晩材率 184 未成熟材繊維長 58 針葉の厚さ
71 針葉(厚断さ市/の幅形)状(上比) 49 針葉の厚，上さ(クロー

.2m樹冠材) 1 ~ 5 年) (総平均) ネ ，平均)

171 晩材率(1.2m全体〕 191 全収縮辺率材接 72 針葉(厚断さ面/の幅形)状(比中) 76 針(厚葉さ断/面幅の〕形(総状平比均〉
173 容積密(全度数木樹冠材) ( 線方向)

203 気乾収辺材縮接率 83 中心柱(クローネ， 90 樹脂道
174 容積密度(全数木全 ( 線方向) 下，ヨコ) 出現率E型)

体)
219 縦(辺引張材 91 樹脂道 126 気孔数中 (クローネ，

175 容積密(1度.2数m枝下材) ヤング係数) 出現率E型〉 , S ，ウラ)

176 容積密(1度.2数m樹冠材〕 212 収縮異方(度心 196 全収縮心率材繊維
材全乾) ( 方向)

179 容積密度(1数 251 パルフ。の密度 202 平均(収心材縮繊率維方向)
.2m全体)

181 標準容(積全密木度樹数冠材) 208 気乾(収心縮材率繊維
方向)

182 騨勾成分主聖堂体〉 211 パfレフ'の収率( 

239 木材
粕%)

ロース)

244 パルフ.の収24 当年枝の長さ(クロ 7 幹の細(Hり/ 207 気乾(収辺縮材率繊維方向) l 樹高 2 胸高直径
率(粕%) ーネ，下) D.B.H) 13 生校数 (N) 3 カ枝直上直径

41 針葉の長さ(クロー 25 当年枝の長さ (N) 137 気孔数 10 生校数 (E)
ネ，下， N) 

47 針葉の厚さ上(クロー S ヲオモテ) 14 生校数(百十)

48 針葉の厚ネさ上(クロー ネ， 1:, N) 
160 年輪幅(全

55 針葉の厚さ(クロー
, S) 

84 中心柱(総平均， 木枝下材) ネ，下ヲ平均)

49 針葉の厚ラ上さ (クロー ヨコ)
230 松l 脂cm採当取り量の浸(斜出構量)

56 針葉の厚さ (N)

ネ ヲ平均)
195 全収(縮心率材繊 87 中心(タ柱テのノ形状比

68 針葉の幅 (N) 維方向) 250 パルフ。の厚さ
/ヨコ)(下)

95 気孔線数(クローネ，
148 麹(タテ平均) 198 玉p:均(収縮材接率 上司 S ，オモテ)

168 晩材率(全木全体) 心 線方向) 144 球呆の形状比

192 全収縮心率材接 237 木材成(分熱 (ヨコ/タテ)

( 線方向) 水可溶部) 161 年輪幅(全

225 接線(方辺材向部比例分圧限縮度)
246 ノりレフ。のローエ価 木樹冠材)

162 年輪幅(全木全体)
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242 木材成分
(ペントサン)

212 収縮異方度
(心材全乾)

235 抽出成分(辺材アセ
トン抽出物)

~ 

165 年輪l幅(1. 2m全体)
178 容積密度数

(未成熟材部)
229 松脂採取量

(平均浸出量)
243 バルフ。の収率

(精選?ら)
248 パノレフ。の白色度

~ 



正 (+) 
形 質

r 0.10 r 0.05 

245 パルフ'の収) 
率(全?ら

193 全収(縮辺率材
半径方向)

194 全収縮J心率材
( 半径方向)

199 平均収辺縮材率半径
( 方向)

200 平均(収心縮材率半径方向)

203 気乾(収縮材率接線
辺 方向)

215 静的(曲材げ
辺曲げ強さ)

246 ノぎルプの 25 当年枝の長さ (N) 7 幹の絢り
ローエ価

145 鱗片(タテ平均〕 (H/D.B.H) 

171 晩材率(1. 2m全体〉 177 森積密度(数成熟材部)
174 容積密度(全数木全

体) 180 標準容(全積密木枝度数下
175 容積密(1度.2数m枝下材)

材)

182 標準容積(全密木度全数体〕
179 容積密度数

.2m全体) 216 縦(圧辺縮材
197 針葉(厚断さ面/の幅形〉状(上比]

ヤング係数)
224 硬さ(辺材側面)

214 静的曲材げ 240 木材成分

(辺比例限度) (α セルロース〕

21:; 静的曲材げ 244 バルブ。の収率

(辺曲げ強さ〉 粕%)

247 パノレフ。の未 12 生校数 (S) 83 11]心柱(クローネ司
11[J解フリー

65 針葉の幅(クローネ，
下，ヨコ)

ネス
下， N) 200 平均収縮材率半

84 中心柱(総平均，
(心 径方向)

ヨコ) 250 バルブ。の厚さ

89 樹脂道(出現率 I 型〉

-+.. ....事

r 0.01 r 0.10 

225 接線(辺方材向部比例分圧限縮度) 19 校の平均太さ

144 球果の形状比
(ヨコ/タテ)

161 年輪幅(全木
樹冠材)

255 パルフ。の耐折

20 力枝の角度

75 針葉(厚断さ而/の幅形)状(比S) 

91 樹脂道(出現率E型〕

196 全収(縮率材繊維
心 方向)

負 (-) 

r 0.05 

2 胸高直径

14 生校数(百十)

18 カ枝の太さ

160 年輪幅(全
木校下材)

162 年輪幅(全木全体)

163 年輪幅
.2m枝下材〕

165 年輪幅 (1.2m全体)

229 松脂採(平取量均浸
出量)

102 気孔線中数，(クローネ，
S ，ウラ)

.1 . 

r 0.01 

10 生校数 (E)

13 生校数 (N)

87 中心(タ柱テの/形ヨ状コ比>
(下〕

242 木材成(分ぺ
ントサン)

251 パルプの密度

勺

~ 
品
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110 気孔線数(クローネ司
下，平均，ウラ)

173 容積密度数
(全木樹冠材)

178 容積密度数
(未成熟材部)

181 標準容積密度数
(全木樹冠材〕

194 全収縮率
(心材半径方向)

198 平均収縮率
(心材接線方向)

202 平均収縮率
(心材繊維方向)

253 バ/レフ。の比破裂強
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針葉の厚さ(クロー
ネヲ中，平均)

樹脂道
(出現率E型)

101 気孔線数(クローネ，
中， S ，オモテ)

| 竺竺_J
着葉数(クローネ， 1104 気孔線数(クローネヲ 152

下) 1 中，平均，ウラ)

針葉の厚さ(クロー1190 成熟材 (Jレーメン幅191
ネ，中， N) 1---".....,. '/繊維幅)

中心柱の形状比
(タテ/ヨコ)(上〉

102 気孔線数(クローネ，
中， S ，ウラ)

113 気孔線数
(S ，オモテ)
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249 パルフ。の坪1184 未成熟材繊維長
量 1 (1 - 5 年)
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(アルペン抽出物)
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182 標準容積密度数 1173 ~等積密度数
(全木全体) 1 (全木樹冠材)

パルフ。の収率 1 176 容積密度数
(精選別 1 (102m樹冠材)

178 容積密度数
(未成熟材部)

230 容積密度数
(会木枝下材)

254 ノりレフ。の引裂強

-...t 

178 容積密度数 1232 抽出前材中の樹脂量
(未成熟材部) 1 (重量比)

242 木材成分
(ぺントサン〕

252 パルプの裂断長

253 パノレプの比破裂強
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パノレプの 1102 気孔線数(クローネ， 1187 成熟材 1252 バルブ。の裂断長
比破裂強| 中， S ，ウラ) I (ルーメン幅) 1255 パルプの耐折

185 成熟材(繊維幅) 1238 木材成分
(アルペン抽出物)

190 成熟材(ルーメン幅|
/繊維幅) 1242 木材成分

(ペントサン)

251 パノレフ。の密度

も。
品
、司

生校数 (W)
力校の太さ
枝の太さ(総平均)
針葉の厚さ(クロー

ネ，下， N) 

120 気孔数(クローネ，
上， S ，ウラ)

針葉の厚さ(クロー111
ネ，下，平均) 118 

106 気孔線数(クローネ， 11 9
下 ， N ，ウラ) 153 

125 気孔数(クローネ，
中， S ，オモテ〕

向
向
方
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254 パルプ。の 1169 娩材率 17 幹の細り
引裂強 (102m枝下材) 1 (H/D. B .H) 

171 晩材率(l..2m全体)1193 全収縮率
容積密度数 I _.(辺材半径方向)

(全木校下材) 1197 平均収縮率
市容積密度数 I (辺材接線方向〕

(1. 2m枝下材) 1223 硬さ(辺材木口面)

一 l



ー
!
日
仏
∞l
l

正 (+) 負 (一)
形 質

r 0.10 r 0.05 r 0.01 r 0.10 r 0.05 r 0.01 

254 ノりレプの 177 容積密度数 126 気孔数中 (クローネ， 128 気孔中数，平(クローネ，
引裂強

179 容標積準容密〈度積金。〈木成数密2i度技熱m 材数F部体材〉>) 

, S ，ウラ) 均，ウラ)

138 気孔数 (S ，ウラ) 160 年輪幅(全
180 161 年輪幅(全

木枝下材)

木樹冠材) 162 年輪幅(全木全体)

182 標準収〈心容総積率材(金半密径木度全数方体リ) 
211 収縮異方度辺 163 年輪幅

194 全 ( 材全乾) .2m枝下材〕

235 抽出成分(辺材アセ 165 年輪幅(1. 2m全体〉
198 平均収縮率 トン抽出物) 209 収縮異方度
お5 気し乾.(Ji収韓〉剥U縮接率童線;方向〉 (辺材気乾)

品向)
206 気

向)

214 静縦静〈的的辺引(G(辺材張辺曲曲Z材樹縦材げげ比比曲庄倒繍例げ強強限阪度)215 
さ)

218 
さ)

220 
度)

226 接線材方向部?ら部分圧強分縮圧さ縮) (辺 5

255 ノ勺レフ。の 26 当年枝の長さ (S) 32 着葉数 (S) 253 パルプの比破裂強 173 容積密(全度数木樹冠材) 19 校の太さ(総平均) 222 せん断(辺材強さ)
耐折

70 針葉の幅(総平均) 252 パノレプの裂断長 122 気孔数平(クローネ)ヲ

125 気孔中数， (クローネ， 181 標準容(全積木密度樹数冠材) 上， 均，ウラ

172 容積密度(全数木S ，オモテ)
182 標準容積(全密木度全数体) 全体)

127 気中孔数平均(クローネラ 176 容積密(1度数, I "''''J' オモテ) 224 硬さ(辺材側面) .2m樹冠材)
139 気孔数(総平均，

228 半G径E材方向5 部%部分ー圧分強エ圧価縮さ縮> 178 容官積普得度ャ〈数未成熟材〉オモテ)
216 

246 ノ勺レフ。のロ ング係数)
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